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M  片 (明治 三卡 二三 年唭)  0 

參 

m  記 (明治 三十 三年 九 HC 八日より 十二 H: 十八 口まで)  五 

0  片 (明治 三十 三年 十 H 初旬)  II 〇 

曰  記 (明治 三十 四 年 一月 一日より 十一月 十三 日まで)  二 六 

斷  (明治 三十 四 年 四月 頃 以降)  \0 

ffi  片 (明治 三十 七 八 年頃)  九 六 

斷  片 (明治 三十 八 年 十一 H 顷 より 明治 三十 九 华裒 頃まで) .  一-二  =1 


斷， 日斷斷 斷日斷 


二 

片 (明^ 三十 九 年)  •  一,、 四 

記 (明治 四十 年！ 11 月 二十 八日よ 十日まで)  二 〇 五 

片 (叨治 四十 年顷)  一一 一一 ◦ 

片 (明治 四十 年、 m 十一 年頃)  一一 六， 一、 

片 (明治 四十 一 年初 夏 以降)  一一. し 八 

記 (明治 W 十二 年 三月 二日より 八月 二十 八日まで)  三 二 =1 

片 (明治 四十 二 年 一月 頃より 六 七 月頃まで)  三 V 四 


心』 喜 怒哀樂 ノ 舞 臺舞臺 ノ 裏-一 何物 か ある 

煩 腦と眞 如 は 紙の 表裏の 如し 一 一而 一 一 而. f 一 

天下 ノ 事 皆 面白 シ 而 シ テ皆 面白 カラ ズ 金時計 ヲ持 シテ 威張る ハ 弊袴ヲ 着て 威張 ルガ 如 シ、. 擧 gs ヲ 誇ル" 

無 學ヲ誇 ルガ 如シ  i  I 

同時 - 一善 チリ 同時 一一 惡ナリ 

或る 攀校ノ 敎師ハ 無嗜に 休席ス 生徒 不平な り 他 敎師は  一 B も缺 席せ す 生徒 亦 不平な り  一 a 矛盾の 如し 然 

し是が 人情な り反對 せる もの 各 其 良き 所 ある を 示す 所以な り 

新 を 好む の 心は舊 を戀. ふの 心なり 現在に i 足せざる よに 

老人 は 新 を 好む の餘 地な し 故に 舊を 好む 少者 は戀 ふべき の舊 なし 故に 新 を 好む 

天地^ 此情を 満足せ しむる 樣 に作爲 せられて あり 夏に 苦しんで 冬 を 得 冬に 困， して 春秋 こ豊禺 一す 

歴史 を 己れ を 繰 返す と 繰 返す もの は歷史 のみな  ら、 一 9 

日 ありて 夜 あり 闇の 後に 月 あり 天下 變ぜ ざるな し 時々 に變じ 刻々 に 移る 變化 锥芗を 好む よ 人情な り 

變化 なき 是を 死と いふ 不變化 を 愛する は 死 を 愛する 也 彼實に 不變を 愛する にあら す變 化の 窮 りなき を 見 

て不變 化の 安 かるべ きを 思ふ是 妄想な り 春日樂 しと 雖も 三百 六十 五曰舂 のみ 〔に〕 して 寸毫 の變 なきと き 


は 五六 年の 後人 皆 秋霜 冬 雪を戀 ふに 至らん 金錢 貴し と雖 豪奢 を 極め 盡す とき は 江湖 蓑 笠の 樂 なる 事 を 憶 起 

すべし  -- 

不變 旣に樂 しからす 變亦樂 しからす 氣むづ かしき は 人 ^ なり 

變 にして 不 變不變 にして 變 なる もの を 求めよ 而 して 海 は 始終 大 安樂なる べし 

無意味と 無意味 は 衝突す る 事な し 

自ら 以て 高し とす 是 自ら 卑しと す るな り 自ら 以 て 5 一 i- たりと す是 未だ 得ざる を 示す 


0.  記  I "明治 三十 三年 九月 八日より 十二月 十八 日まで II 

八日 潢濱 發遠洲 洋-ー テ船少 シク搖 ク晚餐 ヲ喫ス ル能ハ ズ 

九日 卜 時 神戶着 上陸 識訪 山中 常 盤-一 テ 午餐 ラ 喫シ溫 泉-一 浴ス夜 下痢 ス晚 餐ヲ 喫セズ 

卜 日 夜半 長 崎 着 . 

床上 二 困 臥 シテ氣 息埯々 タリ 直徑 一 尺許ノ 丸窓 ラ 凝視 ス レ バ 一 星 窓 中 二 入 リ來リ 又 出デ去 ル船ハ 波-一 從 

ッテ動 搖ス. レバ ナリ 

十 一 日 長 崎 上陸 縣廳ニ テ馬淵 鈴 木 一 一氏-一面 會ス筑 後町 迎陽 亭- 一至 リ 入浴 午餐 ヲ喫ス 四時 半歸船 

兩氏及 池 m 氏送ラ ル 

夜 月色 頗ル 可ナリ 

十一 一日 夢 覺メテ 旣ニ故 鄉ノ山 ラ見ズ 四顧 渺茫 タリ こ 鳥 一 羽 波 上 ラ飛ブ ヲ見ル 船頗ル 動搖食 串-一 ワク ヲ 

着ケテ 顚墜ヲ 防"々.、 

漸ク動 搖-ー ナ レ テ氣 分少シ ハ ヨシ、 長 崎 ヨリ 西洋 婦人 夥多 乘込ム 皆 我 ヨリ 船 ガ强キ 樣ナリ 羨シキ 「ナ リ、 

彼等 ハ平 氣デ 甲板 一一 居ル 婆サ ン モ菪 イノ モ 、 待-一 佛人ノ 家族 二 六 七 歲ノ小 供ガ居 ルガ 御 玩弄 ノ蒸& 船ラ引 


張ッ テ甲扳 ヲ馳ケ 廻ッテ 居ル、 我^ モ 可成 平 氣ナ顔 ヲ装ッ テ居ル ケ レド モ眞- 一平 氣 ナノ ハ芳 賀位ノ モノ デ 

他 ハ 皆 左程： 4. 氣デ モナ イノ デ 〔ァ〕 ル 其 内 デ尤 モ 平氣ナ ラ ヌノハ 小生 デ アル 

力 バ ン ノ 中二 几董集 ト 召 波 築 ガァ ッタ カラ 少シ讀 マウ ト思 フタ ガ 讀 メ  メ 周圍 ガ 西洋人 クサ ク」 ァ 到底 俳句 

杯味フ 餘地ハ ナイ 芳賀ハ 詩 韻 含 英杯ヲ ヒネク ッテ居 ルガ是 モ何モ 出来 ヌ ラシィ 徘句モ 1 L: 句 ハ作ソ テ見度 

* カー 向出 テ來 ナイ 恐 入ッテ 仕舞 ッタ  ， 

橫濱ヲ 出帆 シ テ見ル ト右 モ左モ 我々 同行者 ヲ除ク ノ 外ハ皆 異人. パ 力 リデァ ル其中 一一 一 人^ I 木人ガ 居タ 力 

ラ是ハ 面白 イト 思ッ テ話ヲ シカケ 〔テ〕 見 タラ 驚 イタ 香港 生ノ 葡萄 〔牙〕 人デ アツ. ク祌戶 カラ モ 一人 日本 

人 ガ乘タ ト 思ッテ 喜- ン デ居ッ タラ 是モ豈 計ラ ン ャ組デ 支那 ノ 女-一 英ギ リ ス ノ男ガ ッガッ テ 出來タ 相ノ コ デ 

ァ ッ々 是 カラ 先モ氣 ヲッケ ナイ ト妙ナ 間違. ラ シ 〔テ 〕 シ クジル r ガァ ル 注意 々 々 

十三 日 昧 爽吳淞 二着 ス 濁流 満目 左右 ー帶ノ 靑樹ヲ 1 ル 、夢-一人 ル者ハ 故 鄹ノ人 故郷 ノ家 醍ム レバ 西 

洋人 ラ ^蒼海 ヲ見ル 境遇 夢 ト 調和 セ. ザ ル 「 多 シ 

小 蒸 &  二 テ 濁流 ラ溯リ 一 一時間 ノ 後上 海-一着 ス、 满目皆 支那 人ノ 車夫 ナリ 

家屋 宏壯撗 濱杯ノ 比-一 ァラズ 

稅闢- 一 立 花 攻樹氏 ヲ訪フ 家屋 宏大 一一 テ 容易-一分 ラ-ス 困却 セリ 

東 和洋 行 ヲ敎へ ラレ テ此ニ 午餐 ス， 立 花至ル  . 

立花ノ 家-一 テ晚餐 ヲ喫シ 公園-一到 リ奏樂 ヲ聞ク  - 

f 夫 ヨリ 南京町 ノ 繁華 ナル所 ヲ見ル 頗ル稀 有ナリ 


. 十四日 愚阖^ 園 ラ見ル 愚 阅頗ル 愚 ナリ、 支那 人ノ轎 * 西洋人 ノ車雜 多ナリ 

午後 三時 小蒸巌 -1 テ 本船-一 歸ル、 就寢、 支那 人ノ聲 毛唐 ノ聲荷 ヲ揚ル 音-一 テ喧 騷窮 ナシ、 

十五 日 今日 ハ 上海 ヲ 出帆 ス ル日ナ リ咋日 ョ リ吹キ 暴 レ タ ル 秋^ ノ-黃 I： ノ 濁流 ヲ ス ク ヒ揚 ゲケ見 ル モ悽 

ジキ 樣デァ ル檣頭 ユカ 、ゲタ ル 白地 二 銷ラ黑 ク染メ ヌキタ ル旗 ヲ吹キ チ-ギ ル許リ 二 吹ク、 卜 時頃ョ リ雨サ 

へ加ハ リテ 甲板 上ニ竝 ベタ ル籐ノ 椅子 ヲ吹 キ吹バ ス許 ナリ是 等ハ皆 潮水 ニ濡レ テ腰ヲ カクべ ク モア ラズ且 

腰ラ カケタ リトテ 人間 サへモ 洗 じ 去 ランズ ル 勢ナリ . 

卜 六日 昨日 出帆 ス ベ キ笞ノ 船ハ遂 二 出帆 セ ズ シテ今 E 始メ テ出 ヅ船ノ 動搖？ マン ク シテ 終日 船室 -1 ァ リ 

午後 勇ヲ 鼓シテ ftli- 一一  就 ヰ シ モ遂 一一 ス ー プ ヲ半 分飮ミ タル ノ ミニ テ 返却 ス 

ト 七日 船 福^ 邊 二  ^泊ス 昨日 ノ動搖 二 チ 元氣ナ キ 「 甚シ且 下痢 ス甚ダ 不愉快 ナリ 

午後 四^ 頃 福州ノ 砲臺ヲ 左右-一見 テ深 ク灣- 一人 ル  . 

，夥多 ノ 支那 人 雜货ヲ 持チ來 リテ之 ヲ寶ル 喧噪 極 リナ シ  . 

風呂 番兼 奏樂ノ 隊長 售リ ニ來ル 支那 ノ 古服 ヲ 着ケテ 得々 タリ . 

ト 八日 暴11 風 ナク波 平ナリ  ， 

左右 島嶼 ヲ見ル 腸 S ほ少 シク舊 一一 復ス  -  - 

終日 雨 甲板 濡ヒテ 心地惡 シ  - 


十九 日 微雨 尙已 マズ 天 漸ク喑 レン トス  * 

阿呆 鳥 熱き 國へ ぞ參 りけ る 

稻 妻の 碎ケ テ靑シ 浪ノ花  S 

午後 四時 頃 香港 着、 九 龍 ト云フ 慮-一 横着 ノー  ナル是 ヨリ 香港 迄ハ絕 H ズ小蒸 臉ァリ テ注復 ス馬閼 門 司ノ如 

^>山 翳-一 暦樓ノ 聳ュ ル樣 海岸-一 傑閣ノ 竝ブ樣 非常 ナル 景氣 ナリ、 十 錢ヲ投 ジにァ 香港-一至 リ鶴屋 ト云フ 日本 

宿 二 至ル污 機 居ル 可ラズ 食後 Qucen-S  Road ヲ見テ 歸船ス 船 ヨリ 香港 ヲ望メ バ萬燈 水 ヲ照シ 空-一映 ズル 

樣 綺羅星 ノ如 クト云 ハン ョ リ 満山 一一 寶石 ヲ鎮メ タ ルガ 如シ diamond 及ビ niby  ノ頸飾 リヲ満 山 満港 满遍 

ナク ナシタ ルガ 如シ時 一一 午後 九 時 

二十日 午前 再ビ 香港 二 至 リ^ eak  - 一登 ル 綱條鐵 道ニテ 六十 度位ノ 勾配 ノ 急坂 ヲ引キ 上 ル驚ク 許 ナリ頂 

上 ョ リ 見渡 セ バ 非常 ナ好景 ナリ再 ビ車ュ テ歸 ル 心地 惡キ位 急 ナ處ヲ 車 -I テ下 ル歸船 午後 四 畤 出帆 

二十 一 日 晴 

二十 二日 曇 午 時 香港 ヨリ 海上 六 百 W 十一 哩ノ處 ヲ行ク 

二十 三日 無事 今日 日曜-一 テ 二等 室 ノ宣敎 師ハ例 ノ如ク 歌 ヲ唱ヒ 說敎ス 上等 ノ S. 板-一 モ獨 こ人ガ 喧嚟 

ヲ ス ル 樣ナ說 敎ヲ シ テ居 ル 


二 卜 四日 BE 惡ク腹 下リテ 心地 惡シ 今夜 十 時 頃 シン ガボ —ル 二着 ク箐 ナリ 

1 一 卜 五日 味爽シ ン ガボ ー ル着 頗ル熱 キ處ト 覺悟セ シ 二 非常 ニ凉シ ク シテ 柬京ノ 九月 末位ナ リ尤モ 曇天 

ナリ 土人 丸木 ヲクリ タル 舟 一一 乘リテ 船側 ヲ 徘徊 ス 船客 錢ヲ 海中 二 投ズレ バ 海中 二 躍 人 ッテ之 ヲ拾フ 

土人 二 テ 日本語 ヲ操ル 者 日本 旅 舘松尾 某 ノ引札 ヲ持シ テ至ル 命ジテ 馬車-一 ー臺 ラー 一圓 五十 錢宛 二 テ 履ハシ 

メ 植物園-一至 ル熱帶 地方 ノ 植物 靑々 トシ テ頗ル 美事 ナリ又 虎 蛇 鰐魚ヲ 看ル、 Conservatory ァリ夫 ヨリ 博 

物 舘ヲ見 ル餘リ 立派 ナラズ 歸途松 島 - 一至 リ午 飯ヲ喫 ス此處 日本 町ト見 ヱ テ 醜業婦 街上ヲ 徘徊 ス妙ナ 風ナリ 

午後 三時 再ビ 馬車 ヲ驅 ッテ 船-一 歸ル 三時 半 ナリ，  . 

1 一十 六 日 凉 

ニト 七日 朝べ ナン 着 午前 九 時ノ 出帆 故 上陸 スルヲ 得ズ雨 フル 十 時 頃晴ル 

二 卜 八日 雨 

二 卜 九日 曇 印度洋 ト雖 5. 板上ハ 風烈シ ク寒キ 位ナリ 

三十日 無事 


十月 一日 十二時 頃 コロン ボ着 黑奴 夥多 船中 二人 込來 リロ々 二 客ヲ引 ク頗ル 煩ハシ 中二 日本 ノ^ 遊 者 

ノ 名刺 又 ハ推擧 狀樣ノ モノ ヲ出 シテ 案. 3： 七. ント 云フ者 二三 人 ァリ其 一人-一 誘ハ レテ 上陸 British  India 

Hotel ト云 フ處ニ 至ル 結構 大 ナ ラ ズ 中流 以 下 ノ 旅舘 ナ リ 

馬車 テ驅ッ テ佛ノ 寺 ヲ見ル 砂利 塔 ァリ塔 上-二 鎮 メタル ハ moonstone ナリト 云フ舊 跡ト雖 宂 年年 手ヲ入 

ル 、 ガ 爲メ毫 モ見ル 二 足ル 者ナシ a 構造 モ頗ル 粗 求ナリ 路上 ノ 土人^ ヲ 車中 二 投ジテ 錢ヲハ 乙フ且 Japan, 

Japan ト叫ン デ錢ヲ 求ム甚 ダ煩ハ シ佛ノ 寺内尤 モ烈シ 一 少女 錢ハ 入ラ ヌカラ 是非 此.^ ヲ取レ ト强乞 シテ已 

マ ズ不 得已之 ヲ取 レバ 後ョ. リ直グ -1 金ヲ吳 レト逼 ル亡國 ノ民ハ 下等 ナ者 ナリ 

「バ ナ、」 「コ、 ー」 ノ木 ニ熟セ ル樣ヲ 見 ル頗ル 見事 ナリ 道路 ノ 整へ ル 樹木 ノ靑々 ク ル 芝原ノ 見事^ ル 

固 ヨリ 日本 ノ比 ユア ラズ 

六 時半 旅舘ニ 歸リテ 晩餐-一 名物 ノ 「ライス」 カレ ヲ喫 シテ歸 船ス案 S  ノ 印度 人頗ル 接待-一勉 メタ リト雖 

筏 二 テ隶 2 ッ ケ ヲ見 ル 二 隨分 非常 ノ高價 ナリ案 5： 籽 ハ 10  Rubies ュ テ 馬車 ハ 一 ー臺 二 テ 20  nubies ナ リ馬 

車資ノ 如 ヰ ハ g 力 二 反ナ リ然 レ 宂 不知 案 5：  ノ 旅. 客 ナ レ バ 言ガ マ、、 二 錢ヲ與 へ Hd 推擧狀 迄書テ ャルハ 

馬鹿 ゲタ ル ノ ミナ ラズ 且後來 日本 ョ リ遊 宽 ノ人 ，一一 對シ テ甚ダ 氣ノ毒 ノ至. リ 我等 此 馬鹿 氣タ ル 「ト氣 ノ毒ナ 

r ヲシ タルー 行ナリ 

十月-一 一日 朝ョサ 驟雨 來ル 屮板上 一一 印度 ノ 手間 師來 リ速リ ニ戲 ヲ演ズ 日本 ノ豆 栽ト 大同小異 ナリ 只. サ 

ル ノ中ョ リコ * フララ 出シテ 手足 二 纏 ヒッケ ル樣^ モ 手間 師ト豆 藏トヲ 兼 タル ガ如 シ、 且 standard  Dic- 

tionaiy 中-一 アル コブラ ノ. ffi ト 同一 ナリ 


十月 三日 晴 無事 

十月 四日 午前 5. 扳ノ 椅子 二 踞シテ 讀書ス 突然 女ノ聲 -1 テ夏 目サ ン ト呼ブ 者ァリ 驚テ見 レバ Mrs.  Nott 

ナリ 此方 ヨリ 上等 室 二 訪問 セ. サ ル故向 ヨリ 來リ タリ ト云 明日 午後 茶 二 來レト テ分レ タリ 

十月 五日 午後 三時 半 Mrs.  Nott ヲ 一等 室-一 訪フ， 女子 ハ 非常 ナ 御世 辭 上手 ナリ 諸人-一 紹介 セラ ル然レ 

^ 一  モ 其名ヲ 記牋セ ズ且誰 二 モ我 英語 -I 巧 ミナ リト テ稱贊 セラ ル 赤面 ノ 至ナリ 女子 ハ 音調 低ク且 一 種ノ早 

口  二 テ 日本人 ト云フ 容赦 ナク聽 取 二 ク 、 シテ 閉口 ナリ 無喑ナ 挨拶 ヲス. レ バ危 險ナリ 恐縮 セリ 色々 ナ 談話ヲ 

ナシ且 英國着 後 紹介 狀, 樣ナ者 ヲ賴ミ テ歸ル 五 時半 

十月 六日 此ー 三 一日 風波 頗ル 穩ナリ 今朝 ハ殊 ニ靜カ -1 テ恰モ 鏡 上 ヲ行ク ガ如シ 印度洋. モ 存外 ナ者 ナリ、 

手紙 ヲ故驟 二 ャ ラント 思 へ ド モ 面倒 ナ リ 

. 雲ノ 峰風ナ キ海ヲ 渡りけ り 

午後 大魚 無數 波間 - 一躍 ル ヲ見ル  • 

十月 七日 満月 一一 テ 非常-一美 シ 

十月 八日 今日 國ヲ出 テョ リー 月 目ナリ 午後 Aden  二着 ク箦 ナリ夜 Aden  二着 ス 


十月 九日 猶 Aden ュ治ス 

見渡 セバ 不毛 ノ 禿山 巉航ト シテ 景色 颇ル 奇怪 ナリ十 時 頃 出帆 始メ テ亞^ 利加ノ 土人 ヲ a ル 口 シャ ナ佛ノ 

頤 ス 本家 ハ茲- ーァリ ト信ズ 

攀 

十月 十日 咋夜 wabelmandeb 海峽ヲ 過ギテ 紅海 二 入ル始 メテ熱 ヲ感. ス此夜 上等 室-一 テ ball ノ催ァ 

リ 御苦努 千萬ノ 事ナリ cabin ュ入 リ寢- 一就 ク熱名 狀スべ カラ ズ 

赤き 日の 海に 落 込む 暑 かな 

海 やけ T 日 は 紅に 〔以下な し：" 

！  日 は 落ちて 海の 底より 暑 かな 

十月 トー 日 昨夜 cabiii -1 入 リテ寢 一一 就 ク熱苦 シクテ 名 狀スべ カラ ズ 流汗 淋漓 生 タル 心地 ナシ此 夜 又 

然リ明 方 ヨリ 漸ク凉  • 

十月 十一 一日 秋 氣漸ク 多 シ然レ 氏 船客 未ダ 白衣 ヲ脫 セズ 「 ス ヱ ス」 以北 ュ至 ラバ 始メテ 寒 カラ ン夜 Sinai 

ノ山ヲ 右岸-一見 ル月未 ダ上ラ ザ リシ 爲メ雪 力 陸 力 a 分 難 力 リ シ 

十月. H  二日 朝 九 時 頃 「ス エス」 一一 着ス满 目突兀 トシ テ 一草 一木 ナシ是 ヨリ 蓮 河-一人 ル 「ス エス」 ユテ 

London  Times 及 一 ニニ 種 ノ雜誌 ヲ買フ 二 伊藤 山縣 ノ寫眞 ノア ル者 ァリ又 本邦 内閣 ノ交迭 テ記ス 


十月 十四日 Port  Said  -I 着ス 午前 八 時 出帆 是 ヨリ 地中海 二人 ル秋氣 満目 船客 ノ多 數ハ 白衣 ヲ捨ッ 中- 1 

ハ白ノ 上-一 外套 杯 ヲッケ タル ァリ 頗ル奇 

十月 十五 日 Bible  ノ  exposition ヲ聞ク 夜 Doctor  Wilson ト談 話ス 

十月 十六 日 海 荒 レテ氣 色惡シ 

十月 十七 日 Exposition ヲ聞ク 

薄暮 Naples  - 一着 ス KSnig  Albert ハ 今夜 十 時ノ發 -1 テ橫 濱- 一向 フ松本 亦 太 郞始メ 四 五人ノ 本邦 人此 

內 ニアリー 三 一町 ヲ隔テ 、 相治ス 呼べ バ應ゼ ン ト欲ス 然レ开 我 船 如何 ナル故 二 ャ 上陸 ヲ 許サズ 從ッテ 友人 ヲ 

見 ル ヲ得 ズ殘 念ナリ 

十 十八 日 Naples  二 上 逢 シテ cathedrals ヲニッ museum 及 Arcade  Royal  Palace ヲ見 物ス寺 院 

sic 

ハ 頗 ル 壯嚴 一一 テ 立派 ナ ル 博物 舘 ニハ 有名 ナル 大理石 ノ 彫刻 無數 陳列 セリ且 pompey  ノ 發掘物 非常 二 多 シ 

Royal  Palace モ頗 ル美ナ リ 道路 ハ皆石 ヲ以テ 敷キッ メタ リ 此地ハ 西洋-一 來テ 始メテ 上陸 セル 地 故 夫 程 驚 

キタリ 

十月 十九 日 午後 ニ哮頃 Genoa  二着 ス 丘陵 ヲ 負ヒテ 造 ラレ タル 立派 ナル 市街 ナリ 薄暮 上陸 Grand 


Hotel - 一着 ス宏壯 ナル者 ナリ生 レテ始 メテ斯 檨ナル 家-一宿 セリ、 食事 後 案 E ラ 賴ミテ 市中 ヲ 散歩 ス 

十月 二十日 午前 八 時半 ノ氣 車-一 テ Genoa ヲ出 發ス旅 宿ノ 馬車 ニテ 停車場 ニ馳付 タル ハ 立派 ナ リシ ガ 

場 2：  二 テ委細 方角 分 ラズゥ 口々 ス ル樣沟 二 笑止 ナリ漸 ク竊車 釗着セ シガ 乘車セ ン トス レ バ ド コ 〔モ〕 occu- 

pied ト喧突 ヲ喧ヒ 途方 ニ暮レ タリ 漸ク cooic  ノ  agent ヲ 見出 シテ之 一一 英語 ヲ以テ 賴ミシ ガヤ ガテ乘 客 

満員 ノ爲メ 新 列車 ヲ 增加 シ 漸 ク 之 二 乘込 ミ シ 、ガ 一一  テ 乘易 ル 譯故氣 .叻 氣 ユア ラ ズ渐ク 該所 ニッキ 停 

車 場前ノ 旅館-一至 リ中 食シ屈 時半 ノ發 車ヲ待 チ合ス Genoa 上陸 以來 一切 % 中-一 テ引キ 廻サル 、如 キ觀ァ 

リ見當 遠 ノ所 一一 至ラザ ル ガ仕合 ナリ トス 

四時 三十 分 頃 旅屋ノ 番頭 二 送られて 凝 車 一一 乘る 何處モ occupied ト云ハ レテ這 人 ルヲ得 ズ五人 離 離-一 ナ 

リテ漸 ク乘込 就中 余ハ 最後 迄 赤帽 二 引 マ ハサ レ テ范然 トシ テゥ 口々 ス ル r 多 時漸ク 毛唐人 ノ內 二割 込ム皆 

キヨ 口 キヨ ロト シテ余 ガ顔ヲ I ル此體 裁-一 テ Modane 迄 至ル茲 所. ュテ 荷物 ヲ檢查 シテ佛 ノ國境 一一 入ルト 

云フ 故此處 二 至リ見 ル 一一 手荷物 ヲ持チ テ下リ ル 「 ト 心得 テ車ヲ 飛 ビ出セ バ 豈計ラ ン ャ デ撿査 宫ガ 車中 二 來 

リ テ檢査 スト 云フ 一一 倉皇 引 キ返セ バ知ラ ゾ奴ガ 我物顔 ュ 自分 ノ席ヲ 占 メテ居 ル故此 ハ我席 ナリト 英語 デ云 

へ バ佛語 二 テ君 ハ何モ Hi -テ行 力 ヌ故此 - ー座シ タ ルナ リト 威張 ッテ入 ャ"ズ 已ヲ得 ズ藤 代氏ノ 席ノ處 一一 至リ廊 

下 二 佇立 ス ル 二 車掌. ゾ如 キ者來 リ次ノ 部屋 ヲ指 シ連リ 二分 ラ ヌ 「ヲ鬼 角 申ス故 ノ-ソ キ見レ バ八. ^ 定員 ノ處 

二  一  ノ 空席 ァリ是 幸 ヒト座 ラ占ム レバ 同席 ノ 一行 六 人 連 ノ奴原 連 リー 一 何 力 吾ヲ罵 ル樣子 ナリ然 此方 モ負 ヌ 

氣 二 テ 馬耳東風 ト聞 キ流ス 力 クシ テ 東方 ノ白ム 頃迄ハ ャ リ通シ 八 時 頃漸ク 「パ リ ス」 ュ着 7 停！ SI. 場 ラ出デ 

テ a レバ 丸デ西 モ東モ 分ラズ 恐縮 ノ體ナ リ巡资 如 キ者ヲ 柿へ テ藤代 氏 船 ヰ 二 テ 一 夜造リ 一一 强强 シク ル佛語 

ュテ何 力 云 フニ 親切 ナル 人-一 テ 馬車 ヲ展ヒ 吳レテ 正木 氏 ノ 宿所 迄 送 リ 屆シ吳 タリ 正木 氏英國 旅行 中 -マ， 會 


ハ ズ渡 邊氏ァ リ 朝食 ト 晝食ノ 馳走 ヲ受 ク佛 人ト會 炱セ ル ハ是 ガ始メ テナ リ食後 停車場 - 一至 リ再ビ 荷物 ヲ受 

取 リ！！ ル晚 餐ヲ料 〔理〕 店-一 食 - 一行 ク 美人 ァリ テ 英語 ヲ話ス 夜 Nodier 夫人 ノ 家-一 歸リテ 宿 ス是ハ 渡逡氏 

ノ 周旋 一一 テ借リ タルモ ノナリ  •  . 

十月 一 一十一 一日 卜 時 頃 ヨリ 公使 舘ニ 至リ 安達 氏 ヲ訪フ ァラズ 其 寓居 ヲ 尋ねし が 又遇ハ -ス淺 井忠氏 ヲ尊ネ 

シ モ 是亦不 *i  二 テ不得 已歸宿 午後 一 一時 ヨリ 渡 邊氏ノ 案内 -ー テ 馎鬵會 ヲ觀ル 規模 宏大 二 テー 一日 ャ 三日 一一 テ容 

易-一 觀羞セ ル モノ テア ラズ 方角 サ へ 分ラヌ 位ナリ 「. ェ へ ル」 塔 ノ上リ テ歸路 渡 邊氏方 二 テ晚 餐ヲ喫 ス其ョ 

リ Grand  Voulevard  二 至リテ 繁華 ノ樣ヲ 目擊ス 其 狀態 ハ 夏夜ノ 銀座 ノ 景色 ヲ五 十 佶 位 立派  一丁 ン タル 者ナ 

チ月 二十 三日 朝 樋 口 氏 來ル晝 食 ヲ喫ス 岡 本 氏來ル 日本食 ノ晚餐 ラ喫ス 夫 ヨリ Music  House  二 至リ又 

Underground  Hall 二 至ル 歸宅ス 午前 三時 歸宅 ス 巴理ノ 繁華 ト墮 落ハ驚 クべキ モノ ナリ 

卜 月 二い 四日 士 一時 半 ヨリ 安達 氏 方 二 赴 キ晝餓 ノ饗應 ァリ六 時 頃 歸宅宿 二 テ晚 餐ヲ喫 ス就寢 

十月 一 一十 五日 渡邊 氏ヲ訪 フ夫ョ リ 馎覽會 ニ行ク 美術 舘ヲ 覽ル 宏大 一一 テ覽 盡セ レ. ズ 日本 ノ ハ尤モ マヅシ 

十月 一 不 六日 朝 淺井忠 氏 ヲ訪フ 夫 ヨリ 芳賀藤 代 一 一氏 卜 同ジク 散歩 ス雨. ヲ衝テ 遠 ル樋ロ 氏來ル 


卜が 一 一十 七日 博覽會 ヲ覽ル 日本 ノ 陶器 西陣 熾尤モ 異彩 ヲ放ッ 

十月 一 一十 八日 巴 理ヲ發 シ倫敦 二 至ル船 中風 多シテ 苦シ晚 一一^ I 敦 ニ着ス 

十月 一 一十 九日 岡 田氏ノ ^ 事ソ爲 め倫敦 市中 一一 步行ス 力 角 モ何モ 分ラズ 且南亞 ヨリ 歸ル 義勇兵 歡 迎ノ爲 

メ 非常 ノ雜沓 -1 テ 困却 セリ夜 美 野 部氏ト 市中 雜沓 ノ中ヲ 散歩 ス 

十月 三十日 公使 舘 一一 至 リ松井 氏-一面 會 Mrs.  Nott ヨリ ノ書狀 電信 ヲ受ク 

十月 三十 一 日 Trowel-  Bridge,  London  Bridge,  Tower,  Monument ヲ見ル 夜 美 野ぎ-氏 ト Haymark ひ け 

Theatre ヲ見ル S112.idan  ノ  T!he  School  for  Scandal ナ リ 

十一月 一日 十一 一時 四十 分 ノ嵐車 二 テ Cambridge  二 至リ Andrews 氏 ヲ訪フ 同大 擧ノ樣 子 ラ知ラ ン ガ 

爲ナ リー 一時 着 同氏 不在 四時 ニ歸宅 スト 云 フ卽ち 市^: ヲ 散歩 シ理髮 店 二 入 ル 四時 Andrews 氏 ニ會 合茶ヲ 喫 

ス夫 ヨリ 田 島 氏 ラ訪フ Andrews 氏 宿所-一 一治 ス 

十一月 二日 田 島 氏ノ案 h 一一  テ Cambridge ヲ 遊覽ス 四時 AAdrews 氏 方 -1 テ茶ヲ 喫 ス田島 氏 方 二 至リ 

分袂 ス 7.45  ノ巌車 二 テ倫©  ニ歸ル 


十 一 月 三日 wlitish  Museum ヲ見ル Westminster  Abbey ヲ見カ 

十一月 四日 下宿 ヲ尋 ヌナシ 

十一月 五日 National  Galleiy ヲ 見ル、 Westminster  Abtiey ヲ見ル University  College  -1 行ク 

で rof.  Ker  -ー  手紙 ラ以テ 紹介 ヲ求ム 

十 一 月 六日 Kyde  F-ark ヲ見ル 

Ker  ノ 返事 來ル 明日 午後 十一 一時 來レト ノ 事ナリ 

十一月 七日 Ker  ノ 講義 ヲ聞ク 

十一月 八日 公使 舘ニ 至リ擧 資金 ヲ 受取 ル 下宿 ヲ尋 ヌ歸宅 Mrs.  Nott  ノ 手紙 ト 電信 ヲ 受取 ル 直ち-一 

Sydenham  ニ行ク 

十  一 E: 九日 L-ord  Alayor-S  Show ラ見 ル倫勃 二 返 ル 正金銀行 -1 至 リ金ヲ 受取 ル 文部省 會計課 へ 領收書 

ヲ出ス 又 中央 金庫へ モ出ス 

十一月 十日 下宿 ヲ尋ヌ Ptl2y  Road  Miss  IVIilde 方-一十 二日-一 移ル 1 二决ス 


t- 一月 十一 日 wenshington  Museum ヲ見ル Victoria  and  Albert  Museum ヲも ル 

i 月士百 愈 Priory  Road  -1 移ル 「 -1 决ス朝 University  College  ニ至リ lecture ヲ E?  Dr 

poster  , 

H 1 月 十三 日 Underground  railway  -1 乘ル Ker  ノ lecture ヲ聞ク 

十四日 

十五 日 終日 長 尾 氏と 話ス 

十六 日 Pritchett  - 一至 ル 

十七 日 St.  Paul ヲ見ル 

十八 日 日曜 手紙 ヲ認む 

十九 日 書物 ラ 買- 1 Holbom  - 一行 ク 


二十日 Biscuit ヲ買ヒ 晝飯ノ 代 リトナ サン 〔ト〕 試 ムーカ ン 80 錢ナリ 

二十 一日 Ker  ノ 講義 ラ簡ク 面白 力 リシ Craig ヨリ 返事 來ル 滅茶苦茶 ノ字 ヲカキ テ讀ミ - 一 クシ 來リテ 

相談 セ ョ ト ノ 意味 ナリ 

二十 二日 Craig  ニ會ス Shakespeare 擧者ナ リー 時間 5  shilling  -ーテ 約束 ス 面白 キ 爺ナリ 

1 一十三 日 Hampstead  weath ヲ見ル 愉快 ナリ 

巡査-一 會ス 水夫 トシ テ 日本 ニ居リ タル 者ナリ 日本 ヲ頻 -1 ネ 〔メ〕 タリ 

十 一 月 一 一十 七日？  Craig 

十二月 四日 (火曜) Craig  二 ュク 

十一 一月 十 一 日 

十一 一月 十八 日 

I 九 


-明诒 三 十 三 年 十月 初 句 


： ラ 11 ？  the  core  lying  in  my  long  chair  on  deck.  The 

ま sea  is  I  01  I  I  §  dL  expi  of  waters  §1,  II 

I  t  ol  sei  as  if  in  sialic  i,  I  .  J 

their  dullness  .01 t  ^  〗 eless  trail  I  II  g  I  I  o 

at  them,  I  gradually  lose  myself  3  the  llfn  i  p  13  of  vision  which  is 

Iher  II  I  §f  I  ,0hH^i  I  ^  caned  by  the 霞 e  of  i 

nor  hell, I  that  ！ I  i  ^霍^,  u  and  etemity 1 to  swallow  one  in  the 

I  I  Of  iy- え It  I  Inl 。f  de  。  t  sfly  the  shrill 

I  of  a  I.  calf  us  to  J  IBM  ^  ,  i  001  i  I  I 

syncope  of  the  senses,  BII  ！  ^  I  in  the  very  i  of  passions 

at  i 息 I  I  II  II; ひ I  。f 1!  f  I 

I  II  to  peep  ！  f  II  IHB d  t  we  01.  t  s 


•vawnin^  and  a  very  disconsolate  face,  ;prolDably  awat: ひ n ひ d in  th. ひ midst  of  a  dream  in  wliicii  his 

wife  and  cliildren  playea  ttie  most  prominent  j>art.  Indeed  we  ar ひ ^000  miles  rrom  home,  still- 

sailing  .toward  the  west:  as  if  Intent: け〇 overtake  t;lie  fast;  <3ecllnlll^  sun  or  av〇l<J  the  tio け pursuit; 

ot  the  dark  night. 

.we  tiave  on  .hoarcj  quite  a large  number  of  missionaries,  leaving  rlllna  for  Ell^lana,  some  on 

furlough,  some  owln^  .to  the  recent  disturbances  in  that  country.  Tliey  never  fail  .to  Irttak ひ th ひ 

most: 〇f  every  o:p:portunltv  tiiat 一 s  offered  to  make  converts  01  .us  whom  .tlley  Innocently  s ひ t  down 

as  idolaters.  ； Let  them  alone.  One  can  f5ssit>iy  nnd  fault  wltl!  their な eln^  so  zealous  in  ttlen- 

mission.  success  to  them  when  1:ney  get  .hack  to  rlnna!  A  word  more.  Those ひ ear  souls  are 

in  lull  conviction  that  ttiey  are  iconoclasts;  at  ttie  same  time  they  d〇 not;  liesitate  in  saylli^ 

O^H^  is  tne Incarnation  GocL  God-  can  only  liave  a  meaning  to  tliem  through  Christ,  cod- 

in  itselt  in  its  absoluteness  is  n〇 け sufHclell け ror  then-  sensual  ml:ellecl:s  .to  ^orm  a  clear  con- 

ception ot.  God  tlrrough  Christ,  God-  in  its  incarnation  is  necessary  for  their  IDelleH  to  lorm  a 

!>alps-.hje  ground け0 Irfsf;  on.  Is  not;  t;1iis,  in  a  sense,  SI  ldo】-w〇rsnl^  ?  T^Iley  insist:  oil  <:tie  Idea 

of  one  supreme  Co ひ. Very  well.  But  -tnen  does  not:  this ia ひ a  vary  according- •  .to  ^^ffi^s^^ . 

denominations?  TTtlev  say  Christianity  is  t;lie  only  true  religion  In  1:ne  world,  tst  wtien  each 

denomination  nolds  s  Hts  own  Idea  OM  tlie  supreme  G.od  as  true,  ii:  .tantam〇un.ts  to  saying  1:liat 

those  of  other  denominations  are  false  and  Cliristianity  is  the  tTts  religion  only  so  far  as  each 


denomination  is  concerned.  I  have  no  grudge  against  Christianity,  on  the  contrary  I  firmly 

believe  that  it  is  a  grand  religion,  and  those  who  can  find  faith  in  it,  are  surely  saved  by  It. 

Meanwhile,  those  whom  they  call  idolaters  can  likewise  find  salvation  in  way  of  worship, 

never  so  gross,  provided  they  have  good  faith  in  them.  Religion  is  after  all a  matter  of  faith, 

not:  argumenl: 01:  reason.  No  matter  licnv  grand  tlie  conception,  ilow  dec!5  ^  reasoning,  it:  is 

only  a  toy,  splendid  to  look  at,  but  only  waiting  to  tumble  down  at  the  first  whip  of  wmd  that 

may  happen  to  blow.  For  it  is  only  an  air  castle  with  no  sound  basis-  to  sustain  its  iluwe 

superstructure.  St.  Peter  built  his  church  of  Rome  on  the  rock,  which  means  faith,  nothing 

more  than  faith,  in  my  opinion.  Where  there  is  faith,  there  is  religion,  there  is  happiness, 

repose  and  salvation.  Feticism  is  as  g8d  as  Christianity.  Everything  is  right  as  long  as  there 

ris〕  faith,  .with  no  faith  Buddhism,  Mahometanism  as  well  as  Christianity  are  notmng  more 

than  ingenious  contrivances  of  wise  men  to  indulge  in  ？ 0^.  eights  of  fancy  and  the  power  of 

speculation.  Let  people  believe  in  everything  which  is  good  and  true,  in  their  eyes,  and  eaclx 

according  to  ？ 0^  stage  of  intellectual  development  so  that  they  may  find  therein  contentment 

and  happiness.  Let  my  religion  be  such  that  it  contains  every  other  religion  withm  its  tran- 

scendental greatness.  Let  my  God げ e  that  notwn«  whicti  is  really  something,  and  whici!  I  call 

nothino-  because,  being  absolute,  it  cannot  be  called  by  a  name  involving  relativity;  wmch  is 

neither  Christ,  nor  Holy  Ghost,  nor  any  other  thing,  yet  at  the  same  time  Christ,  Holy  c^host 


•1。 

One  of  my  send  wlio  lias  a  capacious  Iiead  for  strong  liquors,  takes  out  a  piece  of に weer- 

mark,-  goes  to  one  of  ttie  missionaries  and  llolding-  up  tliat  piece  S3.VS,  :  This  is  my  God.r 

Go  and  see  her,  by  all  means,:  said  Mr.  F.,  tny  old  associate,  :  She  is  a  true  lady,  every 

inch  of  her.:  So  I  went  to  see  her  and  found  that  R  did  not  deceive  me.  A  few  days  after, 

I left  Kumamoto  where  slie  was  then  staying  at  lier  daughter-s.  TVo  months  liad  elapsed 

before  K  got  on  board  the  Preussen  on  my  way  to  England,  when  chance  threw  me  again  in 

tier  way.  Strange  to  say,  Jiowever,  we  did  not  recognize  each  other  till  nearly  a  fortnight  had 

gone. 

nere  she  comes  witli  lier  bible  under  her  arm  and  is  waiting  for  me  outside  the  smoking 

room  wnere i am  engaged  in  conversation  with  an  American  doctor.  I  nished  out  of  the  room 

to  greet  her.  Yesterday,  she  kindly  promised  me  to  write  a letter  of  introduction  for  me  to  Mr. 

Andrews,  Dean  of  Pembroke  College,  Cambridge,  where  I  may  probably  go  for  study.  Her 

business  witli  me  now  is  to  make  lierself  sure  of  tlae  particular  line  of  study,  whicli I  sliall  take 

up  at  tlie  university.  She  smiles  all  over  her  whenever  she  sees  me,  which  I  have  seldom 

noticed  in  any  European  ladies,  as  far  as  my  knowledge  goes.  Her  smiles げ etray  her  nature  as 

gentle,  so  tender,  and  for  aught  I  know,  the  fondest  of  all  mothers.  T.hen  she  is  sucli a 

channing  rtaliceo  too.  Slie  never  speaks  so  loud  as  those  \ml«ar  women  are  sometimes  tempted 

to  do.  it  is  true  this  making  lier  talk  somewhat  ditScult  to  understand  for  a  yovlce  of  f 


Englisli  language lik ひ me,  especially  amidst  ttie  dm  of  ttie  steam-en^llles,  nowlln^  wind  and 

rolling  waves.  However,  lier  ； Englisli  lias  SUCH  a  melody  in  its  intonation  tnat  it  is  p  pleasure  t;o 

to  lier,  even  wtien  oti ひ cannot  nrLderstancJ  a  word  of  wliat  slie  says,  .wllat  is  wanted-  in 

distinctness,  is  a-m5>ly  made  u づ t>y  its  cadence. 

Slie  seems  to  t:nln!c  ttiat  I  can  every  word  of  lier,  so  she  nev.2;  aj>p>eals  to  1:lia!; 

.way  of  s:peakin^  Englisli  whlchL  some  Englislimen  living  3  Tap>an  are  apt;  t;o  liave  recourse け0, 

Bio 

so  tJiat  conversation  may  t> ひ easily  understand  t>y  the  natives.  .But  she  can  never  ^^^y^n 

of  adapting-  tier  stvle  of  conversation  f:o  t;lie  capacity  or  tier  listened  at  th ひ expense  or  the  grac ひ 

an<J  elegance  of  Queen-S  Englisli.  Wliile  word  after  word  flows  from  lier  ll!ps  in  melodious, 

smootll  succession  I  ^w^oy  t;o  lier  Jialf  in  admiration,  hair  in げ ewild ひ nnent,  away  slie  ^oes  liJce 

a  t>oat:  sailing  over  the  languid  stillness  of  1:lie  dark  glassy  surface  of  t;jie  calmest:  lake,  wilt; 

then  the  "boat  g^oes  so  last!  If  it  iiad  not  "been  1:oo  rude  a  tiling,  I  shoulol  ratlier  nave  Incised 

to  compare  ^  to  a  Jsnv  w:allof>ill^  at  full  speed.  Her ひ I  ca±ch  a  word  and  t:Jnere  anotlier  and 

assisted l〕y  some  expressions  on  lier  face,  I  make  a  faint  atteinpt  to  lcee!>  pac ひ witn  lier, 

anxiously  waiting  for  the  Ume  wiien  she  lias  lia<l  lier  say.  Wlule  I  am  1;hus  engaged  in  t:Jie 

^&^o^w  process  or  translation  on  one  lian<l,  and  cudgel  my げ rains  on  the  other  to  lorm  an 

awkward  answer,  slie  suddenly  frnlls  UJ>、  but  alas!  only  to  whe ひ 1 lier  h-orse  round  to  dash 

？ 3tf^  tliiclc  and  in  an  unbeaten  track,  leaving  me  far  "behind  in  helpless  ctisinay  to  over- 

take lier.  Wliat  an  ass  of  an  old げ oy  must  I  seem  in  lier  eyes,  gaping,  simmering,  making  now 


anu  then  a  ridiculous  attempt  to  f  an  answer  which  is  anytwno-  but  proper. 

Now  sne  goes  to  her  promenade  deck  in  full  conviction  that  she  has  impressed  me  with  due 

sense  of  llat  she  has  said.  Lord  bless  her!  She  is  such  a  kind  lady  for  all  that. 

Mrs.  N.  kindly  ofFers  to  take  me  as  her  pupil  half  an  hour  every  〔day〕.  I  tell  her  that  I 

don-t  half  understand  what  she  Is.  :  That-S  wllatcs.o  you:  says  she,  --come  to  me  every 

aftergon  to  improve  your  English.:  I  gratefully  accept  her  01?  and  promise  her  to  make け he 

most  of  ttie  op>p>ortt5ity. 

I ザ ave  seen  Shanghai,  I  have  seen  Hongkong,  I  have  seen  Singapore,  Colombo  and  Aden. 

I  am  yet  to  see  Naples,  Genoa,  Paris  and  London.  Of  all  the  peoples  I  have  come  across 

during  the  voyage,  the  Chinese  are  by  far  the  noisiest  of  all.  Each  of  them  has  fifty  voices 

instead  of  one,  when  they  coi  to  the  ship  to  do  their  work  as  coolies.  This  utterly  stupiflS 

In  Singapore,  I  put  up  at  a  Japanese  hotel,  -rhere  I  met  a lot  of  Japanese  women  who  are 

known  technically  as  -  street- walkers. -  Poor  abandoned  souls!  They  don-t  know  what  they  are 

domg.  Driven  by  penury,  they  seek  shelter  in  the  distant  parts  of  the  world,  to  add  ill-fame 

and  infamy  to  a^^H.  mottier  country. 


二 穴 


m 己  —— 明治 三十 四 年 一月 一日より 十一月 十三 日まで 

言 


一 QT  一  IQ 

英國 人ノ裸 體畫ニ 關スル 意見 ヲ聞ク (g"  ヨリ) 英國 ニ裸體 畫少キ 所以 ヲ知ル 

(Dalzell 氏及ビ Walker 氏 ヨリ christian  Religion  二 闢スル 意 旯ヲ 聞ク) 

I 月 二  B  J- 

Johnson  ノ  British  Poets  75  vols. 及ビ Restoration  Drama 14  I. 等 ヲ買フ Tottenham  Court 

Jload  Rodie  二 テ 

is=a 町 一一 テ霧ァ ル曰？ ヲ 見ョ黑 赤 クシ テ血ノ 如シ、 意色ノ 地-一 血ラ以 テ染メ 拔キタ ル 太陽 ハ 此地 一一 

ァラズ バ見ル 能ハザ ラン。 • 

彼等 ハ人 一一 席 ヲ讓ル 本邦 人 ノ如ク 我儘 ナラズ  . 

彼等 ハ己ノ 權利ヲ 主張 ス本 邦人 ノ如ク 面倒 クサ ガー ーノ ス 

• 彼等 ハ英 國ヲ 自慢 ス本 邦人 ノ 日本 ヲ 自慢 ス ルガ 如シ 

何 レ ガ自漫 ス ル 憤値ァ リ ャ 試 ミ -ー へ 


晃  原 

倫 孰 ノ町ヲ 散步シ テ試ミ 二 啖ヲ吐 キテ見 ョ眞黑 ナル塊 リノ 出ル 二 驚クべ シ 何百 萬 ソ 市民 ハ 此煤烟 ト此廢 

埃 ヲ吸收 シテ每 日 彼等 ノ肺藏 ラ染メ ッ 、 ァ ルナ リ我 ナガ ラ鼻ヲ 力 ミ啖ヲ ス ル丼ハ 氣ノヒ ケル 程氣味 惡キナ 

リ 

一 月 五 B 

此煤烟 中 二 住 ム 人間 ガ 何故 美 クシ キヤ 解シ難 シ思フ 二 全 ク 氣候 ノ 爲ナラ ン 大陽 ノ光簿 キ爲ナ ラ ン 、 往來 

一！ テ向 フカ ラ脊 ノ低キ 妙ナキ タナキ 奴ガ來 タト 思へ バ我姿 ノ鏡ニ ゥッ リシナ リ、 我々 ノ 黃ナル ハ當 地-一 來 

テ 始メテ 成程 ト合 點ス ルナ リ 

妄リ 二 洋行 生ノ話 ヲ信ズ ベ 力 ラズ 彼等 ハ己 ノ聞キ タル 「見 タル r ヲ utdversal  case トシ テ人ニ 話ス豈 

計 ラン 其 多 クハ皆 particular  case ナリ、 又多キ 中二 ハ 法螺 ヲ吹 キテ厭 一一 西洋 通 ガル 連中 多シ、 彼等 ハ洋 

服ノ 嗜好 流行 モ分ラ ヌ癖 一一 己レ ノ服ガ 他ノ服 ヨリ 高キ故 時好 一一 投ジテ 品質 最モ 良好 ナリト 思へ リ 洋服屋 -1 

ダマ サレ タリ ト ハ嘗 テ思ハ ズ斯ノ 如キ者 ヲ着テ 得々 ト シ テ他ノ 日本人 ヲ 冷笑 シ ッ 、ァリ 愚ナル 「 夥シ 

一 SB 

此日始 メテ倫 孰ノ雪 ヲ見ル 寒甚シ 

一 月 八 G- 

雪尙 消え ズ 午後 ョ リ又降 リシ キル 


一月 九 B 

雪 已 ム 尙 曇 天 ナ リ 石炭 ノ灰ノ 雪 ヲ掩フ テ^ル 阿蘇山 下 ノ灰 ノ如シ 午前 室 ヲ易ュ 

一月 十日 

朝- 鄭 晴れて 心地よ き天氣 なり 獨り 野外に 散歩す 溫風面 を 吹きて 春の 如し 倫 ® も Denmark  Hill 附近 M 

閑靜 にて 聊か 風 維の 心 を 喚起す るに 足る Hampstead  Heath に 長 尾 氏と 散歩 セしと きと 今日が 尤も 倫^ 

に來 てよりの 愉快なる 日な り 

ー月十 |  B 

咋夜 Kennington  ノ  Pantomime ヲ見ニ 行ク 滑稽 ハ 日本 ノ滅遊 ニ似タ ル所ァ リ 而白シ 奇麗 ナ ル 1 West 

End  theatres 一一  讓ラ ズ然モ げ est  seat  -1テ§ ル廉 惯ナリ 

己レノ 英語 ノ出來 ヌ「 -1 氣付 カズ シテ 人ノ 英語 ヲ笑フ モノ ァリ笑 ハル、 者正シ クシ テ笑フ モノ  ノ 方却ッ 

テ 問 違 へ ル 場合 ナ キュア ラ ズ妄 リ 二 西洋 通ガ ルモ 却ッテ 此類 ナ ラ ン 

一 E5  一  G3 

英 國人ナ レ バ ト テ文擧 上 ノ 智 ||  二 於 テ必ズ シモ我 ヨリ 上 ナリト 忍フナ カレ、 彼等 ノ 大部分 ハ 家業 ュ 忙ガ 

シク テ文舉 杯ヲ繙 ク餘裕 ハ ナキナ リ respectable ナ 新聞 サ へ 讀ム閑 E 月ハ ナキナ リ、 少 シ談シ ヲシテ n ルレ 

バ直ュ 分 ルナ リサ スガ 自國 ノ文學 故知 ラ ヌト ハ 云ハ， サレド 繁忙 二 テ讀 書ノ時 問ナシ 杯トテ 御茶 ヲ獨ス 力 或 


ハ 知ッタ フ リヲシ テ通ス ナリ 彼等 ノ 胸中 二 ハ 日本人 二 負ケテ ハ耻カ シ ト ノ念 充分 アル 故ナラ ン 此方 モ餘慶 

ナ話シ ヲシテ 先方 ヲ苦シ ム ル 二 モ及 バズ ト思ヒ 善 キ加减 二 話頭 ヲ轉ズ ルナ リ、 余 ノ知レ ル lady ハ 中等 社 

會 ノ人ナ リ然シ 文擧ノ 「杯ハ 一 切知ラ ヌ ナリ、 大學 -1 テ 女生徒 ガ 講義 ノ 後-一 prof. 一一 向ヒ Keats 及ビ 

Landor  ノ緩 リラ 聞キ居 タルラ 見シ r ァリ 余ガ 下-お ノ爺ハ 1 所 二 芝居-一行 キシ處 Robinson  Crusoe ヲ演 

ゼ シガ是 ハ 一 體眞 -1 アツ タコ ト ナリヤ 小說 ナリヤ ト余 ニ向ッ テ問ヒ タリ シ故 無論 小說ナ リト答 へ シ 一一 余モ 

然思 フト云 へ リ 因ッテ Is"-  cent.  二 出來タ 有名 ナ小 說ナリ ト云ヒ シ -1 左樣カ ト云フ テ直チ 一一 話頭 ヲ轉 ジタ 

リ其 女房 ハ 先日 迄 女 學校ラ 開キッ 、 ァリ 〔シ〕 女 故 少シク 敎育ノ アルべ キ喾ナ ルガ 文擧ノ  r- ハ 矢張リ 一 一 一 

^ノ 小說 ヲ讀ミ シ ノ  £ 其 癖 生意氣 ニテ何 デモ 知- ソ 〔タカ〕 振ヲス ルナ リ 此方 二 テ少々 六 ヅカシ キ字ヲ 使へ 

バ分ラ ヌ解 -ー 先方 二 テ ハク ダラ ヌ 字ヲ會 話中 二 抉 ミテ此 字 ヲ知ッ テ居ル カト 一 々尋ね ラ レル- 一 ハ閉 ロナ リ 

此等 ハ 只 現今 ノ  Ouida 又 ハ Correli 位ノ名 ヲ知ル ノ ミ而シ テ 必ズ シ モ 下賤 ナ モノ-一  ハァラ ズ中 以下 ハ 篤 

志ノ モノ ユア ラザ レバ 槪シ テ斯 ノ如キ モノ ナ ラン、 會話ハ 自國ノ 言語 故 無論 我々 鰓 立シテ モ及バ ヌ ナリ然 

シ 所謂 cockney ハ 上品 ナ言語 -I ァ ラズ 且分ラ ヌナリ 霞 ニ來テ 是ガ分 レ バ 結構 ナリ倫 就 上流 ノ首 語ハ明 

晰ニテ 上品 ナリ standard ナ ラン 力 是ナラ 大抵 分 ルナ リ、 力 、 ル 次第 故 西洋人 ト 見テ妄 リニ  sis スべカ 

ラズ 又妄リ -1 恐ルべ カラ ズ然シ Prof. 杯ハ博 擧ナモ ノナ リ夫ス ラ 難問 ヲ出シ テ苦メ ル r ハ容 易ナリ 

濃霧 春 夜 ノ 朧月 ノ如シ 市 內皆燭 照 シテ 事務 ラトル、 長 尾 氏 方 一一 至 ル 門 野 氏 方 -1 テ 牛鍋 ノ 御馳走 ァ リ 

非常 -1 ゥ マ. 力 リ シ 午後 十 一 時 頃歸宅 ス 

S 月ャ五 sn 

Craig 氏-一行 ク 


一月 十 4i3 

倫 敦デハ silk  hat ト fsck-coat が 流行 ル 中二 ハ 屑屋 カラ 貰 タ樣ナ 者ヲ被 ッテ步 行テ居 ルノモ アル 思 

フ ュ 英國ノ 浪人 ナル ベ シ 

裏ノ 草原 一一 鵜 程 ナ鳥ガ 夥多 降 リテ餌 ラ探シ テ居ル カラ 下女 一一 名ヲ 尊ネ タラ 雀ダト 云 ッ タ倫敦 ハ 雀 迄ガ大 

キ ィ 

， 

一月 十八 B  原 

英國人 二 テ モ 普通 ノ モノ ハ accent ヲ間違 へ タリ pronunciation ラ 取 違 へ タリス ル r 目 珍 シ カラ ズ 日本 

人ハ 無理 ナラヌ 1 ナリ、 然シ 日本人 ノ 英語 ハ大體 二 於 テ頗ル マ ヅシ、 調子 ガ ノラ ヌナリ 變則流 ナリ、 切 角 

ノ擧 問恒識 モ是ガ 爲ニ滅 茶々 二見 ラ ル 、 ナリ殘 念 ノ事ナ リ字ノ 下手 ナ モ ノガ 下品 二見 ュ ルガ 如シ 

一月 十九 B 

長 尾 氏 ヲ饗ス 午 十一 一時 半 頃 ヨリ 午後 九 時半 頃 迄 話す 愉快 ナリ 

一月 二十 B 

？.  wrett ト犬ト 共 二 散歩 ス 

一月 一一 十  一 B 


女皇 危篤 ノ由 二 テ 衆庶 皆眉ヲ ヒソム 

一月 二 十二 B 

Tlie  Queen  is  sinking.  Craig 氏 二 行ク、 ほと、 ぎす 屆く 子^ 尙生 きて あり 

I 月 二十 一 lis 

昨夜 六 時半 女皇 死去 ス at  Osborne.  Flags  are  hoisted  at  half-mast.  All  the  town  is  m  moummw. 

I,  a  foreign  sut>ject,  also  wear  a  t>lack-necktie  to  SJSW  my  respectful sym satiny.  :  T.he  new 

century  lias  opened  E^^H  inauspiciously, :  said  the  st!055man  of  wiiom  I  tsught  a  pair  of  Wack 

gloves  tins  morning. 

I 月 二十四日 

Mdward  VII 卽位 ノ  proclamation ァリ、 妻 ヨリ 無事 ノ 書狀來 ル 、 返事 ヲ 認ム、 夜 入浴 -1 行 ク 

終日 散步セ ヌト腹 工合 ガ惡ィ 散步ス レ バ 一 一 圓 位ノ金 ハ 必ズ使 ッテ歸 ル此デ % ルナ ー 

一月 二十 SB- 

妻へ 返書 テ出ス 小 兒出產 後 命名 ヲ依 托シ來 ルナ リ 

西洋人 ハ 日本 ノ 進歩-一驚 ク 驚クハ 今迄 輕蔑 シ テ居ッ タ者ガ 生意氣 ナ r ヲシ タリ 云 タリス ルノデ 驚 クナリ 

大脔 分ノ者 ハ驚キ モセネ バ知リ モセヌ ナリ眞 -1 西洋人 ヲ シテ 敬服 セ シムル -1 ハ 何年 後ノ 「ャ ラ分ラ ヌナリ 

ミー 


土臺日 木又ハ 日本人 二 一向 interest ヲ以テ 居 ラヌ者 多キナ リツ マラ ヌ 下宿 星ノ爺 杯ガ 日本 ヲ appreciate 

セ ヌ ノ ミカ 心中 輕侮ス ルノ色 アル ヲ見 テ自 ラ頻リ 二 法螺 テ吹キ 己レ及 ビ己レ ノ國ヲ エラ ソゥニ 言 へ パ云フ 

程向フ ハ 此方 ヲ 馬鹿 一一 ス ルナ リ是ハ 此方 ガ 立派 サ 「ヲ 云ッテ モ 先方 ノ 知識 以上 ノ 「 ヲ言 へ バ 一 向通ゼ ヌ ノ 

£ 力 皆 之 ラ conceit ト見傚 セバナ リ默 ッテ セッ/ -トャ ルべシ 

一月 一一 十 穴 B- 

女皇 遺骸 市內ヲ 通過 ス 

一月 二十， PB 

大風 

衣 下宿 ノ 三階-一 テック 》 ^日本 ノ 前途 ヲ 考フ」 日本 ハ眞 面目 ナラザ ル ベ カラ ズ 日本人 ノ^ ハ ヨリ 大ナラ 

ザ ル ベ 力 ラ ズ 

一月 一一 十八 B 

昨日 ハ 女皇 死去 後 第 1 ノ 日曜 二 テ諸院 皆 Handel ノ  Dead  March ヲ奏シ mufHed  tolls  of  wells ヲ 

響 力 ス此夜 モ鐘聲 頻ナリ 

内 〔ノ〕 下宿 ノ妻君 モ妹モ Twopence  Tube へ 乘ッタ 「ガ ナイ 下女 ハ此家 ノ周圍 ヨリ 外 何 モシ ラナ ィ 

外國ニ モ斯 ノ如キ 者ガァ ルカ ラ我々 ハ 彼等 ヨリ 餘 慶倫敦 ラ知ル ト云ハ ネバ ナラ ヌ 萬 歳 


一 月 一一 十九 B 

Craig 氏 二 至ル、 lanw  l^ear  ノ  Introduction ヲ 書キッ 、 ァリ、 歸途 Water  Colour  Exttibition ヲ 

見 ル畫題 筆法 油畫 ヨリ モ我 嗜好 一一 投ズ ル者頗 ル多シ 日本 畫 -ー近 キ故カ 日本 ノ水彩 赉杯ハ 遠 ク及バ ズ夫 ヨリ 

Portrait  Gallery ヲ見 ルー 婦人 妙ナ風 ナノ ァリ 諸人 之ヲ 嘲笑 ス是ガ 英國ノ  civility 力 厭ナ事 ナリ、 歸宅再 

出 人 浴、 此日 大風 天氣晴 

一 月 一一 一十 B 

善キ天 氣ナリ 世間 知 ラズノ 英國ノ 女 二 ハコ マル、 或ル 婆さん ハ 御前 ハ superstition ト云フ 字 ヲ知テ 居 

ルカ ト尋 ネタ 下宿 ノ祌 さん ハ tunnel ト云フ 字ヲ知 ッテ居 ルカ ト聞 タ呆レ テ物ガ 言へ ヌ 

一 月= 一十  一 B  . 

下宿 ノ 神さん がそん なに 勉强 して 日本へ 歸 つたら 嘸 金 持になる だら うと 云った 好 笑 

二月  一 B 

朝 Dulwich  二至リ Picture  Gallery ヲ見ル 此邊ー 一至 レバ サ スガノ 英國 モ 風流 閑雅 ノ趣ナ ヰ-一 ァラズ 

繪所を 栗燒く 人に tsl" ねけ り 

11  一 B 

Queen  ノ 葬儀 ヲ見ン トテ朝 九 時 Mr.  wrett ト共 一一 出ヅ 


Oval ヨリ 地下 電氣 ニテ Bank  二 至リ夫 ヨリ Twopence  Tube  ニ乘 リ換フ barbie  Arch  - ーテ降 レバ 

甚ダ人 ゴ ミ ァ ラン 故 next  station  ニテ下 ラント 宿ノ 主人 云フ 其 言 ノ如 クシ テ Hyde  Park  - 一入 ルサス ガ 

ノ 大公 圓モ 人間- 1 テ波ラ 打チッ 、 ァリ 園內ノ 樹木 皆 人 ノ實ヲ 結ブ漸 クシ テ 通路-一至 ル 二 到底 見ルべ カラス 

宿ノ 主人 余ヲ 肩車-一 乘セ. テ吳レ タリ 漸ク ュ シテ 行列 ノ胸 以上 ヲ見ル 、柩ハ 白-一 赤ヲ以 テ掩ハ レ タリ King, 

German  JBmperor 等隨フ 

一一 月 i 

Dclwich  Park ュ散步 ス廣々 トシ テ池 ァリ 家鴨 多 シ 紳士 貴女 頗 ル多シ 


一一 月 四 B 

ゥ チノ 女 連ハ 一 日 一一 五 度 食事 ヲ ス ル 日本 デハ米 ツキ デモ 四 度ダ是 -ー ハ驚ク 其 代リ朝 カラ 晚迄 働ィテ 居ぶ 

二月 五 B 

Craig 氏-一至 ル謝 儳ヲ拂 フ歸途 Don  Quixote  Warton  ノ  History 等ヲ買 フ代價 四十 la 程ナ リ頗ル 

愉快 今 日 藤 代 ヨリ 手紙 來 ル 夜 田 中 氏 ト 入浴 ス 

一一 月 六 B 

咋夜 獨乙ノ 藤代ト 故鄉ノ 中根ノ 母へ 書信 ヲ認ム 一 . 時 頃就寢 今朝 少々 咽喉 ヮル シ 十-一 一時 過 ヨリ 買物 - 一行 ク 

十圓 以上 ヲ費ャ ス、 昨日 買ヒタ ル 書物 到着 ス宿ノ 女房 問て 曰 アナ タ ハ ド コデ コ ン ナ 古本 ラ御求 メナ サイ マ 


ス 力 


一一 月吉 

山川 ヨリ 年始 狀來 ル菅 ヨリ モ來ル 諸氏-一 御無沙汰 ヲ シ テ濟 マ ヌ其内 手紙 ヲ カクべ シ 

二月 八 B  . 

買 m 浴^ 後 七^ S 中氏ト gotropole  Theatre  二 行， Wrong  M,  Wright ト云フ 滑稽 警 ナリ徼 

頭 徹尾ォ r ケ -ー テ 面白 キ 「限 ナク 然モ其 滑稽 タ ルャヮ ルフ. サケ， ーァ ラズシ テ 興味 尤 モ " シマ sg  i 

一一 月 九 B 

1 「^前 ョ ulitl 頃 f  r リテ 山川 狩 響 大塚ノ 四 人-一書 狀 ヲ認厶 連名 デ f  f カキ タリ 

隹^ 11 氏に 雪 は 好 ヰ 力と 尋ねたら 大嫌 ひだと 答へ た 何故と 云ったら 泥が きたない と 云った 泥 は 

誰も 好く まし カ雪 は poet  ノ 愛する もの だと 答へ て やった 9aig は 頻りに gture を 云々 する 男 だ 

ーー月十0> 

り 田 中 氏と rgwichp 嘆 に 至る 夫より 門を拔 けて sydenhi の 方に 至り 引き返す 泥淳 にて 大弱りな 

= 月 十一 B 


wtbcton に 至る 

「ミス ス パロ ー」 ハ頗ル 內氣ノ 神經質 ノ女デ アル 人ガ 居ルト 「ビヤ ノ」 ヲ彈 ズル 1 ガ出來 ンノデ 始終 

試驗 二 及第 ス ル r ガ出來 ナイト 云ッタ 

一一 月 十一 IB 

Craig  二 至ル 文章 ヲ添删 セン 「ヲ 伎賴ス extra  charge ヲ望ム 卑シキ 奴 ナリ、 歸途 Charing  c^pss 

二 テ古 本ヲ購 ハン トス 一 週間 前 二 出 タル catalogue 中ノ欲 シキ者 大概 ハ寶レ タリ 何人 ガ買 フー ーゃ複 ハ 

廣キ 處ナリ Mackenzie の 三卷モ ノト Macpherson  ノ  Ossian ラ得 テ歸ル 

一一 月 十一 I1B 

〇ambenvell  Green デ^ 入ノ 草花 ヲ說 明シ タ本ヲ ニ^ 十志デ 買タ是 カラ 鈴 木へ 手紙 ヲ出 ス、 小兒ガ 

pfs-urs? 樂を 廻して 居た 熊本逡 では やる 蕪の 樣な 木に 鐵の 眞棒ヲ 通した 颇る單 純な もので 妙 -1 西洋に つり 合 

はんと 思ッた 

家の 者 共 は犬ノ 共 進會を 見に 行た 惡 い 天氣デ 雪が 降 つて 居る、 當地 の もの は 天 氣を氣 にかけ な い 禽默に 

近い 

And  on  tlie  TDank  a lonely  sows: ザ ひ spied, 

A  meet:  and  forlorn  flower,  witj!  nought  of  53d ひ, 

Drooping  its  t-eauty  o-er  tlie  watery  clearness. 


闩 o  woo  its  own  sad  image  into  nearness. 

 Keats. 

面白 キ句ナ リシ 故此 ニ書キ タリ 

= 月 十四 B 

今日 ハ wdward  VII ガ始メ テ國會 ヲ開ク 開院 式デ大 騷ギダ 此間ノ  Victoria  ノ葬 式デ 閉口 シ タカ ラ行 

力 ナイ、 Brixton ヲ 散歩 シテ 歸ル、 阼日 古本 ヲ買タ Cambenvell ノ爺ハ スト]' ブガ ナクテ 塞 イカ ラト 云 

フテ 「ガス」 ヲッケ テ塞ラ 凌 イデ イタ 此爺 トァ ノ靑ィ 雇人 ヲ見ル 度 二  Scrooge ト wot-  ノ事ヲ 思 ヒ出ス 

一 i 月 十 

ゥ チノ 下宿 ノ钣 ハ頗ル マ ヅィ此 間迄ハ 日本人 ガ澤 山居ッ タノ デ少シ ハウ マ カツ タガ 近頃 ハ段々 下等-一 ナ 

ッテ來 タ尤モ 一週 25  shil. デ ハ 贅澤 モイへ マイ 夫-一 家計 ガ頗 ル 不如意 ラ シ ィ 可愛 想 一一 

一一 月 十 穴 日  メ 

Mrs.  Mdghill ヨリ tea  ノ  invitation ァリ行 カネバ ナラヌ @g タナ 1 

Peckham  l^oad ヲ散步 ス歸途 道 ヲ失フ bus ュ テ 歸ル. - 

夜 出 中 氏 一一 誘ハ レ テ Kennington  Theatre ュ 至 ル Christian ト 云 フ外 題 ナ リ餘リ 感服 仕 ラ ズ 

=0; 十 .pea 


II 暫 クシ テ已 I 一 テノ零 一 テ四囘許ナリ田中氏 ト. If  § 

一有 ャ八 B まノ  ,ff ル顏ヲ シ テ居ル モノ ハー 人 モ居ーフ ヌ其代 リ小供 デ鼻ヲ 

住來 ヲ歩ク ト诃レ モ小惡 ラシィ 顔 許- タ S 増 

垂 ラシ テ 5 者 ハーな ナイ # 寡 ナ^ 天氣 デス ナト云 ッタ此 S 構デ ハタ マ ラナ i クモ 

一昨日 Bnxton デ 買物 ヲシ タラ 善ィ 結構 ナ御 天禁ァ 

暗；"； 一"" イツ 眷ラ ！ i ヲ 散！ i 頃 カラ？ 女 1 し をし ナ 

一一 SITthing  of  beauty  is  a  ioy  fori: 

Its  loveliness  increases;  it  win  i 

Pass  into  11; but  still I  I 

A  I  It  ^  us,  I  ,  n  i 

Fun  of  sweet  dreis,  and  health-  I  qu 

I ト云フ 男 ハコ ンナ 「ラ ^ ヘー^ 居 パ ラン テ お 中 ハ 響 

CI  二 行ク I 頃 カラ 突然 太 f  I  ！ 


一一 a: 一一 十 B 


Crdg ラ George  Meredith  ノ 事に 就て 聞たら 少しも 知らない 色々 言譯 をした 英語の 書物 を 悉く 讀 まね 

ばなら ぬ譯 はない 恥る に 及ばぬ 事 だ 

故鄉の 妻に 文ヲ ッカ ハス、 晚に虛 子 ヨリ ほと、 ぎす 四 卷三號 を 送り 來る うれし 夜 ほと ， ぎす を讀 む 

ー1 月 一一 十 |  B 

Carls-bad ヲ £只 フ 

雪ガ チラ./^ 降ッ テ居ル 時計 ガ 三時 ニナ ル厭 ダガ Dulwich 迄 行 カナ ケ レ バ ナラ ナイ 雪 ヲ衝テ 出掛 ク 

目的地 - 一達 シテ 時計 ラ 見ルト 三十 分 許 It ィ雪ハ 益烈敷 降ル仕 力， ガ ナイ カラ 雪見 ト覺 悟ヲ シテソ コ ラ ヲ無喑 

-I 歩 It タ、 漸ク 時ガ來 タカ ラカ チ （/、 ヲゃッ テ， 這 入タ コ チラ へ ト云 フカ ラ這入 ルト驚 イタ 狭ィ drawing 

room  二 ズラ リ列ン ダリ ナ半ダ ー スの 貴女 ガ御出 ダ已ヲ 得 ナイ カラ 腰ヲ 据え タ右 ヲ見テ モ左ヲ 見テ モ知ラ 

ナノ，' 女 ダ家ノ 妻 君 モ知ラ ナイ 女 ダ外國 人 ノ然モ 日本人 ラ 1 度モ 逄ッタ 「モナ イノ  二  -atliome-  ニ呼 ブナ 

ン テ 野暮 ナ 奴ダト 思 ッタガ 仕方 ガナク 向 モ義瑰 デ呼ン ダ ン ダラウ 此方 モ^ 瑰 デ行ッ タノ ダ茶ガ 出ル、 キ マ 

リキッ タ事ヲ ニー 一 一言 話 ス其內 二 亭主 ガ出テ 來タ白 髮頭ノ 坊主 ダ餘リ 善 ィ人デ ハチ ィ樣ダ 妻 君 ハ好ィ 顔ヲシ 

テ居 ル善ィ 英語 ヲ使フ 早々 -1 還ッ タ全ク 時間 ッブ シダ 西洋 ノ社 會ハ愚 ナ物ダ コ ン ナ窮^ ナ 社會ラ 一 體ダ レ 

ガ作ッ タノ ダ何ガ 面白 ィ雪 ハ マ ダ降ッ テ居ル 家 へ 遠ッ テ家內 ノモ ノト (カル タ) ヲシテ domino ヲシタ 夫 

カラ 室 へ 還 ッタガ 書物 ヲ讀ム 氣-ー ナラ ナイ 三十 分許リ スト— ブ ト首 引ヲ シ タ +K 力 ラ寢タ 盆 愚ダ 

一！ 月 一一 十一 一一 日  ， 

晝 ヨリ 市-一 It: キ 田 中氏ト 同道 Charing  Cross  -1 至リ Her  Majesty  theatre  ニテ TVelft ザ Night ヲ 


見ル Tree  ノ  Malvolio ナリ 装飾 ノ 美服 裝ノ 麗人 目ヲ 眩スル 二足 ル席 皆寶切 不得已 Gallery ュテ 見ル 

Mrs.  Nott  -! 手紙 ヲ出ス 

高濱 -1 モ端書 ヲ出ス 

一一 月 ii 十四 B 

夜 「フレット」 ト 話ヲシ タラ 日本 ノ 人間 ヲ 改良 シナケ レバ ナル マ ィ夫, 一 ハ外 國人ト 結婚 ヲ獎 勵ス ルガ ョ 

力 ラウト； K フタ 

二月 li 十^ B 

松 木 氏 ョ リ七言 律ヲ寄 セ ラル 

表ヲァ ルイ テ居ル ト道テ ハ ク奴 ガ禮ヲ シタ小 ィ女ノ 兒ガ 叮嚀 -1 腰ヲカ -.、 メテ Good  morning ト 云ッタ 

前ノ ハ金ラ !|4 ヒタ イノ ダ後ノ ハ 意味 ガ分ラ ナ ィ 

今夜 シャ ッ及 ビ白シ ャ ッ襟ヲ 着換ュ ル 川意ヲ ナス 

一一 月 二十 穴 B 

rralg  - 一至 ル Slielley  Society  ノ  Publication 一 一冊 ヲ借リ テ還ル 夜 wennington  ノ  Theatre  -I 至^ 

ナ入 ナリ 外超ハ T.he  Sign  of  the  Cross ト云フ Rome  ノ  Nero ガ 耶蘇 敎 征伐 ノ事ヲ 仕虹ミ タル 者 チリ 

服装 杯頗 ル 參考 -! ナリテ 面白 力 リシ 


二月 二十. PB 

Hundred  Pictures  ノ  ！>art  I 來ル 17  parts  二 テ 完結 ス ル 箦ナリ 

二月 一一 十八 B 

Herne  Kill 二 至 ル 

一一 一月  一 B 

wrockwell  :pal,k  二 至 ル 歸途 shower  出逢 ヒビ ショ濡 トナル 歸リテ 「シャツ」 及ビ 其 他 ヲ 1,ぉ ュ 、 や 

入浴、 此^ 妄想 ヲ夢ム 浴後 寢 - 一就 キ タル 故 力、 

一一 一月 一 iB  C 

Elephant  and  Castle  二 至ル、 漸々 春ノ 氣候ト ナ ル 

此日ハ 倫敦 着以來 ノ 好天 氣 ナリ然 シ 此 好天 氣 ハ長 持セズ april  shower  -1 近 ヅキッ 、アル ナリ 

三月 一一 一 3 

.Brixton ヲ散 歩ス Carls-bacl ノ 输ニテ 下痢 ス 

資四 B 

又 Brockwell  Park  ニ至リ 花園 ヲ觀 泉水 ヲ廻ル 葦 ノ芽ノ 靑キヲ 見 ル又桃 ノ花ノ 蕾 ムヲ見 ル俞决 ナリ歸 


リテ午 飯 ラ喫ス 「 ス— ブ」 一 皿 cold  meat 一  皿 ブッ. 、チ ン グ 一 皿密批 一 ッ林噙 一 ッ 

I 一一 月 五 B 

Craig  -1 至リ 謝禮ス 先生 余 ノ 文章 ヲ觀テ 大變賞 讚 シ タ リ然 シ 議論 其 物 -I ハ平 カナ ラザ ルガ 如 ク少々 余-一 

謙： ill ヲ吹キ カケタ リ、 Shelley  Society  ノ  JPublication  ノ. 2：  .w.  Rossetti  ノ  A  Study  of  Prometheus 

Unbound ヲ 借テ歸 ル歸途 Knight  ノ沙翁 集 其 他 合シテ 50 圓許ノ 喾籍ヲ 買フ、 近頃 ノ天氣 陰晴 不定 所謂 

april  shower 旣ュ 來ル者 ノ如シ 書物 屋ノ 主人 曰 ク厭ナ 御天氣 デス ナ然シ 書物 許 リ讀ン デ居ル 人 二 ハ宜シ 

フ 御座 ン シ ョ ゥト此 日 waker  Street  -1 テ中 食ス肉 一 皿 芋 菜 茶 I 椀ト 菓子 一 一 ツナ リ 一 (シリ ン グ) 十片ヲ 

拂フ晚 入浴 ス 

一重" B 

不相蠻 Denmark  Hill ヲ ブラ ツキ テ歸ル 此所ハ Ruskin  ノ父ノ 住家 ナ リシ ト云フ 何 處ノ邊 ニヤ 

英國デ 女ノ醉 漢ヲ見 ル ハ 珍ラ シク ナイ Public  House 杯 ハ 女デ 一 パ ィ ノ處ガ ァ ル 

一 貧 十 HI 

此日 シャツ 襟 ヲ替ュ  、  . 

夜 中氏ト Drsy  :Lpne  Theatre  - 一至 ル Sleeping  weauty ヲ見 ン爲ナ リ是ハ pantomime  ニテ去 年 

ノ クリス マ ス頃 ヨリ 興行 シ頗ル 有名 ノ者 ナリ其 仕掛 ノ， 大、 装飾 ノ美、 舞臺 道具 立ノ 變幻窮 リナ クシ テ往來 

二 遑ナキ 役者 ノ數多 クシ テ 服装 ノ美ナ ル實- 一 筆紙 二 盡シ 難シ眞 -I 天上 ノ有樣 極 樂ノ模 樣若ク ハ畫ケ ル龍宫 


ヲ 十倍 許リ 立派 -1 シタ ルガ 如シ觀 音樣ノ 天井 ノ 仙女 ノ螯杯 ヲ思ヒ 出 スナリ 又佛經 -1 ァ ル 大法 螺ヲ 目前-一 啫 

ル心. M- ス又 weats ャ Shelley  ノ詩ノ  description ヲ其 儘現ハ セ ル樣ナ 心地 ス實ニ 消魂ノ 至ナリ 生レテ 始 

メテ 力、 ル華 美ナル 者ヲ見 タリ 

一一！ 月 八 B 

英國 デ雨ガ 降ッテ 〔モ〕 町 ノ賑サ 輿 行者 ノ入 リハ同 ジ事デ アル 日本人 ハ雨ヲ 恐レル 是ハ曰 本ハ天 氣ノ好 

ィ日 ガ多ィ ノト 日本 ノ 衣服 ガ雨 デ損ズ ル ノト 日本 ノ 道路 ガ無喑 ニ惡 ノト 夫 カラ 足駄 ヲハ カネ バ ナラヌ カラ 

ダ ラ ゥ 

一一 一月 九 B 

今日 ハ 郵便 日なる を 以て 正 岡へ 繪 葉書 十一 一 牧と 妻へ 消息 ヲ遣ハ ス Lang  ノ  Dreams  and  Ghosts ヲ讀ム 

三月 十 B 

田中チ ト Vauxhall  P>ark  二 散歩 シ Clapham  Common ヨリ Brixton  二 出 テ歸 ル晚ニ 「ブレット」 

力 ラ 

Red  sky  at  niwllt: 

Is  the  slaep-tlercrs  deliglit:. 


Red  skv in  t:lie  morning 

Is  t;lie  shep>llerd-s  warning. 

Morning  Irfd  and  evening,  gTay 

Senc3  tlie  traveller  on ザ is  way.  . 

Morning  gray  and  revelling  red 

Send  rain  on  tiis  liead. 

ト云フ r ヲ習フ 

三月 十  一 B 

今日 熊 本 櫻 井 氏 ヨリ 書面 來ル 一 月1 一十 五日 附ナリ 京都 大學ノ 蒲 生生 ヨリ モ來ル I 巧 三十 一 日附ナ リ樱井 

氏ノ 書面-一 Brandram 氏 發狂ノ 事ァリ 香港-一 送ル 途中-一 テ 死亡 ストア リタ リ氣ノ 毒ナル 「ナリ 

一一 一月. HIE"  , 

白 シャツ 下シャ ッ 股引 ヲ替ュ 

Craig 氏-一至 ル歸途 Bond  St. ヨリ Piccadilly 一一  出デ St.  John-S  Park  -1 至 ル靑キ 芝ノ中 ヨリ 黃ト 

藤色 ノ  tuiip ガ r 二 ヨキく」 出 テ居ル ノガ大 變美ク シィ 


西洋人 ハ 執濃ィ 「ガ スキダ 華麗 ナ 「ガス キダ 芝居 ヲ觀テ モ分ル 食物 ヲ見テ モ分ル 建築 及 飾 粧ヲ見 一一 モ分 

ル 夫婦 間ノ 接吻 ゃ抱キ 合フノ ヲ見テ モ 分ル、 是ガ 皆文攀 二 返照 シテ 居ル 故-一 洒落 超 脫ノ趣 -ー 乏シィ 出頭 天 

外 シ觀ョ ト云フ 樣ナ樣 一一 乏シ ィ又笑 而不答 心 自閑ト 云 フ 趣-一 乏シィ 

一一 一月 十一 一一 B 

咋日 山川 ヨリ 端 書來ル 妻ガ產 ヲシタ (一月 十六 日) トノ 消息 ナリ 山川 ノ 手紙 ハ 一月 二十 八日 曰 附ナリ 

午後 四時 頃ョ リブ レ ッ ト 夫人 ト話ス 過去 交際 社會 -1 ァ リ シ 昔話 ヲ聞キ タリ 英國ノ 不品行 ナル 日本人 - 一勝 

ル トモ 劣ルべ カラ ズ 

4- 

一一 一月 十四 B 

穢 ない 町 を 通ったら 目嗜が 「オルガン」 ヲ彈て 黑ィ以 太 利人ガ 「バイオリン」 ヲ鼓 ノン テ居 ルト其 傍-一四 

歳 許 リノ 女 ノ子ガ 眞赤ナ 着物 ヲ着テ 眞赤ナ 頭巾 ヲ蒙ッ テ音樂 一一 合セ テ踴ッ テ居タ 

公園, 一 チュ— リツ プノ 唉クノ ハ 奇麗 ダ 其傍ノ  ロハ 臺 -1 非常-一 污苦 シィ乞 食ガ晝 寐ヲシ テ居ル 大變ナ con- 

trast: タ 

日本人 ヲ觀テ 支那 人 ト云ハ レ ルト厭 ガル ハ 如何、 支那 人ハ 日本人 ヨリ モ遙カ - 一名 譽ァ ル國民 ナリ、 只不 

幸-一 シテ 目下 不振 ノ有樣 -1 沈淪セ ルナ リ、 心ァ ル人ハ 日本人 ト呼バ ル、 ヨリ モ 支那 人 ト云ハ ル 、 ヲ 名譽ト 

スべキ ナリ、 假令 然ラザ ルニ モセョ 日本 ハ 今迄 ド レ 程 支那 ノ 厄介 ニナ リシ 力、 少シ ハ考へ テ見 ルガ ョ カラ 


ゥ、 西洋人 ハ ャ、 ト モス ルト 御世 辭ュ 支那 人ハ 嫌ダガ 日本人 ハ好ダ ト云フ 之ヲ聞 キ嬉シ ガル ハ 世話-一 ナツ 

タ隣ノ 惡ロヲ 面.^ イト 思ッテ 自分 方ガ 景氣ガ ョ イト 云フ 御世 辭ラ 有難 ガ ル 輕薄ナ 根性 ナリ 

一一 一月 十 穴 B 

日本 ハ 三十 年 前 一一 覺メ タリ ト云フ 然レド モ半鍾 ノ聲デ 急 一一 飛 ビ起キ タ ルナ リ其 覺メ ク ル ハ本當 ノ*  メタ 

ル -ー ァラズ 狼狽 シッ 、 ァ ルナ リ只 西洋 カラ 吸收ス ル 二 急-一 シテ 消化 ス ル 二 暇 ナキナ リ、 文學モ 政治 モ商案 

モ S 白然ラ ン 日本 ハ 眞 二 目 ガ醒ネ バ ダ メ ダ 

raft 

今日 田 中氏ノ  iMetropole  Theatre  - 一行 ク In  tlie  Soup ト云フ 滑稽 演 毅ナリ Ralph  Lumley ト云フ 

人ノ 作ナリ 滑稽 ヲ 無理 -1 引キ上 ゲテ膝 栗毛 的ナリ 

一一 一月 十. PB 

襟 白 シャツ ヲ易フ 

晝 ヨリ 田 中 氏 同道 -1 テ Kew  Garden  -1 至 ル 美事 ナ ル暖室 夥多 ァ リ 且頗 ル廣 クシ テ 立派 ナル garden ナ 

リ Kew  Palace  ニス^ 

三月 十八 B 

中 根ノ父 ヨリ 消息 ァリ恆 子 出 產ノ報 ヲ聞ク  . 

吾人 ノ眠ル 間 吾人 ノ働ク 間 吾人が 行屎 送^の 裡 に 地球 ハ囘 轉シッ 、 アル ナリ 吾人 ノ知ラ ヌ 間に 囘 韓シッ 

ッ アルア リ 運命 ノ車ハ 之ト 共-一 囘 轉シッ 〔、〕 アル ナリ知 ラザル 者 ハ危シ 知 ル者ハ 運命 ヲ形 クル ヲ得ン 


一一 一月 十九 B 

Craig 氏-一至 ル謝谘 ヲ拂フ 夜 入浴 烟草四 箱 ヲ買フ  . 

一一 一月 二十 B 

Camberwell ノ  Park ラ 散歩 ス 風雨 ハゲシ 

一 一月 十日 附 二 テ妻ョ リ消息 ァ リ 

一一 一 S: 二十  一 n  ® ほ 

金澤 ノ 藤 井 氏 ョ リ 手紙 來 ル 書物 講求 委托 ノ件 ナリ、 文部省 ョ リ 送金 ナ シ 大 困却 

英人ハ 天下一 ノ 强國ト 思へ リ 佛人モ 天下一 ノ 强國ト 思へ. リ獨乙 人 モシ 力 思へ リ 彼等 ハ 過去-一 歴史 ァ ル r 

ヲ忘レ ッ 、 ァ ルナ リ羅馬 ハ亡ビ タリ 希 臊モ亡 ビタリ 今 ノ英國 佛國獨 乙 ハ亡ブ ル ノ 期ナキ 力、 日本 ハ 過去 

-1 於テ 比較的 二 満足 ナル 歴史 ヲ有シ タリ、 比較的- 1 満足 ナル 現在 ヲ 有シッ 、 ァリ、 未來ハ 如何 ァ ルべキ * 

自ラ 得意 ニナ ル勿 レ、 自ラ 棄ル勿 レ默々 トシ テ牛ノ 如クセ ョ孜々 トシ テ鷄 ノ如ク セョ、 内 ヲ虛ニ シテ 大呼 

ス ル 勿レ眞 面目 - 一考へ ョ誠實 ニ語レ 摯實- 一行 へ汝ノ 現今 二 播 ク種ハ ャ ガテ汝 ノ收ム ベ キ 未來ト ナツ テ現 ハ 

ルべ シ 

一一！ 月 二十 一一 I 日 

夜 Metropole  .Theatre  -I 至リ Tlie  Royal  Family ヲ見 ル頗ル 面白 力 リ シ 


明朝 白 シャツ 襟 履 足袋 ヲ易ル 準備 ヲ ナス 

一一 一月 二十 四 B  -. 

Baltiam  二  Ihara 氏 ヲ訪フ 不在 Clapham  Common  ニ邊邊 ヲ訪又 不在 田 中氏ト 同行 ナリ 

一一 一月 二十 穴 B 

Craig 氏-一至 ル夜 井原 氏來る 晚餐ノ 招待 ァリ、 「パリ」 の 長 尾 氏 ヨリ 書翰 來ル 

一一 一月 二十 4JB  S 

Albert  Dock の 常 陸 丸 ヨリ 立花ノ 書翰 來ル 病氣 二 テ歸國 ノ^ 直チ 一一 訪問 ス 容態 惡シ 醫擧士 望月 邊邊 一 一氏 

ヲ案 內シテ writisll  Museum 及ビ Nations  Gallery  二 至 ルニ氏 ノ話シ -ー 立 花 ノ病氣 ハダ メナ リト ァリ 

氣の毒 限 ナシ、 夜邊 邊氏來 る、 領事 舘ノ諸 井 氏來ル examiner  ノ 件ナリ 

三月 一一 十八 B 

朝 長 尾の 手紙 來ル 夜 返事 ヲ認ム 借金 ノ爲 チリ 

此日 入浴、 夜 ロバ ー ト孃 トビ ンボ ン ノ 遊戲ヲ ナス、 多忙 故 井原 氏 ノ晚餐 招待 ヲ斷ハ ル 

一一 一月 二十 九 B 

カル ル スバ f ド 一 瓶ヲ買 フ 夜-一人 ッ. テ 領事館 ョ リ 電報 ァ リ Glasgow  University  ノ  examiner  -1 


appoint セラ ル直チ 二 問 超 ヲ作リ 領事 舘ニ 送ル、 井原 氏 ヨリ 殘念ナ リトノ 端 書 來ル、 

i 一一 月 三十 B 

白 シャツ 襟 ヲ易フ 、近頃 ハ 毎日 風ナ" 晝 Hippod3me ヲ見 -1 行ク Twopence  Tube ヲ 出ルト 方角 

ガ分ラ ナイ 反對ノ 方へ 歩行 テ行 ッタ夫 カラ cat>  二 乘ッタ 夫 カラ Hippodrome  二 行 タト 席ガ ナクテ 5 シ 

リング 拂ッタ Cinderella ヲ見タ 獅子 ャ虎ゃ 白熊 杯ラ 見タ、 歸 リニ  bus  -1 乘ッ タラ 「ァ バタ」 ノア ル人 

ガ 三人 乘ッテ 居タ、 Glasgow  Unv.  ノ 書記官 Clapperton 一一  試驗 承諾 ノ旨 ヲ答フ 同時-一 Addison  - ー試驗 

問^ ヲ送ル 時 - 一九 時半 ナリ 

一！ 一月-一十  一 ■ 

田， B- 氏ト wrockwell  Park  -1 行ッ タラ、 男女 一 一人 連ノ 一  人ガ 吾々 ヲ 日本人 ト云ヒ 一 人ガ 支那 人 ト云ッ 

タ  ， 

四月  一 B 

朝 起キテ 食事 ヲシー 一 行クト p.l.anee  ノ長尾 カラ 爲 替ガ來 テ居タ 八十 磅ノ中 七十 薛ヲ 「パリ」 へ. 送レト 

云フ カラ 正金銀行へ！； b ッテ 手續キ ヲ濟マ シタ. Fardel カラ 手紙 ガ來テ 居タ、 正 岡ト夏 目ノ兄 カラ モ來 タ、 

散髪屋へ 行ッテ 床屋 獨こ 人ト 日本 ノ話シ ヲシタ  ， 


Craig 氏 二 至 ル歸途 Charing  Cross  二 テ 古本 ヲ ヒャ カス、 二三 册ヲ 買フ 中二 1820  ノ  Miss  Bumey 

ノ  Evelina ァ リ三册 モノ ナリ、 馬車 ノ 上- 1 テ 日本 ヲ 見た と云フ 西洋人 二 話 シカケ ラル、 入浴、 故里 ヨリ 

小包 着、 Milde ト山田 氏へ 手紙 ヲ出ス  * 

四月  一一 一 B 

Glasgow  University ヨリ examilsr  -I  apooint ス ル 3 曰 公然 通 S ァリ 

四月 四 B 

下宿 ノ 夫婦 Easter  Holiday  二 テ里ニ 行ク妹 一人 殘 レリ 此人娛 樂ヲ好 マ ズ貧ニ テ勉强 曰々 働ク 「アナ 

タ」 ハコ ン ナ 生活 ヲシテ 愉快 デス カト聞 ケバ眞 一一 幸福 ナリ ト答フ 何故 ト尋ヌ レ バ宗敎 ヲ信ズ レ バ ナリ 〔ト〕 

答 フ " 難 有 キ 人ナリ 

田 中 氏ノ妻 ヨリ 同氏 へ 手紙 來 レ リ其中 一一 田 中 氏 ノ舊師 同氏 留守宅 ラ 訪ヒテ 父君 ト對 談ノ時 御子 息ハ 何年 

位外國 ニ留マ ラル 、ャ トノ問 -ー 對シテ ハ乂君 ハー 三 一年 ト答 ヘラ レシ ガ la 師ノ云 フ樣切 角行 ッタ位 ヒナ ラ 五六 

年 居 ッタガ 好 力 ラウ、 此話シ ヲ蔭 二 テ# 君聞キ テ甚 ダ悲シ 力 リ シ旨書 キ送レ リト 田 中氏ノ 物語 ナリ、 婦人 

ノ情昔 シ流ノ 先生 ノ虱 躍如 ト シ テ小說 ノ如シ ト思フ 

四月 SB 

今日 ハ Good  Friday  -ー  テ 市中 一 般 休業 ナリ 終日 在 宿 Kidnapped ヲ讀ム 五 時半 ョ リ Brixton  二 至リ 

テ 歸ル、 往 來ノモ ノ ィヅレ モ 外出 行ノ 着物 ヲ着テ 得々 タ リ 吾輋ノ セビ 0 ハ 少々 色 ガ變ッ テ居ル 外套 ハ 今時 


ノ仕立 デナ ィ顏 ハ黃色 ィ脊ハ 低ヒ數 へ來ル ト餘リ 得意 ニナ レナ ィ 

宿へ 歸ッテ 例 ノ如ク 茶 ヲ飮ム 今日 ハ吾孽 一 人ダ誰 モ居ナ イソ コデパ ン ヲ 一 片餘慶 食 ッタ是 ハ少々 下品 ダ 

ク タ 

西 月 穴0> 

今日 モ 無事 祭日 ト家 內ノ モ ノ ガ居ラ ン ノデ九 時半 頃 -I 漸ク gong ガ鳴ッ タ 力 ラ下 へ 行ッテ 朝飯 ヲ喧 フ、 

田 中 氏 ハ是 カラ 二日 ガケデ 旅行 ヲスル 、晝ハ 「ス パロ— I 孃ト 二人 デ アル 夫 カラ Elephant  and  Castle 

デ 古本 ヲ ヒ ャカシ タ ガ金ガ ナイ カラ 一 册 モ買ハ ナイ デ歸ッ タ、 茶 ヲ飮ン ダ時ス パ 口 ー ガ色々 日本 ノ婚 禮ャ 

葬式 ノ事 ヲ聞タ カラ 其話ヲ シタ、 今. 日 Camberwell ヲ 歩行 ィテ居 タラー 一人 ノ女 ガ余ヲ 目シテ least  poor 

GlinesIB トー エツ タ  - 

四月 4JB 

白 シャツ ト罾ヲ 易 ュ 

Denmark  Hill ヨリ Peckham  ノ  Green ヲ經 テ歸途 South  L.  Art  Gallery  -1 至ル Ruskin,  Ros- 

setti  ノ 遺墨 ヲ見ル 面白 力 リ シ 

四月 八 B 

. wennington ヨリ clap-ham  common  二 至 リ歸ル 

Mrs.  Edghill より 手紙 あり 十七 日に 茶の 案内な り 


H 月 九 B  .,. 

ベ r 朝 田 中 氏 ヨリ Shakespeare ト wllst ト Stratford-on-Avon  ノ  Album ヲ貰フ Craig 氏-一至 ル ！8 

ル 山川 ノ端書 ァリ、 突然 Rev.  P.  Nott 氏ノ 訪問-一遇 フ、 明日 午後 四時より Walker 氏 方に て 茶の 裟 

應案. 2： の爲 なり、 晚九時 頃より Mrs.  Edghill に 承諾の 旨 通知す 夫より 正 岡に 長き 手紙 を認む 

四月 十 EQ 

午後 三時より St-  James  Place  Walker 氏 方に 至り Mrs.  Walker,  Mr.  and  Mrs.  Nott と共に 茶 を 

飮み 四方 山の 話 をな す、 歸宅 正金銀行より 電報 爲替 あり、 カッセルの Century  Ed.  of  ffi.  of  England 

ザ切ル 

四月 十二  B 

Elephant  and  Castle 一一  至リ Cowper  ノ 1789 出版 ヲ買フ 

13 月 十一 一！ B 

雨ナ リ再ビ Elephant  and  〇astle  ニ至リ wible  Dictionary 其 他 ヲ買フ 1679  ノ  Spenser 

ノ  Works 此 中-一 ァ リ凡テ 三十 三 11 ナリ此 日 田 中 氏 Kenshington  二 引越 ス 

十^  0 


町ヲ 散歩 シテ モ公^  二 行ッテ モ機ヒ ゴ 口 付 見 タ樣ナ 者 二 遇ッテ モ惡ロ セ ヌ ハ感心 チリ 

四 《: 十五 B  . . 

To  give  the  lie ハ 大變ナ 失敬 ナリ、 此 上ナキ 恥辱 ヲ與フ ルナ リ (G.  ノ  Rlioda  Fleming 

及ビ Cattlona 參照 V  Gentleman  ノ 信用 茲 ニ存ス ルナ リ 日本人 ハ 如何 貴君 ノ 年齢 ハ ト問ハ レタ 片ハ正 

直 二 答 へ ル ト妙 ナ顏ヲ シ テ噓ダ ラウト 云フ言 フ者モ 失敬 ト モ 思 ハ ズ答フ ル者 モ大體 ハ噓 ヲ言ッ テ 居-入 ナリ 

信義 ハ 何 逡 一一 ァ ラン ャ、 然シ 西洋人 モ噓テ ッ クナリ 1： 世^的 -ー 噓ヲッ クナリ 

西洋 ノ  etiquette ハイ ャニ 六ヅ 力 シ キ ナリ 日本 ハ 之 二 反シ テ丸デ 禮儀ナ キ ナ リ窮 一一  スルハ 我儘 ラ防. ク 

ナ リ伹シ artificiality ヲ免カ レズ 日本 ハ 禮儀ナ シ而モ artificiality ァ リ且 無作法 - 一伴 フ vulgarity ァリ禮 

ナ クシテ spontaneity ァ レバ マダシ モナ リ 其、 利 ナ ク お {舍 ァ ルノ ミナ ラズ 禮ノ 害ヲモ 兼有 セ リ ぼ 々 敷 

四月 十 穴 B 

Craig 氏 ニ至ル 一 磅 ラ佛フ 同氏 曰 ク英國 人 ハ金バ カリ 欲 シガッ テ居テ 困 ル己レ モ少シ lecture デモ シテ 

金ヲ トラ ネバ ナラ ヌ、 早 銀 行 二 テ 爲替 ラ ト ル Bumpus  テ 六十 圓餘 ノ  ^物 ラ買フ 

Craig 氏 曰 ク Tennyson ハ artist ナリ大 詩人 ナリ 去レ戸 缺點ァ リ彼ノ 哲學的 詩ハ深 カラ ズ彼ノ  Nature 

ニ對ス ル觀念 ハ Wordswortli ヨリ モ scientsc ナリ細 カイト 云 二 過ギズ Wordswortli ノ 傑^: ハ固 ヨリ 

T.  ノ上 一一 ァリ、 

四月 十， PB 


再ビ Edghill 二 招待され て 午後 三時 W.  Dulwicli ニ至ル Miss  Nott ァリ IVTrs.  Edghill カラ 耶蘇 ノ 

說敎 ヲ承 ハッタ 仕方 ガナ イカ ラ 自分 ノ思フ r ヲ述べ タ Mrs.  Edghi-ll ガ 云 フニ ハ 貴君 ハ pray スル氣 ニナ 

ラヌカ ト云ッ タ余ハ pray スべ キ者ラ 見出 サ ヌト云 ック、 ：Mrs.  M. ハ此 great  comfort ヲ知ラ ヌ ハ情 ケ 

ナイト 云ッテ 泣タ氣 ノ毒デ アツ タ Mrs.  K ハ私ハ 貴君 ノ爲  一一 pray シ樣 ト云ッ タ宜シ ク御賴 マウ シ マス 

ト 答へ タ、 E. ハ私 ニー  ノ事 ヲ約ス ルカ ト問ク 吾犛ハ 貴君 ガ ソン ナニ 深切 二 私 ノ事ヲ 思ッテ 下サル カラ 私 

ハ約 シマシ 〔ョ〕 ゥ ト云ッ タラ Bible  ノ  Gospel ヲ讀 メト 云ック 氣ノ審 ダカ ラ讀 £ マ ショウ ド云 ッタ歸 

ル片ハ 貴君 ハ 約 東 ヲ忘レ ハ シ マ イト 念 ヲ押シ タ决シ テト云 ッタ是 力 ラ ゴ スペル ヲ読 ム ン ダ 

四月 十八 B 

ホト 、ギ ス來ル 二月 一 一十 八 U 發 行ナリ 

昨日 日本銀行 ト 文部省 へ 受取 ヲ出ス 

四月 .{_• 九 B 

Port  Said カラ 立 花 ヨリ 端 寄. ガ來ル Watanabe  ^月 一 一氏 ヨリ モ謝 禮ノ 手紙. ガク ル、 Swiss  Cottage  ノ 

lady カラ 宿 問 ヒ合セ ノ 返事 ガ 來ル、 行 力 ヌ 事-一 シテ 返事 ヲ出 ス、 獨こノ 池 田 氏へ 手紙 ヲ出 ス、 

四月 二十 EQ  , 

今日 ノ晝飯 魚" 肉 米、 芋、 ブ- チン グ、 pine-apple, クル ミ密扣  ♦ 

七 時 茶 姊妹 トモ 外出 新宅 ノ窓掛 其 他 ノ^ ヲトパ 爲ナリ 


非常 ナル 快晴 珍ラ シ 虱立ッ 

B 月 二十 | B 

再ビ 快晴 矢 張 風 

四月 一一 十二  B  ^ 

^モア ラズ げ asement  二人 リテ Mtclien ャ scul.lety ャ larder ャ .gas  stove ラ見タ 早 i  ノメニ 

^-サ ンガ 『ァ ライ や ナ^: シャ ハ ァ ン ナ大キ ナナ リヲ シテ 日本 ト軍 ガ出來 ナイ ナン テ』 ト 云ッタ r 然シ 「 口 

シャ」 ノ 艦隊 ハ 東洋 バ カリ ジャ ナイ 總體 ニ弱ィ ン デス ョ』 ト 知リモ セ ヌ癖ニ 勝手 ナ 「ヲ云 ッタ 亭主 ガソ ン 

ナ r ヲ言フ 二 ハ少シ 本 デモ 證ンデ 調べ タ上ノ 「ダ トキ メ ッケタ 妻君ハ 閉口 シタ 

快晴 アツ シ底ノ 梨花 眞盛 ナリ 

四月 二十 三 B 

天気 决 晴愉夹 夏服 ヲッ ケル、 麥 藁脩ノ 人多シ blouse  ノ lady モア リ Craig 氏 ニ至ル Tennyson  ノ 

In  Jvlemoriam ヲ 評ス、 Taste ハ 天福 ナリ君 之ヲ得 タリ 賀ス ベ シ ト 云フ、 歸ル田 中 氏 新聞 ヲ送 ル、 池 田 

氏へ 返事 ヲ出 ス、 明朝 三時-一荷 ヲ 新宅へ 送 ルノデ 大混雜 シャツ 一 ッデ 書物 ヲ方 付ル Miss ケ I ト泣 聲デ a 

fright  -1 逄ッ タト 云フ 差配人 ガ來タ 「ナ リ家ノ 夫人 ハ之 ヲ恐ル 1 蛇蝎 ノ如 シ、 茶ノ 時祌サ ン云 フ若シ S  ノ 

人ノ 家具 迄 差シ押 へ ラレ ル樣ナ 「デ 〔ハ〕 到底 一 所 二 夫婦 二 ナツ テ居ラ レマ セン、 氣ノ毒 ナリ余 ハ 方付テ 

^仕舞 フ、 三人 ハ 差配人へ 談判つ 一行 ク十 一時 頃歸ル 案外 六ヅカ シクナ カツ タト 亭主 営 フ、 Oxford 逡ノ賣 


女 ノ^ ヲ： a テ 家へ 歸ルト contrast ガ烈 ィ早ク 日ガ暮 レバ 云ヒィ 妹ハ云 フタ 日 ガクレ 、バ 財お ヲ運 ビ出ス 

1 ガ出來 ルナ リ 

四月 二十 

朝 散歩 歸ル (ペン) ガ^ 舌 リダ シタ (ペン) ノ& 舌ル時 ハ家ノ モノ ガ居 ラヌ 時ナリ 十五 分 許ノべ ッ立續 

ケ 二 渐ス. ガ ：！： ヲ 云フャ ラ薩退 ワカ ラヌ、 咋日 差配 ノ キ タ 丼不得 已爐テ ツイ タト 云フ l ナリ後 ハ 何 ダカ 分ラ 

ナ ィ餘リ 分 ラナ ク ッ テ IE- 笑ィ 力 ラ笑ッ タ ラ^ガ 面白 クテ 笑ッ タト 思ッ テ愈 嘵舌ッ ク， 家ハ ガラン 堂デァ 

ル 自分 ノ 荷物 ハ行 ッタ 家ノ モノ ハ 新宅 へ ォ付方 二 行ッタ 殘ルハ 我お ト (ベ ン) 許 リダ 淋シ イイ ャ ナ感ジ ダ 

是 デ家ノ モノ ガ 詐欺師 デ歸ッ テ來ナ カツ タラ 我蕺 ハ頓ダ 馬鹿 ダ 八畤頃 乂ぺ ン ガ 三階へ 上ッ テ來テ 又 差配 

ガ來 タト 云フ夫 カラ 又べ チヤ/ \1 舌 ル ガ何 ヲ云フ ノ カ些ト モ分ラ ナイ ト畔^  二 ナ ッ テ 下女 ガ又 來タ差 

配ガ 今日 三 遍來タ コンナ 一一 早ク 引越 テ スル モン ダカ ラ 近所 デ ハ 大變 不思議 二 思ッ テ居 ル怪シ マレル ノ モ尤 

モ ダ 、 家. 2：  ノ モノ ハ マ ダ歸ラ ナイドゥ シタ ラウト 云ッテ 心配 ソ ウダ 

四 月 二十 五 B 

午後 Tooting  -1 移る 聞シ -1 劣 ルイ ャナ處 ディ ャナ 家ナ リ永ク 居ル氣 ニナ ラズ 

四月 二十 六日 

朝 Tooting  Station 附近 ヲ 散歩 ス ッ マラス 處ナリ 


四月 二十. PB 

PSaliiam  二 行ク、 又 移リ度 ナッタ 鬼 二 角 池 田 君 ノ來テ カラ ノ事ダ . 

四月 二十 八 B 

Tooting  Graveney  Common  二 至ル、 遠山 藤 代 ョ リ 手紙 來 ル 

四月 一一 十九 B 

鈴 木 夫婦 ヨリ 手紙 來ル、 遠山 ファ —デル 及ビ金 澤ノ藤 井二 手紙 ヲ出ス 

四月 一一 一十 B 

Craig 氏 二 至ル、 歸宅 家人 ァ ラ ズ Tooting  wee  Common ョ リ Mitcham  二 至 リ歸ル 

鈴 木へ 手紙 ヲ出ス 

S 月  一 B 

common ョ リ st:l.eatllal.n  ニ至パ 

五月 一一 B 

又 Tooting  Common  二 至ル、 Glasgow  ノ  Hill  and  Hoggan ョ リ 手形ヲ 送リ來 ル 、 諸 井 氏 へ 手紙 ヲ 

出ス、 中根ノ 母、 ト妻 ヨリ 手紙 來ル 筆ノ 寫眞 も來ル 

五 七 


S 月 一一！  m 

Streatham  二 至ル、 Glasgow へ 受取 ヲ出ス 諸 井 氏 ヨリ 返事 來ル、 神 ffl 氏 在英 ノ事ヲ 知ル、 主人-一 手形 

引換 ヲ糗ム 池 田 氏 ノ部星 出來上 ル 

五月 四 B  a 

池 S 氏 ラ待ッ 來ラズ Balham 一一  至ル歸 途镙道 馬車 一一 乘ラ ン ト ス 人足 余 ヲ拉ぇ テ降リ ル人ヲ 待テト 云フ感 

心ナ 「ナリ 

薔徵 二輪 6  pence 百合 三輪 6  pence ラ買フ 素 敬 ニ髙ぃ 「ナリ 

朝 池 出 氏來ル 午後 散歩 神 田、 諸 井、 菊 池 三 氏來訪 

一 

五月 六 B 

池 ffl 菊 苗氏ト Royal  Institute  ニ至ル 

夜 十一 一時 過 迄 池 田 氏 ト話ス 

五月. PB 

Craig 氏-一至 ル 池 田 氏寫眞 タ惠 マル、 


日本銀行 ヨリ 受取 請求書 至ル 

遠山 氏 へ 目錄、 鈴 木 へ 繪 葉書、 日 〔本〕 銀行 へ 受取 ヲ出 ス 

文部省 ヨリ 二通 ノ書狀 來ル、 ホト、 ギ ス來ル 

S 月 八 SB  S 

文部 ノ寺^ 會計 課長へ 手紙 ヲ出ス 妻、 ト 虛子ト 野 遊會ノ 斷狀ラ カク 

M 月 九 S 

Tooting  Common 一一  行ク讀 書 夜 池 出 氏 ト 英文 學 ノ話ヲ ナス 同氏 ハ頗ル 多讀 ノ 人ナリ 

S 月 十 B 

Mitcham  Common  二 至ル脔 大ナル 草原 二  furze  ノ散 點スル ヲ見ル cattle  and  horses 自由 一一 草ヲ食 


S 月 十二  B 

Streatham  二 神 田 先生 ヲ訪フ 先生 結婚 上ノ 議論 ヲ述ブ love  or  duty 

畠 二 テ cows,  pigs,  fowls ヲ見 ル颇ル 愉快 ナル 家ナ リ.、 書 一飯 ノ  〔響〕 應ァリ 

五月 十四 B 

五 九 


.  ■ 穴 0  - 

Craig 氏-一至 ル 繪^ 書 3  s. 許リ 買フ、 田 中 氏 ヨリ 書翰 至 ル 、 池 W 氏と 話す 

^月 十 SB 

池 E 氏と 世界 觀ノ 話、 禪攀ノ 話 杯ス氏 ヨリ M 攀上ノ 話 ヲ聞ク  . 

おり ivH 八 

小便^ 一 一 入ル 宿の 神さん 曰く 男ハ 何- ソト云 フト女 ダモノ ト云 フガ女 ハ頗ル useful ナ者デ アル コンナ 「 

タ 云フノ ハ 失敬 ダト 

夜 池^ B 氏ト敎 育上ノ 談話 ヲ ナ ス 又 支那 文擧 -I 就 テ詒ス 

月 十 4JD3 

晚 洋服屋 來ル兑 本 を 置て 歸る 

S 月 li 十 E 

夜 池 田 ト話ス 理想 美人 ノ  description ァリ兩 人 共 頗ル精 シキ說 明 ヲナシ テ兩人 現在 ノ妻 ト此 理想 美人 ヲ 

比铰ス ル 二 殆ンド 比較 ス ベ カラ. サ ル 程遠 力 レ リ 大笑 ナリ 

M 月 一一 十 I  B 

朝 洋服 星ノぇ 本來ル Craig 氏-一行 クー 磅ヲ 拂フ次 囘迄ノ 分ナリ 


咋夜シ キリ -I 髭ヲ撚 ッテ谈 餘セシ 爲右ノ ヒグノ 根本 イタ ク出來 物 デモ 出來タ 樣ナリ 

S 月 一一 十 I1B 

晚 -I 池 田氏ト Commofi  一 I 至ル 男女 ノ對此 所 彼 所- 1 bench  ニ腰ヲ カケタ リ 草原- 1 坐シ タリ 中-一 ハ抱合 

ッテ kiss シ タリ 妙 ナ國 柄ナリ 

笠月 二. HUB 

又 Common  二 至ル妻 ヨリー 一通 ノ 手紙 來ル 文部省 ヨリ 一 通ノ If 紙來ル 

鈴 木 ヨリ 太陽 一 一部 送 リ來ル 櫻 井 氏 ョ リ 手紙 來 ル 西洋人 招聘 ノ 件ナリ 

五 3:  二十 SB 

Lambeth  Cemetery  -I 至 ル廣キ 墓場 ナリ 然シ 周圍ハ 頗ル逡 癖ナリ 

S 月 II 十 穴 E 

再ビ ILamt-ettl  Cemet. ひ： ry  -1 至ル 

San 一十 4JB 

頗ル賑 カナリ 吾 住む 處ハ Epsom 街道-一 テ茲 -1 男女 馬車 ラ驅リ 喇叭 ヲ吹 テ通ル r 夥シ、 近所 ノ 貧民 共 叉 

往來 -ー 充満 ス 


S 月 二十 八 B 

主人 ト 共-一 wattersea  -I 至リ The  Dog  House ヲ見ル 》Ir.  Jaclc 捜索 ノ爲 ナリ、 .燒 イタル 犬ノ 骨ニ片 

ヲク レタ、 夫 カラ Battersea  Park 一一  至ル 

鈴 木へ 繪 葉書 ヲ出ス 

五月 一一 十九 B 

〇raig 氏に 至ル、 遠山と 妻 ヨリ 手紙 來ル 

Hales  (prof. ) へ 手紙 ヲ認ム 妻へ モ出ス 

五月 一一 一十 B 

Halc-S ヨリ 手紙 來ル 余ノ 手紙 ハー 一通 認メ 「ケ シ」 ノ方ヲ 誤 ッテ送 リシ -ー ョ ル直チ - 一正 シ キ方ヲ 封ジャ ル 

六月 一 曰 

Balham  ニ至リ 種々 買物 スニ磅 ニ上ル  . 

穴 月 一一 IB 

Elephant  and  Castle  ニ至リ Hazlitt  ノ  Handbook 其 他 古本 2  guinea 許ヲ買 フ、 

pl-of.  Hales ヨリ 手紙 來ル 候補者-一 通知 セ リトノ 事ナリ  ， 


烟草ー 一 箱 Ve ヲ買フ 


六月 四 B  JP. 

craT 氏 ニ至ル oeorge  Winter  ニテ 古本 ヲ買 9  a 許ナリ 

Prof.  Kales ヨリ 第五 校 一一 關スル 印刷物 ヲ送リ 來レト 云フ端 書來ル 


^rD 日 I  Day 一一  テ 我家 ノ 附近 大騒 ギナリ 夕景ハ 彼霸叭 ヲ吹キ 馬車-一 乘リテ 歸リ來 ル頗ル 雜沓ナ 


^一^二 十分 二  i  ooi  ニ來テ 吳レ 候補者 直-一 御 目-一 掛リ御 話 致シ度と あり (L  I 

紙) 

Jcing-S  College  二 至ル約 ニ後ル 、 1 三十 分 5.0， 旣ニ 去^ 

六月. PB 

Prof.  Hales ヨリ 手紙 來ル、 候補者 Sweet 氏 一一 明日 逢へ トノ 事ナリ 

三時 King-S  College 一一  至リ Sweet 氏 ニ遇フ college 閉ル ヲ以テ pprk  ニ至ル 


King>s  College  -至リ prof.  Kales 一一. 而會ス 

六月 十  一 m 

Craig 氏-一至 ル、 Hyde  Park  St.  James  Park ヲ經 テ歸ル Miss  Nott ヨリ 書翰 至ル、 領事 舘 ヨリ モ 

至ル、 洋服屋-一 百圓許 ヲ拂フ 

六月 十一 一 B 

Sweet ヨリ application ト testimonial 來ル Sweet  二 返事 ト testimonial ヲ返ス 櫻 井へ 手紙 ヲ認ム 

Nott ト諸 井へ 手紙 ヲ出ス 

穴 月 十三 B 

鈴 木 ヨリ 繪 葉書 太陽、 文部省 ヨリ 留擧生 表 及 規定 擧 資來ル 

六月 十四 B 

Sweet 氏 ヨリ 來翰之 一一 返事 ヲ出ス 櫻 井 氏へ 手紙 ヲ出ス 

§c 十 SB- 


Sweet 氏 ヨリ 返 翰 三年 ノ 契約 ヲ 希望 ス ル旨 挨拶 ァリ 

此日池 田 室 一一 テ煖爐 へ火ヲ タク 

六月 十八 日 

Craig 氏 二 至ル、 £1 ラ拂フ Hippodrome  ニ至ル 

田 中 氏 ヨリ 手紙 Wright ヨリ 手紙 至ル、 日本 ノ輕業 岡 部 一座 ァリ 

六月 十九 B 

渡邊氏 ヨリ 來翰 Sweet,  Wright, 渡 邊田中 四 氏へ 手紙 ヲ出ス 藤 代へ も出ス 

文部省 ヨリ 手紙 來ル學 術 研究 ノ 旅行 報告 ヲ糙- 一 スべ シ ト云フ 「ナリ 

穴 月 二十 | 國 

Sweet 氏 ヨリ 手紙 來ル 明日 King-S  College  ニテ 會トノ 事ナリ 

六月 二十 一一 B 

十 時半 King-S  College  -1 テ -sweet  .  ニ會ス 午後 一 時 田 中 氏 方 -ー 至ル 川上 ノ 芝居 ラ見 ン 

^  原 

云ッ タス レカ ラ田 中氏ノ 下宿 ニ至ル Earls  Court  ノ  exhibition ヲ 見-一行 ク 

六月 二十 四 B 


さバ 

渡 逡氏來 る 土 井 氏 下宿 一一 就テ ナ リ 

六月 一一 十 

Craig 氏-一至 ル  - . 

穴 月 二十 穴 B 

池 田 氏 Kensington  二 去る 

六月 = 十 セ 日 

池 S 氏 ヨリ 端 書來ル 

穴 月 一一 十八 日 

ブ レツ ト 夫人 一一 下宿 替ヲ ス ル 旨ヲ； 1UC 渡 ス 

セ 月  一 QS 

近 ^非常-一 不愉快 ナ リク ダラ ヌ事ガ 氮-ー 力 、 ル神經 病 力 ト怪マ ル、 然 一 方デハ 非常-一 ヅ ー ッ ー 數處ガ 

ル、 妙ダ 

ン. 5  -  m 

洒々 落々 光風 霽月 ト ハ中々 ユカ ン馱 目く 

鈴 木へ studio  ノ  Special  number ト 繪葉窨 ヲ出ス 


セ月ニ  B 

crai^ 氏-一至 ル 

セ月六 s 

井原 氏至ル 

4.-SC 八日 

鈴 木 夫婦 ヨリ 繪 葉書 來る 

4™ 月 九 B 

Craig 氏-一至 ル 

warker  &  00.  (castle  Court,  cornllill) 二 至 リ宿搜 索 ノ廣告 ラ p ム 

Holborn  二 テ Swirfhurne 及 MolTis ヲ g 只フ 

七月. f.  一  B 

鈴 木へ Academy  Architecture 及ビ 建築 雜誌 一 部ラ送 ル 

セ月十  一一 d 


池 田 氏 ヨリ 端 書來ル 

池 田 氏へ 返事 ヲ出ス 

應募ノ 下宿 ノ 手紙 來ル 無数 

大塚 ヨリ 端 書 心の 花 送 リ來ル 

土 井 ヨリ 書翰  . 

鈴 木 ヨリ 太陽 來ル 

七月 十一 lis 

池 W 氏 ヨリ 返事 來ル 

Miss  Leale ト池 ra 氏へ 手紙 ヲ出ス 

4> 月 十 SD 

終日 下 宿 ヲ 尋ねて うろつく 北の方 Leighton  Crescent ヨリ 西ノ方 wrondesbury  - 一至 ル晝 餓ヲ^ ヒ損 

ヒ足ヲ 棒 ノ樣ニ シテ 毫モ氣 -1 入 ル處ヲ 見出 サズ 閉口 家-一 歸 レバ 餘 リツ 力 レ テ寐ラ レ ズ 

セ月 十六 B 

Clapham  Common  ノ  Tlie  Chase  二 至 リ Miss  Leale  二 面會 ス 同人 方 -ー 引越 ス 事-一 决 ス夫ョ リ革籙 

si  二 至 リ革醒 二 椿 子 入 一個 ラ賈フ .£4.4 ナリ 


セ 月 十 4IB 

Miss  T、eale  二手 紙 Mrs. お runton  一 I モ 手紙 ヲ出ス 

セ 月 十八 B- 

Miss  JLeale ョ リ 返事 ァ リ 山川 ョ リ端書 池 E 氏 へ 日々 新^ 來 ル 

セ月 十九 B 

方 付 方 -1 テ 多忙 汗 満面 注文 ノ箱 來ラ ズ 七 時喷來 ル , Miss  Leale へ 電報、 公使館 へ 手紙 

藤 代、 井原、 田 中 三 氏へ 轉宅ノ 報知 ラナ ス  , 

4- 月 二十 B 

午前 Miss  Leale 方-一 引越 ス大騷 動ナリ 四時 頃 書籍 大革 鲍來 ル箱大 -1 シテ 門-一入 ラズ 門前 -1 テ 書籍 ヲ出 

ス夫ラ 三階へ 上ル 非常 ナ手數 ナリ暑 氣堪難 シ發汗 一斗 許 リ室內 亂雜膝 ヲ容ル 、能ハ ズ 

七月 一一 十 一 一 

非常-一 暑シ 午後 池 田 氏來ル 晩餐 ヲ喫シ 4- 一  時歸ル 

七月 二十 1IB 

大坂ノ 鈴 木、 熊 本 ノ奧、 金 澤ノ西 田、 京都 ノ紫川 London  ノ田中 氏 ヨリ 手紙 及 時事 新報 來ル 

穴 九 


45C  二十  一一 IB 

Craig 氏-一至 ル 

七月 一一 十四 B 

Cassell ノ  Illustrated  History  S 及 wild ヨ r(l s ホ 

七月 一一 十 SB 

大雷 大雨 

七 月 二十 穴 B 

茶ノ 時. 鉀客ー 一人 來ル 御婆さんの 甥ナリ 坊さんな り 夫婦 

郵船 會社 へ 閬き合 ス 、 晚 返事 来 ル 

今日 モ雨 

育二 十 #| 

今日 モ雨 獨乙ノ 藤 代芳賀 ヨリ 端 霄來ル 

土 井 氏へ 手紙 ヲ出ス 


七月 一一 十八 B 

East  Hill 一一 至ル 夜老 大佐 ヲ訪フ 日本 ハ ヱ ラキ國 二 ナルべ シト 云へ リ 日本 ノ靑年 ノ鱧讓 アル r ヲホメ 

タ リ 

セ 月！ 一十 九 B 

ほと、 ぎす、 春夏秋冬の 春の 部來ル 山川より 手紙 來ル、 

七 月 一一 一十 B 

Craig 氏-一至 ル、 歸途池 田 氏 ラ訪ァ ラ ズ 

oassell ノ  Illustrated  History  27 至 

八月  一 B 

池 S 氏 ヨリ. 手紙 至ル 本邦 ノ鈴 木、 日本銀行 ヨリ 二 ー磅許 金 ガ キク 何ノ 爲ャラ 分う ナイ 

八月 一 1 

池 田、 sweet、 鈴 木、 芳賀へ 手紙、 日本銀行へ 受取 ラ出ス  . 

文部省 ヨリ 手紙 鈴 木 時 子より 手紙 

八月 管 

セ J 


©Battersea ヨリ South  Kensington  - 一至 リ池田 氏 ヲ訪フ 同氏 宅 二 テ 晝钣ヲ <{艮 フ 午後 Cheyne  Road 

24  - 一至 リ carlylc  ノ故 宅ヲ見 ル頗ル 粗末 ナリ Cheyne  Walk  ニ至リ Eliot  ノ家ト D.  G.  Rossetti  ノ家 

ヲ見 ル前ノ  Garden  D.  p  R. ガ噴 井ノ上 二 彫 リツ ケテ アル 

八月 六 B 

Craig 一一  至 ル 氏 我 詩 ヲ 評シテ Blake  -1 似 タリ ト 云へ リ然シ incoherent ナリト 云へ リ 

八月 七 B 

土 井 氏 ノ 葉書 來 ル Cassdl  ^  Illustvated  2S 

八月 八 B 

Cassell  ノ  m/d  Birds 

山川 ノ 手紙、 俣野ノ 年賀 狀ック 

八月 九日 

日本 新聞 鈴 木 ヨリ 讀賣 新聞 來る 

村 上 氏 ヨリ 端 書來ル 

八月 十 B 


櫻 井 氏 ヨリ 電報、 E.  Fardel 氏ョ 〔リ〕 手紙 

Sweet 氏 並 二  Fardel 氏 へ 手紙 ヲ出ス 

八月 十  一 B 

E.  Fardel 氏 ヲ訪フ Battersea  R 門前 二 テ 無神論者 ノ演說 ヲ閬ク 

八月 十一 一 n- 

Sweet  土 井一 一氏 ヨリ 手紙 

Sweet ヨリ 晚ニ 手紙 來ル 九月 十三 日 二 立 チタ イト ノ 事ナリ 

八月 十一！ 一日 

Craig 氏-一至 ル、 半磅 ヲ拂フ 井原 氏來 ル、 夜 十一 一 時半 頃歸 ル 

八月 十四 B 

大幸氏 ヨリ 手紙 來ル 

八月 十 

土 井 氏 ヨリ 電報 來ル 

土 井 氏ヲ迎 フル 爲メ  Victoria  Station  - 一至 ル 


故鄹 ヨリ 妻、 妻ノ 父、 栴子 ヨリ 手紙 來ル妻 ヨリ 冬ノ 下着 二着 ハ ンケチ ニ牧、 梃子 ヨリ ハ ンケチ 二 牧送リ 

來 ノ 

八月 十七 B 

田 中 氏 來ル、 Hyde  IPark  ニ至ル Protestants  ノ  Catholic  -ー對 する demonstration ヲ見ル 四 五人ノ 

脔說 使ヲ聽 聞す 

八月 二十日 

Craig 氏-一至 ル. 一 磅ヲ 拂フ、 (3 囘分 貸) 

Cliarlng  Cross  Road  ニテ 古本 及ビ 新版 本 ヲ買フ 五十六 七 圓ナリ 

八月 二十  一 B 

日本 新聞、 太陽 來ル、 

八月 二十 二 B 

Sweet 氏 ヨリ 手紙 來ル 返事 ， 

菊 池 仙 湖 ヨリ 端 書 

夜 御婆さんの 姊婿 夫婦 來ル 一所-一茶 ヲ飮ミ 晩餐 ヲ喫ス 


八月 一一 十四日 

sweet  Bedford  Row  二 テ 而會 ス 

八月 一一， fsB 

Fardel 氏ヲ Chelsea  二 訪フ 晝餐後 共-一 Hyde  Park ラ 散歩 ス * 辻 寅, ラ聽ク 

<月 二十 セ日 

Craig 氏 ニ至ル 

八月 =4. 九 E- 

夜 池 田來ル 

八月 S 十 B 

Albert  Dock 一一  テ Sweet, 池 田、 S 寒 墓 ル 

九月 一一 日 

Elephant  andCastle  U テ 古本 ヲ 買フ、 夜 佛ノ小 年 モリス 兄 二 殘サレ テ泣ィ テ居ル 故へ カル タ) ヲ 

シ テ遊ブ 

七 a 


九月菅 

村 上氏來 ル 

セ 月. PB 

モリス ヲ 連レテ wyde  Park 逢 ヲ散步 ス History  Museum  二 至 


九月 十二  B 

寺 田 寅彥、 野々 口 勝太郞 ヨリ 手紙 來ル 

九月 十 管 

Dr.  Furnivall 二 遇フ、 元氣 ナ爺サ ンナリ 

九月 十四 B 

午後 Wimbledon  Common  二 至 ル 七 時半 歸宅又 桑原 ノ宅 -1. 一 寸寄 ル 

櫻 井 氏 ヨリ 手紙 來ル 

九月 一一 十一 B 

洋服 星 二 金チ 拂フ、 Glasgow  University ヨリ 試驗ノ  papel- ヲ 請す シ 來 ク- 

M2T1S ヲ 連レテ 散步ス 


^月 二十 一 UR3 

Glasgow へ 手紙 妻へ 手紙 ヲ出ス 

King*s  College  ニ至ル Denny  ニテ Hthics 及ビ origin  of  Art ヲ gnf フ 

九月 二十 SB 

文部省 ヨリ 擧資 來ル、 大妙鈴 木 ヨリ 手紙 來ル 妻ト倫 ヨリ 手紙 來ル、 鈴 木 ヨリ 太陽、 讀寶 新聞、 利 喜子ノ 

寫眞ヲ 送 リ來ル . 

十月 4im 

Craig 氏 二 手紙 ヲ出ス 

チ月 八 B 

cpsselrs  Illustra1:ec3,  Hundred  pictures 來 ル 

十 月 十一 ilta 

土 井 氏 ト ^Kensington  Museum  二 至ル 

+ 月ヤ四 B 

七 七 


七 八 

West  Kampstead  二 長 尾 氏 ニ遇フ 

十 H: 十 SB 

フ ssell-s  .wild  Bird  and  lllustl.atea  I.  wist. 

Craig 氏 ヲ訪フ ァラズ 本 ヲ返シ テ去ル 

十月 十 穴 日 

.5=- ポ ヨリ 太 湯來 ル  wosanquet ヲ 0か ム 

Studio 浓ル 

十月 二 十 一 日 

tlundred  Pictures 來 ぶ 

十 十一 1H-  ミ レ 

Llg  Lion 及ビ oasselrs  Illustrated  i.  History-  ^  ノ 


十 一 月 一一 IB 

發句 ノ會ァ 


十 i お g!£H 

本ラ I 只 一一 行ク 

十一月 +SB 

擧資 來ル 文部、 中央 金庫へ 受取 ヲ出ス 


. I 明治  一一 I 十四 年 四月 頃 以降 II 


I 

一. 金の 有力なる を 知りし 事 

一 一 金の 有力なる を 知る と 同時に 金 ある ものが 勢力 を 得し 事 

三 金 ある もの ゝ多數 は無擧 無智 野鄙なる 事 

四無擧 不德義 にても 金 あれば 世に 勢力 を 有する に 至る 事 を 事實に 示した る 故國民 は窮窟 なる 德義 を棄て 

n ハ金 をと りて 威張らん とする に 至りし 事 

^自由 主篛は 秩序 を 壊 亂せ る 事 

六 其 結 某 愚な る もの 無敎 育な る もの 齢す る に 足ら ざ る も の 不德義 の もの をも士 大 夫の 社會に 入れた る 事 

ゼ 昔時 は 金の 力 を 以て 社會 的の 地位 は 高まら ざり し 事 御用達 は 一 個の 賤業 にして 金 ある 爲め 尊敬 は 受け 

ざり し 事 

八 猿が 手 を 持つ から 始めて 「クライブ」 に 終る 敎 育の 恐るべき 事 英語 を 習って 英書より 受 くる Culture 

を 得る 迄に は讀 みこな せす 去りと て 英書 以外の カル チ ユア ー (漢籍 和書より 來る) は 毛頭な しか、 る 人 は 

善 惡をも 辨ぜす 德義の 何物た る を も 解せ す 只： H ハ逍 々にて 器械 的に 國 家の 川に 立 つ のみ 毫も 國 民の 品位 を 高 

むる に 足らざる のみ か 器械 的に 役立つ と 同時に 一 方に は 國家を 打ち 崩しつ  > あり 
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ノット 氏と 對談. 四月 十日 

S 英國の 紳士 ハ 頑固 ナ リ然シ 中々 負ケズ (知ッ タフリ ハセ ズ) (嘘 をつ かす) 

:5 近喊ハ 紳士なら ざる もの-か 坊^  二 ナ ル 尊敬み-受けん が爲 なり 

S. 倫 孰 ノ 巡査 ノ 馬車 ノ 往來 を とめる は 感心 な り 

s 倫執ノ 群集 ハ 存外 秩序 正シ 

s+s 方の 英人ハ 比較的に 浮璲 なり 北方 ノ人ハ 頑 正直な り 

w 英語 ハ shire 々にて 皆 異ナリ 始メテ 「ラン カシャ ー」 に 行きし 時 ハ毫モ 之ラ薛 する^ は ざり き 

S 或 人 ハ英國 ノ女ノ 脊ノ高 を 見て 亡國の 兆な りと 云へ り 

ひ C ザ urcli ノ  seating  accommodation ハ 三分  一 二 モ足 ラズ マ ン チェ スタ 1 「リバ 1 ブ— ル」 列-一 然リ 

外人 ガ 東洋人 ラ 「ズ ルシ」 と 云 フハ尤 モナ リコ & ンボ 以東 皆 小 商人 ノ 狡猾 ナル 西洋-一類 ナカ ラン 

g 英國人 ハ 國民ヲ 正直 ナル人 トシ テ 取扱 ヒ 大陸 人 ハ盜贼 トシ テア シ ラフ 英國ノ 戶籍調 ハ每年 四月-一 一度 

アル ノ ミナ リ 旅行 シ テ モ 宿帳 ノ 必要 ナ シ 大陸 ハ 然ラ ズ 
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西洋 ハ萬 事大 袈裟 ダ 

眞平 御免 ネ ー と 云 ひ 

一 指頭の 彈、 女が 

のとき 

我 々は. ネッ トデの 出 

西洋人から 馬鹿にされ 

西洋人に 知られ^ 敬 さ 

ふ 事は兩 方の 間に 成立 

西洋人 は 感情 を 支配 

一 方より 見れば 日本人 

ると いふ 一 種の 理想に 

(又 西洋人 は i, 世辭 

ばぬ) 

小説で も 西洋人 ほ實 
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間 を寫す 西洋人に は wod ト云 ふ大现 想が ある 人間の コ ンシ ー ヴ する 完全なる 者 を 理想的に 表現せ る もの 

とせば 馬 琴の 仁義 fj 智 信と 同 一 の もの だ 


一の 可否、 裸 體畫の 美、 棵體晝 S 不德、 . 

美と して 見れば 宇宙 の もの 皆 美な り 裸體螯 な るの みな ら. す 春畫 にも 美 あり 道德 より 見 れば雙 方 _ とも de- 

generating effect  を 有す 世間 は artist のみで 出來て 居らん artist にも 道德的 方面が ある 又 之 を 守る ベ 

き 赣務が ある 以上 は artistic ナラザ ル 方面に 棵體畫 や 春 畫を擄 ぐる は 世間の 人に 其 美 を 味 は、 しむる 能 は 

ざる 無 盆の 骨折 をな すの みならす 却つ て道德 的に あしき 弊 を 作りつ ， あるな り 

は 或 度 迄 道德を なくなす 事 

る點ゃ 食卓 杯で はい やに 六 


病 やみの 頭 宜しくと 云 ふ. 

こ と 云った  • 


彼 は 平常の 哲學ゃ good  manner や …… や …… や 皆 忘れて 喧嘩 を 始めた 


原  I 

人 は 日本み」 目して 未練な き國 民と いふ 數 百年 來の 風俗 習慣 を 朝食 前に 打破して 毫も 遗憾と 思 はざる は 成 

程 未練な き國 民な るべ し 去 れ ど^ 善き 意味に て 未練な きか 惡 しき 意味に 於 て 未練な きか は 疑問に 屠す 西洋 

人の 日本 を 賞讃 する は 半ば 己れ に模 做し 己れ に 師事す るが 爲 なり 其 支那 人を輕 蔑す る は 己れ を 尊敬せ ざる 

が爲 なり 彼等の 稱讀中 に は 吾國民 の 未練な き 點をも 含むな らん 去れ ども 是を 名譽と 思 ふ は 誤な り 深 思 熱 慮 

の 末 去らねば ならぬ と覺 悟して 翻然と して 過去の 醜穢を 去る 是 よき 意味に 於ての 未練な きなり 目前の 目 新 

しき 景物に 眩せられ 一 時の 好奇心に 謳ら れて 百年の 習惯を 去る 是惡き 意味に 於ての 未練な きなり 沈 毅の决 

斷は悔 る 事な かるべく 發作 的の 移動 は 又後戾 する 事 あるべ し 日本人 は 一 時の 發作 にて 凡ての 風俗 を棄 てた 

る 银又棄 てた る もの を ひろ ひ 集めつ ， あろな り 俳句 は棄 てられて 又 興りぬ 茶の湯 は 斥けられて 又 興りぬ 謠 

は, せられて 又 興りぬ 棄 てた る 時に 惡漢ぁ つ て 拾 ひ 去ら ざり し は 諸君の 爲に 甚だ 賀す ベ き 事な り 然しな が 

ら諸 君の 未練な きを 賀 する 氣に はなれぬ なり 

日本人 は 創造力 を缺 ける 國民 なり 維新 前の 日本人 は 只管 支那 を模 傚して 喜びたり 維新 後の 日本人 は又專 

1 に 西洋 を 模擬 せんとす るな り 憐れなる 日本人 は專 1 に 西洋人 を 模擬 せんとして 經濟 の點に 於て 便利の 點 

に 於て 又發作 後に 起る 過去 を 慕 ふの 念に 於て 遂に 悉く 西洋化す る 能 はざる を 知りぬ 過去の 日本人 は 唐を模 

し 宋を擬 し 元 明 淸を模 し 悉くして 一 方に 倭漢混 化の 形迹を 留めぬ 現在の 日本人 は 悉く 西洋化す る 能 はざる 

が 爲め已 を 得す 日歐兩 者の 衝突 を 避けん が 爲め其 衝 突 を 和 けんが 爲め 進んで M を渾融 せんが 爲 苦慮し つ > 

あるな り 日本 服に 轄子 は先づ 調和せられ たりと 云 はん 洋服に 足駄 は 遂に 不調法と 云 はざる 可ら す 美術に 文 


SH- に 道 德にェ 商業に 東西の 分子 入り 亂れて 合せん とし 合せん として 合する 能 はざる の有樣 なり 日 木の 窨は 

右より 下 〔に〕 始まり 西洋の 害 は 左より 潢に讀 むな り 兩者は 如何にして 合倂 すべき か， 日本の 假名 は v,  d, 

th 等の 音 を 示す を 得す 諸君 は 如何にして 兩 者の 調和 を はかるべき か 支那 人 は 黄金時代 は堯舜 の 世に あり 

と 思へ り 世の 澆季 〔以下 凡 四 字 紙 破れて 缺〕 覺れ るが 故な り 徉人は 未來に 於て 黄金時代の 來 るべき を 信 〔以下 

凡 四 字 紙 破れて 缺〕 は進步 しつ、 あると 自覺 すれば なり 日本人 は いづれ の 〔以下 凡 四 字 紙 破れて 缺〕 畤代を 置く 

へ き 力 

〇 泡ガァ ル カイ 

ァ 、有 ルョ、 魚ガ 居る か 居ない か受合 はない が 池 は^かに あるよ 

〇ネ テル チ カルな 所へ 行かな くって も 婆 々 の 茶 星が 澤山ぁ るから そこで 壽司 を 食 ふ んだ 何 中 り やしない 大 

丈夫 だ 

〇 左樣 さね 束 京で 云へば どこ だら う 一 寸六づ かしい な 何でも 石段が 澤山 あるんだ よ 夫から 樹が ある そして 

剁堂が あ る 何でも 氣 分が 少し 逯 つて 來る んだ 御堂に 這 入 つ て 居る 時 丈 は 惡ぃ事 をして 濟な か つたて う 云 ふ 

樣な心 持になる のさ 

〇 かう 見えても 亡 國の士 だからな、 何 だい. U 國の士 とい ふの は、 國を 防ぐ 武士 さ 


八 穴 

西洋人 ハ 日本人 ヲ 目して 愛嬌が あると 云 ふ 始終 笑って居 ると 云 ふ^れに 遠 ひない 伹し 笑って居らなくて 

も 日本人の 顔の 大部分 は 滑稽 的に 出來 上って 居る から 戰 はすして 先 づ敲を 屈する 位の もの さ 


「眞閽 だ —— 何 か 動 い て 居る 樣だ 

「ほ の 木 だよ 

四 

一 並 1« 通 ノ 人間 ノ フワ ./\> ナル事 Diclionomy 

* 行動、 言語、 志操 一貫 セズ、 故ナク 變化ス 

咄嗟 ノ際 一一 ハ 修養 ノ 功果 何レ -ー 力 飛去ル 

1. 或 人 一一 ハ或 ル時ト 場所 -ー 於テ S 一  定ノ^ 好ァ リ S 1 定ノ德 義心 ァリ 是ハ椎 移スべ キ者ナ リ是事 寶ト シ 

テ存ス 必要 不必要 ヲ論ズ ベ キ 者ニァ ラズ、 不必要 ナ ラバ 己 レキタ ナキ者 ヲ見己 レ不德 ノ行ヲ 人 ヨリ 受ケテ 

平氣 ナラ. ザ ル 可ラズ 

1 フワく  ノ源 因、 之ヲ 矯正 スル道 

1 嗜好 * 德 義ノ發 達、 傾向、 順序、 

1 頭 デ考テ 之 ヲ實事 ニ徵ス ルカ 實事 二考テ 之ヲ頭 デ^ 成ス ルカ 兩者ノ 牴牾ス ル丼何 ヲ非ト ス ルカ 

一 今 ノ 文化 ハ金 デ買 へ ル 文化 ナ り 金デ買 へ ル 文化 ガ E- 取 モ ヨキ 文化 ナ ルカ 若シ 然 ラ ズ ン バ 日本 ガ萬事 -ー 於 

テ 西洋 ヲ崇拜 スルハ 愚ナリ 


一 男女 ノ愛 ハ德 育美 育 上 如何許 ノ 慣値ァ ル 力 

二 普 5S  ノ人 閒ノ心 二 ハ淸キ 時 トキ タナキ 時 トァリ 如何 ナル罪 惡モ之 ヲ犯ス ベ キ種 アル ヲ發 見スべ シ 

1 感情 ト理ノ 闢 係 其價値 

ハ 抵牾ノ 塊 物デァ ル 偉人 ガ愚ナ 「ヲナ シ 善人 ガ惡 事ヲナ シ又己 レ ガ己レ ノ行^ ヲナ ス 丼 正 ^ノ^. P 

-1 迷フ (牴 牿セ ル兩主 篛又ー 一 以上 ノ 主義 同時-一 働ク 丼) 

善惡 ノ 衝突、 善惡 分明 ナ ラ ズ シ テ 雙方共 其 執 ル所 ヲ善ト 心得 テ相下 ラデル ヨリ 起 ル爭 (吾人 道德 ノ  3de 

ノ 完全 ナラズ 又 如何 一一 雜錯ナ ルカ ハ此 種ノ 衝突 多キニ テ分ル )、 惡ト惡 トノ 衝突、 

己レ ト己レ ノ爭、 己レ ト人ト ノ爭、 己レ ト 自然 ト ノ爭、 

I,ove  I  sacred?  — Plato  I  Ape —  fearless  dissection  —  look  full  in  the  face,  ^^?0&  deifymg  it. 

美ハ事 實ナリ 大部 ノ人ハ S 連想-一 テ之ニ 其 物 以外 ノ 意味 ヲ 附着 ス 從ッテ 其物ノ 美ガ實 際 ヨリ 增シ 又ハ f 

ズ其ス 夫-一 テ ョ シ伹シ 美 其物ト 連想 トヲ區 別スル 必要 ァ リ多ク ノ 場合 ハ 連想 其物ヲ モ美ノ 原素 トシ テ兒慠 

ス ノ弊ァ レ バ ナリ 

花ハ 紅、 柳ハ綠  是事 實ナリ 

で ノ紅、 柳ノ， ノ奧ニ ハ  一 ノ カァリ  是 Wordsworth 

" " ノ 奥ニハ 紳ァリ  多數ノ 詩人 ■  • 


是 連想 味 一一 伴へ ルナ リ 


此 「ビス テキ」 ハ甘ィ  是事實 ナ- 

此 「ビス テキ」 二 シタ牛 ノ殺サ レタ^ テ) 

考 へ出シ タ故 二 マヅィ 

比 「ビス テキ 一 ハ 母親 ガ作ッ テク レ タカ 

ラ甘ィ 

此連 ほ-5 ヲ 連想 ト 自知シ 乍ラ是 ヲ以テ ^物 自身 ノ美ノ 價攸 -1 影響 ヲ被 ラシ ム 

物 自身 ノ美ラ 判斷ス ル 丼 ニ是 ガ爲メ 支配 サ レツ 、アル 「ァリ 

S 道理-一 テ 原因結果 ノ 法則 ヲ考へ テ其物 自身 ノ美ヲ 左右 ス ル 「ァリ 

骸骨 ノ上 ヲ粧フ 花見 かな 

宗敎杯 二 テ吾々 ノ認 メテ美 イト 云フ モノ ヲ 否定 セ ン トス ル ハ此種 ニ屬ス 

仂 S ハ人々 一一 ァレド モ美 其物ヲ 增減ス ル能ハ ザ ルナ リ 


ァ リ又之 ラ知ラ ズ シ テ其 


鈍ナ 「ァ タマ」 ノ者 ガ哲舉 害 杯ヲ ニー 冊讀 ンデ 威張 ッテ 居ルハ 放蕩 子杯ガ 娼妓 杯ノ 下等 ナ类ニ 迷^と 同 

ノ 程度-一 ァ ル者デ 决シテ 軒 軽スべ キ者デ ナイ 前者 ハ人ガ 野暮 ト云 フ許リ デ何ト モ云ハ ヌ 後者 ハ但 馬鹿 ダ 

-云 ハ レ ル氣 ノ毒ナ 「ダ . 


結婚 法の 可否 (西洋 日本) 

喜んで 下さい 家の せがれ は 女郎 買 をす る樣 になり ました 是は 人情 舉の 稽古と いふ 意味で ある 男女 交際の 

K ある 國に はない 事 だ 


義俠と い ふ 語が 西洋に ない 是は觀 念がない からだ 小說 杯に 此 sacrifice と い ふ 事 を 綴つ たもの が 少な い 


道德は 習慣 だ强 者の 都合よ きものが 道德の 形に あら はれる 孝 は 親の 樯 力の 强 き處忠 は 君の 權 力の 强き處 

貞は 男子の 權 力の 强き處 にあら はれる 

五 

金 さへ あれば 何でも 我意の 如く さと 云 ふ 樣な顏 をして 居る 奴に はたて をつ いて 困らして やる がい、 n 本 

を脊 負って 立つ 樣 〔な〕 風 をす る 政治家に は 民間で 大 議論 を 吐いて 驚かして やる かい > 天下の 擧者は 我 一 

人 だとい はぬ 許りの ものに は無づ かしい 質問 を かけて へ こまして やる がい、 己れ は 日本 一 の 力 持 だと 云 ふ 

もの は 小股 をす くって なけて やる がい、 軍人 は國 家の 柱石 だ 杯い ふ 奴に は …… 

微行 は 一 寸 洒落て 居る が 尾行 は 一 向 幅が利かない 第 一 尾行 杯 をす る もの は 三 太夫 か探禎 ばかり だからな 

飼犬で さへ 時に よると 一 足 御先へ 御免 蒙って まがり 角で 用 をた すぢ やない か 

…… 演說が やむ 彼 は …… になら ベて ある 小冊子 を 出して 是は 「イン ガ I ソン」 …… 買 ひ 給へ とい ふが だ 

れも買 はない 日本に 居った 時 落語家から 承った 言に 佛は法 を寶り 祖師 は 佛を寶 り 云々 現に 此 男はィ ン が 1 

ソン を賫 つて 居る 是を 冷笑す る 我 轚は歸 ると 英語 を賫 るので ある . - 
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或る 香 を かぐと 或る 過去の 時代 を隨 起して 歴々 と 眼前に 浮んで 來る 朋友に 此事を 話す と 皆 笑って そんな 

事が ある もの かと 云 ふショ ー ぺ ン ハ ヮ ー を讀ん だら 丁度 同じ 事が 書いて あった さすが 英雄の 見る 處は 大槪 

同じで あると 我ながら 感に 入った 我攀& 知り もせぬ もの 迄が 我 翳を稱 して^ 家 だ 杯と 申す 失敬 だと 思つ 

て 居った が 成程 厭世家 かも 知れぬ (倫 敦の香 ひ 十月 ュナ ルト 去年 ノ 十月 ヲ臭デ 思 出 ス) 

知らざる を 知らす とす是 知らざる なり 知らざる を 知る とす 飽くまで も 知るな り 

始め 棒で 石 をた、 いた 時には あっとい つて 驚ろ いたに 違 ひない 一 一 返 目に は 不思議に 思った に 遠 ひない 三 

返 目に は考 へだした らうと 思 ふ •：•： 終りに 原人 界の r-ー  ュ ー トン」 が 出て 來て 諸君 聞き 給へ 吾輩 は 多年 研 

&の 結果 一 の大眞 理を發 見した から 是を槪 括して 一 言で. S. せば 擊 てば 響く とい ふ 事です と 高慢な 顏 をして 

述べた に 違 ひない  -  . 

氣 宇宙 を 呑む 宇宙 を 呑めば 腹が さけて 仕舞 唐の 龐 居士と い ふ 人 は 汝が西 江の 水 を 吸 ひ 遨すを 待つ て 之 を 

語らん といった 西 江の 水が 飮み遨 せるなら 禪 坊主になる より 豆藏 になる 方が い、 

疳嫫 玉が セリ 上る と 後ろから. r ャ ッッケ 口」 とい ふ 暴れ者が 兩手を 出して 押ゲテ 居ル其 下-一 「茲が 思 

案 ノシ處 ぞ」 とい ふ 外 山さん の！！ 體詩然 たる 奴が ぶらさがって 待った くと いって 居る ひっくり返る 逆蜻 

蛤 をう つ 其內に 肋の 三 牧目逡 で 大きな 太鼓 をド ン くと 叩く 奴が ある 腹の 中 を 弘道舘 の 道場 だと 思って 居 


此地ノ  small  talks 程ッ マラ ナイ 者 はない 内の 猫 か 何 疋子を 生んだ とか 御 隣り の 犬が よく 吠える とか ゅ3 

然の事 を さも 面白さう に 仰せられる 犬 は 古 往今來 吠える ものに 相 揚がき まって 居る 犬に して^えざる は 玉 

の盃 底な きが 如しと い ふ 位な 者 さ啞の 犬なん か 誰も 飼 ふ も • の はあり やしない それ をお やま あ、 左様で 御 ざ 

ん すかよ くね ー 杯と 仰山ら しく 受ける こんな こと を 云って 居る 內に はや 左樣 なら 御機嫌よ ろし. フの^ 刻が 

來る切 角 主人と 學 問の 話 を 仕樣と 思った つて 此體裁 だから だめな 事 だ 

日本 ノ昔ノ 道德ハ subordination ガョク 出來て 居る 君臣、 父子、 夫婦 

是は社 會を統 一 シ テ 器械 的に 働かす 爲に 尤も 必要で ある 今 はだめ 

西洋で は 人 を そらさぬ 樣 人の 機嫌 を 損 ぜぬ樣 にす るの が 交際の 主眼で ある 夫 故に 己れ の 不愉快な 感じ 人 

に 不愉快に 見える 顔色 杯に 仕そう もな き罟 なり 卽ち 感情 を かくす 事 も 餘程發 達せねば ならぬ 譯 ながら 日本 

人の 樣に發 達して 居らん 感情 を發 表せぬ 事 は 日本人 程 熱 練した^ はない 第 一 男 杯 は 泣 度ても 泣かない たま 

に 泣べ と 男 泣 だ と 云 ふ 泣き 方に 男 姓 女 姓が あるの は 日本 許りで あらう これが 一餍 高 じる と 此度 は 泣く ベ き 

處に 返って 笑って 見せたり 杯す る 松 王の 泣 笑 杯と いふ も § は 甚だ 骨の 折れる 藝 だと 思 ふ 泣 笑と いへば 言語 

夫 自身に 於て 旣に 衝突で あ る 

ゥッ カリして 居る 處を 後ろから ス カリ、 ボンと 首が 落ちろ 杯 は 一 寸こ だが 難 有くない 方の 乙 だから 先づ 


そんな 水 瓜 的 御成 敗 は 平に 御 容赦 を 願 ひた い 

彼 は 三角形が 地震で 顔の 底 へ めり 込んだ 樣な服 を 有して 居る 幾何 擧的 眼孔 を 有する 彼 は . 

自慢 ぢ やない が 佛蘭西 語 も獨こ 語も讀 めない 其 代り 羅甸 も希臊 も出來 ない —— 何、 それで は 論理に 合 は 

ない、 いや 是は 失敬 —— 夫なら 始めから 出直さう 自慢 ぢ やない が …… —— 何 それ ぢゃ 噓. たや かまし いな 困 

る 論理的な らんと 欲すれば 正直なら す 正直 …… ならす 明治の 日本 外史 を 書 

表 を あるいて 居る と 眞黑な 奴が 石炭 を 載せた 車 を 謳って 來た其 時に 一 寸 疑問が 生じた 此 男の 顔 は 石炭 曆 

の 下に 存在して 居る のか 又は 石炭が 此 男の 顔の 上に 積って 居る のか 現今 ス n ラス チック フヒ ロソフ ヒ ー を 

研究して 居る 人が 若し あるならば 伺 ひ 度  > 

、 J ちらの 女は顏 へ 網 を 被つ て あるいて 居る 網 を 被つ て 居る もの は 日本で は柹 餅ば かりだ 男は頤 へ 釜 をの 

せて 居る 

六 

Man  tne  absolute  is  Invisible  and  therefore  sl<3eiinable. 

Man  l;Jie  concrete  lias  two  lateral  eyes  and  one  vertical  nose  and  knows  1:h.e  taste  of  the 


lorbldden  fruit-  . 

Some  men  l:now  to  soar  tugh;  lew  men  1SOW  liow  to  com ひ <Jown.  They  dare  not;,  th ひ y  will 

not,  because  ttie  world  is  too  inucli  for  tllem.  Pessimists,  .visionaries,  cynics,  misalltllro!-es  "helonq 

1:o  a  better  lot  tlian  tlie  common  run  of  manldnd. : 〇ome  down,:  says  tlie  world,  :it  is  wide 

enotigh  for  US  botll.: Y ひ t: 1;laey  do  not,  .hecallse  i;Jiey  1:liink  tliey  arc  lli^ller  tllnn  l:lie  rest;  and- 

.hecause  they  leal-  tlie  tear  an^  tlie  wear.  Conceit  or  cowardice,  no  matter  wliicli,  is  not  0021 

:pilment:ary  i:o  tllell,  characters.  f 

T?Jae  greatest  man  is  an  ordinary  man  WJ10  isows  !;}le  difference  and  l:lie  between  liim  ^nd 

the  world. 

If  we  t>ack,  we  sliall げ e  monlceys  ere  lollp  oarwin  lias  taught  us  tliat.  If  we  go  forward 

w ひ sliall  .he  ^ods.  Buddlia  lias  said  so.  Wtiich  way  are  we  going? 

Were  we  OOP  we  must  die.  whence  we  come,  wliitlier  we  tend  ？  Answer  ！ 

、rne  autumnal  wind  caine  moaning  from  afar  carrying  in  its  eddies  a  drv  shower  of  yellow- 

leaves  and  said,  I  came  to  the  void  and  I  go  to  tlie  sound  whicli I  make  over  liill  and  dale 
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in  tli ひ voice  of  l:lie  void.-* 

S 西洋 ヲ 铝介ス ルハ 善事 

,2  sllc;llnle-  ノ  organisation ラ アル 

W 生^ 競 爭上必 ffl デァ ル 

S 夫 故 -ー 取捨 ノ all ナカ ル ベ 力 ラ ズ 

勺 取捨 ノ見 識ハ intellect  -1 屬ス 

^.  Intellect ハ cosmopolitan ナル故 二 取捨 シ K 

S: 只 アル established  science  ノ 外-一 ハ妄 リ-ー 西洋 ノ  intellect ヲ信ズ ベ カラ ズ lawless  science  ノ 

tentative ナリ氣 ヲ付ケ べシ  *- 

g  Intellect 以外 ノ  faculty ヲ川ュ ル 取捨 ハ 猶厳重 一一 愠マザ ル可ラ ズ 

文 ハ feeling  ノ  faoulty ナ リ 

wheeling  ノ  faculty ハ 1 致 シ難シ 

；:" 故 -1 西洋 ノ文舉 ハ 必ズ シ モ善 イト 思 へ ヌ 

^之 ラ强テ 善 ィ トス ル ハ輕^ ナリ 

は 之 ヲ introduce シ テ 衮考 スルハ 可ナリ 

M 之ヲ 取捨 スル ノ 見識 ハ 非常 ュ必 川ナリ 
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Insul.lnountable  difhculty ァ リ 

是ハ 一朝一夕 ュ正 シ難シ 

且或 部分 ハ正ス 必用 ナ シ是^ 識ナリ 

Voltaire ハ Milton  ノ  Paradise  I」ost ヲ 評セリ 


九 穴 

y  II 明 诒 三十 七 八 年 頃 I 

In  sorrow  she  ate  h ひ ！-  heart 

—— Her  S01TOW  was  too  .hl^  for  words. 

In  silence  sue  waTked 1:0 け la ひ grave. 

Not  relieved  even  by  p  tear. 

Tine  world  was  tiard  on  licr  wllile  slie  lived. 

For,  tliey  say,  she  died  youngj  and  fair- 

Slie  iolew  no  love  except:  ner  mottler-s. 

And  left:  no  mourners  when  slie  died. 

Full  many  a  time,  tiie  r>ale  moon  grew 

And  waned  o*er  solitary  grave. 


i Ithe  feelino-  of  something  lost,  yet  one  does  n? 

ch!  f  lr  failing  yet  IHhp.  3e  in  t  I  i  I  I 

know  what  f  sif  g  ^  I  、き く le  Nature  denies  me  the  reality  。f 

1 t。  wee  I  I  wee  ^  r  i  I お ？  I  I 

apathy  I  si  ieptlb  ^  I  slous  of  the  sling  motion  of 

き one  I.  f  e  一-  I  H  I.  I  i  before  ！. 

I  I  B  I  ！  "  一 "a  rerrs!  devoid  。f life  2.  is  it  full 。f  it. 

•  Merry  laughter  attacks  my  ears.  Is  it  me  i  I ぎ over 

I  ！  I  I  ^  jruefrlrwr  or  Inp  Man  is  I  in 

created  and  love  which  they  CPU  sacred,  bsea  it  in  his  otherwise  i 

II  pains  I  taste-  Their 1 besds  se  i  l  I 

than  their  grandchildren.  i  f  beasts  of  the  Held.  I  §  in  myself. 

Fond  conceits!  to  think  you  are  infinitely  bettei  t^an  t  a  incarnate-  with 


scorn  I laugh  myself  to  scorn  and  my  laughter  lias  a  bitter  ring  in  it.  It  is  a  cmel  mockery 

for  my  llvtsctitical  attire. 

Do  I love  them?  —  those  people さ ho  are  separated  from  dogs  by  a  halr-s  breadth?  Perhaps 

I  do  not  deserve  to  love  them,  for  I  cannot  bring  myself  to  the  same  level  of  mental  equipment 

thev  pretend  to  be  in  possession  of.  Likes  for  likes,  ,so  the  proverb  goes;  let  these  supenor 

beings  love  each  other,  embrace  each  other  and  dub  each  other  with  the  finest  names  imaginable, 

—  benevolent,  sympathetic,  dutiful,  lovable,  honourable,  and  what  not.  They  have 

perfect  right  iti  amusing  their  idle  days  out  with  this  fanciful  invention  of  theirs.  But  as  fa- 

me I  am  sometimes  persuaded  to  think  that  there  are  a  bit  too  many  good  people;  at  least  they 

are  too  many  for  me.  Whether  or  not  this  is  due  to  mutual  praise  or  they  en-  a little  too  far 

on 丄 rtue-s  side,  I  have  neither  brain  nor  presumption  to  judge,  only  I  am  afraid  they  are 

secretly  groaning  under  the  heavy  burden  of  eulogy  which  their  neighbour  never  grudges  to 

load  upon  their  backs,  whenever  an  opportunity  presents  itself  and  with  interest  to? 

Doctors  will  tell  you  too  rich  diet  is  often  the  cause  of  untimely  wreck  of  constitution;  so 

those  portions  of  social  delicacies  to  which  they  are  so  omcious  to  help  you  might  sometimes 

interfere  with  the  normal  state  of  your  mental  health.  Now  and  then  I  am  overwhelmed  i 

the  sense  of  sorrow  —  virtuous  sorrow  as  you さ ould  Imve  it  I  for  your  moral  safety.  Indeed  it 

is  a  serious  problem  as  you  are  the  only  thing  under  heaven  which  deserves  the  name  of  ia. 

- 〇nlv  next  to  God,  and  inferior  to  none,-  to  borrow  the  words  of  your  advertisement.  Deeply 


society,  I  de§  it  part  of  tny  duty  to  reru  I  磨 さ ur  good  and  respectable 

dishes  of  which  you  are  both  dre き r,  ^  さ s-  f  i  often  fatal 

If,  I  hate  "  §e  L IT  I 1 e  re  s  I  p.  f  .  1 1  1 1 

your  I.  My  hag  whm  CTn  I  .o  ？  I  of  5. life  and  to  the  last  of 

of  I liver;  or  heart  or  kpts  。z  ,  I  i  ^ 1 I に〕 ま i 

I  foped  sot  ^^H^^a 暦 I  PI,  I  fc,  sale  as  I  § 

301  for  charity ぶ sake  I  h  ,  ,i ま 厦。 え I  i  but 

I  I  it き m  ,  o ば。 If  I  I  a 1 I  I 厦 

J  In  of  two 藤 pgrr  p  "rt  ill  of  often  I  ！ ま 

wef  ng  hely  on  your  soul  with  t U  I  ？  i  ぎ i  I. 

to  f  The  id  Is 卜 0  t  j 膠 i  §  -}5God,  but  if 

ft  i 應 eirp ii 1  r  f  f  111 1 g 

that  y§  §  in  I,  I  ogp  H  .  I  i  i  I  i  i 磨- け r. 

reply-  -it  is  the  wad  that  f  "  S。T  u  i  -we  §1  I  it,-  I 

ミ ！  I  f  f  y.o. む z::z:71 i  I  I 1 Bill 

my  hatred  that  I  soon  cool  your  hot  brains  or  better  still 
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it さ ill  13m.n  you  to  death.  If  it  does  the  fault  is  not  mine,  intention  is  disinterestedness 

itself.  Choose,  vou  are  free.  You  say  not  free?  Who  knows?  God.  your  father  in  his  dotage r 

this  old  drunken  fool  of  a  World?  Anyhow  I  don-t  answer  for  your  uncertain  f. 

ミ 

Ours  is  a  countty  of  earthquakes. 

Great  commotions  of  Nature  often  send  forth  ^^^.^.^^  warnings  from  out  of  the  dark  region, 

displeased  at  the  too  much  share  of  gaiety  we  are  endowed さ ith.  It  looks  like  it.  rhotisands 

of  lives  are  lost  and  other  tiaouspllds  of  faces  are  seen,  pale,  haggard,  and  drawn  as  long  as 

monies-.  At  other  times,  we  R つ e  favoured  with  a  visit  or  two  of  seismic  waves  whlcll さ ash  OS- 

Shores  sweeping  everytllln^  t-efore 

、rlie  dain  we  feel  in  drinking げ oiling,  water  is  only  felt  wiien  it  masses  our  throats,  on  its  way- 

down  to  regions  below,  only  a  second  or  two  of  intense  suffering  anci  we  torgct  it  all  as  it 

notllino-  were  ttie  matter.  So  it  is  with  earthquakes,  seismic  waves,  nres  and  fearful  outbreaks 

of  stern  fathcr-s  wrath,  we  dance  Death \s  dance  on  the  edge  of  dormant  cl.aters  and  call  it 

jollv  life.  Death-S  dance!  —  a  favourite  theme  for  artists  from  Holbein  down  to  Rowlandson, 

Witt!  its  grim げ ony  case  in  150stm.es,  always  complacent さ ith  itself.  vVe  dance  oeattTS 

dance  or,  what  comes  to  tlie  same  tiling.,  we  dance  witll  Death,  never  doubting  the  sun  will nsa 


1JO-mol.ro\v  morning  jttst;  as  it:  lias  done  t:o-day.  We  are  a  patient:  people  in  !;his  respect  in  as- 

tnuclt  as  we  se<;  at;  denance  tlie  scowls  of  so  as  げ eat:  tier  and  i:o  make  lier  giv. ひ ttf>  ller 

cllildren  for  lost:  as  incorrigit>le  urchins.  So  wives  al,e  losing  dav  t>y  day  1:lie  affections  l^eil* 

.husbands, げ y  tlslll^  tjlenl  witli  unnecessary  contrivances  and  sillv  affectations  :  worse  still  ttley 

don-t  lenow  wliat  misctiief  ttiey  are  brewing.  it  is  too  late,  ^p^oy^.^  are  estranging.  ,llelr 

^^ssy^  never  dresnlng  .tllat;  Uiey  are  llnman  Delngs  after  all  and  therefore  a で t:  to  asseit  tlieir 

ngllt;s  as  such  in  sp>it ひ of  th^  natural  ana  conventional  relations.  Man  cuts  man  with  knrv, な s 

and  sarcasms  and  never  suspects  liis  turn  of  .helllg.  cut:  will  follow.  abiiors  vacutlm, 

wither  love  or  ilai:r2J!  lilces  compensation.  TTit  format!  Nature  is  fond  of  fight.  OOP? 

sr llld^!}e:ndence  一  countenances  l,evenge.  Revenue  is  ev-er  sweet: —— revenge  on  t.ttose 

small  tilings  whicli  dare  call  .tnemselv-es  men  ana  do  not  lolow  tlie  meaning.  i:h ひ reof ,  wIiosq  only 

right:  on  .tile  ^PH^  is  "bare  existence  and  nothing:  more.  TThey  tiave  no  encroach-  ul>o.n 

o^^^^  who  are  beu^r  and  therefore  can  do  ncyhler  work  in  society.  If  w ひ cannoi:  follow  〇tlf 

づ ocation  treatise  of  their  p>esterin^,  let  US  turn  £Don  Uiem  and  Icill tli ひ n,  tliose づ ermins.  It;  is 

Natures  law  who  is  our  Goddess.  We  serve  our  Goddess  .bv  Es^^..  those ぬ00<1-10!.-1101;111118： 

creatures.  Re-v—eng.e!  It  is  our  Goddess  一  at  cries  ^or  r^veng ひ. Slie  is  t>lood-tnirsty,  tlllrsty 

ror  tlie  .blood  of  tlie  WO^B^  raff  and  mo.h  and  outcasts.  Slie  want  to  smear  lier  race  xnlldle  witti 

their  canine  .soo ひ. Slie  want  to  mtsLcll marrow,  8:navv  M.  .bones  and  dance  upon  their 

び 卜 oatc;d  carcasses.  Sacri ゆ ce  your  1!015 ひ, study,  everytlling  that  is  deal*  to  vou  that  yon  Inlwni: 
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trample  upon  them.  N ひ vrtr  cease  till  you  sere  them  gas!3  und ひ r  your  foo<:  and  utter  feeble  cries 

01  repentance  with  their  last  breath.  !vet  them  lenow  tlie  value  of  their  arrogance,  artiSce  and 

shallow  shitts.  Pride  ？  p-ride  sliould  h>e  made  of  noWer  stuff  ！  Conceits  ？  T^lley  liave  too  much 

01  it,  as  tliey  tllmlc  tliey  can  t-ring  down  ？ re^  betters  to  ？ rt^  own  degraded  levels,  calling  it 

け he  improvement  or  others,  wefore  tliey  talk  of  imp-rovement,  t ザ ひ y  ought  to  lenow  what  im- 

provement means  

Kou  know  me  ^oc  wren,  laaies  and  ^ひ ntlelTsn,  you  s ひ very  experiment:  upon  30  rto  satisfy 

y(mr  curiosity  an ひ seem  to  t-e  anxious  to  know  wliat  will  become  of  me.  Well,  wait  and  see. 

I  will  satisiy  you  or  ra-tller  dissatisfy  you  for  I  will  turn  out  anytllin^  otlKer  tllan  wliat  you 

ひ XPCJCt.  You  presume  too  mucli,  ladles  an&  gentlemen,  mak ひ a  man  t>v  artificial  evolution. 

Nowadays  people  sp-eak  atomic  evolutions.  Atoms  may  t>e  generated  .hy  evolution.  But  you 

oughl: け0  knew  1:hat; ト am  not:  an  atom.  I  am  mor ひ ひ lement:ary  ？ atoms;  I  am  not;  suscelydt-l ひ 

OI  tlie  process  of  your  artificial ひ volution.  I  tiav ひ lost  my  wife  in  teacTlin^  lier  a lesson;  I  am 

losing  my  children  m  teaching  p lesson  to  my  wife  and  tier  family.  I  am  resolved  to  lose 

everytning  ere  I  teacli  them  a  severe  lesson,  except  my  will.  It  is  my  will  tliat  I  assert  and 

げ efore  it  tliey  sliall げ ow.  .rtiey  shall  t>ow げ efore  me  as  tliey  find  in  me  a  heartless  liusband 

ana  a  cru ひ 1 ratlier  and  an  ostf^p^  relative.  Tliey  sliall  l>ow げ efore  me  wlien  tliey  sew 

own  cowardly  rflenavlour  reflected  in  their  own  minds.  Tliey  will  liold  me  as  responsible  for  it. 

ひ illy  things!  、rhmlc  or  tlie  cause  and  causality.  If  vou  were  as  o げ edient  and  as  1;lie 


most  dutiful  and  obedient  of  all  wives,  I  would  not  forgive  thee,  ^ait  and  you  will  see;  wait 

and  you  will  see.  Try  everything;  try  every  s  till  you  are  satisfied,  till  you  are  dis し atisaep, 

tin  you  are  baulked  of  your  scheme  which  will  be  all  thrown  away  on  me. 

四 


川 ム レットの 性格 

蜜 を 含み 針 を 吹く。 藥を飮 み 毒 を 吐く。 

鋼 汁 を 飮み鐵 丸 を嚥む 

たと ひ 馬糞 を やきて 菜 根 を 折 脚 鐺に烹 る も われ 汝が 智識と いふ を ゆるさす。 一 壷の 香油 を 傾けて 日に 汝 

が 八 萬 四千の 毛孔 を塗澤 する も汝豈 聖徒た る を 得ん や 

直ちに 自己の 胸惫 を排 して 紙に 向って 之 を 抛つ a 彩 紛糅爛 として 錦を披 くが 如し 

おの 世界 ま 光明の 天に あらす 幽冥の 府 にあら す昊 天の 麗日群 象 をて らして 魑魅の 影 を潛む 黄泉の K 澹^ 

港 を 包 園して 目 を 遮る ものな しび 鬼 前に 跳躍 すれ ども 見す 人の 世に 住む 明なら ば 極めて 明なる を 要す 喑け 
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て眞 に喑 きを 要す 只 彼の 住む 世界 は晝 にあら す 夜に あらす 晝と 夜の 境な 力 見る 程の もの 見えざる はなくて 

見る 程の もの 糙 かに 見 ゆる はなし 彼の 世界 は 方の つかぬ 世界な り 夢 を結昌 して 魔睡 劑な 以て 之 を saturate 

セ ルが 如し 未だ 地獄に 入らす 去りと て 天國に 上らす 煢々 として 其 間 を 行く 茫 として 際限な く 而も 視線の 達 

する 處 天と地と 合する を 見て 遂に こ ， に 達する 能 はざる が 如し 

彼 は 兩眼を 有す 盲者に あらざる を 知る 故に 周 園の 事物 を 明視 せん 事 を 敏す之 を 欲する の 極 潢に視 竪に視 

目 を 開きて 視 半眼に して 硯 遂に 要領 を 得す 朦朧に 了る 一 翳 眼に 在って 穴 r: 花亂墜 する が 如し^ 粉と して 彼が 

前後に 舞 ふ 者 は 影 か 形 か 實在か 物象 か 彼が 莾 然として 直往 せんとす る 時 疑の 繩 ありて 彼が 頭 を まと ふ 

思へ 汝が 踏む 所の 大地 は 汝が五 X の軀を 托して 崩壞の 憂な きか もと 楚れ 一 塊の 頑球懸 つて 乾坤の 一 裡に旋 

^す汝 が 足趾を 下す とき 其、 球體の 左右に 搖^ する を 認めざる ゃ琉 色の 空に 彫る は 星 珠風溫 き 野に 敷け る 

は蓳汝 が爲に 何の 意味 ある 

人汝 を^け て汝 之 を 怒る とき 其 人汝を あざけりて 局 量 偏 小な りと いふ 彼等 は W 朵の 法則 を 無視し 起動に 

對 する 反動 を 削除して 人の 世に 處 せんとす る 狡 ^ の 徒な り汝を あざける は あざけられた る汝が 彼に 相 常の 

復 II： を與 へん 事を辭 すと 云 ふの 換言に 過ぎす 汝を 傷く る 事 は 我 勝手な り 去れ ど汝が 我に 仕返し をな す は 余. 

が 欲する 所に あらす 故にな すべ からすと 云 ふに 過ぎす 我 をして 思 ふが 儘に 汝を 傷け しめよ 而 して 一 逢 も汝 

の 我 を 傷く る ことみ-許 さすとの 利己主義 を 尤も 狡猾なる 手段に て 表現せ る 言語に 過ぎす かくの 如くに して 

局量僞 小な りと 云 はる、 を 恐る ， もの は 至當の 成敗 を^が 頭に 加 ふる を蹰躇 せんとす 蹰躇 する もの は 敵の 

一 粲を 博す るが 爲に、 敵の 術中に 陷 るが 爲に、 敵の 惡德 を增 上せし むる が爲 に、 敵の 暴 威を逞 ふせし むる 


が爲 に蹰躇 する に 過ぎす 而 して 彼等 は 遂に 覺る 所な く 己れ の道德 心に 對 する 義務と 信じ 齩の在 不在に g! せ 

ざる 者の 如く 考ふ白 癡も茲 に 至って 極まれり 局量僞 小な りと いふ は 傷け たる ものより 汝を 評する の 詰なる 

を 忘る 、勿れ 響 を 報す る汝が 見地より 汝 自身 を 評する の 語に あらざる を 忘る 、 勿れ、 彼の 立脚地より 見て 

汝を 評せる 語 を以. て汝が 立脚地より 汝に應 川 せんとす る は 盗賊の 汝の財 を かすめて 仁者な りと いふに 甘ん 

じ て 仁者 の 名 を 成さ んが爲 に 汝が 金庫の 鍵 を 賊に與 ふるが 如し 

此 故に 一 指 を 切れば 一 指 を 切り 一 髮を拔 けば 一 髮を ぬく 睚眦の 恨に 報す るに 睚眦の 響 を 以てする は 古の 

法に して 今の 法な り 今の 法に して 人の 道な り 尤も 公明なる 道な り 正大なる 道な り 恨 を 受けて 久しければ 久. 

しき 程の 利子 を 打^して 之に 報す るの 準備と なさ  >  る 可ら す 人 ありて 汝に吠 ゆると き 噬んで 之に 報す る は 

かの 吠 ゆる もの をして 悔いし むる に 於て 至當 の所爲 なり わが 身 を 護る に 於て 適宜の 方略な りかれ 若し 汝に 

向って 「汝噬 む 事 を 恥ぢす や」 と 云 は -ぉ 道へ 噬む事 を 耻づと は 人に， M つて 唱 ふべ き 事な り 吠 ゆる もの に 向 

つて 念す ベ き辭 にあら すわれ は K ゆる もの 、間に 立てば 毫も 噬む事 を恥づ るの を 解す る 能 はす もし 恥づ 

と 云 は  >  わ 、とわが 心に 恥づ べし わが 恥 づとは 汝等唁 々たる ものに 對 して 何等の 意義 を 有せ ざれば 凡て^ 

交涉 なりと 蓄 生に 向って 袴 を 着けぬ 謝 辭を述 ぶる の 愚 は 猿芝居の 興行師と 雖 なす を 難ん する の禮讓 なれば 

なり  . 

水 を 誓 はしめ 火 を 誓 はしめ 

ノ ム レットの^; に 出で ゝ 口 をき く 最初の 語 は more  ttK2  Idn  and  less  kind ト；： ムフ ノト No, 

wiy lord,  I-m  too  much  in  the  sun ト云 フ瞹昧 なる 語 チリ、 古來の 評語 此ー 一句の 爲ニ 非常の 辯み-費や 
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ス 余思フ -! 此 一 一句 二 カク 数多の 觯釋ァ ルは 瞹味ナ ルガ 爲 にして お 瞹昧ナ ル 虛 が ハ ム レ ットの 性格の 一 端ヲ 

示ス者 ナリ然 ラバ 批評家の 說の 如く 明白 ノ 意味 を附シ テ觯擇 スルノ 必要 ナル 古來 よりの an  possible  in- 

terpretation ハ皆此 二 句 中に 存シ 得ル 者と して 力 、 ル明 白ナラ ザル謎 ノ樣ナ 語ヲハ ム レット ガ王ニ 對シテ 

吐 ヰ タル ト見ル ガ 至當ナ ル ベ シ 

偖 彼 * カ斯樣 ナ語ヲ 吐クハ 何故 カト II フ べシ、 吾人 ノカ 、 ル言 語ヲ弄 スルハ 色々 ノ 場合 アルべ シ。 冗談 ラ 

好ム人 C  .ゴ マ 力 サン トス ル. 丼。 不平 ナル 時。 明ラ樣 ニ篛ル 能ハ. サル 場合 然モ 之ヲ罵 ラント 欲ス ル片。 狂氣 

ノ楊合 等ナリ Col. ヲ參 考スべ シ」。 H ハ 王に 對シテ 之 ヲ川ィ タリ 同時-一 母 ニ對シ テ之ヲ W ィズ、 母 二 ハ 

j 興 面目 ナ答 ヲナ セリ。 ホ レシオ 二 モ眞 面目 ナ答ヲ ナ セリ」 

Act  L  ii. 王ノ ハム レツ ト を說ク 所頗ル 義理 冗 ，的 ナリ。 ハム レット ハ 心苦シ キ故， 一 心 苦 シキナ 〔リ〕 

父の 死 ガ悲シ キ故ニ 悲シキ ナリ王 ハ說法 二 テ之ラ S サ ン ト ス 酒の 酢に 變ジタ ル者酢 二 相 逡ナシ 酢 二 向ッテ 

酒 二 歸レト 云 フガ如 シ世ノ 中-一 他の 心的^ 象の 變化 を. E ラ讓シ テ而シ テ他ノ 何故 一一 心的變 化 ヲ起シ タル 力 

ヲ責ム 焉ンダ 知 ラン 彼の 說法ス ル者 自身の 過去の 行 爲其者 〔を〕 除却 ス ル 二 ァ ラズ ン バ 到底 之ラ 减却ス ル 

能ハザ ルヲ又 タト ヒ之ヲ 除却 ス ルト モー 反醋 -1 ナリ タル 酒 ハ酒ニ モ ドラ. サル ヲ知ラ ズ餓 ル者餓 ラ訴フ ル 丼 

锇を 忍ぶ は 大丈夫な りと 說 法す るが 如し 汝が 数十 萬 言の 潢說 竪說を やめて 彼に 一 杯の 钣を惠 むと き 彼は忽 

ちに して 娥何か あらん 口腹の 事 を 云々 すろ は 劣等な りと いふべ し： 茶 椀を拋 つて ひ の 入りた ると き 何が 

故に ひ V が 入れる やと 說 法す 說 法す るより は 抛たざる に 若 かす 

H が 王に 對シ、 ネ レシオ 二 對シ、 母-一 對シ、 又 Ophelia ュ對 シテ其 mood  ノ異 ナルを 見 レバ 彼は頗 

る versatile ナ ル人ナ ル ヲ見 ル ベ シ 融通の きく 人なる を 見る ベ し 固定せ ざる 人 流動せ る人ナ ル ヲ見 るべ し 


頑 憑 一 徹の 人に あらざる を 見るべし 伹此變 通 は 心 ありての 事故 意に なす 事 か 自己に 一 定の 胸^ ありて 物に 

應じ 事に 臨んで IE 轉ス ル 力 或は 其變化 流動 は object  -ー  depend シ テ 必然の 勢茲 二 至 ルカ 是 研究 ス ベ キ問 

題ナリ 

Act  I.  Sc.  ii. 王去リ 母去リ HIi リ 殘ル片 一一 彼 は 始メテ 其 不平 ヲ 遠慮なく 漏せ り 父 死 シテ月 を^ざる に 

伯父 ト母 結婚す るが 不平 ナル 「觀 客讀 者に 一般に 了解 せらる。 茈だ 詩的の 文句な り。 此 モノ  D1 グ 中二 注 

意 スべキ 1 ァ リ彼曰 く 〇！  that  tins  too  too  solid  tiesli  woula  melt,  ttiaw  and  resolve  itself  into  a 

dew;  or  thai;  1:1! ひ Mverlastlng  liad  not  £xed  His  canon  awalnsl; s ひ If-slau gilts'! 彼 は 母 〔の〕 結婚.. か 

不平なる なり 父の 死が 悲しき なり まのあたり 之 を 見ん より は 死ぬ 方が よきな り去レ 先死ハ 宗敎の 林； f ズ ル所 

ナリ故 二死 ス ル能 ハズ。 彼 は 未来 を 镊牲に W ス ル ノ勇氣 ナク又 現在- 1 満足 ス ル ノ 方便 を かく 兩 者の 間 二. 彷 

徨シテ 手 モ足モ 出せ ズ。 去 レバ トテ 父が 死 シテ自 ラ國政 を 調理 シ 伯父 や 母 ヲ己レ ノ 活力 二 テ 支配 ス ル r モ 

出來ズ 彼等の 結婚 を 指 ヲ啣へ テ見テ But  tfHOP^.  my  heart,  for  I  must  tiold  my  tongue! ト云ふ 評者 

或は 云 ふ 彼 は 十七 八ナ ル ベ シ大學 生な りト 最後 二 至ッテ 三十 歳ナ ル 「ガ分 ル若シ 三十 盘ナ ル 「ガ 事寶ト ス 

レ バ 三十 鼓の 男が 如何 一一 此 場合 一一 處ス ルカ ヲ兒 テモ 普通 以下 ノ 意志の カナ キカ 〔人〕 ナ 几 「ヲ 表明 ス ル ナ 

リ彼は 蹰踏ス ル人 ナリ無 IB 一一  活働セ ヌ 人ナリ モ ラレ ー 二 意志 ナキ ノ£ ナラ ズ又ィ ンテレ クチ ユア レ ー 二 判 

然セヌ 「 -ー ハ 手 ヲ出サ ヌ男ナ リ是彼 をして 因循せ しむる 所以 ナリ。 之 ヲりゃ ノ 直情 徑行毫 髮モ考 へ ザルニ 

比蛟セ ョ 如何 ナル對 照. ソゃ 

H  ノ  wit. 
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Pol.  Do  you  Icnow  me,  my  lord  r 

Ham.  Excellent  well;  you  are  a  Rslimongei ノ I II.  ii. 174. 

1 語 Pol. ノ膽ヲ 奪フ、 

Hani.  I\ly  lord,  I liave  news  to  tell  you. II II.  ii. 

Pol. ノ言 語ヲ其 儘 用ュ妙 

Nay,  that  follows  not-  IL  ii.  43S. 

i 等ハ上 乘ナリ 

T^llen  are  our  t>eggars  bodies,  an&  our  monarchs  and  outstretctied  heroes  tlie  beggars-  shadows. 

III.  ii.  271. 

是等ハ 中 ナリ、 理ー 一力 ランダ wit ナリ、 咸 ゅジ少 ナシ、 三百代言の 法文 ヲ舞ハ スト 同ジ 

In  ttie  secret  piarts  of  hsr  fortune. I II.  ii.  24-1. 

是ハ下 ナリ理 二 モ合 ハズ情 二 モ訴へ ガタシ 

我 缳の向 ふの 家に 〇〇〇 とい ふ 書生の 合^所が ある 此 W 生 等 は 日常 我攀 の 疳癀を 起し て大 聲を發 す る の 

を謹聽 する の榮を 得る 栗 報. 者で ある 時として 先生の 假聲杯 を 使って 我輩 を 驚かしめ る 其 所に 女の 召使 か 何 

か ゾ晤 つて 此 書生と 一 一人 假聲を 使 ふ 其 標本 を 一 寸 諸君に 御 招 介す る、 仉 し此 寄生 共 は 種々 研究の 結果 色々 

な 假色を 使 ひ 分ける 或る時 は 某 敎授と なり ある^ は 某 先 牛： となる 中々 多 藝なも の で ある 除慶な 举 であるが 


其 代りに 役者の 假聲 でも 習ったら 小 使 取 位になる だら うと 思 はれる が舉 校の 先生の 假色 では 單に我 翬を驚 

殺せし むる のみで 他に 何 等の 功 能 もな いのは 氣の 毒で ある 

書生 某敎授 の假聲 にて 「 …… 中々 評判が い 、 です よ」 女 「セ ル マの 歌で も 出.；； ば 善う 御座ん すがね」 男 

「それに 近頃 帝 國文擧 へ マクべ スの幽 靈と云 ふ を かいた 所が 大變評 判 がい ゝ です」 有難い 仕 合せで ある^ 

そかに 感謝の 意 を 表して 居る と 女 「そうです かそん なに 皆樣が 仰って 下さる のにね ー」 と 何だか 我 犛の母 

さん 然とした 事 を 云 ふ 「どうして あれで 頭 は 中々 可い のです よ」 と 蔭ながら 最貭 をして^ れる伹 しあれ で 

も 丈 は少々 不平であった 「まあ 何ん て强 情な 人で せう ね」 と 母さんが 云 ふ此邊 より さすが 此 女に 息子の 侍 

遇 を 受ける 我輩に も 何の 事 だか 分ら なくなって 来た 男 「いっそ 出したら 善いで せう」 何 を 出す 積り か 知ら 

ん 恐らく 烟 突より 花火で も 出す か 去らす ばから 財. W から 金货 でも 出す 工夫 をして 居 ろんで あらう 女 はか ， 

る 名案 を 一 言の 下に 斥けた 曰く 何 か 色 をつ けなく ちゃい けません やねと 白 凝が 新 粉 星と 喧嘩す る 樣な事 を 

叱りつ ける 樣な 口調で いふか、 る 母さん を 得た る 我 摩は寳 に 仕 合せで あると 思った 男 「時に いくつです」 

と 云 ふ 女 「もう 三む 八で さあね」 と 嘲る 如くに 答 へ た 成程 我輩 は 三十 八 だ 此點に 於て は喑に 御母さんの 铯 

明なる に 驚いた 然し 不孝な る 我輩 は 未だ 曾て 此の 御母さんの 御 年が いくつで あ るか 毫も 思 ひ 及ばな かった 

, 多藝 多能なる 男 はいつ の 間に か 某 敎授の 假色を やめた 今度 は 一 躍して & 河岸の 兄い と變 化した、 「駄 ほた— 

な、 とても 折れね ー や」 「うむ とても 折れね ー」 と 合槌を 合せる、 但し 御母さん か 御父さん か は 我 蕺の知 

る 限りで ない すると 又 一人が 「何にもう 直に 折れる よ 大丈夫 だ」 と 云 ふ 何が 大丈夫な S か是亦 分らな かつ 

穴 
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新體詩 T 僕 は 新 體詩を 作った から 見て くれ 給へ 從軍 行と 云 ふの だ 帝 國文舉 へ 投書した から 今に 出る だら 

う」 「それ は 面白いだ らう 見せ 給へ、 ェ ー 何 だって 抑 も 敏は饕 なれば、 成程 尤も だ、 油斷 をす るな 士官 下 

士官、 何だか 妙 だね」 「敵 は饕 だとい ふの だから 別に 妙な 事 もな いぢ やない か」 「それが 餘り 尤も 過ぎて 

妙 だと 云 ふの さ 何となく 可 笑いし かの みならす 油斷.  をす るな 士官 下士官と はなんだ まるで 狂歌の 下の句 見 

た樣 だね」 「然し. H 官、 下士官と 士官 を 重ねた 處が 甘いだら う」 「恐らく 三日三晩 苦心した の だら う」 「な 

に そんなに 名句の 積り でもない のさ その 位な 事 は 朝食 前の 藝さ」 「何でも 腹の 减 つて 居る 時の 句に 相違な 

いと 思った 先 づ是等 は 進め や 進めと 敵 は 幾 萬の 間に 寐轉ん で 居て 此日 ゃ天氣 晴朗と 來 ると 必す 一 瓢を 腰に 

して 瀧の 川に 遊ぶ 類の 句 だね、 然し 戰爭の 詩歌 も 段々 出 來た樣 だが 中々 而白 いのが あるよ 先達て 僕の 知つ 

て 居る 奴で いや に 傲慢な 人 を 馬鹿 に す る 男が 御多分 に 洩れす 頗る まづ い 詩み-作 つたの さ 處が其 男が 無喑矢 

0 に 剛慢と か無禮 とか 色々 な 形容詞 を 使 つて 露 西 亞の惡 口 をつ い て 居る 御當人 は 御世 辭の 圈點を もらって 

頗 る ^意 の樣 だが それ が自畫 自贊の 图點だ か ら 滑稽 だ. SH 分で 自分の 惡ロ をい つて 其惡 口が 當 つて 居る ので 

人に 褒められて んで 居る 世 は樣々 の もの さ 夫から 兌る 〔と〕 君の 新體 詩の 方が 下手と いふ 丈 だから また 

罪 力な，^」 

K 君 は 近頃 頻りに 水彩畫 の 稽古 をして 居る 彼に 對 して 丹青の 天才なる 稱 號を呈 する は 其畫を 一 分で も兒 

た 以上 何人も 蹰躇 する 次第で あるが 彼 は 其 技に 熱心な りと 云 ふ點に 於て は 亦 何人も 首肯 せざるを得ない 此 

熱心と いふ 一 段になる と K 君 は古來 斯道の 天才より 遙 かに 地步を 進めて 居る 余 は 満腔の 同情 を 以て 此 熱誠 


が 唯 一 の 武器と なって K 君 將來の 成功の 基礎と ならん 事 を 切望す る 者で ある 

K 君の 書 題 は 得意 もなければ 苦手と 云 ふ 程な 者 もない 何で 〔も〕 手近に ある 者 (K 君 は 至って 無精 者で 

あるから) を 手 常り 次第に 畫 い て 而 白が つて 居 る 然し 近來 は漸 々 傾向が 定ま つ て 矢 鰐に は 筆 を 著け な い 、 

K 君^ 始め 畫をか ， うと 思って 友人 B 君の 處へ 行って 先 づ何を かいた も S だら うと •：•： すると B 君はァ ン 

ドリ や デル サ ル ト …… 畫を學 ぶなら 何でも e ：然其 物 を寫せ 天に 星辰 あり 地に 露 華 あり 飛ぶ に禽 あり 走る に 

默 あり 池に 金魚 あり 枯木に 寒 鴉 あり 自然 是 一 幅の 大活畫 なりと 云 ふとい 、加減な 事 をい ふと K 君は眞 面目 

になって ァ ン ドリ ゃデ ルサル ト がそん な 事 を 云 ふた かい …… 先 第 一 に 何 を か 、 ラと 思って 家へ 歸 つて 害 齊 

へ 這 人 て考 へて 居る と， M ふの 垣根の 上に 隣の 一一 一毛 猫が 寐て 居た K 君 こ、 だと 合點 して すぐ に 紙 を展べ て 彼 

の 猫の 寫生 1, を〕 始めた 先 づ耳を かき 胸 を かき 夫から 胴の 圍りを 茶色に 塗る 處で 肝心の 猫 は 仲 をして あく 

び をしての そく 垣根 を 下りて 隣の 家へ 歸 つて 仕舞た K 君 は 九 侬の功 を 一 篑に缺 いたの を 轉た殘 念に 思つ 

たが 仕方がない 夫より 猫 は險呑 だからと いふので 决 して か ゝ ない 其 次に はどう 云 ふ考か 人間が 一 つかいて 

見 度な つたが 是も 猫の 樣に 始動 活動して 中々 K 君の 筆 底に 收 まらない 段々 樣 子を閬 くと 畫家は 高い 錢を拂 

つて 「モデル」 とい ふ もの を 使って 夫で 寫生 をす る さう である 成程 如何に 自然 其 物が 師 でも 釗底 そんな 事 

でな くつち やや 此複雜 な 運動 をす る 人間 は寫 せまいと 思った と 自分 もどう か 自分の 自由になる 樣な 人間 を 

畫 いて 見 度と 云 ふ 希望 を 起して 心當 りの 人に 談判して 見た か 皆に やく 笑 ふば かりで 應 する ものがない K 

君 は 最後に 一 策 を 案じて 筋 向 ふの 車屋の 子の 八つ ちゃんに 五錢 やって 之を寫 生す る 事に した 今度 は 猫の 樣 

に 中途で 逃け 出さない からまん ま 首尾よく 仕舞 迄 かき 終せ た少々 泣 面 をして 居る 樣 だが 是 は窮窟 を 我慢し 

て 居る の 々無理 に 白銅の 威力で 寫 したの だ から 仕方がない 然し 其 他に は 別段 に 可^い 所 もな い 檨だ先 成功 

したと 喜いで 然は 吾師 なり」 てう ー敎 訓を與 へた も B の 所へ 恭しく 持って 來て だう だと 云いながら 出 
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して 見せた B は 見る と 顔と 覺 しき 處に 鼻はなくて 風穴 力 樣な ものが 二つ 開いて 居る 其^ 圓 はセ， ヒ やで 眞黑 

に 塗って ある 夫から 衣服 は繪具 箱に ある 繪具を 一 色づ ゝ ヘム 平に 分^した とい ふ樣 〔な〕 色で 一 向 何だか 分 

ら ない 背景に は 猫が 逃 ゆだした 例の 垣根 を 無遠慮な 太 い 線で あら はして 居 る 濃淡 もな け れ. は 遠近 もな い 

「 一 體君是 は 何 だ」 と B は 冷笑の 意味 を 以て 問 ふた 

「夫 や 筋 向の 車屋の 子 だよ」 と K 君は濟 して 答へ た 

「車屋の 子 はい ゝ かこんな もの は繪 にやなら ない よ、 第 一 此顏の 色 を 見 給へ 人 問の 色ぢ やない 眞黑ぢ や 

な いか」 

「車 だもの」 と^ 氣 である 

「著 色 杯の 汚ない 色 だ 事」 

「そ れもー 単 屋の子 だから 仕方がない」 

「車屋の 子 であ る と 否と を 問 はす 是 は 駄目 だ 遠近 も 濃淡 もな い 英語で 所謂 ド ー ブ な る もの だ」 

車夫の 子と しても 駄：： W かなと K 君 は 問 ふ 何人の 子で も 駄目 だとい ふ 事を閬 いて K 君 はま 然として 去った 

が 夫から 人間の 寫 生を斷 念して 仕舞った、 

夫から K 君 は 一 日 活動せ ざる 自然 を寫 さんと て ：•■: 道具 を携へ て 郊外 寫 生に 出掛た K 君 は大膽 なる が 如 

く實際 は 非常に 臆病 もので あ る …… 


… … 出來 上った 繪を 柱へ 立て 懸けて 三 歩 退いて 眺める 橫 から 眺め 竪 から 眺る 時には 逆さに して 見る 奇遛 

な 事に は K 君の 繪は逆 かさに しても 眞 直にしても 印象の 點に 於て 格別の 異り はない かくして a て 居ろ C に 

どうも {<H の 色が あやしくなる 今少し 藍色に したら よ 〔か〕 ろう" 水の 色が 濃 過る C 此度は 岩の 角が 出張つ 


て 居る のが 氣 にか、 る。 遠景が あまり ほんやり し 過る 


スト ラム シゃン デ— がギボ ン に 忠告して 佛國 革命お， を佛 語で かくの を やめて 英語で 著 はした 


上の句 丈 は 漸く 無事に 治ま つ たが 下の句が 出來な い 

梅唉 くや 梅の 花で もい けない 梅の 木 やで は 花 をうた はれない 


K 君 は 妙な 顔 をして 居る 君 どうした のか 心 持で も わる いか 

寳丹を 出す 

は 可愛 想な 俗人 だとい ふ 風 をして 


A ヲ 相手に する の は 三で 以て 一 ーを釗 るが 如き もの だいつ 迄い つても 釗， c 切れない 

君の 發句を 好む は竪 好か 將た撗 好かと 禪 家の 問答の 如き もの を かける 


〇 舌 上 龍 泉 枯れ 筆端 彩 雪 竭く 一  言 句な し 雀の 窓に 鳴く を聽く 

一 I  B 


一 I 四 

〇 銅 汁 を 飮み鐵 丸 を嚥む 胸裏 一 圑の靈 火 ありて 〇〇 の爐熥 を熔く 吹く 息は燄 なり 汝我 前に 出ん か 眉目 悉く， 

燒く 

〇 鏡に 向って 吾 舌の 恙なき を 見る 

〇 星 後に 石 牛 ありて 鳴く 聲 雷の 如し 川 を 隔て ， 寒 雪 夕陽 をう く 屠れる 犬の 血の 如し 

〇 凡ての 男 を 呪 ひ 凡ての 女 を呒ひ 凡ての 草 凡ての 木 を 呪 ふ 凡ての 生ける もの を 呪 ふ 三世 を坑 中に 封 じ大千 

世界 を 微塵に 摧き 去る 地球 破滅の 最終日 我 胸中に あり 

〇 百 3< の 琅圩を 以て 蒼 穹無數 の 星 を拂ひ 落して 三途の 河底に うづむ 小舟 を艤 して 其 上 を 渡る 喑中光 ありて 

微かに 精 塚の 婆々 の顏を 照らす 之に よりて 挨拶す る 事 を 得 云々 ダ ン テ 未だ 之 を 詩に 上せす ド —デ 未だ 之 を 

畫 かす 咄瞎漢 この 好 題目 を 逸し 去る、 大鐵錐 を 揮って 金 烏 をく だく 斷片 飛んで 散亂 太陽系の 大火 事と なる 

未曾有の 偉觀を 呈出し.^ ろミ ルト ン 遂に 語る に 足らす 

〇 西鄉の 銅像 を 卸ろ しに 圑 子の 串に 日本 一 の 美人の 首 を さして 東京 市の 記念と す 

〇 愚なる 人 を 祭る 堂に 題して 大愚 神社と いふ 愚人 獎 働の 策な り 

〇 裏の 木に カツ レ ッ來 りて 鳴く 事頻 なり 源 三 ， 賴 政に 命じて 射て 之 を 落す 晩に 食饌に 上す 傍に 韓退 KI あり 

1 片を頒 たん 事 を 願 ふて 曰く 閣下 一 朝の 饗を癀 する に 及ばす して …… 、 言下に 痛棒 を與 ふる 事 三十 

〇 大法 鼓 を 鳴らし 大法 螺を 吹かん と 欲して 百 X 竿頭に 坐す 尻 こそば ゆき 事 限りなし 遙 かに ト ラフ アルガ I 

スク ェャ— の 子ルソ ンを 憶む て 同情の 念に 堪 へす 

〇 厨 裏に 一 個の 飢鼠を 見る 一 指頭 を 以て 彈 じて 之 を斃す ぶら さけて 門 を 出る 事 半 町 四つ角の 交番に 至る 恭 

しく 查 公に 呈 して 曰く 鼯鼠敢 て 社稷の 害 をな すち よいと 之 を 殺して 閣下に 獻す草 莾の微 臣報國 の 一 端に 過 


ぎ ざ る のみ 若し 夫れ 五錢 銅の 如き は 敢て乞 ふ 所に あらす と查 公 微笑し て 之 を受く 彼 れ は 櫛埏沐 雨の 勞を辭 

せす して 左り くと いふ もの 蓋し 社稷の 臣 なるべし 

〇 罪業の 風 木枯しの 如く 浮世 を 吹 まくる 其時隨 所に 聲 ありて 死、 死と 叫ぶ 中天の K 貧乏 ゆすり をして 余に 

告 けて 曰く 罪業の 影 ちらつきて 定まらす 死の 影は靜 かなれ ども 土臭し 

Q 日 うら、 かに 風 暖かな り 親愛な ろ 蝨氏脊 筋 を 這 ひて 聊かむ づが ゆき 日な り トー 一時 を 相 圖に打 上 花火の 筒 

に 中に 込められて ズド ンと 空中に 飛び出で 大地 を 去る 事 三百 メ ー ト ルの 所に てパ ッと發 く兒物 共遙か あな 

たの 下界に て蟲の 鳴く が 如くに 拍手喝采す 吾 枝垂柳の 烟の中 を 紅色 W 日傘 を さして フワ ノ\ と 歩む 一 一 一時 

間の 後少々 腹が減つ たる 故 地上に 歸 らんと すれ ども フ ヮく 中々 休ます 手 答 も 足 答 もな く 容易に 下界に 到 

着す る 事 能 はす 

九 

〇 門前の 溝を渫 つて 金 とん を 得る 事 一 升 一 一 合 食 ふ 事 三日三夜 にして 曰く 金 とんでも あるめへ と决然 釣竿 を 

肩に して 百 本 杭に 至る 腰 辨當の 太公望 五六 名 あり 不相變 無能なる 人相 をして 大 川と 睨め 比 をして 居る 天才 

余の 如き は 綸を垂 る、 事 瞬時 忽ち フライ 一 一尾 蒲 鋅三掉 を 得て 歸る晚 に鷄の 尻より ォ ム レ ッを 出す 方法 を考 

ふ 遂に 成らす 

〇 我 は 觀音樣 の 鳩た らんよりも 月給と りたらん 事 を 希望す る ものな り 易に 曰く 公 ffl 隼 を 高墉の 上に^ て 之 

を 獲と 苟も 鳥た らんと 欲する 以上 は 月給 取 か 借金 取と なる ベ し 餘は險 呑な り 

〇Ta,  ta,  ta, la,  la,  la;  tala,  tala,  11; hanatalali;  talali,  talali  y-a-a-a-a-H-i ！ 是西洋 の 眞言 秘密の 呢 

I  I 五 


1 1 穴 

符 なり 之 を唱 ふる 事 一一 一遍 なれば 博士 に な る事受 合な り 蓋し 其 意義 に 至って は 未だ 何人も 之 を 明め 得た る も 

のな し 先に 千 萬圓の 懸賞 を 以て 時事 新聞に 廣告 したれ ども 満足なる 答 をな したる ものな し 聊か 後世の 功德 

と 思 ひて こ ゝに之 を譯す 多々々 羅々々 多羅々々 利、 波奈 多羅 利、 多 ri 利々々々、 耶 阿々々々 矣々 矣 


〇 烏賊 ノ畢丸 を 絞って ィ ン キを 製造す る 事を發 明す 卽ち專 買 特許 を 願 ふに 審査 {R 冷淡に して 取り合 はす 吾 

日本 s 如き 地に 生れた る を恥づ 


母、 息子 一 一十三 四 

娘、 十六 七 

〇 息チ ハイカラ-一 テ エルテル 的 病氣- 一躍 ル、 新體詩 ヲ作敍 情詩ヲ 讀ミ、 小說ヲ 愛 讀ス、 ペン シ ー ヴ子 

ス、 メラ ン コ リ ー ハ 高等 ナ ル 詩的 ナル 性質 ナリト 思惟 ス 

〇 母此娘 ヲ 息子 ニ娶 ハス ルノ意 ァリ、 所 ガ此 娘陽氣 二 テ 開豁 二 テ ゲ ラ く シ テ 毫 モ 息子の 所謂 詩的 ナ 

ル 所ナシ 

〇 母 娘ーブ 息子 二氣- 一入 ラ シ メ ン爲メ 機嫌 ラ取 ル樣 ニセョ ト云 フ娘 ど-? ン タ ラ氣 二 入 ルカ ト K フ、 母 

色々 說法ス レ 巧分ラ ズ娘遂 -1 見本 ヲ示シ テ吳レ ト云フ 

〇 母已 を 得す 其 雛 方 テ示ス Sentimental ナル 女テ寫 シ出ス 娘ゲ ラ /\  0 フ 


〇 娘敎 へ ラレ タル 通 リラ 器械 的 1 一 演 ズ 息子 之 ヲ 見 テ 不審 ラ^ス 


十 一 


〇 嬉劇ノ 筋 

E" トこガ ilove ヲ スル、 成就 セ ズ 、 昔の事 ト ナル、 忘 レ A 

丙 ト丁ガ love ヲ スル、 又ハ 丙ガ丁 ラ love ス ル 、 無分別 

甲 ガ之ラ 訓戒 スル、 大ニ 老成 家ヲ以 テ任ズ 

こガ 突然 ァラハ レテ fl.ee ナル situation トナル 

E1 卜こノ love ガ再ビ 燃立ッ 

丙ガ 力 へ ッテ 5- ヲヒャ カス 

甲 又 昔の 心-一 歸 ッテ、 丙ト 丁トノ love ヲ尤 ナリト 同情 ス 

丙 ト丁ガ 結婚 ス ル 


原 

戀ヲス ルル 


〇 壯士 役者 ノ 仲間 Daphnis  and  Chloe ヲャル 「、 其 中ノ女 役者 

〇 太 學生ノ ハ イカ ラ國カ ラ 母と 未 來ノ妻 ガ來ル ノヲ N 儿 物-一 ッ レ テア ルク、 ィゃ ガル 樣 (太 舉ゃ 5Mn 

〇 無喑に 伯爵、 贵族 院議 員、 豪商 杯 ノ噺バ カリス ル「 男， 身分 ヒク キ人ヲ 輕蔑ス ル樣ぉ 嘲弄の 辭 

etc. 此男ノ 趣味 S 標準 見識の 程度、 虛榮心 

I 一七 


I  一  A 

一 〇 藝者 上りの 妻 君、 生 意氣、 浮 誇、 自分 ヨリ 金ナ キ人ヲ 評スル 有樣、 己ヲ誇 ル樣子 

〇 其娘ノ ハ ィ カラ 式部 ノ 「 

一 〇 此家ノ 下女 

十 二 

〇 虹 を拂ひ 落して 電燈の 光に 織り込む 

〇 鏡。 胡弓 に寫る 

〇 上總。 草 山。 修忭。 給仕の 女 

o コンデンス ド • ェキ ス ビリエ ンス  

o ァ 1 ノ ルド • ゼ • トレ イタ 1 

〇 循に寫 る 

〇 小 倉 御 北さん 

〇  I 

〇 朝、 晝、 夜、 夕 暮の絲 

〇 十 年の 命み-縮めて 一 年と し …… 一 分の 間に …… I 

〇 幻 住 庵 

〇 戰爭 (慰問袋。 新聞記者。 决 死隊。 

〇 反響。 パロット、 林檎、 蜂、 空、 大地 


〇 ル イン 

〇 松。 針。 銀ノ針 

〇 川の 向 カラ 舟が 出 テ近ヅ ィテ來 る 

〇 以 太利亞 のく 

〇 循 から 拔け 出す。 純 一 無雜。 夢の セ オリ〜 

〇 Virgin  Mary  ノ夢 

〇 先祖が 北 ノ國ノ 巨人 ト戰ッ テ循ヲ 得ル、 旦人 循ヲ與 フル 弁循 の功ヲ 說ク 


〇 氷る 大 

〇 地獄の 光り 

十 一一 一 

1 祕密を 語らす に 居る。 之 を かくさう とする 最後 二 母が 噓 をつ く。 子に。 

1 一 父に あやまれと 云 ふ。 父 は 無論 承知せ す。 母 は 父の 加勢す る。 子 はき かす 

三 貴族。 金満家。 其 子 先生 を 慕 ふ。 父母 先生 を輕 蔑す。 

一 一九 


I  二  o 

四 滑稽 家。 Full  of  anecdotes。 ある 事件に absurd ナ解釋 をつ ける 

五 s>、 こ ノ女ヲ 愛ス。 丙 ノ子又 Z ヲ 愛ス。 

5-、 こ-一女 ヲクレ ト 談ズ。 

丙 其 子 ノ爲ニ 乙 二 談ズ。 こ は丙ノ 目下 ナリ。 唯々 之 ヲ誥ス  . 

甲實ヲ 探リテ 丙 ノ策ナ ル ヲ疑フ 

乙 モ丙モ 語ラズ 秘密 ハー 一人 ノ間ニ 葬 ラル 

六 娘 父の 意に 逆って 結婚す。 之が 爲め 父の 家と 音信不通 となる。 

ハ乂 娘の 事 を 心配す 然し^の 一 言の 爲め、 又 プライドの 爲 め- M を 口にせす 

娘 父の 事 を 思 ふ 然し 零落せ るが 爲め ブラ イドの 爲 にハ乂 に面會 せす 

七 男、 女を戀 ふ。 此が の guardian 其 身元 をき く。 女の 父母の 内 一 人 は惡漢 (男ナ ラバ 慾 役。 女 ナラパ 

逃. 5 

\  A ト B ト 親友。 A ある 女ヲ戀 ふ。 B 之 を 知る 而も 亦 此女ヲ 愛ス。 B  ノ  temptation 及ビ heroism-  B 

ある 地 4=1 ヲ得ン トス A モ之ヲ 希望 ス (親ノ  vanity ヲ 満足 スル 爲メ。 新婚 ノ費 W 多キ爲 め) A  ノ  tempta- 

tion 及ビ he3isnl。 B ハ女ヲ A 一一  與へ。 A ハ 地位 ヲ B  二 與 フ 

九 A。 父ノ 急死 ヲ 聞いて 歸る。 繼 母と 稀 遠 ひの 妹ヲ 疑フ。 烦悶。 解剖 せんと 思 ふ。 醫 モキ カズ。 ^も 妹 

もキ 力. ザ ルヲ知 リ遂ニ  口. 一一  出サ ス 

十 乙 を排擠 す。 只 hint ヲ用 ヰて 其 他に 涉ラ ズ。 其 言語 行爲 ニ於テ 何人も 非難す る 事 能 はす。 然モ 

遂 ニ乙ヲ ruin ス o 

十  一 W -、 乙ノ 世話 ヲス ル。 後 之ヲ忌 ンデ排 擠ス。 後 二 誰彼 寄 集 マリ テ E- ノ行爲 言語 ラ 批評 解剖 ス ル 二 矛 


厣 衝突。 遂-ー 其 人となり を 知る に 苦しむ" 

十二  Lovers が 喧嘩して、 感情が 冷却す。 二人 會し てうちと けす。 地震 急に 起ろ。 女不覺 男に 抱きつく 0 

男 又 女 を 擁する とき 粱 落ちて 一 一人 共 埋まる 

十三 細君 下女 を 呼び出して 吟味す。 近傍 士 不品行の 疑 ある あり。 下女 泣いて ごまかす 

十四 Lovers ァリ。 男 家事の 爲 めに 地方へ 赴任す 。殘 りたる 女 都に て田舍 へ. 行ける S 刀よりも 粹な 人と 懇 

意になる。 田舍の 男の 女 は 東京に 殘 りて 時々 女 を 訪ふ女 は 之 ももとの 如く 扱 ふ。 母 病む。 女 看病す。 母 死 

す。 男 上京して。 始めて 女の 心 を 疑 ふ。 女、 男に 實を il" ぐるの 勇氣 なくして 苦しむ 

十五 


〇 パナマ。 ハサ ミ 

〇 蛇メシ 原 

〇 候補者 # 君 

〇 氷 川 神社 ヲ買フ 

〇 陶札 役に立 ッカ モ知レ ナイ 

〇 若 い 時 は 四十 五 里 は あ る い たもの だ 

(時間の 考 ナシソ 

〇 蟇 は：！： を 食って 生きて fQ る。 

〇 泥棒に 御辭儀 をす る 

一 二 1 


I  ニー 一 

〇 文擧士 を辭し 軍人 を迎ふ 軍人 は戰 死す 

〇 許嫁 留守中 父と 喧^ teaE^ 嫁，^ ゆ 來る。 常人 之 を よろこぶ 

〇 めい。 瑩で 勉强。 三 平、 药篛 問答。 ー〔 凡 I 字^〕 猫 を 食 ふ 

^u^r,lt  i 力。 前の は 始終 見て 居る か 4 か-た，。 後ろの 奠合 はぬ。 


〇 年齢。 兩方共 五 歳 

〇 獸がロ をき く 時代の 事で ある 


-獸が 口 をき いたの はつい 此 問の 事です 


0 


さ e  folldl  I  is  told  by  ovid-s  friend  and  Augustus-  free?  Hyginus  (no  very  good 

authonty  一 ndeed. ま 274,  -  of  n.  Tre  was  a law  at  Athens  that  no  w 證 n  Shi 

！  f ぼ a  certain  I  I  if  a  ^  convenience  of  the 

resent 1g  gt  oir  her  hair-  I  dii ぎ elf  as  a  I,  went  to  the  f  es  of 

Hipls,  and  subsequently  lid  ladies.  The  faculty-  ling  wind  of  this.  It  up  an 

acc!  ajnst  her  in  Areopi,  and  when  if  had  01  he!  of  the  scandal 

"eied  the  then  exisf  law  linst  obstetrics.  But  the  court  was  so 厕 h  moved  by 

dun  of  Athenian  J  that  they  ！  I  aitted  Agnle,  but  ie  it  lawful  for 

ladies  (Ingenuae)  to  study  medicine. 


十 s 

〇 猫 魔物 だ。 魔物なら 人間 だ。 どうりで 君に 似て るる 

〇 それ は 警句 ぢ やない。 街 句 だ。 街 句 天 正 時代の 遺物 だ 

〇 駄洒 〔落〕 禁斷の 席 だ。 駄洒落 離し やれ。 

〇x x に 駄洒落るなら、 鞋 はいて 駄洒落  犬の 病氣 

〇 立町老 梅、 瑰野 陶然 

〇 坊主 は髮を 長く して 居る。 —— 牛 肉屋 は牛屋 へ 行かぬ だら う —— 吳服屋 は 裸で 居る —I 早 桶屋は 死ぬ 事 

がない 

〇 月並 は 馬 琴の 胴へ 〇〇 の 首 をつ けて 一 一三 年間 留學 をして くる もの 

〇 偶然 

〇 岫雪流 水の 如し。 〔凡そ 一 一字 不明〕 尻が 〔凡そ 一一 字 不^-、 行て 歸を 忘る . 

〇 迷 亭猶未 我 を 解せ す 

〇 「馬鹿 〔に〕 し 切って 居 るんで す もの」 「中々 馬鹿にし 切れる もの か」  . 

「俺れ が是程 英書 を讀ん でもよ み盡 されん と 同じ 事 だ」 「讀 み盡 され ， ば 馬鹿にし 切れる 譯だ」 

〇 鰻 钣を食 ふ。 琴の 音。 天璋院 

〇 自炊。 玉子 割り。 米と ぎ。 米た き。 澤庵" 小松菜。 

一 二三 
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〇 「獨乙 語が よめる と 云った ぢ やない か」 「獨乙 語に よめる さ 然し 是ゃ何 だい」 

〇 融通が 利か なくなつ たの は 夫 丈專問 に 深入り をした とい ふ もの だ。 

〇 なし 崩しに 自殺す る 

〇 向 ふの 菓子屋で きく。 菓子屋の 丁稚が 云々。 隣り の 酒屋で きく。 酒 星の 小僧が 云々。 潢 町の 桶星デ 聞く Q 

桶 星の 亭主が …… 

〇 電車 へ 乘リ 後レテ 自分 丈キタ カラ。 後 ノデ來 ルト 思つ テ 居る ト來 ナイ。 迎 二ュク ト 途中 デ遇フ 向 デ待ッ 

今度 ハ 此方 カラ 迎 -ー ュ ク …… 

〇 書法 ノ 稽古 

〇 矛盾 やれな 

〇 完全。 永き 日 や。 結婚。 餘裕 がない。 行き どまり。 變 すれば わるくなる 

〇 細君の 洗髪。 春風。 禿。 脊丈。 御 父 樣は餘 程 天子 樣 

O ボ— ナス。 街鐵 株。 書籍 賣拂。 

〇ァ 、•、、、  、。 ゥ  と 呵呍の 呼吸 を殘 りなく 發禪 する 

〇 泥棒。 

〇 「泥棒 は どんな 額 をして 居て」 「何故 御父樣 にし かられる 樣に這 入って こない の」 

〇 巡査 「明治 何年 何月 …… 戶締 をして …… 」 

〇一 寸 起きて 下さい。 見る と 衣服がない。 躐燭か 座敷に ある。 烟 草の 灰が 敷居に 棄て、 ある。 

〇 紙 入。 銀貨 入 

〇 r ソ.' ゾ」 「だまって 居て 下さい」 


キ觀 St や 隨 

〇 風船つ き 

〇xx の 鮑。 隨分 天子 樣。 實業 家-一 ナレ。 ボ ー ナス。 月給 上ラズ 月給 も 人間 も 十 年 一 日の 如し。 物 憤 も 卜 

年 一 日の 如くなら す。 郞君獨 寂寞。 一 飯 重 君恩。 奧樣も 少し 舐な さったら う。 六 卜 七^の 爺の 嫉妬。 二十 

五圓。 褐炭 coals 

〇 「番頭さん や 湯加減 はよ いかな。 手 を 入れて a て 上 ゆなよ」 「へえく」 四つ 許りの 子供 爺 を 見て 泣 

き 出す。 「爺 これ は/.^」 と 

〇 牛： 薷麥。 墓 原 擊劍。 鼠 狩。 鼠-一 鼻。 玉子 ふみつぶ。 一 一階から 落ち。 

O ォ タン チン パ レオ 口 ガス 

〇 動物 圓の 獸聲。 寒月 君の 誘引。 學校 生徒- 1 逢 ふ 

〇國 民の g 覺 

〇 教師と 組 打。 敎師に 切腹 を逼 る。 ナイフで 敎師を 嚇ス。 闇黑室 

〇菲 常 手段。 金の 價値。 ， 

〇 日本 稃寶の ある 國 はなから う。 泥棒に 逢って は 大變だ C 富士山が ある。 美人が 居る。 博士  二百 三十 名 あ 

る 

十六 

高等 舉校 支那 人事 件 
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十七 

::: "I  then  let  vus  I  what  i  the  opinion  of  lent  pt 員 as  If  the 

i  Id  what  te  that  I,  I  le  wise  3en  Is  I  fi  wise- 

grid 震 I.  i  doth 1 vs-  ler  to  le  a little  ie  then  a  "at 

recle  M  es  a little  I  is  ！  I  a  I  s  ！  r  SI  all  Is き a 

Hp  I  I  vni.  Another  of  th§  f  I  I 1 き iYlc 

p  w  nd,  I,  a  chaste  I.  f  t  i  f  }  1 1  " 

le  a  I,  iwl  f。r  the  i  in  I  yet-  I  the  old 舊 1, m 

^  rhl  .were  ！  I  I  to  be  II  ,  I,  I  , 1. ^ き 

H  deld  the ョ the  wisest  f  in  the  world,  which  tell  le  they  $  be 霞^,  and 

H^i  sif  a 】t き ilience  of  two  extremities  to  choose  the  lei. 

rsie 霞 t  it.  to ぎ the  only  s  to 1 an  el-  to 1 J 

nsIL  and  not  to  ！  §  actions  by  I.  ！ §.  The  &e  Sages  cg  adnol 

Z  re"  ！  Icht  I  any  I,  not  to  I  a  rich  ？  because  if  she  be  ncK  shee 

y  nL ぎ contL  to ざ a  wife,  I  I ぎ a  Maii ミ f  ^  Id  t  a 

ing,  correcting  &  coming.  Another  P  t  compared  a  Wong  nchly  appglled,  to  a 
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^^^^^^  couered  witli  wrasse.  Socrates  deemed  it  tlie  desperatest  enter で rise  that  one  can  take 

in  tiand,  .to  gTS ひ rne  a  womans  will. 

What  shall I  say  of  him  that  beeing  askt,  from  wtiat  women  a  man  should  keepe  himselre, 

answered,  from  ？ G  tjuiclc  &  from  t:lie  dead や ad^ill^  rnoreouer,  tliat:  one  emli  loyn ひ s  witli  another 

ひ n  a  woman  is  sicke.  Dcmoslhe-cs  saMe,  it  was  /  tlie  greatest  torment,  tliat  a  man  could 

inuent:  IT-  liis  enemies  vexation-  to  g.iue  "hirn  lais  ^P^^^^Q^  in  marnage,  a  domesticall ヒメ urie  t:o 

^^^^x  hini  nigtit:  a-nd  day.  DeniocrUus  accounted  a  faire  cliaste  woman  a  mlra-cle  of  miracles, 

a  decree  of  inimortality,  a  cixnvne  of  because  shee  is  so  liarde  t>e  foun ひひ. Another 

.heein^  asked,  wlio  was  lie  tliat  coulde  not  at  any  time  t>e  0^,^  a  wife,  unswere ひ, tie ひ that 

was  £vlwaies  poo^^^ 〔L11<1  what  dootli  tliys  coinmon  IJrouerbe,  li ひ tliat  marrlethL  late  niarnet:n 

ひ uill,  insinuate  vnl;o  vs,  but:  i;Jiat  if  a  man  meals  .to  marry,  he  were  as  s;ood  tsg;ln  .betimes  as 

1;arry  1011^,  and  l〕eein^  about 1;o  make  a  vertue  of  necessine  and  an  art ひ of  !}atl ひ nee,  t:tiey  are  i:o 

げ e^inne  in  ttieyr  youn^  and  lender  a^e.  Mor ひ ouer,  arnongst  Uie  tlnn^es  wnlcil  ctlan^ ひ 1;ne 

nature  and  conditions  of  men,  women  a-lld  wine  are  sett ひ in  i;lie  fore  Iron!;,  as  i:he  chiefe  causes 

or  calamine. 

Plutarch  in  ins  precepts  of  wedlocke,  alleag. ひ th  a  reason  why  men  faile  so  oflrtn  in  dlooslng: 

or  a  good  wife,  .because  saith  liee,  tli ひ member  of  tlieni  is  so  sniall.  T"nere  .he  two  esjpeciall 

trout>l ひ s in  tins  worlde  saltl!  Seneca,  a  wife  and  lg;nol,avtnc ひ. Jlfarss  .AUreHtis  coinp*are ひ women 

to  sllyjs,  because  to  keep ひ tlleld  メ vel and  in  order,  tliere  is  alwayes  somewhat  wanting:  and 


si  walth,  that  women  decke  themseli  so  gorgiously  and  lace  thesselues  so  nicely  becai 

foule  deformed  things  seeke  to  sette  out  themseli  sooner,  then  those  creatures  that  are  for 

beauty し ar  i,e  amiable.  For  I  part  I  iane  to  slende  my  sentence,  and  to  let  an  author 

of  late  21.  be  my  speaker,  who  af  meth  that  they  carrie  Angels  in  their  faces  to  entangle 

J.  i  i  ^  io^.  is  in  I.  ad  i.  hath  these  words  of  womens  trech- 

erous  works-  Amtcc ま 10  disao  te  susim,  lege 纖。 turn  Thihrasti.  el  Medeam  lais 

Jul  f  I  fr  I  I  tibi  De  一一  s  of  f  I  i 

。リ- I  fF  一  i  ^  Mhould  holde  thee  too 11  with  too  tedious  a  circist 昌 ce,  read  e  but 

he  golden  Booke  of  Theophrastus,  and  lasons  Medea,  and  thou  It  finde  fewe  i  lossible 

for  a  woman:  My  let  friend,  God  Allhtie  I  that  th§  \beest  not  entrapt  by ぎョ ens 

treche  J  Fm.thil  in  the  sag  place  he  saith,  Quis  I  i  t  sip 

I  I  li 1 ！  i  I..  10  will  colit  any  thing  to  a  Wongs  tatf  ti 

Z  I  1^ ぎ ぼ i ぎ1 ！..  I  lit  to  tell  with  what  phges  of  Iri 

the  and  fathers  haue  defaced  the ョ， wherof  o„e  of  thS  f  i  I  a  iter  nisi 

f  If き ( ^  ,  IP, ぎ an  en§ie  to  frienlppe,  an  viitable  paine  a 

nlsaq  sp  a  I  telation,  a  desired  calltie,  a  I  dalr,  delectable  detri- 

ment, the  nature  of  the  which  is  II shadowed  with  the  coloure  of  goodnes.  Therefore  if  to 

pm  her  away  be  a  ssne,  to  keepe  her  still  tnust  needes  be  a  torment.  Another  I.  i 

aducrte  i  extra  fadi 雲 II  es，  etc.  (consider  that,  that  3an  was  made  without 

I  二 九  /, 
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Paradise,  woman  withm  Paradise,  ttiat  thereby  we  may  leanie,  tliat  euerv  on ひ winnetti  noi: 

credit:  by  th ひ T51)llitl ひ or  t;hi ひ plac ひ, or  or  liis  stock,  but ザ y  liis  vertue.  Finallv,  man  made  better 

is  foud  wltllotlt  paradise  in  a  p>lace  inferior,  and  contrariwise,  sts  wliich  was  created  in  a  better 

f>lace,  namely  Paradise,  is  roun<Je  to げ e  worse")  Another  liatli  tlies ひ words:  Dil や it  nvuliev  vt 

capiat,  decipit  vi  ra^icu:  am  at  quod  hab^s  ノ  7sn  quod  es,  ,K  woman  loues  t;liat:  slie  mav  entrpx}5>e, 

sh ひ e  dec ひ lues  Uiat:  slie  mav  slsvle,  SIS  loues  1:liat  t;hou  liast,  mot  Uiat.  tliou  art.)  Anotller  writel;!! 

£。 

af1:er  after  tliys  manner:  Nulla  est  vxoris  dectio,  etc.  T?tiere  is  no  choise  to  t>e  htad  of  a  wife, 

euen  as  slie  comes  so  we  must;  take  lier:  if  i;eatisli,  if  foolish,  if  deformed,  if  Fronde- 

if  stinldng:  t>reatlied,  or  wtlatsoeller  oth ひ r  fault  she  liatli,  we  lolow  not  till  we げひ martiep  A 

Horse,  an  cxe,  or  an  Asse,  or  a  ao^ge,  or  what  soeuer  otlier  vile  mercliandise,  are  first  prooued- 

and  tlien  tsught,  a  mans  wife  alone  is  neuer  tliroughly  seene  tsfore,  least  slie ひ dys^lease,  before 

she び e  married.  Viros  ad  mm£uodque  maleficiuvi  si-gtdae  mpiditates  impdbst  (sakll  Ttdly ン 

muticres  ad  omtlla  malcfkia  sfnauas  mm  dticu :  nsliehrium.  en め m  vitiorum  Omni-  fmldameutum  est 

atiariha,  (Mens  s ひ uerall  desires  doe  egge  t;liem lx> ひ ac ザ Idnd  of  euill,  .hut:  one  onelv  affection 1 ひ ades 

walnen  to  all  idnd  01  wlckednes:  for.cotstxnlsnesse  is  tlie  foundation  of  all  womens  euill  inclina- 

tions V  Seneca  also  saitii  tlius  in  liis  Prouerbs:  Aut  amai,  aut  odit  mtdiey ノ  .nil  teTHtim  est.  dediscere 

ず、 e  faenmiam,  nsidaptim  est,  etc,  A  woman  either  loues,  or  hates,  tli ひ re  is  no  tliird  tllino-:  it: 

is  an  vntmtjl け0  say,  t:tiat  a  メ voman  can  learn ひ t:o  forget:  t:o  weepe:  1:wo  Idncte  of  1:eares  are 

common  in  then;  ey ひ s, 1;lie  one  of  ITU ひ soirowe,  l;lie  other  ,  of  deceipi::  a  Woman  meditates  euill 


when  she  is  musing  alon ひ. 

Tlss  you  see  liowe  farr ひ their  wickednes  llatl!  mad ひ Authors  to  wade  witi!  inuectiv ひ s  in  1:Jieii 

dispraise:  wtiereror ひ jl  stiall  not  ne ひ d  to  vrge  1:heir  inconstancie  mold  vetiementily,  res ひ m tiling 

thein 1:c  Battus.  who  was  wonn ひ witti a  Cowe,  and  lost  wltl!  a  Bull:  nor  stand  .to  r ひ peate  1:iiat: 

of  Plato,  wllo  dou.btecJ  wtietli ひ r li ひ snold  ;put:  women  among  reasonable  or  unreasonable  creats. ひ s, 

wlio  also  gaue  1;liaiilcs  t:o  Nn-tulrf  es づ eciallic?  lor  t:hree  i:iun^s,  whs, ひ of  tlie  first  and  cheefest  was, 

1:liat  sliee  liad  inad ひ liitn  a  man  and  noi;  a  woman.  I  ornitte  tliat  of  Aristotle,  wilo  all ひ ajdnp'  tlie 

inconu ひ niencie  or  1;oo  titnely  marnag.es, ひ xpress ひ <:!!  tins  as  the  especial  itlcommoditie,  l;liat  it  is 

trlie  Author  of  superfluities,  &  good  for  Tlotlling.  t>ut  to  fill  tlie  world  with  wonsn.  Reade  ouer 

all  Homer,  and  you  snail neu ひ r  almost  see . Inm な rlll^ 111 Jup  .but  "brawling  and  ianinq  wida 

ntpiter,  noting  t:lierby  wnat;  an  yrkesome  isld  of  fsople  i:liey  are.  In  som ひ count;Ti ひ s  therefore, 

Uie  wrlde  at  tue  <3ay  of  lier  marriage,  is  crowned げ y  tli ひ Matrons  with:  a  o.arlan^  of  f>ric!des> 

and  so  deuueTed  to  la ひ r  !5st>ancl,  tliat  tie  may  iolow  lie  llatl!  tycd  himselfe  to  a  ？ 03^Q  pleasure. 

T&e  Jkassagets  told  Pom サ ey  they  lay  witli  their  wiues  t>ut  once  a  -week ひ, .because  tJaey  wold  no け 

lieare  their  scoldings  in  ttte  day,  nor  ^^M.  p-uling.s  in  tine  night. 

wut  what  sliould  I  spiend  my  yllcke-  waste  my  fspier,  stub  my  j*enne,  in  fainting-  fortli  tlievr 

vgly  lmJ>errectlons  and  peruerse  peeuishnesse,  wllen  as  tiowe  many  liayr ひ s  thev  liaue  on  ^P^H 

heads,  so  many  snares  ttsy  will  find  for  a  neede  t:o  snarle  men  in  ;  liow  many  ey ひ s,  so  manv 

allurements.  Wliat  sliall I  say?  They  liaue  more  sliyfts  t;lien  love  liatJ  sundry  Silases,  wlio  in 

二-二 
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th ひ shape  of  a  Satyre  inueigled  Antio ま； tooke  Am サ hitxos  forme,  wlien  on  A/cmcna  tie  begat 

Heroules  .  to  Dsla ク lie.  came  in  a  showre  of  gold;  to  Lsia  in  the.  likeness  of  Swan;  ,。  I。 like 

a  Heyfer-  to  JEg.ine  lils  a  flame;  Msemosysc  like  a  sheel^liearde;  to  proseyeina  like  a  serpent; 

け0  Pasiphae  like  a  wull ； to  tlie  Nimph  NOHacris  in  tlie  likeness  of  Aisllo, 


； ir  II 明治 三十 八 年 十一月！ s ょリ 明治  一二 十九 年 夏 頃まで 


手帳の 右よ リ左 へ 

S 兩面. J 女 j. 同  一 ノ 事件 ヲ與 へ テ之 二 闢係ス ル男ノ 感ト女 ノ感ト ヲカ キヮケ ル ョ リ成ル 

- 少女 一 

s 生 一 靑年 j. 等 ノ 人生 觀 ヲカ キヮケ ル，〕 

(老人 一 

s 發見ヲ 畏れて 人ヲ 殺す に 至る 迄の 徑路ラ 心理的 二 カク  • 

め 趣味 ノ 遺傳 

W 温泉 場 

1 日、 朝 一、 朝 二、  .：•： 午後 一 、 午後 一 一 .：：. ト云フ 風 二 力 ク。 先ヅ 一 家内 ノ娘、 息子、 親 杯 ガ秋ノ 日 

.  一 三 三 
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の 翳 力 ナル 潮-一 於テ各 満足 シ テ居 ル樣ヲ カク。 夫レ カラ 次 二 其 1 人が 心に.. チ スタ ー バ ン ス ヲ 起ス。 他ノ者 

ハ平氣 デ 満足 シテ 居ル。 次-一又 一 人 ガ何カ 不平 ヲ起ス 他 ノ者ハ 笑って居 ル。 次 一一 第三 ノ 者が 心配 ノ 事件-一 

遇 ふ。 殘ル者 ハ平氣 で 居る。 かくして 一 日のう ちに 家内 中 何 か 事が 出 來て皆 心が 平で 居る 事が 出來ん とい 

ふ 事 を か く。 世 S 中に 變り 易い もので 今 満足し て 居て も すぐ 心配. か 起る も .3 だと い. ふ 事み-物語りで 示す。 

然し 不自然 デナ ィ樣に 極めて 無现 のない 樣 にかく 

S 夢の 樣な 空想 を かく。 

埃 及の マミ ー ニナ ル 「。 埃 及 ノ有樣 や^ 及 ノ祌ゃ 事^ を 色彩 一一 添へ ル . 

希躐ノ 芝居 プロ  メシア スゃィ 1* チパ スを 芝居に して 居る 所み- a 物した 有 樣を空 想 的に かく。 芝居の 

構造 や。 見物人の 態 皮 等 を かく 

g 虚榮 心に 充ち タル 新 湖 君。 道理の 分った る 夫。 i 細君 自己 3 虛榮心 を 満足させる 爲に 成る 事 を 夫に 懇 

願す。 夫 ある 條件 の^に 之 を 許す。 其 條件は 夫と 共に 微服して 贫乏 人の み 集まる 所へ 川 足しに 行く。 細 

君已、 か 得すして 之を諾 す。 途中から 行きつ く 迄、 行きつ いてから 歸る 迄に 虛滎心 を 害する 事 非常な り。 

. 終りに 心機 一 轉の事 實に逄 ふ。 歸來夫 細君に 問 ふて 妻の 懇願 通りすべき や 否やと 問 ふ。 細君 w 然として 

やめます と 云 ふ。 

S 兄第墻 にせめ ぐ 外 侮り を禦ぐ とい ふ 事實を か く 

3ー 一人の 交情の 甚だ 阒 滑なら ざる 所 S 新 事件^! 一人が 急に 助 ケ合ふ 事 


私に 恨み ある 者 一 一人 S 仲惡 しき 樣を 描く S 公の 事で 私を棄 つべ き 事柄が 出來 てく る 3： 一 一人の 私情が 此亊 

件に つれて 發展 してく る 事 S 公私の 境 を 割 然と t て、。 公の 爲 めに 甲が こ を あつく 取り扱 ふ 事 

〇 Mmilia  (Sandra  wellolli) 音 ま： 一 ノ 天才、 豪商 Pericles ガ發見 シ テ 、 Italy へ 修業 二 ャ ラント 云フ。 

Emilia,  Wilfrid  ノ 傍-一居 リタ ィ爲メ  reticles  ノ 命令 通リ ニセス 

〇 Wilfrid  (Pole  W.) 權謀家 ナリ、 Charlotte ト云 フ女ト engage シ テ居ル 二 モ拘 ラズ、 wmilia ヲ 

愛ス。 仕舞 ニド ツチ カキ メナ クテ ハナ ラン トキ ニ遂ニ  welloni ヲス テル。 然モ 思 ひ キル 1 ガ出來 ン デ又 

^ヲ 戾ス。 W. ハ C. ト engage シ テ居 ルカ ラ 判 底 自分 ハ 結婚 ガ 出.^ ン ト云フ 「ヲ 知ッタ Belloni ハ 非 

常 -1 失望 スル。 其ァ ト ノ  consolation  -ー  マ ダ voice ヲ有シ テ居 ル 、 ト 思 フ所ガ ノドが 力 レ テ命 ノ親ナ ル 

聲ガ ナク ナル。 Belloni ハ 失望 シ テ 狂 氣ノ樣 ニナ ル。 最後 二 音 ガ又出 ル 。 

opole  CW.  ノ父) Mrs.  Chump ラ 後妻 二 セン トス。 是ハ love デモ デモ ナイ、 Chump ガ金ヲ 持つ 

テ居ル カラ、 自分 ノ 子供 等 ノ爲- 一 結婚 シテ 家計 上ノタ シニ セント スル ノデァ ル 

〇 Cornelia  (Pole  ノ 末女) ト Ban-ett  (organist, 父ガ 狂氣デ disinherit シタ爲 二  organist  二 ナツ 

テ居) ノ love.  . 

「さあ 锊這 入なさい」 「まあよ さう」 「それでも 切角來 たん ぢ やありません か」 「然し」 「いいから 御 

はいん なさい」 「また 來 やう」 …… 

o さん は 餅 を 食って るる 

一 量 


一 三 六 


ァ ラシ デ家 ガ滅 茶々 々 に壤れ る。 其 中に 彼が 一 人 悄然と 立って 居る 

額に 皺が 三本 ある。 一 本 は 金の 皺…… 一 本に 失 戀の皺 …： 


1 〇 親。 ^持。 俗物。 不見識つ 月並 を 厭 ふ 

〇 子" 舉 問 をす る。 名利 を 忌む。 金の 番人 を 厭 ふ。 月並 を 嫌 ふ 

〇 親 自分の 子が 氣に 入らす。 之 を 自分の 氣に 入る 樣に せんとす。 子供の 訓練と 心得て 無喑に 子供の すか 

ぬ 事の み をす る。 子供 之に 從は ざれば 財產を ifi ら すと いふ。 親に 財废を 以て 何よ" も 尊き ものと 心得る 

が 故に 之 を 懸賞に すれば 吾子 は 何でも 自由になる べしと 思 ふ。 親は此 安心 あるが 故に 遠處會 櫸 もな く 子 

供 を いぢめ る。 子 W は單に 孝と いふ 義務の 爲に 之に 服從 す。 愈 財 產を讓 ると いふ 段に なって 子供 は蹶然 

として 去る。 父は啞 然として 自失す。 

二 子 W は 家 を 出で、 非常な 困難 をす る。 父 を 子 を 失って 金の 無意味なる を 知る。 子 は 家に 歸 りたい。 父 

は 子を歸 したい。 然し 一 たび 割かれた る も S は 如：！： ともす る 能 はす 


三麁の 小兒を 馬鹿にして 色々： 儿談 をい つてから かふ。 ：：： 最後に 何とかい ふ。 小兒 「ばぶ」 とい ふて 睨 

めつ ける。 此 「ばぶ」 に 避 易す る 


ノこニ 對 する 不平 一 1 乙の 甲に 對 する 不平 

3 兩 人の 會合 喧嘩 W1 喧嘩 s 觯：？ i 


〇 宴會 裸 躍 

〇 會議 居 眠 

o ッリ。 ぁヲ 放ス。 次 二 ハ 魚ヲ脲 の間ハ W キ ッケル 


き 3 志の 文學 參考 


1) and  danced  with  ？ daffodils 

2)  Imitation 

3)  Tliought-reading 

〇 W ミ Archer:  Anatsny  of  Ading. 中 -ー actor 

「ヲ引 ケリ。 (2)  ノ  Imitation  ノ 例ナリ 


act; ス^ 丼 genuine  f ひ ellnw ヲ生 フク 


.  , r  ,y^^p^4^  二 逢フ. 11R 嗉ヲ カク。 暴風雨 中 二 船室 内 一一 テ 

11. 寡默 ュシテ ざ I き ナキ 船長 力 靜が中 asp 1, おつ 李^  リ 

ch"ie  lies ガ 自分 ノ賃？ 床 S 上-一 落 トシ テ互ニ 爭ッテ 奪 ヒ合フ ^  ^  ま 

TOI. 16 年間 晕ノ行 キ方ガ 知 レヌ、 父ハ廣 f シーア サ ガス 明日 气ソ 明日 歸 ン云フ 遂ー 

！ 三 七 


I 三 八 

-  、、ト ら ！ ，月日 帯レ ト云フ I ル 。息子 ハチ ッ トモ 氣 一一 シ ナイ 漂流物 デ アル。 

息子 ガ歸ル ト眞ノ 息子 ト气 ノナ： 矢 ソ^  ^ト ハ f ナイ、 M ル小說 中-一 出 テキ サゥ モナ 

親ノ 膝元 ニモー 一 週間 ト ハ居レ ナイ 女 ヲ ！ シ テ モ 一」^ デ ス t  一一  f テ 仕舞 フ、 然 シ金ガ ナイ ソコ デ 

キ男デ ？〕 ル。 夫ダ カラ 御ゃぢ "自^  "rr に！"" が."， , ル積 リノ 女デァ ル、 

ソコ 5 ル Bessie ト？ 女 カラ i-m き"" it  "： ヨリ 外 一一 男ヲ， ィ カラ HI 

此 女ハ此 おや ぢト 夫から 自分 ノ 盲目 ノ^" バ^^  ノラ £ 子 ハ去ル 。お！ は 

(息子) ト シ バ ラ ク 話 シ テ居ル クチ 二 多少 其 人ヲば フ^ ュ ナ - 

厄介者 ヲ 逐っ拂 つたと 云フ。 女ば かり 妙な 心 持-一 ナ， ノ II  I 


ひ 


Stout  Analytical  psychology 

Macbeth  sleep  no  mortj 

Sound  ノ  interpretation 

Coleridg ひ ノ梟 


一 』 ：一  \f 


Wave  of  conscious.ni  卜 I c,uk I FF? 

、、 一， .、、 k^Tpvppp^tr 

、、 、、 subconsciousni.  ^  ,no>«- り、 > brpK  pkwj}. 


Conrad 

yosp 船火事 ノ 話 

Heari  s  Darkness. 蠻地 へ 行 ッ タ 船長 ノ 物語 リ。 Indian  二 壟 ハレ タリ 杯 スル、 ソコニ  Ksrtz ト云 

フ 人-力 居ル。 ヱ ライ 男デ アル 病氣デ 死ス、 船長 ガ其遺 寄ヲ携 へテ其 戀人ヲ 訪フ。 夕暮ノ 景色、 戀.； <ノ 愁嘆 

チヨ ク カイ テ御 仕舞 

The  Elld.  oj  the  Tcthcv. 老 船長 ガ娘 (遠方 二 居ル！ >  ノ 家計 ヲ タスケル 爲メ 自分 ノ船ヲ 菅ッ テ雇 ハ レ テ 

他ノ 船長 トナ ル。 同铮- 一目 ガワ ルク ナル。 然シ娘 ノ爲メ  二眼ガ 見え ルフリ ヲシテ 居ル： 30 度 以上^ 海ヲ 

シタ 所ヲ渡 ルノダ カラ 大抵 見當ガ ック。 又 Malay 人 ノ心ゃ 、タル 者 ヲ使ッ テ之ヲ 信 ffl シテ 勤メテ 行ク 

所 ガ船ノ 持主 ガ 借金 ニ困ッ テ 船ヲ淺 顔へ 乘 リア ゲテ 沈没 サ セ テ保險 ^ヲ トラウト スル。 自分 ノ 上衣 一一 魏ヲ 

人レテ compass ヲ クル ハシテ 船長 〔ノ〕 思 フ樣ニ 船ガ向 ハナ イデ 遂ニ喑 礁ニ乘 リア ゲル、 船長 ハ遝ト 沈 

ム也ハ boat デ ノ ガレル。 船長 ノ 手紙 ガ娘 二 ト ,、 ク。 死 ン ダ ラ屆ケ テク レト 辍ン ダノヲ lawyer ガ 阀 ケ ル 

一 一-一九 


娘ハ 下宿屋 ヲ シテ 貧乏 シテ 居ル。 此 手紙チ 見テ 非常 ニ感ズ ル所デ 御 仕舞 


夢 

T 女が 高い 所から 珠を なける。 男が 下に 居て 之 を 受け取る。 男 は ある 時 問内 に 此珠を 手に入れなければ な 

ら ない。 又 此珠を 手で 受けと めなければ ならない。 此釗那 の 心のう ち 

ri 女が 死んで 仕舞 ふと 云 ふ。 男が とめる。 男が 歸 つて 仕舞 ふとい ふ。 女が とめる。 次に 女が 又 死ぬ と 云 ふ- 

男が 死んで 見ろ とい ふ。 女が 石 を袂へ 入れたり 何 か 色々 な 事 をす る。 男が 烟草を ふかし 出す。 此兩 人の 

心の 攻守の 勢の 變 化する 處 

三 阿蘇の クレ ー タの中 ， 

o 

ブロス ペラス ナ ル人 トミ ゼ ラブ ルナ ル 人。 屮ノ 得意 ト乙ノ 失意。 雙互ノ ィ ン タ I ァ クシ ヨン。 physical, 

moralo ミゼラブル ナ人ノ 妻 ノ 心 行。  . 

〇 

X 日 を 積んで. 月と なし。 月 を 重ねて 年と なし。 年 を 疊んで 墓と なすと も …… 

X 何が. おに 祌を 信ぜざる。 . 

X 己 を 信す るが 故 に 神 を 信ぜす 

X 盡大千 世界のう ち自. 己より 尊き ものな し  .  • 

X 自を 尊し と 思 はぬ もの は奴隸 なり 

X 自を すて、 神に 走る もの は 神の 奴隸 なり。 祌 の奴隸 たるより は 死す る 事 優れり。 况んゃ 他の 碌碌た る 人 


間の 奴 隸をゃ 

X 浮世 は陷缺 のみ、 薆と愁 と 窮と悶 とのみ。 唯未來 ありて 光明の 一 褸を喑 き 世に 引く。 未来 あらもの は 安 

し o  , 

X 未來に 安き を 願 はす。 未 來に黃 金の 天地 を 鑄 出して 無 圓 通の 世に 住せん より は^ 世に 一 寸の錦 を 熾る に 

しかす。 一 斤の I を あつむる にし かす。 善と 美と 眞の 高さ を 一 分たり とも 高む るに しかす。 一 寸の 地を擄 

する 一」 》/J 力 す o  Z 

寂滅 E 樂の後 極樂に 生る ゝ は此 世に て 一 寸 たりと も 吾が 意志 を 貫く にし かす。 一 個 半 個の 犬 を撲ち 殺す 

一 一 し 力す o  » 

われ は 生 を 一 孕く。 生を享 く と は わが 意志の 發展を 意味す る 以外 に 何等の 價値 なきもの なり … … 


〇 若 ィ男ノ  description 其 motive  straight 凡テ ノ物ヲ destroy スル in  the  way  destroy 出 

來 ヌ時ハ stand  still 

〇 年寄 ノ  description 只 道 アル 方 二 行く。  Tavern デ 昔シノ  1|： 年 何月 コ 、 ニ來 タカ ト聞 ク。 傍人 知ラズ 

r 云。 川ノ邊 -1 出る。 川の 中に 入る 

〇 死ぬ が 可い。 死ぬ が 可い。 (結句) 


〇 Naslie の Anatomy  of  >^^H^^^W ヲ見ョ 

〇 黠者 をして 乘ぜ しむる は汝の 正義に 背くな り 

I 四 一 


一 SI 二 

陋者 をして 侮らし むる は 汝の氣 品に 背くな り 

愚者 をして 輕んぜ しむる は汝の 智慧に 背くな り  ■ 

富者 をして 擅 ま、 な 〔ら〕 しむる は汝 の舉殖 に 背くな り 

權者 をして 專ら ならしむ る は汝の 道念に 背くな り  . 

覿者 をして 其黠 に斃れ しめよ 

陋者 をして 其陋に 敗れし めよ 

愚者 を し て 其 愚 に 懲 りしめ よ 

富 者 を して 其 富 を 侮い. しめよ 

權者 をし て 其 權に窮 せ しめよ 

彼等 は 其 利器 を 川 ゆる 事 愈 急に して、 其 失愈顯 はる。 是 天下の 道な り。 帝王の 尊と 雖之を 奈何と もする 

能 はす。 百年の 後氣息 鼻口に 入らす、 醜 肉 腐爛して^ 髅雨を 盛る を 待つ て 五 言の 誤らざる を 覺れ。 

• 吾 は Rk 本の 人な り、 天下の 民な り。 日本 を擧 ゆて 吾 を 容れ すん ば 天下に おかん。 天下 を擧 けて 吾 を容れ 

すん ば 天下 を 去らん。 天下 を 去る は 己 を 屈して 天下に 容れら る 、 の耻に 優る。 

1 人の 朋な きを 憂へ す C 只 卑しき を耻づ 

妻子な きを 憂 へ す只陋 なる を耻づ 

ハ乂母 兄弟な きを 憂 へ す 只 曲れ る を耻づ 

われ はわれな り、 朋友に も あらす、 妻子に も あらす、 父母 兄弟に も あらす。 われ はわれなる 外： w 考 たる 

を 得ん や。 われ 人 を 曲け すん ば 人 遂に 我 を 曲 けんとす。 兩者 曲け 得ざる 時、 兩者は 死す るべき 運命 を 有す 《- 

蓮 命 はわれの 败 ともす る 能 はざる 所な り 


われ 人 を 曲け ざるに 何者か 來 つて われ を 曲 けんとす る 者ぞ。 全世界の 富と 全世界の 權と 全世界の 策を以 

てす る も われ を 曲け 得る の理 あるべ からす。 われ を 曲 け 得ざる の 前に 吾 は 世界の 表面より 消えて 去る ベ し 0 


〇 昔の 人 は 己 を 忘れよ と 云 ふ。 ■ 今の 人 は 己 を 忘る、 なと 云 ふ。 一 一六 時 中 己れ の 意識 を 以て 充満す。 故に 一 一 

原 

六 時中大 平の 時な し。 

〇 人に 向って 云 ふわれ 人に 恥づ るの 行爲 なしと。 焉んぞ 知らん 此人は 何等の 行爲 なきな り 

〇 英 人の、 所謂 nice なる もの は 矢張り 己れ を 離れざる の nice なり。 nice を爲 すと も實は pain なり。 . 

Edward  ノ  ； we  mess-room  ノ 伊 


o  self-conscious の age は individualism を 生す。 Jtt 會 主義み」 生す、 levelling  tendency を 生す。 圑 

栗の 脊 くらべ を 生す。 数千の 耶蘇、 孔子、 釋迦 ありと 雖と 遂に 敫 千の 公民に 過ぎす。 

Henley 云フ JR.  L.  St ひ Vinson ハ self-eonsciousness ラ免 カレ ヌ人ナ ovo  Japa ヲ見ョ 

〇 Self-consciousness の 結果 は 神經衰 弱 を 生す。 神經 衰弱 は 一 不 世紀の 共有 病な り。 

人智， 擧問、 百般の 事物の 進歩す ると 同時に 此 進歩 を 來 したる 人 問 は 一 歩 一 歩と 頹瘦 し、 袞 弱す。 

其 極に 至って 「無 爲 にして 化す」 と 云 ふ 語の 非常の 名言なる 事 を自覺 する に 至る。 然れ ども 其自覺 せる 

時 は 旣に神 Ms 敏 にして 何等の 術 も 之 を 救濟す る 能 は ざ るの 時な り。 

〇 全世界の 中 尤も 早く 神經 衰弱に 罹る ベ き 國民は 建^ 尤も 十 2 くして、 人文 尤も 進歩せ る幽 ならざる 可ら す。 

彼等 は 自ら 目して 最上 等の 國 民と 思 ふに も關 らす實 は 一 暦 I 母に 地下に 沈 倫し つ 、あるな り。 異日 彼等 は亞 

一 翳 一 


I  Bs 

米 利 加. s: 地の 赤 人 を 慕 ひ、 臺灣の 生 藩 を 慕 ふに 至るべし。 然れ ども 一 たび 廻轉 せる 果の車 は 之 を 昔に 逆 

轉 する を 得す。 ァ ル コ— ル中 毒の ものが 禁酒 家 を 羨みつ 、昏睡して 墓に 入る が 如し 

父子 ノ關係 を 疎に し。 師弟の 情誼 を 滞く し。 夫婦の 間 を 割き。 朋友の 好み を滅 する 傾向な り。 昔 人の 如 

き關 係に て は 到底 今日 ノ 程度 ノ神經 にて 堪 へ 得べ からざる が 故な り 

英國 人は此 傾向に l.esist スル爲 めに home と 云 ふ もの を 非常に 重ん す。/ ミミ" は 神聖に して 他人の 妄 

りに 亂入 しがた き 所と す。 日曜に も 平日に も 妄りに 來 客に 接せす。 彼等 はこれ にあら ざれば 神經を 沈靜す 

ろ 能 はざる なり。 他日 もし 神！： 衰弱の 爲 めに 减 亡す る國 あらば 英國は 正に 第一 に 居るべし。 

彼等の コ ノ 傾向 は 彼等の 近^ 文學を 見て 徵 する を 得べ し。 Henry  James  etc. 力 、 ル minute  analysis 

を 以て 進まば 人間 は 只 祌經の カタ マ リ、 - ウル サキ 刺激 ヲ受ク ル 動物、 煩瑣なる 挑撥に 應 する 器械なる 事 を 

證 明す。 只 人間が コ マ カクなる のみな り。 キヮ ドクなる のみな り。 祌經 衰弱の ffl 意 をな すに とゲ まるのみ 

なり。  . 

. Homer  ノ 時代 を： ^よ。 Chevy  Chase の 時代 を 見よ。 

彼等の 病的なる は 自然の 刺激 を 以て 滿足 する 能 はす。 人為的に 此 等の 刺激 を 創造して 快な りと なす。 愚 

なる 日本人 は此 病的なる 英人を 擧んで 自ら^ 的なる を 知らす。 好んで 自殺 を遂 ぐるに ひとし。 英の 

女皇 頸に 創 あり 已を 得す ド ッグ. コ ラ ー を 装 ふ官 庭の 女官 皆 之に 傚 ふ。 今の 日本人 は此 女官の 流な り。 

〇英 人の 文 舉は安 慰を與 ふるの 文學 にあら す 刺激 を與 ふるの 文舉 なり。 人の 塵 慮 を 一 掃す るの 文舉 にあら 

すして 益 人 を 俗 了す るの 文學 なり。 彼等 は 自ら 弊賓の 中に 坐して 益 其 弊 を 助長す。 阿片に 耽满 せる 病人と 

同じ。 

〇靜 を あら はす もの は. ネテ ン シ ァ リチ ー である. ホテ ン シ ァ リチ ー は 何に 變 化する か 分らない。 靜變 じて 動 


となるとき ァ クチ.、 井チ ー となる。 ァ クチ.. 井チ ー は 盛なる と 同時に 限られて 居る。 其 無能 を發 表する 其 微弱 

なる 事を證 明す る。 英國の 文 學は此 動の 尤も ダラ シナキ ものな り。 淺 墓なる ものな り。 蛙の 足に 電氣を 通 

じて ビク くさせた る 如き ものな り。 巾着切りの 文 舉は衰 亡 の 文學に 相違な し。 

天下に 英國人 程 高慢なる 國民 なし。 世人 は 支那 人 を 高慢と 云 ふ。 支那 人 は 呑氣の 極嫘揚 なるな り。 英人 

はスレ 力 ラシの 極、 巾着切り 流に 他國 人を輕 蔑して 自ら 一 番 利口 だと 信じて 居るな り。 神經 衰弱の 初期に 

奮 興せ る 病的の 徵睽 なり。 


.〇 文 擧士の 洋服 は 八圓位 

D 車上 美人に 逢 ふ。 グル /\ 廻る。 仕舞に 下りる。 あと をつ ける。 女 時計 をす て、 去る 


〇 生れる 時には 誰も 熱考 してから 生れる もの はない が 死ぬ 時には 誰でも 苦心す る。 金 を かり ろ^に は 何の 

氣 なしに 借りて 返す 時に 心配す る樣な もの だ。 

〇 どうして 返さす に濟 ます か是が 問題で ある。 どうして 死なす にす むか 是が 問題で ある 

〇 どうしても 返さなければ ならない、 どうしても 死な ゝ ければ ならない 時に 返し 方 死に 方に 就て 色々 な 注 

文 を 出す。 

〇 金の 返し 方。 死に 方。 ペトロ-一  ァス。 ソクラテス。 耶蘇。 ェムぺ ドク リス。 大 燈國師 等。 

〇 借りた 金 を 返す 事を考 へない もの は 幸福なる 如く 死ぬ 事 を 苦にせぬ もの は 幸福で ある 

〇 之 を 苦にする 樣 になった の は神經 衰弱と 〔いふ〕 病 氣が發 明され てから 以後の 事で ある。 自殺 クラブの 

例。 

一 RT 五 


I 四 穴 

〇 死ぬ 事 は 苦しい 然し 死ぬ 事が 出來 なければ 猶 苦しい。 神經 衰弱の 國 民に は 生きて 居る 事が 死よりも 甚し 

き 苦痛で ある。 夫 だから 死ぬ 事 を 苦にする。 死ぬ のが 厭 だから 苦にする ので はない どうして 死んだら よか 

らう かと 苦心す るので ある . 

然し 大抵の もの は 別段 名案 も 浮ばない うちに 隣り 近所の 人 や、 友達 や、 或は 妻子が 殺して くれる。 業つ 

くばりで 死に 切れない もの は 自分で 一 工夫して 死ななければ ならない。 世の 下る に隨 つて 人間 は 業つ く 張 

りになる 中々 世の中と 摩擦 位な 事で 脆く 死ぬ もの はない。 然し 夫に も 閼らす 死にたい ので ある。 是に 於て 

自殺者-か 日に まし 多くなる。 世界 向後の 趨勢 は 人間 はみ な 自殺す る ものであると 云 ふ 命題が 事實 に證 明せ 

らる、 時期に 到底す る。 千年 後の 人間 は 病氣で 死ぬ とい ふ 事 は 忘れて 仕舞 ふ。 死と いへば 必す 自殺 だと 思 

ふ。 たまに 病死す る ものが あれば 愚圖の 骨頂 だと 笑ふ樣 になる。 

〇 其 時分に は 警察の 巡 查は犬 殺しの 如く 棒 を 以て 天下の 公民 を 殺して あるく。 殺されたい 人間 は 門口に 張 

り 紙 をして 殺された き 男 ありと 出す。 巡査 は 棒 を 以て 這 入って 來て 云々。 車に 積んで 持って 歸る。 t- 々は 

警察の 御 威光で 殺されたくない 人民 迄 も 撲殺して 仕舞 ふ 事が ある。 

學校 では 中舉校 アタリから 自殺 舉 及び 他殺 舉を 倫理 ノ 代りに 敎へ る。 時に よるに おや ぢゃ お袋 杯が 枠に 

殺しても らう 事が ある。 其 時に 擧 校で 人殺し 法 を 習って 置かない と 非常に 不便で ある。 

〇 夫婦。 結婚 は 云々 獨身は 云々。 ァ！ サ I  . ジョ— ンスの 劇 ：- ナツ シの アブ. サ， -.、 チチ— 

〇 パ ー ソナ リチ ー の 世の中で ある。 出 來る丈 自分 を 張りつ めて、 はち切れる 許りにして 生きて 居る 世の中 

となる。 昔 は 夫婦 を異體 同、 むと 號 した。 パ ー ソ ナリチ I の發 達した 4 「日 そんな、 プリ ミチ ー ヴな事 實がぁ 

る 箸がない。 細 は 妻、 夫 は 夫、 截然と して 水と 油の 如く 區 別が ある。 而も 其パ ー ソ ナリチ ー を飽 迄も擄 張 

しなければ 文明の 趨勢に おくれる 譯 である。 そこで ある 哲學 者が 出 〔て〕 來て 夫婦 を 束縛して 同居せ しむ 


るの は 人性に 背く と 云 ひ 出した。 元来 人間 は パ —ソ ナリチ ー の 動物で あつ て此擄 張が 文明の 趨勢で ある 以 

上 は 苟も 此 傾向 を 害する もの は 皆 野蠻の 遺風で ある。 夫婦 同棲と いふ 事 は野蠻 時代に 起った 遺物であって 

到底 今日に 賨 行すべからざる 僻 習で ある。 嫁、 姑が 太古 蒙 味の 時代に 同居した る 如く 夫婦が 同居す るの も 

人類の 害で ある。 一 步を 進めて 論 すれば 結婚 其 ものが 野蠻 である。 カクの 如く パ— ソ ナリチ ー を 重ん する 

世に 一 一個 以上の 人間が 普通 以上の 親密の 程度 を 以て 連結され ベ き 理由がない。 此眞现 は 所謂 前 ぼの 遣 物な 

る 結婚が ト中八 九 迄 失敗に 終る ので 明嘹 である 云々 


〇 二 トー ーガ 四トナ ル ト ハ今世 論理の 方 則デァ ル。 昔 ハ サゥモ 相場が きまって 居 ラナ 力 ッタ。 キ マラ ヌ 所-一 

而 白味ガ アツ タ。 物 は 何 デモ 先ノ見 H ヌ所ガ 御 慰ミダ 

〇 ニイ チェ は superman ヲ 說ク、 バ —ナ— ド . ショ！ モ ideal  man ヲ說ク Wells. モ giant ヲ說 ク。 

〇arlyle モ hero ヲ トク。 

此等 ノ人ノ  hero ヲト グハ ffiomer ガ Iliad ヲ歌 ひ、 Ciievy  Chase  二 勇武 ヲ歌 フト ハ * 然趣 ヲ異ニ ス_ 

現代 ハ パ 〜ソ ナリチ ー の 出 來ル丈 膨脹す る 世な り而 して 自由の 世な り。 自由 は 己れ 一 人 自由 ト云フ 意ナラ 

ズ o 人々 が 自由 ト云フ 意 ナリ。 人々 が 自己 ノ  .ハ ー ソ ナリチ ー ヲ出來 得る 限リ 主張 ス ルト 云フ意 ナリ。 出來 

る 丈 自由 一一 出 來得丈 ノバ ー ソ ナリチ ー ヲ free  play  二  bring スル 以上 は 人 ト人ト の 間 二 ハ常ニ テン ショ 

ン アル ナリ。 社會 の^: 在ヲ destroy セザ ル範圜 内-一 テ出來 得る 限りに 我ヲ張 ラン トス ルナ リ。 我 は 旣-ー 

張 リ盡シ テ此先 一 步 デモ 進 メ バ人ノ 領分 二 踏 ミ込ン デ人ト 喧嘩 ヲセネ バナラ ヌ所迄 張 リツ メ テア ルナ リ。 

去れ ドモ、 ひの ゥチユ アル 我 ハ際退 ナシ澳 想 ハ現實 以上 ラ意 ス。 理想 ハ realization ヲ 意味 ス。 彼等 は自 

原  J 

由ヲ 主張 シ 個人主義 ヲ 主張 シ。 パ ー ソ ナリチ ー の 獨立ト 發展と を 主張 シ タル 結果 世の中の 存外 窮窟 にて 戚 

I 四 七 


I 四 八 

多 -1 身動キ モナ ラヌー- ラ 發見セ ル ト 同時 一一 此倾 向ヲド コ 迄 モ擄大 セネパ 自己の 意志の 自由 を害ス ル 「非常 

チリ。 百 尺 竿頭 二 坐ス。 一歩 テ 進メ. サ レバ 苦痛 ナリ。 一歩 ヲ進 ムレ、 パ萬事 休 フ、。 是ニ 於テカ 彼等 ハ此 一歩 

の 開拓 ヲ事實 の 上-一 試む る 代りに 文筆の 上に 試みた るな り。 白紙の 上に 向って superman ヲ說ク 人ハ其 

愚ヲ笑 ふ。 自己 モ亦其 愚 ナルヲ 知 ラザル -I ァ ラズ。 然レ 巧 内心の 本能 的 要求 は 此愚ヲ 無意義 ナル楮 墨 二 ョ 

リテ、 力 ラク モ 一 條の 活路 ヲ開カ ン トス ルナ リコ 發言 n- 禁ジラ レ タルモ ノガ 已ヲ得 ズァ クビに 托シテ 何等 

カノ 音ヲ浪 ラシ テ見 タキ ト同ジ キ ナリ。 此故 二 彼等 ノ  ideal  man ハ 不平 ノ ァラ ハレ タル 者 ナリ。 Homer 

ノ 愉快 ナク n-  Clievy  Cliase  ノ  simplicity ナシ。 

彼等 ハ liumiliation ヲ奴隸 的ナリ トシ テ遙 力-一 後へ 一一 兒捨テ 、獨 立ノ 方面 二 向 ヘリ。 獨立ノ 方面-一着々 

歩 ヲ進メ タ ル 今日 ^更 ナガ ラ 自由 ノ甚シ キ 不自由 ナ ル 「ヲ 悟レ リ。 昔日 ノ  .humiliation  ニ歸ラ ン ト欲ス ル 

原 . 

ヲ繁 二  5 ザべ カラ. ザ ルナ リ。 封建の 世 は 只  一 ノ  assumption ヲ 要ス、 分 二 安 ンズ是 ナリ。 此 assumption ァ 

ル 以上 は他ノ 何等 ノ 刺激 ナ ク 障害 ナ ク氣樂 -ー シ テ生 ヲ過ゴ シ得 ルナ リ。 今日 ノ世 ハ分ニ 安 ンズル 勿 レトノ 

格言 ノ下 - 一打 チ立 テラ レ タリ。 分 二 安ン ゼ. ザ ル者ガ カラ ウジ テ禮儀 御世 辭ノ 汕ノカ 二 テ 自他 ノ 摩擦 ヲ免カ 

レツ、 ァ ルナ リ。 昔 は 孔子 ヲ聖ト 云 ひ 釋迦ラ 佛ト云 ひ 耶蘇 ヲ神ノ 子ト唱 へ テ 自己 は遙カ 二 之 ニ及バ ザ ル者 

ト思 へ リ此 humiliation ナリ此 h. アル ガ故 -1 世 ハ 安 ク渡ラ レタ 刀。 今日 ハヮ レモ 孔子 ナ リ、 ヮ レモ 釋迦 

ナリト 天下 ヲ擧ゲ テ皆思 フ^ ナリ。 孔子 ナル 以上 は 崇拜者 ナカ ルべ カラ ズ- 釋 迦ナル 以上 は弟チ ナカ ル 1H- 

ラズ。 弟子 ナキ 孔子 ト釋 迦トハ 裸體の 天子 ノ如 シ。 然レ ドモ我 孔子 ナ レ バ隣リ の 車夫 も 亦 孔子 タリ 前ノ肴 

星モ 亦釋迎 ナリ。 人々 釋迦ト 孔子 ナル 以ヒは 釋迦ト 孔子 ノ勢 カノ 範園內 は 自己 ノ足 ヲ据 ゑる 一 一 w< 四方 以內 

一一 過 ギズ" 抑モ 孔子 タリ 釋迦 タル ノ  value ハ 自己 ノバ ー ソ ナリチ ー ヲ 凡人 ノ 上-一 壓シカ ケル ユア リ 。孔 

芊釋 P ト ナツ テ 天下 二 孤立 セバ 切角パ ー ソ ナリチ ー ヲコ 、迄 ミガキ 上ゲタ 甲斐 ナキナ リ。 ト 年苦舉 シテ豫 


ず i 針 一一 シ テ 巡査  一一 i セラ レタ ルガ 如シ。 彼等 は 巡査 ヲ 以テ蹵 ス ル能 ハ ズ 巡査 以上」 出デ ン ト ス 

m  ^序釭^ ^一 フズ兹 參 ，トツ テ 長，ンテ其 不平 ノ氣ヲ 紙上 一一 モ ラ II 


是 ナ- 


O  Analysis  of  laughter 

Anatomy  of  melancholy 

Anatomy  Of  absurdities 


Anatomy  01  achuiul-、so  .1。 十 5。r-  npvel. O.0 

n  J  力？ rted  in  the  way  of  impsvlng  pencils,  they  can  nevei  go 


direction. 


o  Belschazaar  the  King  

大 漠孤烟 直。 長 河 落日 圓 

ol  iesls^^T^^ed え f 裏 Id  :::  s  The  I!  ま 

pigs.  (5)  Young  man  (6)  Old  man. 

〇 今，、 -- つ いて 尤も 注？^ |^ぉ か s^, 事な り。 自覺 心と は 直 指 人心 見 t 成^^お^ 

0^gt!t 自己と 天地と 同一 I る を S せる の 謂に あらす。 iff 


と區別 ある を自覺 せる の 謂な り。 此知覺 は 文明と 共に 切資 に銳敏 になる が 故に 一 擧手 一 投忠も 自然なる 能 

はす。 人々 コ セく して 鷹揚な 人 を 見る 事 能 はざる に 至る。 探偵なる もの は 人の 目 を 忍んで、 知らぬ 間に 

己れ の 勝手な 眞似 をす る ものな り。 故に 探偵た る もの は此 意義に 於て. &覺 心が 尤も 强 くなら ざる" へ からす o. 

而 して 現今の 文明 は 天下の 大衆 を驅 つて 悉く 探偵 的自覺 心 を銳敏 ならしむ る 世な り。 思 ふに 自覺 心の 銳ど 

きもの は 安心な し。 起きて 居る うち は 無論の 事寐て 居る 間 も 飯 を 食 ふ 間 も 落ちつく 事な し。 此 故に 探偵 を 

犬と 云 ふ。 落ち 付いた る 所なければ なり。 彼等 も 人間 なれば 落ち 付きたい 事 あるべし。 然れ ども 彼等の 職 

粱の 結果と して 自ら 自覺心 を銳敏 にした るの 結果 は 身 を 恨む とも 世 を 恨む とも 遂に 安心す る 期 あるべ から 

す。 此 等の 自覺 心に 銳 どき は猶 泥棒の 自 覺心强 きと 同樣の 程度に あり 二六時中 キヨ トく、 1 ソ くして 

墓に 入る 迄 一瞬の 安き 事な し。 現今 文明の 弊 は 探^なら ざる 人 泥棒なら ざる 人 をして 探偵 的、 泥棒 的自覺 

心 を 生ぜし むる にあり。 

天下に 何が 藥に なると 云 ふて 己 を 忘る ， より 鷹揚なる 事な し 無我の境より 歡喜 なし。 力 ノ藝 術の 作品の 

尙きは 一 瞬の 間な りと も 恍惚と して 己れ を 遺失して、 自他の 區別を 忘れし むる が 故な り。 是ト 二 ック なり。 

此ト 二 ッ ク なくして 一 一十 世紀に 存在 せんと すれば 人 は必す 探偵 的と なり 泥棒 的と なる。 恐るべし。 

此弊を 救 ふに はたと ひ 千の 耶蘇 あり。 萬の 孔子 あり。 億兆の 釋 P ありと も 如何と もす る 能 はす 只 全世界 

を 一 一十 四時の 間 海底に 沈めて 在 來の自 覺心を 滅却した る 後日 光に 曝して 乾かす より 外に 良法な し G 


OA ノ考ー I ョレパ 自己 ハ A ナリ 

OB  A  -ー  云 ふ 君 はい， なり 

〇A 服せ す 去って、 C 一一  キク C 云 はく 君 はい. なり 


〇 A 猶服 せす 今度 は D に 行く。  D 曰ク 無論い なり 

〇A 奮然と して E  -1 行く o  E 冷々 として 曰くい  ， 

〇A、  E を 去って 獨り考 ふ。 今 一遍 F  二 聞いて 見るべし と。 遂 -1 F に 行く。  つて 曰く^に 極まって 

居る 0 

OA 分 レテ三 トナル  ， 

一 憮然。 惘然 

一 冷然。 超然 

(激昂、 不平、 罵倒 

此 critical  moment ヲ寫す  .  、 


〇 小供ノ イタ ヅラ。 animal ラ 殺ス。 血ヲ 見ル。 shuddero 


〇 七騎 落。 

△  All  those  mountains  about  him,  like  terraces  of  huge  petrmed  waves,  the  l^avmes  on 

tlie  sides  of  tlie  cliffs,  tlie  immensity  of  the げ lue  vault,  ttie  t-rilliant  clamour  of  tlie  day,  the 

depth  of  the  abvsses,  him;  and  a  wave  of  desolation  ssspt  over  him  at  the  spectacle 

of  the  desert  wliich,  in  the  upheavals  of  its  surface,  formed  amphitheatres  and  ruined  palaces. 
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A 汝ノ 見る は 利害の 世 

の 世な り。 人爵 II 天 


O 萬引ヲ ス ル病 氣ノ女 


〇 卜 友人 孤 苦 零丁遂 二 

リ 二  EH 下 ノ せシキ 有 

ル 1 出來ズ シ テ去ル 


o 友 ノ死ヲ カク。 息ヲ 

ナイ。 


OA ナル子 病 危篤 ナリ 

リ。 非常 二心 配ス レ 

〇 Crust  on  crust.  T?lle  glory  of  ttie  spirit  is  bidden  deep-  under  the  liard  skm.  A  crisis  arrives 

—  a  crisis  whicli  calls  on  tlie  free  and  active  l^lay  of  tlie  essential  quality  of  tlie  mmd,— a  crisis 

in  .which  p  man  must,  will  or  nill,  tmrst  open  the  liard  sliell  and  evok ひ tlie  hitherto  unKnown 

(unknown  to  tlie  possessor  as  well  as  to  o.hserv.ers)  faculty  of  the  mind  in  its  quintessential  rage 


I  fury.  Then  and  then  alonc,  he  recognises  sel£  —  self .  in  its  nlty-  in  full t.y  of  i  s 

II  if  But  alas!  The  crisis  I  I  I  a  f  I  tig  PH.^ 

OLn  i  in  breaf  the ョ ind  in  pieces-  both  the  coaf  I  I  .01  i  I 

it  were  the  hard  skin  only  I  was  bi,  thus  allowing  the  inner  ft  shed  its  mdescent  rays 

around,  bathing  the  darkness  which  stlrrgnds  the  owner  with  heavenly  hues. 

O  A  world  of  woes,  a  world  of  rage  and  a  world  of  temptation. 

Beted  by  the  world,  the  world  of- misery,  f  I  its  lowest  phases  of  wlned- 

1 Evil  spirits  howl  arol,  vying,  with  each  other  to  subdue  the  godly 霞. Suddenly  a 

way. is  31  for  I,  Ide  by  the  Ing  hand  of  the  devil. F 纖 I  I  say. 

s"ly  ！ s  at  the  way  which  seemly  leads  hhn  to  a  place  all i. 巨 sue.  He 

scornfully  I  his  head,  plunges  at  once  into  the  storm,  which  rages  round  hhn.  Figtu  1 

conquer!:  says  he.  I,Iis  voice  is  drowned  among  the  wind  and  I. 


X0>  (eA  i/j 


つ： priend-s  pretension  is  to  find  (  )  fs- 

Q.  and  .w. .  . 

つ F-s  real  object  is  to  step  into  H-s  shoes. 

一 五-二 


I 五 四 

〇 F-  uses  e づ ery  means  all  t>ut  fair  and  candid.  Subjects  H  to  every  sort  of  irritation. 

O  T. メ Is  gaps げ etween  H  and  G,  H  and  W  become  wider  and  wider. 

〇 Ignorant  of  the  artifice  G  and  H.  trust  K  only,  and  have  recourse  to  every  possible  under- 

，ic 

tiand  manuoevres. 

〇 H  shuts  himself  up  or  they  shut  him  up.  Disgust  is  M-s  feeling.  F laughs  in  his  sleeves. 

w.  is  estranged  from  K  day  by  day.  . 

〇 ^  tliinlcs  it  higi!  time  to  fhid  a  safety  valve  for  H.  in  tlie  shape  of  a  situation  newly  offered 

by  another  friend.  This  machination  is  to  secure  him  the  position,  now  occupied  by  F. 

〇A11  tlie  parties  concerned  are  deceived. by  this  single  artful  man  P\ 

OH.  stand  against  the, offer.  And  all  is  sp-oiled.  plot  is  revealed,  and  lie  is  brought  into 

^iswrace  a^aln. 

OThe  wound  caused  by  the  mischievous  of  an  egoistic  man  lasts  as  tlie  parties  live. 

o  JMinisliment  and  retribution  on  F.  and  W.  and  G. 

D  H  is  Idlled  t>ut  witti a  clean  consciencp 

Bio 

H.  snits  up-  0--S  face.  Curtain  lalls. 

手帳の 左よ リ右 へ 

O シムボ リズム。 黃金は 衣食住、 音樂、 美術、 凡テノ  symbol デ アル。 從ッテ 黄金 ノ詩ヲ 作 レバ 最上 等ノ 
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〇 君の 麵麴は 君の 勝 

o  ffi ヲ drop- スル 「 

人らぬ 所に 1】 ヲ 

小兒 ちりん く 

わ」。 ぬるい、 熱い 

. 放蕩 自分が 放蕩 

たい 丈 食っても うい 

くても 出來ん から 人 

ある。 人間の 公平と 


〇 二 個の 者 力 same  space ヲ occupy ス ル譯に は 行かぬ。 屮が乙 を 追ひ拂 ふか、 こが E" を はき 除け るか 

二 法 あるの みぢ や。 甲で もこで も 構 はぬ 强ぃ 方が 勝つ のぢ や。 理も非 も 入らぬ。 えらい 方が 勝つ のぢ や。 

上品 も 下品 も 人らぬ 圆々 敷 方が 勝つ のぢ や。 賢 も 不肖 も 入らぬ。 人 を 馬鹿にする 方が 勝つ のぢ や。 禮も無 

禮も 入らぬ。 鐵 面皮な のが 勝つ のぢ や。 人情 も 冷酷 もない 動かぬ のが 勝つ のぢ や。 文明の 道具 は 皆 己れ を 
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I さ 八 

節する 器械 ぢゃ。 自ら を 抑へ る 道具 ぢゃ、 我 を 縮める 工夫 ぢゃ。 人を慯 けぬ 爲め 自己の 體 に.^ を 塗りつ ナ 

る 〔の〕 ぢゃ。 凡て 消極的 ぢゃ。 此 文明 的な 消極な 道に よって は 人に 勝てる 譯 はない。 I -夫 だから 善人 

は必す 負ける。 君子 は必す 負ける。 德 義心の ある もの は必す 負ける。 淸廉 W 士は必 す 負ける。 醜 をも^ 惡 

を 避ける 者 は必す 負ける。 禮儀 作法、 人倫 五常 を 重ん する もの は必す 負ける。 勝つ と 勝たぬ と は善惡 、 邪 

正、 當 否の 問題で はない —— power デ ある. —— "will である。 


〇 獨 身のと き は 月給 四 

一 一月 目に は 五十 錢 のに 

〇 藝者 白い リボンに 

つて 夏ぢ やない か」 r 

國 では 夜 御 天道 樣が出 


貰って 一 月の 間 は 一 圓 の石鹼 になった n 

坊が 出来たら 一 一十 錢 

^た 時 は 日の 短 かい 時分であった 「だ 

少し 間違った 許りです は。 あなたの ！w 


〇 西洋の 婦人 一 一十三 四 

と 思った。 醫者 にして 


セット を ペンへ ッドと 云 ふ o 器械 師だ 


〇 干瓢の 醋 味噌 


o 池に 浮いて ゐる t 魚 


藁で 括った 颈 篛の樣 にぶる く 


〇 藝者 「あるいて 歸ら うか」 「寐て 入らつ しゃい」 「東京 亭の姊 さんに 西洋 料理の たべ 方 を 習った。 色 

色」 「袷 葉書に 出た の、 此間 洋服 をき てニ牧 とった の、 一は 禮服、 一つ は 只の 服、 夫から 男の 洋服で とつ 

た 事 も ある」 


〇 海鼠 海鼠 を 食 ひ 出した 人 は 餘程勇 氣と膽 力 を 有して 居る 人でなくて はならぬ 少なくとも 親 鷲 上人 か 日 

蓮 上人 位な 剛氣な 人 だ。 河豚 を 食 ひ 出した 人よりも えらい。 


〇 今日は 御前と 一 所に 遊びに 行かう —— ねえ 〇〇 ちゃん —— 今日は 私の 番 だから —— 無駄な 御金 はいくら 

でも あるんだ から。 入る 御錢は 一 文 もない さう だけれ ども。 自分 丈 は 人が ねむ いのも 構 はすに いつ 迄で も 

遊んで ある くんだ とさつ ねえ 私 だってち つと は 遊びに 出た つてい、 でせ う。 〇〇 ちゃん 今日は 寄席 か 御 芝 

居へ 行かう。 濱 町の 法事 だって 今迄 缺 かした 事 はない の に 今年に 限って 出ない てえ だもの、 自分 さへ よけ 

り や 親類なん ざ どうで もい  > ん だと さ。 i: 前さん 書いて 下さ 〔い〕 よ、 よう 御前さん、 一 寸 書いて 御吳ん 

なさい よ。 かいて 御吳ん なさいて えのに。 


〇 「血が 出た。」 「生きて 居る 證據 だ」 

衣。 「更紗の 樣な 銑の 表。 銑の 樣な 更紗の 裏」 

Is 七 


一 五八 

君の 脊廣 はから だ 〔に〕 合んで はない か、 な あに 今に脊 廣の 方で 合 はす さ 


人間 はちゃ 〔ん〕 として 居れば 百 二十 迄 は 生きる もんだ。 女が 長生。 牛 込の 曲 淵に 百 三十 

「ランプの 火に 手 をの. せて 熱くな いんだが 不思議 だね」 「あり や 術 だよ」 「へえ」 「術 だよ、 術 だから 

仕方がない。」 「出来る かね」 「出來 なくって、 術 だもの」  

■   «  ,0  

犬が い たづら をして 仕方が ありません。 さう して 皮膚病に 罹って II 仕方がな いから 病院へ やりました。 

御金が 入る から 二週間 許りで 退院 させました。 然し 病氣は 中々 癒らない。 抛って 置く と 段々 蔓筵 すると 云 

ふので 困^ました。 仕舞に 醫 者に 手紙 を やって 藥を 盛って 殺して くれと 云 ひましたら。 醫 者が 私は是 でも 

動物 虐待 % 止會 員であって 苟し くも 生きて 居る 犬 を藥で 殺す 杯と いふ 殘 酷な 事 は出來 ない と 云 ひます。 夫 

で 仕方がな いから 又 病院に 入れました。 さう したら 醫 者が あんまりい 、 犬で もない から 入院 料 を まけて 上 

けます と 云 ひました 


地方の 醫學雜 誌 杯に は隨 分な のがあります よ。 ぺ スト 豫防法 杯と あるから どんな 事が かいて あるかと 思 

つて 見る とべ ストの 豫防 法と して は 第 一 に 猫 を 飼 ふが い、 と ある。 雄猫なら 睪丸 をぬ けと 書いて ある。 

花月卷 白い リボンの ハイカラ 頭、 乘るは 自轉車 引く は， ワイ ォ リン、 半可の 英語で ペラく， と lam  glad 

<x>  see  youa 


疊た、 いてね ー、 くどい 樣だ が、 ようき かしゃん せ、 谘氣で 云 ふの ぢゃ なけれ ども、 I 人で さした る 傘 

ならば 片袖 濡れよう 箐 がない。  * 

金 や 太鼓で ね—、 迷子の 迷子の 三太郞 とどん どこ どんの ちゃんち きりん 叩いて 廻って 合 はれる ものなら 

ば、 わたしなん ぞも金 や 太鼓で、 どん どこ どんの ちゃんち きりんと 叩いて 廻って 逢 ひたい 人が ある。 


障子 張り。 「中々 うまく 張れた。 所々 波 を 描いて ふくれて 居る の はどう 云 ふ 筋 だね」 「ト ランセ ンデン 

タル. 力 ー ヴ で出來 上って る。 到底 普通の ファンク ショ ン では あら はせ ない サ— フ ェ スだ」 

「キ ュ ラソ 1」 ノ 瓶と 靑 羊羹と は コンプ レメン タリ 1 . カラ ー。 


「御 母 さま は 猫が 好き」 「え、」 「どんな 猫が すき」 「どんなんでも」 「わたし 虎猫が すき、 虎猫が 一 

番 可愛い わ」 「虎猫って どんな 猫」 「うちの 猫の 樣 なの」 

「御飯 をた ベたら 元祿 をし ませう」 「あら 元祿 だって、 雙六 だは」 r 雙六 なの？ あらそれ でも 元祿 だは」 

「なぜ」 「なぜで も元祿 なのよ、 元祿 をし ませう」 r〇 子さん は 可笑しい のね。 雙 六の 事 を元祿 だって」 

「御姊 さま、 御 嫁に 行かな くって」 「え、」 「どこへ 行く の」 「わたし 〇〇 さんの 所へ 行きたい の だけ 

れ ども。 あず こ は 砲 共 工廠 の 前 を 通らな くつち や 行けない からい やなの」 「さう、 それ ぢ やい ゝは、 わた 

し 一人で 行く から」 「わたし 招魂 社へ 御 嫁に 行きたい は」 
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二" o 

豚 や 牛 を喻ふ 5,^ コ 口 リゃぺ ス トン にか 、 るので がんす。 

役 病 除け のま じな ひに 炮烙 …… さあ 是で 大丈夫で がんす。 

雙六 (元祿 y 惠比 壽大黑 (臺 所) 钾 茶の 水 (御茶の 味噌 ン 火事で キ ノコ が 飛んで きた 

開化 ノ無價 値なる を 知ろ とき 始めて 厭世 觀を 起す。 開化の 無情 値なる を 知りつ 、も 是を免 かる 能 はざる 

を 知る とき 第二の 厭世 觀を 起す。 茲に 於て 發展 の路絕 ゆれば 眞の 厭世的 文學 となる。 もし 證展 すれば 形而 

上に 安心 を 求むべし。 形而上な るが 故に 物に 役 せらる 事な し。 物に 役せられ ざるが 故に 安樂な り C 形而上 

と は 何ぞ。 何物 を 柿へ て 形而上と 云 ふか C 世間 的に 安心な し。 安心 ありと 思 ふ は 誤な り。 


體全體 絕體は 


， 裁縫 祕術 綱要、 歡迎  ， 

風 a: 

猫の 讀心術 

やつち やん  • 

西洋人の 痘痕。 痘痕 不滅。 頰を ふくらす。 氣の 小さい の を かくす 如し 

一 三 一 間隔って 見る。 鏡。 あたま を 五分に 刈った 事。 

小 供 あばたの 意味 を 問 ふ。 アバ タ の數。 疱瘡の 轉居 

ivhsalom  lay  witll  liis  fatli ひ r-s  wives,  Ju&ah  witli  liis  daughter-in-law,  Ammon  Witt!  Jiis  sister, 

uot  witli  Ins  daug.llters. 

.Anti づ as. 


I 穴-一 


〇 親ノ 威光 チ借リ ル 細君。 御大 名ノ 威光 ヲ借リ ル 細君。 下. ^ャ ゴ 口 ツキ 書生の 補助 ヲ 力 リ ル 細君。 ナ カウ 

ドの 威光 ヲ カリ ル 細君。 …； 他人 ノカヲ 借 リテ夫 二 對ス ル 細君 ハ 細君-一 ァラズ 他， 人 ナリ。 只 名前 丈ノ 細君 

デァ ル。 一 一十 世紀 デハ 妻スラ 他人 ナリ。 况ンャ 他 ラャ。 親愛 トカ 交情 トカ云 フ者ノ 存在 スべ キ理. m ナシ。 


po« ひ 一 s  mule  ノ  kick 


昔 ハ誤ッ テ人ノ 足 ヲ踏ン ダト 云ッテ 謝罪 シタ世 ナリ。 ベ 「 ハ故 意-一人 ノ頤ヲ 打 ッテ其 上 恐レ人 ラセ ル W ナ 

リ。 贅 澤モコ 、 二 至 ッテ勿 體ナシ ト云フ ベ シ。 

是ョ リ其 頤ノ打 チ方ヲ 說明ス ベ シ。 種々 ァ レ 斥悉ク r ス リ」 ト擇 ブ所ナ シ。 失デ世 ガ渡レ ルナ ラ。 天道 

0 ハ 泣ク ダ ラ ゥ. 


〇 獨立セ ル人ノ 他 ノ憐ミ ヲケ 乙フ 程愚ナ ル ハナ シ。 故ナ ク シ テ人 ヲ賤シ ム ョ リ 下品 ナ ルナ シ。 

〇獨 立セ ル人ハ 孤立 シテ 天下 ヲ行 ク。 他ノ 侮蔑 ヲ K 乂ク レ バ他ヲ 侮蔑 ス ル ノミ。 陰陽 剝復ハ 天下 ノ理 ナリ。 

我ヲ侮 ドル 者ハ 天子 ト雖モ 侮 ッテ可 ナリ。 

人 先 ヅ他ヲ 侮ッテ シカ ル後侮 ラル。 天下 ヲ侮ド ル ハ 天下 ノ 故ナキ -ー 我 ヲ毎ド ルガ 爲メ 也。 


〇 馬ノ 言葉が わかったら よから う 


〇 あの 書生 は 出て くれ、 ばよ い。 始終 見て 居る 顔が はれる 


. 死ン デモ Daup-llln.  Ail  tills  tliat  you  tell  me  is  very  sad,  monsieur  l-at>.h6;  tmt  one  tiling  con- 

soles me,  and  tnat  is  ttiat  up  yonder,  in  tlie  paradise  of  tlie  stars,  I  sliall  still loe  the  Daup>hir- 

I  know  that  the  good  Lord  is  my  cousin,  and  that  we  c お n  not  fail  to  treat  me  accordino-  to  my 

rank. 


i 


K  :  1 明治 三十 九 年 1 

手帳の 左よ リ 右へ 

〇on  01  Dieu 置 §iuLpr  PI  cle,  pier  If  La  II. 

お K 豪 SJm" ふ もの は 常に 恐れ？ ある。 f 恐れ？ あるかと 云へば t 失 ふ 事と 權 

力 お^。 る 權カは 何 S めに 失 ふか。 彼等 をして 金と f 臭 はしむ るもの5 何^^か。 

1 ひ； 。お" を 失 ふの を 恐れて 人 を 恐れぬ の は、 濡れる 事 を 恐れて、 S 恐れぬ 盲人で ある。 

紳 の聲。 世に 神の 聲が あれば、 人間の 聲 となって あら はれる 韵り ちゃ 

Judge  sentence  upon  a  convicted  criminal: : Your  plot  was  perfect  but  for  One 

above.: 


手帳の 右よ リ 左へ 

t ォ キノ ナガ HVs ヲ トメ 

日 置 長 枝 娘 子 歌 (萬 葉 八 四十 一 ) 

あきづけば、 をば ながう へに、 おくつ ゆの、 けぬべく も わ は、 おも ほ ゆる かも 

見蒐負 處女墓 歌 一 首 并短耿 (萬 葉九ノ 四十 九 丁 ョ リ同三 卜 五 ョ S 

古への、 ますら をと この、 あ ひき そ ひ、 つまど ひし けん、 あしのやの、 うな ひ をと めの、 おくつ きを、 わ 

がた ち 見れば、 ながき よの、 かたりに しつ、、 のちび との、 しぬ びに せんと、 たま ほこの、 みちの ベち か 

原 j  永世 

く、 はは 構へ、 つくれる つか を、 あまぐもの、 そき への かぎり、 このみち を、 ゆく ひとごとに、 ゆきより 

て、 いたちな ゆか ひ、 佗人 は、 ねにもな きつ、、 かたりつぎ、 しぬ びつ ぎこし、 をと めら が、 をく つき ど 

ころ、 われさへ に、 みれば かなし も、 いにしへ おもへば、 

反歌 *  .  .  ノ 

いにしへ のさ、 だみ」 とこの、 つまと ひし、 うな ひ をと めの、 おくつ きぞ これ。 

かたりつぐ、 からに もこ、 だ、 こ ひしき を、 た  >  め にみ けん、 いにしへ をと こ、 

田邊福 麻呂之 歌集 出 


OS. 擧 校-一 不平 ァリ、 同級生 を 煽動して 休業 ス。 診察料 ヲ出 シテ診 斷普ヲ 出ス。 父 之 ヲ聞キ テ肯ン ゼズ校 

醫ノ診 斷ヲ經 ザ レバ 休校 ヲュ ル サズト 云フ。 甲閉 ロス。 幸 ニ其晚 カラ 熱 ガ出ル 


一穴 五 


I さ 八 

OS. 浪人 シテ資 債山ノ 如シ。 アル 紳商 其才 ヲ惜、 ノデ某 會社ノ 社長 二 推ス。 社長 タル 爲 -1 ハ其社 ノ株ヲ 持々 

ザ ルべカ ラズ。 紳商 因ッテ 自分 ノ株ヲ 甲 ノ名篛 二 書キカ へ テ E" ヲシ テ 社長 タ ル ノ 資格 ヲ 具へ シ メ 次 囘ノ重 

役會議 一一 於 テ甲ヲ 社長 -1 推サ ン トス 

期未ダ 至ラズ シテ甲 急病 一一 テ 死ス。 嗣子 某ナ ル者ァ リ 家督 ヲ 相賴ス レ バ 父 ノ負僙 ラ負ハ ザ ル ベ カラ ズ C 

負へ バ 生涯 浮ム瀨 ナシ。 限定 相續ヲ ス レ バ 紳商 ノ株ヲ ヮ ガ父ノ 名義 一一 書 キ替へ タ ル者ヲ 父 ノ財產 トシ テ債 

權者 -1 按分 比例 デ分 タザ ルべ カラ ズ" 紳商 ハ大ナ ル損ヲ 招ク。 

是 ヨリ 先キ 嗣子 家 二 寄食 ス ル女 某ト通 ジテー 一子 ヲ生 ム。 父 死シテ 葬儀 ヲ營ム 能 ハザル ノ ミカ、 固 ヨリ 妻 

子ヲ 養フノ カナシ。 母 一 人、 妹 三人、 弟 一 人と 自己 ト 自己 ノ 妻子 トヲ 擧ゲテ 悉ク人 ノ助ケ 二 ヨリ テ 生活 セ 

ザル可 ラズ。 而モ 存外 平氣ュ テ恐 レ入ッ タ ル容子 モナ シ。 

嗣子 ノ妹、 嗣子 ノ妻ト 合 ハ ズ。 妹ハ 此妻ヲ 目シテ 不義 ノ女 ナリト 云フ。 此 妹， 父ノ 存生 中 結婚 ノ約ァ リリ 

父母 ニ强ヒ ラレ タル 二 モア ラズ、 望ン ダル -1 モア ラ ズ 。 父母 ョ リ 意向 ヲ閬カ レ タラ バ斷ハ ル積 リナ リシ ト 

云フ。 此 結婚 ノ約 アリシ 男國 へ歸ッ テ出テ 來ズ。 殆ン ド默々 ノ 破約 ノ觀ナ リ。 父 死シテ ョ リ 相應ノ 所へ 嫁 

-1 行クノ ガ闲難 -ー ナル。 年 ハ^々 トル 

嗣子 ノ姊 二人、 A ト B トー 一 嫁グ。 A ト B トノ關 係。 A ト此 家族 トノ閼 係。 B ト此 家族 トノ闢 係。 


〇ァ ル 物ヲァ ラ ハ ス 啐。 ァ ル物 トァラ ハ ス 技術 ガ 必要 デァ ル。 從ッ テア ル物ト 之ヲァ ラ ハ ス 技術 ハ 別物 デ 

アル。 然シァ ル物 ハ卽チ 技術 ノ 遂行 デ、 技術 ノ發現 ハ卽チ アル 物-一過 ギン ノダ カラ。 ツマ リハ 一 ッ 物デァ 

ル。 一 ッ物ト 云 フノハ 同 物ト云 フノデ ハナ ク。 1 個ノ 作品 ノウ チニ アル 物ト 技術 ガ結ビ ツイ テ居ル 。比 二 

ッ 、ガ含 マ レ テ 居ル。 タ ト へ バ 1 物ノ ゥチ - 一色 ト形ガ 含 マ レ テ居ル ト同 樣デァ ル。 ァ ル 意味 力 ラ云 フ ト色モ 


形モ 一 ッ 物デァ ル只 55 物 デナ イノ デァ ル。 

ダ 力 ラ事實 上 力 ラ云フ ト形ヲ ハナ々 テ色 ナク、 色 ヲ離レ テ 形ナキ ガ如ク ァ ル物 ヲ離レ テ 技巧 ナク^-巧 ヲ 

離レテ ァ ル 物ナキ 譯デァ ル。 但之ヲ ^ス ノ ハ 理解 上 便宜 デァ ルカ ラデァ ル。 人 問ノ頭 腦ノ發 達デコ ノ 一  ッ 

ノ物ラ 離 レ離レ 一一 考 へ ル 「 ガ出 來得ル ノデァ ル。 ダ カラ 詩ノ ハ ジ メ 文ノハ ジ メ  二 ハ 質 ト形ノ 區別ハ ナ 力 ッ 

タ ラ ゥ ◦ 

シバ ラク之 ラー 一個 ト區別 シテ見 ルト。 一 アル 物 トハ何 * ソニァ ル物ノ 種類 三ァ ル物ノ 高下 杯ノ 問題 ガ出ル 0 

又 技術-一就 テ モ 同樣ノ 問題 ガ出 ル。 

而シテ 技術 ハ此ァ ル物ヲ ベ スト . アド， ワン テ ー ジ -1 發現ス ル 手際 デァ ル。 ト 假定ス ルト 技術 ハ 手段 デァ 

ル物ハ 目的 デ アル。 必 竟ズル -1 技巧 ハ 目的 ヲ 達スル 道具 デ アル。 

本來 カク アルべ キ 箐デ アル。 力 ラシ テ 作品 ノ 價値 ハ 技巧 ヨリ モ 技巧 一一 ヨリ テゥ マク 發現 セ ラレ タル H! 的 

デ定 マ ル。 

所ガ 人間 ガ段々 複雜 -1 ナツ テ つ チフヱ レンシ ヱ ー ト) スルト 目的 ト 技巧 ヲ 截然 區別リ テ見ル 「ガ 出來ル 

樣-ー ナル。 ！步 進ムト 技巧 丈シカ 目-一 ッケ ナイ 人ガ 出來テ クル。 目的 ノ 如何 ヲ 問ハズ 只 技巧 其 者 丈 ヲ賞翫 

シ テ 滿足 シ得 ル樣ナ (ス ぺシフ ハイ) サレタ 鑑賞 力 ヲ モッテ 生レテ クル 人 ガ出來 テ クル。 Art  for  art、s 

sake ハ此 人ガ出 來タ時 二 出現 ス ル ノデァ ル。 ァ ー ト. フォ！ ァ ー ト 主義 ハ人閒 ノ頭腦 ノ發達 分岐 シテ細 

徽ナ ル觀察 力が 出 來ル樣 二 ナツ タ丼 必然 ノ勢 トシ テ起ル ベ キ 者デァ ル。 

他 ノ例ラ 擧ゲテ 云へ バ。 寒暑 ヲ防 グほメ  ノ 目的 ヲ有ス ル 衣服 ガ 目的 以 3i 'ノ 装飾 二 意ラ川 ヰ。 金 其^ ガ^ 

sic  I 

快 ニナ リ。 其 他 色々 ァリ。 TYansferance  of  emotion 

衣服 や 金 ノ 場合 ハ 目的 意外 -1 装飾 又 ハ 無意味 ノ 愉快 ヲ生 ズルノ ダカ ラシ テ。 之 ガ爲 メ  二 目的 其 物 ハ ヨリ 

一 0 


.  I 穴 八 

ョ グ達セ ラレ ルト云 フ譯ニ 行 カズ。 

然 シ ェ學士 ガ撟ヲ カケル 技巧 杯 ハ 技巧 ガ ゥマ ケレ バウ マ ィ程 目的 ガ餘計 二 達 セラ レル。 此場ん " 一一 在 ッ テ 

ハ 技巧 ハ盆 目的 ヲ達ス ル爲メ  ノ 道具 デァ ル 

文舉ノ 技巧 ハ 如何  ， 

ofgffl 供給。 ョ キ 作品 ヲ出シ タル 人. ガ、 ヨキ 地 K ト 報酬 ヲ 得 ベ キ ガ 正當デ アル。 

然ル ュ大多 數ノ設 者ハ 趣味 ガ 低"。 從ッテ 趣味 ノ低ィ 者. ガョ ク寶レ ル。 從ッテ 趣味 ノ低 ィ者チ 本屋 ガ歡 

迎ス ル。 從ッテ 高級 ナ 作品 ヲ出 ス者ハ 餓死 ス ル譯ニ ナル。 作品 ノ價 値ト 報酬 ガ 反比例 ス ルト云 フ妙ナ 現象 

一一 ナ ル o 

之 ヲ正ス 器械 的ナ 方法。 高尙ナ 作品 ヲ喜グ 讀者ハ 少數デ アル。 然モ 作者 ハ大 多數ノ 讀者ヲ 有スル 低級 

藝 術家ョ リ モ 多クノ 報酬 ラ 得ね バ ナラ ン。 從ッテ 自己 ノ 作品 ハ 作品^ 有ノ憤 値ヲ付 サネバ ナラ ン。 卽チ普 

通ノ 著書 ガ 1 II ナラ 五六 圓デゥ ル ノガ至 當デァ ル。 然シ イク ラ 自分 丈 ガ高ク シテ モ 買手 ガナケ レ バ 仕方 ガ 

ナイ。 コ 、 ニ於テ 「アルタ 子 —チ I ヴ」 ガ 起ル。 少數ノ 趣味の ある 人ガ 普通 ヨリ 數倍 高ィ本 ヲ買フ 餘カガ 

ァ ル 力 又 ハ是等 ノ人ガ 金 ヲ得ル -1 便宜 ナ 地位 二 立 タネ バナラ ヌ。 換 ス レ バ金 持チガ 趣味 ノア ル 人デァ ル 

カ又ハ 趣味 ノア ル人ガ 金ヲ得 ナケレ バナラス。 

I 金 持チガ 趣味 ガ ナイ。 一 ー舍 持チガ 趣味 ガァ ル ト假 定シテ モ畫ゃ 彫刻 ト違 ッテ本 ハ數デ コ ナ ス 者デァ ル。 

金持ノ 專有ス ル者デ ナイ。 畫ゃ 彫刻 ハ タ  >  ーッ シカ ナイ。 ダカ ラ余 持け ガ 專有ス ル 「 ガ出 來ル。 然 シ本ハ 

サゥ云 フ者デ ナイ、 金持ガ 保護 シテ モロニ 部シ カ買ハ ナイ。 ダ カラ 著書 ハ 左程 難 有 味ヲ感 ゼヌ。 

之ヲ 逆-一 云へ バ金ラ 得 ル方ノ 人ハ勞 カノ 高下 深淺 二 比例 シテ 所得 ァ ル 二 ァ ラズ。 從ッテ 金持チ ハ 立派 ナ 


夯カヲ シ タト 云 フ譯 ユア ラズ o 卽チ金 持 ハ金ヲ 得べ カラ ザル 二 得 タト 力 モ知レ ナイ 「 トナル 

AB ハ預 腦ト努 カノ 高 サナリ 

ACD ハ此： ぬ腦 ト勞カ - ー封ス ル 報酬 ヲ示ス 線 ナリ。 

A C 迄ハ 頭腦 ノ高サ 二 比例 シ テ I ノ 報酬 ガ增 ス ナリ。 

C ヲ越ス ト頭 腦ガノ  B  ノ方 二 高ク. b ル -1 從ッテ 報酬 ハ D  ノ 方へ 下落 シテ 

行ク ナリ。 

尤モ 成功 シ テ尤モ 公平 ナル 取扱 ヲ社會 ヨリ 受ク ル， 人ハ 頤腦. ガ g  ノ所 -1 ァ 

ル人 ナリ。 


〇 美 其 物 ヲ 愛 シ テ 其 他 ヲ 顧ミ ザ ル 胁態 ハ 

,广 世間 ガ何處 ヲ向ィ テモ醜 惡デ然 モ之ラ 改良 スル 餘地ノ ナイ 丼， 此絕望 ラ苦ニ セヌ 爲メ、 ヮザ ト美ノ 一 

. 面 ニノ ミ眼ラ ッケテ 「マ ギラカ ス」。 悲酸ナ モ ノ ナリ。 借金 ヲ 返却 ス ル路 ナキ故 二 一  杯ノ酒 二 シ バ ラク 

其 心配 ラ忘 ル 、ガ 如シ 

U. 天下 太平 二 シ テ 衣食 -I 齷齪 スル 心配 ナク。 心 二 餘裕 ァリ。 贅澤ヲ ス ル時ト 了簡 ァ リ 故-一美 ノ 方面-一着 

眼シテ 充分-一之 ヲ味ヒ 得。 之ハ 安樂 ナリ 


一穴 九 


一七 o 


〇 二 トニ ヲ 加へ レバ 四- 1 ナル。 二 トニ ヲ乘ケ レバ 四 二 ナル 

1 人 曰ク。 何デ モ フタ ッの 者ヲ加 へ タ者 ト乘ケ タ^ト ハ同 結果 デァ ル 

一 人 曰 ク。 否 同數ナ レバ。 之ヲ ニッョ セル モ、 カケル モ同ジ 「ニナ ルノ デ ァ 

一 人 曰ク。 ニダ 力 ラ之ヲ 重 子 テ加 ヘル ノモ、 力 ケルノ モ同ジ ニナ ルノ ダ。 


〇 ゥ マ ィ者を 食 はせ る 人。 うまい もの を 食 ふ 人。 

X ゥ マイ カラ 食ハ セル。 眞ノ 按 術家デ アル。 (毒 デモ 構ハ ナイ) 

X 滋養 ュナ ルカ ラ食 ハ セル。 眞 二 藝術家 -1 ァ ラ ズ o 

X 滋養物 ヲ食 ハセ タイガ (ゥ マク) シテ食 ハセ ナイト。 人、 ガ&ハ ナイ カラ。 ゥマ クシ テ出ス 9 

是 滋養 ガ 目的 -1 シ テ 技術 ハ 方便 ナ リ。 

X 溢 養 物モ食 ハセ タイ。 同時 ユウ マク モ食 ハセ タイ。 此ニッ 目的 ラ有シ テ 居ル。 

食 フ 方 

X 伹ゥ マイ 力 ラ食 フ。 毒デ モ藥デ モ構ハ ナイ。 滋養 -1 ナツ テモ 不消化 デ モヨ ィ 

X 溢 養 -ーナ ルカ ラ食フ 。ゥ マイ、 マ ズィハ 措 ィテ問 ハン 

X 滋養物 ハ 目的 デ アルガ (ゥ マイ) 滋養物 デ ナ クテハ 食フ氣 ニナ ラン。 

.  原 

X 溢蓥物 も H 的デァ ル。 ゥ マイ 者モ 目的 デァ ル。 雙方 カネ タ者ガ 食 ィ タイ。 

Purely  一一  artistic ナ點 カラ 云へ バ (ゥ マイ) 者 ヲ食ハ セル 人モ食 フ人モ (此ゥ マイ 者) ガ體 中-一人 ッ 

テ ドノ 位ナ滋 養-一 ナ ルカ ハ些ト モ考へ テゐ ナイ。 全 ク無 意識 力 モ知レ ヌ。 只 食ッテ 仕舞 ッタ アト デ 一 醫者 

* 力 其 男 ノ 身體 ヲ 解剖 シ テ そ の 爲此丈 滋養 ガ ツイ テ 居ルト 指摘 ス ルノデ アル (批評家 ノ 「 )o 是ハ 偶然 ノ 锗 


果デ 純粹ナ ル 藝術家 ノ  HI 的デ ナイ 力 モ知レ ナイ。 然ルニ モカ 、 ハラズ" 批評家 ノ 評論 ヲ^ ルト 大漑ハ 滋養 

ノア ルナ シヲ 議論 シ テ居ル ラシィ。 シカ モ. author 自身 ガ 滋養 ノ  r モ 意識 シ テ^ ゥ マイ) 者ヲ 製造- ン タカ 

ノ如 クー 一 假定 シ テ るる ラ シ ィ。 事實 上溢瓮 ニナ レバ ソレ デ ィ 、 ガ author 自 身ガ ソレラ 自覺 シ テ爲 シ タ 「 

ダカ * ドゥダ カハ 疑問 デ アル。 コ トニ 四 洋 ノ 批評家 -ー ハ 此弊ガ アルト 思フ。 甚 シキハ amhcr  -1 此觀念 ガ 

ナケ レバ峯 ヲ トル 可 カラ ザ ルカ ノ如ク 二 云フ。 二食 ッタ 當人 ハ 當時 ハ 別段 ノ考 モナ クロ ハウ マイ カラ 食 ッタ 

所 ガー 三 一週 問ス ル ト 身體ガ 肥えて 來タ ノデ是 ハ 全クァ ノ 御蔭 ダ ナ ト氣ガ ック。 食 フ時ハ ソン ナ事 ハ分 カー ノ 

ナ イデ モ差支 ハナ イノ デ アル。 アト 力 ラ考 へ テ見テ 成程 ァ ノ中 二 ハ 是丈ノ 滋養分 ガァ ッタナ ト始メ テ 4  ロ點 

スル。 ダ カラ、 此斷定 ハ 後-一 ナツ テ reflection 力 〔ラ〕 得來 ル 者デ ァ ル。 食 フ^-一  豫期 ス ル 必要 モナ ケ 

レバ、 スゲ判 斷スル 必要 モナ ィ。 モシ ゥ マイ 者 ノウ チニ 滋養分 ガァ レバ、 アト 二 行ッテ 麼然ト 出テ， ルノ 

ダカ ラシ テ。 矢 張 リウ マイ 者ハ單 ニゥ マイ 者 トシ テ食ッ テ置ケ バイ 、 。 


A 森ノ ナカ -ー 妖怪 ガ出 ル。 皆 恐レテ 歸ル。 只 一 人ガ 平氣デ 注來ス ル。 毫モ異 狀ナシ 


△ 多 人衆ガ 列席 ノ上デ 1 人ノ 罪人 ヲ責 ム。 罪人 ヲ責メ ル役 トシ テ衝 ニ當タ ラセ ラレ タ者ハ 共謀者 デァ 


< "敎育 なき 者はコ ンナ事 を 人生 ト 思って 居る。 女ハ コ ン 〔ナ〕 「を 人生と 思って ゐる。 老人 はコ ンナ r を 

人生と 思って ゐ る。 小^ ハ コ ンナ r ヲ 人生 ト 思って るる。 

種々 ナ ル人ノ 人生 ヲ 一 篇每ニ カク。 最後 ノ 一  窣 ュ之ヲ 說明ス ル。 
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I 七 二 

奇麗 ナ 着物 ヲキテ 得意-一 ァ ルイ テ居ル 者ガ， ァ ル。 奇麗 ナ 着物 ヲ 奪へ バ忽チ 厭世家 ト ナル。 

美ク シ ィ顔ラ シ テ揚々 トシ テア ルイ テゐる 者ガァ ル。 美 ク シ ィ顔 ヲ傷ケ レ バ ス グ 厭世 一一 ナ ル 

キタナ ィ Ik^th キテ、 醜ィ顔 ヲシテ サゥシ テ得意 ユア ルイ テゐ 3 モノ ハドウ シタ ラ 厭世家 ニナ"^ ラウ 

過去 ヲ顧ミ ル ハ T 前途 二 望ナキ 故ナリ 1 一 下 リ坂ナ ルガ 故 ナリ三 過去 二 理想 ァ ルガ 故ナリ g ェ ライ 先例 ガ 

ァ ル 故ナリ 

明治 ノ三 十九 年-一 ハ 過去 ナシ。 單ニ 過去 ナ キノ ミナ ラズ又 現在 ナシ、 只 未來ァ ル ノミ。 靑年ハ 之 ヲ知ラ 

ザル可 カラ ズ  ， 

子規。 樗牛。 伊藤博文。 井上 哲ー ー郞。 三 井。 -岩 崎。 


詩ヲョ ン デモ 文ヲ 讀 ン デ モ 其 興味 ハ 


ナ ル curve デ示 ス 「 ラ得。 換言 ス レ バ 興味 ノ 最頂點 -ー達 スルハ 瞬時 ノ間デ アル。 作 其 物 ノ 善 惡 -I 力、 i 

ラズ。 カク ノ如キ 者 ナリ。 朵 敢ナキ 者ナリ 

此 curve ト作 其者ノ  curve ヲ 一 致せ シムル 利害 如何。 此 curve  ノ長 サト作 其者ノ 長サノ  curve 

ヲ 一致 セ シムル ノ 利害 如何 


現代 ノ靑年 一一 瑰想ナ シ。 過去 -I 理想 ナ ク、 現在 一一 理想 ナ シ。 家庭 二 アツ テハ 父母 ヲ 理想 ト ス ル能ハ ズ。 

舉 校に 在 ッテハ 敎師ヲ 理想 トス ル能 ハズ。 社會 一一 アツ テハ 紳士 ラ 理想 トス ル能 ハズ。 事實上 彼等 ハ 理想 ナ 

キ ナリ。 父母 ヲ輕 蔑シ、 敎師ヲ 輕蔑シ 先輩 ヲ輕 蔑シ、 紳士 ヲ輕 蔑ス。 此等 ヲ輕蔑 シ得ル ハ 立派 ナ r ナリ。 

但シ輕 蔑 シ得ル 者 二 ハ 自己 一一 自己 ノ瑰想 ナカ ル ベ 力 ラズ。 自己 二 何等 ノ 理想 ナク シ テ是 等ヲ齄 蔑ス ル ハ 、 

墮落 ナリ。 現代 ノ靑年 ハ滔々 ト シテ日 -I 墮落シ ッ、 アル ナリ。  • 

英 國虱ヲ 鼓吹 ス ル者 ナリ。 氣 ノ毒ナ 「ナ リ。 己レ 二 何等 ノ 理想 ナヰヲ 示ス ナリ。 英 國人ハ 如何 ナ ル點 一一 

於テ 模範 トスべ キゃ。 愚 モ茲ニ 至 ッテ極 マ ル。 

毎 ク見. ル者ハ 昨日 ノ吾ト 今日の 吾ト 同ジト 思へ リ。 今日の 吾と 明日の 吾 トモ 同ジ 者と 思へ り。 かく 

し 一し 十 年 立って 始メテ 十 年 前の 吾の 大ニ 異ナル ヲ悟ル C 明治 ノ世ニ 住ム者 モ斯ノ 如シ。 今年 ハ 明年の 如く 

又咋 年-一 似 タリ ト 思へ リ。 明治 四十 年 ニナ ッテ 明治 元年 ヲ囘 顧シ タル 丼 始メテ 其 變化ノ  .！< ナル 二 驚 ロク。 

俗人 ハ之ヲ 知 ラズ咋 日 ヲ以テ 今日 ヲ律 シ、 今日 ヲ以テ 明日 ヲ律セ ン ト ス。 日月の 留 マ ル r ヲ知 ラズ、 思 

想ノ 刻々 -1 推移 ス ル ヲ覺 ラズ。 

昨日 迄ハ 大臣 ガド ン ナ 我儘^ デモ 出來タ 世ノ中 ナリ。 故 二 今日 モ大 臣ナ レ バ 何で モ出來 ル世ト 思 へ リ。 

昨： n 迄 ハ 岩 崎 ノ勢ナ ラ バ 何 デ モ意ノ 如 クナリ タル ガ故 -1 今日 モ 岩 崎 ノ勢ナ ラバ 出來 ヌ r ハ アルマ ジト 思へ 

リ。 彼等. KHH タリ 岩畸 タル 者 モ亦シ 力 思へ リ。 彼等 は 自己 ノ顔ヲ 毎日 鏡-一照 ラシ テ知 ラ.. ヌ 間に 容色 ノ衰フ 

ル ラ 自覺セ ヌ 愚人 ト同ジ ク。 先例 ヲ以 テ未來 ヲ計ラ ン トス 愚 モ亦 甚シ。  . . 

カノ 元 勳ナル 者 ハほ己 ラ以テ 後世 ニ示ス ュ足ル 先例 ト思フ ベ シ。 明治 ノ 歴史-一 於テ 大ナル 光彩 ヲ放ッ 人 

物 ト思フ ベ シ。 大久保 利 通 ガ死ン デ以來 如何 -ー 小 サクナ リタ ルカ ヲ思 ハズ。 木戶孝 允が 今日-一至 ッ テ忘レ 

I 七三 


一七 四 

ラレ タル ヲ思ハ ズ。 氣ノ毒 ナ者ナ リ 

明治 四十 年 ノウ チ ニ住ミ 古ル シタ ル輩ハ 四十 年ハ長 ィ者ト 心得 テ其 長ィ間 - 一名 譽ァ ル 我等 ハ 明治 ノ 功臣 

ト シ テ 後世 ニ傳 ハル ベ シ ト ノ己 惚ヲ有 ス C 

遠ク ヨリ 此 四十 年ヲ a レバ 一 彈指ノ 間 ノミ。 所謂 元勳ナ ル者ハ ノ ミノ 如ク小 ナル者 ト變化 スルヲ 知う ズ 

や。 明治 ノ 事業 ハ是カ ラ緖 一一 就 クナリ C 今迄 ハ 僥倖 ノ世ナ リ。 準備 ノ時 ナリ。 モ シ眞 一一 偉人 アツ テ明 台ノ 

英雄 ト云 ハ ルべ キ者ァ ラバ 是 カラ 出ヅ べキ ナリ。 之ヲ 知ラズ シテ 四十 年ヲ 維新 ノ業ヲ 大成 シ タ ル 時日 ト考 

へ テ吾コ ソ功臣 ナリ投 範ナリ 杯云ハ 鹿ト自 惚ト狂 氣トヲ カネ タ ル病 人ナリ C 四十 年ノ 今日^  ニ模 ト 

ナルべ キ者ハ 一 人 モナ シ" 吾人 ハ 汝等ヲ 模^ ト ス ル樣ナ ケチナ 人 £3  -ー  ァ ラズ 


書 契ナキ 以^ ハ ロカ ラロへ 傅へ テ長キ 詩 や、 ト ラ.. チ シ ョ ンが傳 はつ たも S である。 シ テ見 ル ト昔ノ  V ハ 

書物- ガナ クテ、 書物 ト同 樣ノ用 ヲロデ 辨ジテ 居汐。 從ッテ 昔 ノ，、 ハ 今人 ヨリ モ 記憶 ガョカ ッ タト 云 フ 意味 

ニナ ル。 換言 ス レ バ 人間 ハ 書物 ト云フ 侬賴ス ル者ガ 出來テ 記憶 ト云フ 道具 ノ刃ガ 鈍 ッテ來 タノ デァ ル。 卽 

チ 人間 ハ 書物 ヲ發明 シテ夫 丈 記憶 ノ發達 ヲ害サ レ タノ デァ ル C 今 デモ 本ノ讀 メナ ィ人ハ 記憶 ガイ 、o 金 持 

ガ 馬鹿 ニナ ルノ モ此 叩-由 デァ ル 


ェ ライ 人ヲ 馬鹿 -1 ス ル程 馬鹿 十 「ハ ナイ。 後世 ノ人 ハドウ シテソ ン ナ愚ナ r ヲシ タ 力 ト怪シ ム。 然シ同 

時代 -1 住 ム者ハ 矢 張リ. H 分ト 同程度 ナ 人間 位 ニ考へ テ居ル カラ シテ 馬鹿 -ー シテ モ差シ 支へ ナイト 思フ。 

時 ガ 經過シ テ他ノ 平凡 ナ人ハ 皆 忘 レ ラレ テ此ヱ ライ 人. ガ其 時代 ノ 代表者 トシ テ殘 ル并 -1 成程 エラ 么人デ 

アツ タンダ ト氣 ガ付ク ノデ アル。 後世 ノ人ハ 初 カラ 茲 -1 氣ガッ ク。 同時代 ノ人ハ 死 ヌ迄氣 ガ付カ ナイ 「 ガ 


ァ ル a 

1 時代 ノ 代表者 ト云フ -1 足 ル程ノ 人 チ^ 迫ス ルノ ハ 自分 デ 自分 ノ腕ラ 切ッ タリ、 足 ヲ挫ク 樣ナ者 デァ ル。 

後世 ノ人 カラ 見 レバ、 ソレ ダカ ラ 馬鹿 力々 シ イノ デ アル。 同時代 ノ人 ハツ レ -ガ 常然 ト 心得 テ： K ル ノ デ ァ ル o 

後世 ニ殘ル 人ハ兪 持 チノ 名前 デ ハ ナイ、 華族 ノ 名前 デ ハ ナイ。 今ノ w  -1 赫 々タル 人力 ーフ尊 敬セ ラレ ル人 

デ ハ ナイ。 コン ナ者 ハイ 力 二 生前 二 威張 ル 「* 力 出來テ モ 死ネバ ス グ 滅シテ 仕舞 フ。 

同時代 ノ人ハ 生^  -ー  ヱ ライク テ モス グ忘レ ラレ ル人 ト、 生前 二 ハ 別 二 權威 門地 ガナ クテ モ 死後 二 生命 ヲ 

有ス ル眞ノ ェ ライ 人 トノ區 別. ガ出來 ナイ。 出來ナ イノ ミナ ラズ之 ラ逆サ マユ 考へ テ 居ル。 —— ^史 ハ古來 

カラ ロヲ ス ク シテ此 事 實ヲ橾 リ返シ テ居ル -1 モ關ハ ラズ、 衆人 ハ决シ テ悟ル r ハ ナイ。 

ェ ライ 人ガ同 哮代ノ 人力 ラ 馬鹿 二 サレテ 奴 わ ルノハ 愚デァ ル。 エラ ィ人 ハ决シ テ 同時代 ノ 人力 ラ尊 敬サ レ 

ル樣 ナツ マラ ナイ 人間 デ ハナ イノ デ アル。 

同時代/人 カラ 尊敬 サ レルノ ハ容 易ナ p 'デァ ル 

1 族-一生 レ、 バ ョィ 

一 一華 族 -1 生レ、 バ ョ ィ 

三 金 持-一生 レ 、バ ョィ 

四權 勢家 ニ生レ 、 バ ョ ィ 

是等 ニナ レ バス グ 尊敬 サ レ ル ノデァ ル。 然シ 百年 ノ後 -1 ハ誰 モ之ヲ 尊敬 ス ル者ハ ナイ。 是等ト 同等 -1 尊 

敬サ レ ル樣デ ハ 到底 後世 -1 尊敬 サ レ ル譯ガ ナイ。 

ェ ライ 人 ハ小供 二 モ 車夫 -1 モ否 自己 ノ 妻子 二 モ馬鹿 二 サ レ ル r ガァ ル。 彼等 ハ 同時代 ノ 人間 デ决 シテ大 

小、 厚薄、 深淺、 等 ノ區別 ヲ有ス ル者デ ナイ カラ、 H ライ 人モ 自分 ト同 等位 ナ者ダ ト思フ ノ ハ 無现ノ ナイ 
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章 華窣窣 

ゾリ^ / 


一十 穴 

1 デァ ル。 ダ 力 ラ、 ェ ライ 人ガ 他力 ラ馬鹿 一一 サ レル、 或 ハ己レ ノ眞價 ヲ認メ ラレ ヌノ ヲ怒ッ テ居タ ラバ 、 

ェ ラ ィ人程 不幸 ナ人ハ ナ ィ、 ド ウセ 世間 ハ 相手 二 ナ ラ ン ト思 ッテ居 レ バ 幸福 デ モ 不幸 デ モ ナイ。 ナ マジ ィ 

故意 二 ヱ ライ 事ヲ 注意 シテ知 ラシ メ樣 トス ルト 大變ナ 苦痛 デ アル。 ト云 フ者ハ 適當ナ if 機ガ コナケ レバ 其 

眞價 ハ 到底 認メ ラ レ ル者デ ハ ナイ、 自分 ガ ィ ク ラ 世間 -I 向ッテ 吹聽シ タ ッ テ耳 ヲ傾ケ ル モノ ハ 决シテ ナイ。 

却ッテ 輕蔑サ レ ル許 リデァ ル。 馬鹿 馬鹿 シクッ テモ、 默ッテ 居ル方 ガ呑氣 ディ 、。 

後世 二 ナ レ バ 到底 同程度 ノ 人デ ナイ^: ヲ 同程度 位 ノ 考デ倂 ベ 稱シテ 居 ル樣ナ 場合 ハ 本人 カラ 云フト 可 笑 

シ ィ位ナ 「ガァ ルカ モ知レ ヌガ、 ソレ ヲ 辨觯シ タ ッ テ 却ッテ 世間 一一 ハ 誤解 ヲ引 キ起ス ノ ミデァ ル。 濟マシ 

テ居 ルゥチ 二、 自分 ト 同程度 ダ ト見 傲. サ レ タ 連中 ハポッ リ，/ \ -ト 消えて 行ク ノデ アル。 エラ ィ人 ハ、 ソコ 

ガ分 ッ テ居 ルカ ラシ テ 失望 ヲ シ タリ、 不平 ヲ言ッ タリ、 苦痛 ヲ求メ タリ ズル 必要 ハ ナイ。  車屋 力 ラ馬 

鹿 II サレ テモ、 小 供 力 ラ 馬鹿 一一 サレ テモ、 妻子 力 ラ 馬鹿 一一 サレ テモ、 矢張リ ェ ライ 人デ 满足シ テ居 ルガ ョ 

ィ o  1 


△ 社會ハ 存外 公平 ナ モノ デ アル (一 

△ 社會 ハ^ 外 不公平 ナ モノ デ アル (一 

<- 社會 二 せ ハ ナイ モノ デ アル  (二 

厶社 會ハ 己レデ アル  .(m 


<! 神、 告ゲ" 幽靈、 等ヲ皆 suggestion  ノ  personification トシ テ 使用 スル 方法 


己 レヲ大 -1 ス ル 方法。 己レ ノ住ン デ居ル 世界 ヲ遠ク カラ 眺メ ル 法。 遠ク カラ 見ルト 自己 ノ 世界 ノ 高低、 

深淺、 高下 及ビ 自己 ト周 圜トノ 關係ガ 歴然 トヮ カル。 

普通 ノ 眼力 デ遠ク 力 ラ眺メ ル ノト、 燃犀ノ 眼識 ヲ以テ 其ゥチ 一一 居 テ眺メ ル ノト ハ 同 樣デァ ル。 夫ダ カラ 

現代 ヲ評ス ル -1 當ッテ 後世 ノ 凡人 ト 現代 ノ 巨人 トハ 同程度 デァ ル。 

町内 ノモ ノヲ 己レト 同程度 ニ譯ノ ワカ ッタ人 問 ダト 假定ス ルガ 故-一 彼等 ガ 自己 ノ 見識 以下 ノコ ヲ スル丼 

二 其 非 ヲ責メ タクナ ル ノデァ ル。 シ 力 シ 町內ノ 者ガソ ン ナ 二 見識 家 デナ イト 云フ 「ハ 己レ ヲ遠ク 二 置ィテ 

眺 メレ バス ゲ合點 ノ行ク r デァ ル。 己. レ ト 同樣ノ 程度 ノ 生活 ヲ シテ、 己レ ト同稃 度 -1 社 會上ノ 地位 ヲ有シ 

テ、 其 他 色々 ノ點 ニ於テ 自己 ト 同程度 デァ ル ト思フ 序- 1 彼等 ノ敎 育モ 同程度 ダト知 ラヌ間 一一 假定ス ルノデ 

ァ ル。 成程 敎育ハ 同程度 ノ モノ ガ アルカモ 知 レヌ。 然シ 形式 丈 同 ジ敎育 ヲ受ケ タト 云フ 意味 ト敎 育ノ. M: 容 

ガ同ジ ト云フ 意味 ト ハ 大變ナ 違デァ ル。 同ジ 大學ヲ 卒業 シ タカ ラト 云 ッテ、 同 ジ^ 識 ヲ有シ テ居ル ト速斷 

スルト 大變ナ 誤謬-一 ナル。 吾人 ハ 町内 ノ人ガ 同程度 ノ 生活 ヲシテ 同程度 ノ 服装 ヲシテ 同 程 〔度〕 ュ シャべ 

ッ テ 同程度 一一 形式 上 ノ敎育 ヲ受ケ タト 云フ點 ヲ見テ ス グ其 見識 や 人生 觀迄ガ 己 レ ト 同程度 ダ ラウト 超ュ可 

カラ- サル 論理 ノ畛 域ラ跨 イデ 仕舞 フカ ラシ テ 彼等 ノ行爲 動作 ガ己 レノ 豫期ス ル所 二 及バ. サル片 二 不平 デァ 

ル。 其^ ラ責メ タクナ ル。 失敬 ダト 思フ ノデァ ル。 此 結論 ハ正シ イカ モ知レ ヌ ガ其假 定ハ大 間違 デァ ル。 

夫 程 理窟 ノ分ッ タ人ガ 世ノ中 -1 澤山居 ルナ ラバ 自分 ハ矢 張リ 凡人 デァ ル。 町內 中二 ゴ 口/ \シテ 居 ル樣ナ 

者ノ 一  人デァ ル 以上 ハ筆ヲ 執ッテ 文章 ヲ カク 必要 モ ナイ。 自己 ノ所 說ヲ 天下 -1 紹介 ス ル 必耍モ ナイ。 又 天 

下 後世-一 謠ハ レ ル 必要 モ ナイ。 苟モ 自己 ハ 後世 迄生キ ル 資格 ガァ ルト 自信 ス ル 以上 ハ、 苟モ 自己 ヲ 後世 迄 

殘サゥ ト决心 スル カラ 二 ハ、 町 内 ノ誰 彼ト ハ 別途 ノ 人間 デァ ル r ヲ喑々 裏 二 認識 シ ノ メノデ アル。 認識 ス ル 

以上 ハ 彼等 ノ行爲 言動 ガ遙 力 -1 自己 ノ豫期 以下  一一 ^劣デ アツ テモ 野卑 デ アツ テ モ 淺雞デ アツ テモ驚 口 ク「 
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モ 怪シム r モ 不平 ナ r モナ ィ譯デ アル。 ^等ガ 愚劣 デ 野卑 デ 淺豫デ ァ レバ コ ソ 自己 ハ 天下 後世 -1 殘 ル 資格 

ガァ ル ノデァ ル。 一 方デハ 自己 ガ ェ ライト 云 フ r ヲ認 メナ. ガラ 一. 方デ ハ往來 デ逢フ 誰彼 ノ淺 薄デ 野卑 デ庸 

劣ナ r ヲ憤フ ル ハ 大ナル 矛盾 デァ ル。 

先方 カラ 云 ッテモ 同樣デ アル。 先方 ト同 ジ位ナ 形式的 ナ敎 育ヲ受 ケテ、 同 ジ位ナ 社 會上ノ 地位 ヲシ メテ、 

同 ジ位ナ 身ナリ ヲ シ テ居ル 力 ラ心 ノ底モ 多分 ハ 自分 位ナ 者ダト 假定ヲ シテ 力、 ル。 コ ノ假定 ュ ハヅ レタ片 

ハ 程度 ガ遠 フトハ 心 付 カヌ。 程度 ハ 同ジ ダ ガ性 質. 力 違 フト 思フ。 程度 ハ高 イノ デハ ナイ、 變ッテ 居 ルノデ 

ァ ル。 變 物デァ ル。 變人 デァ ル丈 ダカ ラシ テ、 自己 ノ^ 識ゃ 料簡 デ 充分 料 リ得ル 人 閒デァ ルト 思フ。 ， • 

ダレ ダッ テ 自分 ノ 壽命ヲ 知 ッテ居 ル者ハ ナイ。 他人 二 ハ 猶知 レッコ ナイ。 醫ヲ業 トス ル專問 家 ダッテ 人 

間ノ 生命 ヲ 勘定 ス ル譯ニ ハ行 力 ナイ。 自分 ガイ クッ 迄生キ ルカ ハ、 生キタ アト ザ始 メテ、 言 フ可キ 「 ダ。 

八十 迄生キ タト 云フノ ハ 八十 迄生キ テ事實 ガ證據 立 テナ クテ ハ 云へ ヌ 「ダ。 假定 八十 迄生キ ル 自信 ガ アツ 

テ其 自信 通リ ニナ ルニ シテ モ 八十 迄生キ タト 云フ 事實ガ ナイ 以上 ハ誰 モ信ズ ル者デ ハ ナイ。 人間 ヲ知ル ノ 

モ此レ ト同 樣デァ ル。 自己 -ー ド ノ位ナ 忍耐力 ガァ ル 力、 才 氣ガァ ルカ、 記憶力 ガァ ルカ、 慈善心 ガァ ルカ、 

ャ リ通シ タ上 デナ クテ ハ分ル モ ノデ ハ ナイ。 過去 ガカ ウダ カラ 未來モ 其位ナ 程度 グラウト 豫想ス ル ノハ、 

今迄 生キタ カラ、 是 カラ 先キ モ生キ ルダ ラウト 云 フ檨ナ モ ノデァ ル。 今迄 ハ 外界 ノ 境遇 ガ自 己ノ 生活 ヲ保 

存ス ル樣ニ ゥ マ ク出來 テ居タ 力 ラ生キ タノ デァ ル。 是カ ラサ ヰ 周園ノ 狀况ハ ド ノ位 變化ス ル 力 ヮ カラ ナイ。 

ドノ 位ノ變 化ニ堪 へ得ル 程ノ體 質デ、 ドノ 位 以上 ノ變化 -1 逢へ バ死ヌ 力 ハ 過去 デ ハ判斷 ガ出來 ナイ。 只 其 

場合 二 臨 ンデ事 寳ガ證 據ダテ ルノヲ 待ッョ リ致 シ方ガ ナイ。 

自己 ガ 世間 ト 戰爭ヲ ス ルノ デモ 戰爭ヲ シック シ テ後 ヲ顧ミ ル丼 デナ クテ ハ 自己 ノ戰鬪 カハ知 レ樣ガ ナイ、 

世間 モ亦其 人ガド ノ 位强ィ 人デァ ルカ ハ 其 人ガ死 ヌ迄ノ 事 實ヲァ ト 力 ラ纏メ タ上 デナ ケ レ バ 一 雷 モ云 へ ル 


譯 ノ者デ ハ ナイ。 最後 二 ァ ン ナ人 ナラ、 ョ セバョ カツ タト 云 フ 結果 ニナ ルノハ ワカ リ切 ッテ 居ッテ モ事實 

ガ ソレヲ 證明シ ナイ 以上 ハ 到底 覺レル モノ デハ ナイ。 

. ダ カラ シ テ 吾人 ガ 世間 ト戰 爭ヲ スル、 又ハァ ル者ト 戰爭ヲ ス ル裼合 二 ハ 戰爭 ラゃメ  口、 戰爭ヲ シ テ モ貴 

樣 ハ撐テ ッコ ナイト 敎へ テ ゃッテ モ 到底 承知 ス ル モ ノデ ハ ナイ。 矢張リ 仕舞 迄 ゃッテ 見テ、 ァ 、詰 マ ラナ 

ィ、 トウ-/ \- 駄目 デァ ッ タ ト 落膽サ セ テ自覺 ス ル迄ャ ラセ ルョ リ外 二道 ハナ ィ ノデァ ル。 見ス /\> 先ガ見 

ェ隙ィ テ居ル カラ 忠告 シテゃ ルノハ 親切心 デァ ルケ レ及、 ソレガ 合 點出來 ル樣ナ 人間 ナ ラバ、 n ツチ ト同 

程度 ナ者デ アル。 コ ツチ ト 同程度 ナ者ナ ラバ、 n ツチ 程ヱラ クテ、 n ツチ 程 天下 後世-一 殘ル 資格 ガ アル 者 

デァ ル。 ソ ン ナ者ナ ラバ 始メ カラ コ ン ナ愚ナ r ハ セ ン 害デァ ル。 之 ヲゃリ 出ス樣 ナ淺墓 ナ者ナ ラバ.、 コ チ 

ラノ 見識 ガ呑ミ 込 メテ、 コ チラの 云フ 「ガ分 カル 者デハ ナイ。 ャル丈 ゃッテ 自覺サ セル ヨリ 仕方 ガ ナイ。 

n ン ナ 馬鹿 デ モ 後世 - 一生 レ ルカ、 利害 ノ關 係ノ ナイ 社會カ ラ見 レ バ 自分 ノゃッ テル r  ノ愚ナ r  -1 ハス グ氣 

ガック ノデァ ル ガ 因果 ノ波 二足 ヲサラ ハレ テ、 アップ ./\- シテ 居ルゥ チハ人 ノ云フ 「ガワ 力 ル者デ ハ ナイ- 

仕方 ガ ナイ。 


西洋 ハドウ デモ ィケ ナイで 今 曰迄發 達した る國 なり 

日本 はド ゥデ モ ョ ィで 今日 迄 押し通し たる 國 なり 

日本 ガ 西洋 ト接觸 シ出シ タ 今日 カラ ハ、 ドウ デモ ヨキ モ ノが漸 々ドウ デ モヨ クナ クナ ル 時機 ナ リ。 夫 故 

-1 今 ノ 日本 デ 先例 -ー ノット ラン トス ル者ハ 時勢 i 一通 ゼザル 者ナリ 

文士 保護 ヲ說 ク。 文士 保護 ハ獨立 シ難キ 文士 ノ云フ 言 ナリ。 獨立ス ルノ 法， ハ 自己 ノ 作者 ヲョ ク寶レ ル樣 
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ニス ル r ナリ。 世間 ノ 趣味 ヲ 開拓 ス ル -1 ァ"。 保護 ハ舊 « 時代、 虫貝 族 的 時代 二 云 フべキ 「ナ リ。 個人 平等 

ノ世 一一 保護 ヲロ  二 ス ル ハ 恥辱 ノ極 ナリ。 退ィテ 保護 ヲ受ク ル ョ リ 進ンデ 自己 二 適當ナ ル租稅 ヲ拂ハ シ ム ベ 

シ o  ■ 


理想 ハ 自己 ノ e 部 ヨリ 躍如 トシ テ發動 シ來ヲ ザル可 ラ ズ。 奴 隸ノ頤 腦-ー 何等 ノ 雄大 ナル 理想 ノ宿 リ得ル 

理 ナシ。 西洋 ノ瑰想 -1 壓倒セ ラ レ テ目 ガ眩ム 日本人 ハ ァ ル 程度- 一 於テ 皆奴隸 ナリ。 奴 隸ヲ以 テ甘ン ズルノ 

ミナ ラズ、 好 ン デ奴隸 タラント スル者 一一 如何 ナル 理想 ノ腦裏 隱 シ 得 ベ キ ゾ。 旣 二 理想 ノ凝ッ テ華ヲ 結 

ブ者ナ クン パ 藝術ハ 死屍 ナリ 


自己 ハ 過去 ト 未來ノ 一  連鎖 ナリ。 過去 ヲ未來 -1 送 リ込ム 者 ヲ舊派 ト云ヒ 未來ヲ 過去 ヨリ 救 フ者ヲ 新派 ト 

云フ。 自己 ノウ チュ 過去 ナシト 云フハ 吾-一 父母 ナシ ト云フ ガ如シ 。吾-一未 來ナシ ト云フ 者 ハ吾ハ 子 ヲ生ム 

能 カナシ ト云フ 二等 シ 

ヮガ 立脚地 ハ コ 、 一一 於テ 明瞭 ナ リ。 S ヮレ ハ 親ノ爲 -I 生存 ス ル 力 S ヮ レ ハ 自己 ヲ 樹立 セ ン ガ爲メ  二 生存 

ス ルカ 3： ヮレハ 子 ノ爲メ 一一  生存 ス ルカ。 ート三 一一 ァ タ.. 井 ズムヲ 加へ 得 ルガ 故-一 吾人 ノ 立脚地 ハ五ト ナルヲ 

3 文藝 復與ハ 大ナル 意味-一 於テ親 ノ爲メ  -1 生存 セ ル 意義 ノ大 活動 ナリ (但シ ァタ， 井ス チック) 

g スコッ トは 中世 紀ナ ル先驵 ノ爲メ  二 生存 セ ル 人ナリ (ァ タ. 并ス チック)、 ラフ ァヱ ル前 派モ亦 同ジ。 マ 

J 原 

クファ 1 ソン モ同ジ o チゃタ 1 トン モ同ジ 

S イブ セ ンは 自己 ノ爲メ  二 生存 セ ル人 ナリ。 ニイ チェ モ 同ジ。 ブラウ 二 ン グ モ 同ジ、 キ ブリン グも 同じ o 
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ぽ 子ノ爲 二 生存 シタ ル者 


人間 ハ 朝 カラ 晚迄 假而ヲ 被ッテ 居ル。 只钣ラ 食フ時 丈ハ假 面ヲト ル。 敢テ トリ タイ カラ デ ハ ナイ。 トラ 

ネバ 钣ガ食 へ ン カラ デァ ル。 飯ヲ 食フ r ハ 假面ョ リ モ 大切 デァ ル。 

假 面ヲト ランデ モ钣ガ 食へ ル者ハ 始終 ッケテ 居ル。 華族 ダノ金 持 ハ是デ アル。 ダ カラ 華族 や 金 持 ハ假面 

ダカ 本 當ノ顔 ダカ ワカ ラナ ィ顔 ヲシテ 居ル。  - 


敎育ノ ナイ 者ハ 日 二 何遍 モ. 假面ヲ トラ ナクテ ハナ ラヌ。 貧乏人 モ日 二 幾度 トナ ク假 面ヲト ル。 白 鋼 一 ッ 

ャル トス グ トツ テ見セ ル。 


假面ガ 遝クテ 下 カラ 本當ノ 顔ガ見 H 透 クノガ 大分 居ル。 之 ハ塵ョ ケノ 氣デ面 ラ被ッ テ 居ルノ ダラウ 

假面ト 云フ名 ノ下セ ナ. -ィ、 マ ヅ ィ面ヲ ッケテ 得意 ナノ ガァ ル。 探偵 ノ ッ ケテ居 ル面ハ 之デァ ル 

自分-一 ハ大變 利 ロナ 面-一見 ェテ 他人 カラ ハ 馬鹿 氣 テ見ュ ル假 面ガァ ル。 占者 ノ假 面デァ ル 

大人 ノ樣 デ頗 ル若ィ 面ガァ ル。 中擧 生ノ假 面デァ ル 
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戀ハ 剝ゲ 易ィ假 面デァ ル。 

忠君 愛國 ハ 都合 ノィ 、 假面デ アル。 

耶蘇 ノ假面 ハ惡魔 ノ被ル モ ノデァ ル。 英 國人ハ コ レデァ ル 

孔子 ノ假面 ハ盜跖 ガ盜， ンデ行 ッタ。 支那 人ハ コレデ アル。 


虛榮 ハ戀ノ 假面ヲ 被ル。 戀 ヲタ、 キ壞ハ スト、 スグ 知レル 


博士 ノ 假而 ハ 死ヌト 消え テナ クナ ルサ ウダ 


自分 二 モ 人ニモ 愚 ュ 


小便 デ假 面ヲ 洗ッテ 


生 懸命 -1 假面ノ 鼻 


假面ノ 上 一一 御白 粉 ザ 


ェ ラサ ゥデ詰 ラナ ィ假 面ガァ ル。 學 士ノ假 面デァ ル 


占者 ノ BK 面ヲ 信仰 シ テ居ル 者ガァ ル。 裏側 ノ方 へ 舌ガ出 テ居ル ノガ 難有ィ ノ クサ ウダ 


I 一人 曰く 圓 なり。 一人 曰く 方な り。 固く 執って 下らす。 第三者-一行 ッ テ之ヲ 質ス。 第三者 曰く どうで. も 

よい。 二人！！ 术然 タリ。 一人 ハ圓 ノミヲ 知ル。 一人 ハ方 ノミヲ 知ル。 故-一己 レヲ是 トシ テ他ヲ 非 トス。 第三 

者ハ圓 ヲ知リ 又方ヲ 知ル。 故-一 ドウ デモ ョ イト 云フ。 而シテ 一 一人 ハ 第三者 ヲ以 テ愚ト ナス 


▲ 道義 上 醜 ナル 者、 怪ナル 者、 卑ナル 者、 ラ 容レテ 平然 タ ル 者ラ廣 イト 云フ。 之ラ 容レ ヌ 者ラ狹 イト 云フ 

せ 間デ ハ容レ ルト 云フヲ 贊辭ー 一川 ヰ、 容レ ヌ者ヲ 貶 辭ュ用 ヰル。 而シテ 何ガ故 ニ廣ィ 人ガョ クテ、 狹ィ人 

ガ惡 イノ 力 ヲ考へ ヌ。 廣 イノ ハ只廣 イノ デ、 狹 イノ ハ只狹 イノ デァ ル。 上下 ノ區 別ハ ナイ 箦デァ ル。 

淸濁倂 吞ムト 云 フ 「 ハ T 淸濁 ノ區別 ノ出來 ヌ人ー 一 感覺ノ 鈍 ィ人三 是非 ニ闢セ ズ、 ァ ル事ヲ 成就 セ ン トス 

ル、。 n  ノ 三種 ノ 人ハド ツチ カラ 云ッ テモ、 ホメ ラレ ル可キ 人-一 ァラズ 

惡ヲ容 レヌト 云 フ人ハ t 善惡 ノ區 別ノ出 來ル人 n 感覺 ノ銳敏 ナル人 一一 一 是非 其 モノ ガ目 的デ 、 是非 以外 二. 

目的 ヲ有 シテ、 惡人ヲ 惡人ト 知 リナ ガラ、 之ラ 利川ス ルガ 如キ 下等 デナ キ人 

右 二 ョ ッテ見 レバ 人 ヲ容レ ル ト云フ 人 ヨリ モ人 ヲ容レ ヌ人 ノ方ガ 健全 デァ ル。 高 尙デァ ル。 純潔 デァ ル 

然 シ容レ ラレ ル人、 容レ ラレ ヌ人ノ 側 ヨリ 云へ バ 此評價 ハ アベ コ ベ -1 ナル。 

下等 ナ者 デモ 己レ ヲ容レ テ吳レ ルカ ラ褒メ ル ノデァ ル。 

上等 ナ者 デモ 己レ ラ容レ テ吳レ ヌ カラ クサ ス ノデァ ル。 

褒 メル ノモ、 "サ スノ モ皆 人ノヮ レニ 對ス ル 利己主義 力 ラ來 ル ノデァ ル。 ソ レニ 心ヅ カズ シテ、 廣ィ人 

ト云ハ レ 、バ 喜ビ、 狹ィ人 ト云ハ レ 、 バ 不平 ナノ ハ無喑 二人 ノ 煽動-一. 乘. ルト 同樣ナ モノ デァ ル。 

I 八 三 


一 八 四 


厶 怒ルノ モ假 面デァ ル、 泣ク ノ モ假 面デァ ル。 笑フ ノモ假 面デァ ル。 本人 ハ假 面ヲ被 リナ ガラ、 之 ヲ眞面 

目ト 心得 テ居 ル。 愚ナ r ダ。 日 木 デモ 西洋 デモ 死ヌ時 ニ云フ 「丈 ハ眞 面目 ナ者ダ トシ テア ル。 本當 ヲ云フ 

ト 是モ假 面デァ ル。 只 云フゃ 否や 死ンデ 仕舞 フ カラ、 其 假面タ ル 「ヲ 證據立 テテ 見セ ル 機會ガ ナイ ノデァ 


尤モ 可笑シ イノ ハ女 ノ淚デ アル。 女ノ 泣ク ノハ、 ソ ラ淚ガ 多ィ。 タマ-一 ハ本 赏ノ淚 ヲ出シ タ積デ 本人 丈 

ハ；^ ィテ 居ル。 所ガソ ノ淚 ガ大々 的 ノソラ 淚デァ ル 。男- 1 モヨ クコン ナ 事ガァ ル。 


世ノ 中二 笑 フ可キ II ハ甚ダ 多ィ。 泣クべ キ r- ハ殆ン ドナイ。 皆假 面デァ ルカ ラデァ ル。 笑 フ可シ ト云フ 

ノ ハ假 面ヲ被 ッテ眞 面目 ナ氣デ 居 ルカ ラデァ ル。 假面其 物 ハ笑フ ベ キ 「 モ何 トモ ナイ 

尤モ淺 薄 ナ假面 ノ 例ニハ 貴婦人 杯 ノ 慈善事業 ガー 番ィ、 。本人 ハ眞二 慈善 ノ 氣デ居 ル。 實際ハ 虛榮 ノ ホ 

力 ニ何ノ 意味 モ ナイ。 女 ハコ ン ナ 淺蒲ナ 假面サ へ剝 イデ 自分 ヲ 研究 ス ル能 カノ ナイ ワカ ラズ 屋デァ ル。 單 

二 ヮ カラ ン 丈デ ハ ナイ、 ソン ナ 勇氣ガ ナイ ノデァ ル。 

M 二 勇氣ガ ナイ ノデハ ナイ、 シ カク 己 惚ガ强 イノ デァ ル。 

身分 ノィ 、 上品 ノ樣ナ 女 二 ハ^々 コ ン ナ 己惚. ガ 强ィ。 ダ カラ 彼等 ハ 地獄へ 落 チテ然 ル可キ 罪 ヲ持チ ナ，. ガ 

ラ、 死 ヌ迄祌 ノソバ へ 行 カレ ルト 思ッテ 居ル。 世 二 女 杯 幸福 ナ モノ ハ ナイ 
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A パ 

A  circle  of  bi-factorial 
action,  dependent  on  the 
third  agent  acting-  upon 
the  bi-factors 


トヽ 

A  ^ 


1. Circle  of  clock-wise 
action 


波 

ヲ 


o 


^ゝ 

》 ぺ 

2.  circle  of  equilibrium 
of  Forces 


3.  A  circle  of  bi-factoric 
interaction  dependent 
on  the  third  agent 


而白ィ 世 ノ屮ダ ト云フ 者 ハ小供 力 馬鹿 デァ ル。 苦 シィ世 ノ中ダ ト云フ ノハ世 ノ中ヲ 買ヒ被 ッタ者 ノ云フ 

r デァ ル。 ffi ノ中ハ 自殺 ヲシテ 御免 蒙ル程 ノ價値 ノア ル モノ, 一  ァラズ 


5 へ 

生ズ . 


< -悲. ^ト 喜劇 ハ同 ジ物ナ ル r 


厶萍經 衰弱 デァ ル 


遊^的 文 素 (色々 種類む 擧グべ シ) 戀愛ハ serious ナル 要素 ノ如ク 二 シテ又 一 面 二 ハ此 遊離 的ノ 素質 ヲ 

帶ブ。 之 ガ爲メ  -ー戀 愛 專問ノ 文擧ハ 滑稽 文擧、 飄 逸文 學、 觯脫 文擧ト 同樣ナ ル趣ヲ アル 點- ー於テ 認ム。 現 

今 ノ戀凌 文 學ガ何 ダカ 飽キ 足ラヌ ト云ハ ル.、 一 源 H-1 ハ 如何 ナル 理由 ァ ルカ ト考へ レバ、 極端 ノ戀 愛文 擧 

ヲ 想像 シテ見 レバ 分ル。 極端 ノ戀 愛文 擧ハ 一 種ノ遊 戲文攀 デァ ル。 而モ 戀愛ナ ル者ハ シリア スナル 人生 ノ 

耍素 トシ テ 著者 一一 ヨリ テ描 カレ、 又讀 者-一因 ッテ 期待 セ ラル。 カク ノ如ク -1 シテ其 結果 ハ遂 -1 一種 ノ遊戲 

文學- ー終ル 故-一 讀者ハ 何 トナク 不満 ナノ デァ ル。 ダカ ラ此遊 戲的ナ 量ヲ减 ジテ實 際ノ 生活 問^ ラ 閹レ タ者 

ヲ 加味 ス レバ 戀愛 モ 大 二 眞 面目 ナ モノ  ニナ ル。 而シ テ讀 者ガ首 肯 ス ル r 受合 ナ リ 

鱧 I 我ハ 文法 ゃノ 如シ。 文法 ガ 文章 ヲ作リ 能ハ. サル 如ク、 禮 Ik 人格 ヲ作ル 「能 ハズ、 今 ノ世ノ 紳士 ノ 資格 

ト 云フノ ハ禮翁 ト云フ 意味 ナリ (尤モ ョ ク 觯釋シ タ 所デ) 是猶 文法 -1. 合セ ル文窣 ヲ見テ 名文 ナリト 騷ギ立 

テ ル ガ如シ 


服装 杯-一好？ ノア ル人ガ 反ッテ 「ハイカラ」 に 見え ズ シテ、 其方 二 ァ マリ 趣味 ナキ 人ガ 却ッテ ハイカラ 


-1 見える 事 あり。 是 はこん な譯 であろ。 前者 はいかに 凝ッ タナリ をしても それ をよ く 着こなして 居る。 後 

者ハ 左程に 品物 を 撰ばざる にも 關 はらす、 己れ が 着けた もの を こなして 居らん。 だから 一方 は 自然-一見え 

て、 1 方 は 不自然に 陷る。 言 ヲ 換えて 云へば 前者 は嚴密 なる 嗜好 ノ試驗 一一 及第 セル モノ  、ミ ヲ、 アツ メテ 

身に つけて 居る にも 拘 はらす 其選擇 ノ際ノ 苦心 や、 愉快 や、 自慢に 拘泥 シテ居 ラン。 恰モ. 裸體デ SI ルト 一 

般ノ心 持チデ 居ル。 然ル -1 他ハ 左程 ニヤ 力 マ シク 衣装 道具 ヲ 詮議 立て をせ ぬ 癖に どこへ 行っても、 いっさ 

も 己れ の 服装に 拘泥して 居る。 百姓が 大 鱧服ヲ つけた 樣な ものである。 

して 見る と ハイカラと 云 ふ 語 は 一 寸考 へる と 服装 丈で 極る 樣デァ ルガ 一 歩 進 ンデ考 へ ると 是ハ當 人ノ氣 

ノ 持ち 樣。 心の 態度で ある。 

そこで 文窣も その 通りで ある。 一字一句 を 吟味して 苟もせ ぬからして、 何だか 不自然で 窮&に 見える。 

又ハ 厭味が 多い と 言 ふ (換言すれば 作った 文章 はいかぬ。 行雲流水 ノ樣に 天 眞爛熳 に 飾らない 所がい >ノ 

と 云 ふの は 一 應 尤もの 樣 だが、 句 を 撰み、 字ヲ 練る 事が 必す 不自然に なると は 云へ ない。 厳密に ェ リ^ ミ 

をして、 飽く迄 ス キ嫌 をして。 そして 其 句 其 字 を平氣 で、 自然に、 何の 苦 もな く。 拘泥 セ ン デ使ヒ コナシ 

テ居レ パ ョ イノ デァ ル。 イクラ 字句 ヲ關ハ ズ 二 窨ィテ モ、 書 イタ 所 ヲ見テ 何 トナク 拘泥 シテ 居ル、 始終 氣 

一一 シテ 居ル、 自分で 自分 ヲ、 始終 批評 シ ナガ ラ 進行 シテ 行ク樣 デハ讀 者ハ 反ッテ 「キ. サ」 な 文章 家 だと 思 

ふ。 なぜ コ ンナ結 築ガ起 ルカ 心理的 二 說明ス ルト 面白 ィ。 說 明略ス 


厶空 想。 庭前の 景色 力 何 力 ヲ見テ 過去 ヲ考へ テ居ル 。范然 トシ テ居ル 所へ。 「アナ タ御钣 デス」 ト妻君 

ガ 出テ來 ル 


一八 七 


ス< 


厶若. 


-HR ト女ノ 會話ヲ カク。 戀ニ似 テ戀デ ナイ 樣ナ。 ツヤ ガ アツ テ 厭味 ノナ 


-者 


、ノ i ヒヲ 受ケル ト云フ 「ハ 偉大 ナ 人-一 接シタ 31 合 二 ョク アル 1 デ、 常ノ 場合 二 ハ起 ラナ イト 考へ ルノ 

ハ 間逮 デ アル。 感：^ ハ 微細 ナ 程度 ュ 於 テ 常人 ガ 接觸 ノ際ニ 始終 起 ッテ 居ル。 感化 ト云フ トー 種ノ 特別 ノ意 

味ガ アル 樣ダガ 實際ハ 雙方ノ 呼吸 ガ合フ 「デ アル。 或ハ 雙方ノ 近似 スル 「デ アル。 近似 スル ト云フ 意味 ノ 

甲 ガ！ 0 ヲ己レ ュ似タ 者ニ變 化 サセ、 乙ハ又 テ己レ 二 似タ者 ニ變化 サセ樣 トシ テ、 ソレデ 雙方ノ 間 二 一種 

ノ 調停 的 變衫ガ 出 來ル。 片方 ガ 片方 ヲ 「モ. チフ ワイ」 スル 程度 ガ强ケ レバ 强ィ程 人格 ノ判^ シタ人 ト云フ n 

此 働キハ 二十 分、 三十 分ノ 間-一 モ 起ル。 二 卜 分 三十 分ノ間 ュ會談 ヲシテ 居ルノ ハ卽チ 互-一 感化 シ合 ッテ居 

ル ノデァ ル。 感化 シ合 ッテ 居ル證 據ュハ 二十 分 デモ 三十 分 デモ 話ガ 出來ル ノデァ ル。 シ カシ^ ^ナ 感化 ノ 

本人 自身 ハ 意識 セ ズ に濟 ン デ 仕舞 フ 。 
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3 


自滅 (雙 方) 


3 


衙突ノ 極 

互 -ー 變形 


□ 


ひ 一 方 自滅 


第 一 ハ 普通 ノ 場合 ナリ。 第一 ーハ左 

起ル。 第三の S ノ  一  ノ 場合 ハ 車夫 

坊主 ト 金満家 モ 然リ。 第三の S ソァ 

ル者ハ 全 ク自被 二 了ル。 險 カラ j ^レ 

ノ 根底 -ー 働ク大 原動力 ハカ ゥデァ ル 

一一 曰ク、 世 閒ガ己 レト同 ジ樣ナ 者-一 

人 ハョク 自滅 ス ル ノデァ ル。 換言 ス 

ス ル者ヲ 智慧 ノア ル者ト 云フ。 反對 

ッ カズ - 一死 ヌ者ラ 本能 性ノ 人間 ト云 

屬ス ル女ハ 頗ル少 ナイ。 女ノ 智慧 ハ 


程 多 力 ラ ズ 。 小供ガ 先生 ノ 前 -1 出 タリ。 靑年ガ 長者 -1 接シ タル 場合 - 一 

碩舉 ト對シ タル 場合 ノ如 シ。 雙方 度外視 セザル ヲ得ヌ 故-一 斯ノ如 シ。 

トノ 鍚合ハ 非常-一 多シ。 世ノ 中ハ是 ヲ以テ 充満 ス。 而シ. テ其 場合 ノア 

バ氣 ノ毒デ アル。 然シ ソレガ 其物ノ 性質 ダカ ラ 仕方 ガ ナイ。 人 問ノ心 

o —— 他人 チ悉 ク己レ ノ樣ナ 者 * シ タイ。 —— 其 又 奥-一 ヒソ ム 原動力 

ナッタ 弁 自己 ハ 心丈夫 デァ ル。 —— ダ カラ 自分 ヲ 心丈夫 -ー ス ル爲メ 一一 

レ バ 自己 ノ 目的 ト反 對ノ 結果 ヲ來 ス。 此 結果 ヲ 豫期シ テア ル所デ 我慢 

ノ 結果. ガ 出テ始 メテ悔 ュ ル者ラ 馬鹿 ト云 フ。 反對ノ 結果 ガ .3? テ モ氣ガ 

。而シ テ女ハ 多ク此 本能 性 -1 屬ス。 或ハ 馬鹿 ノ 部-一 屬ス。 智慧 者 -1 

日 ノ 智慧 デ アツ テ、 根本的- 1 ハ 本能 性デ アル。 ダカ ラ女ノ 智慧 ヲ 猿 


智慧 ト云フ 


國史 ヲ專問 -1 シタ人 ガ來テ 私 モ妻ヲ 貰ッテ 子ガ出 來タ。 是 カラ 金 ラタ メ子 バナラス。 是非共 子供 ガ 修業 

ノ出 來ル程 貯蓄 ラ シナケ レバ ナラ ヌ。 然シ ドウ シタ ラ好 イデせ ゥ。 

, ドウ シ タラ 國史デ 金 ガト レ ル ダラウ ト云フ 質問 程 馬鹿 氣タ 「ハ ナイ。 國史ハ 金 -1 ナ ル者デ ハ ナイ。 學者 

_1 ナ ル 者デァ ル。 國史 ヲ修メ テ金 ヲ取ル 工夫 ラ考へ ル ノ ハ 北極 へ 行ッテ 虎狩ヲ 工夫 ンテ居 ル樣ナ 者デァ ル。 

1 般ノ 世人 ハ努 カト 金ノ關 係-一 於テ 大ナル 誤謬 ヲシテ 居ル。 彼等 ハ相 應ノ 攀問ラ ス. レバ 相應ノ 金. カ取レ 

ル見込 ノア ル者ダ ト考へ テ 居ル。 ソン ナ 「ハドウ 考へ タツ テ 成立 ス ル譯ガ ナイ。 舉問 ハ 金 一一 遠. サカ ル 器械 

デァ ル。 金 ガ欲シ ケ レ バ金ラ 目的 -ー ス ル實 業家ト 力 , 商人 ニナ ルガ ィ 、 。 舉者ト 町人 ト ハ 丸デ 別途 ノ 人間 

デァ ッテ、 學者ガ 金ヲ豫 期シテ 學問ヲ ス ルノハ 町人 ガ攀 問ラ 目的 ュ シテ 丁稚-一 住ミ込 ム樣ナ 者デァ ル。 

ダ 力 ラ學問 ノ 「 ハ學者 -1 キ カナ ケ レバ ナ ラナ イシ、 金 ガ欲シ ケ. レ バ 町人 ノ所 へ 持ッテ 行クョ リ外 -ー 致シ 

方 ハ ナイ。 學 問卽チ 物ノ理 ガワ 力 ル ト 云フ 「ト 生活 ノ 自由 卽チ 金ガァ ル ト云フ 「ハ 獨立シ テ關 係ノナ イノ 

ミナ ラズ 反ッ テ 反對 ノ モノ デ アル。 舉者 ダカ ラ金ガ ナイン デァ ル。 金ガァ ルカ ラ舉者 -ー ナ レナ イノ デァ ル。 

擧者 ハ金ガ ナイ 代リ - 一物 ノ理 ガワ 力 ル ノデ、 町人 ハ 理窟 ガ ヮ カラ ナイ-力 ラ 其代リ 一一 金ヲ持 ッテ居 ル ノデァ 

レ o 

ノ 

ソ レ ヲ知 ラナ イデ 金ガァ ル所 -1 ハ理窟 モア ルト考 へ ルノ ハ愚ノ 極デァ ル。 而シチ 世人 一般 ハサ ゥ考 へテ 

居ル。 ァ ノ人ハ 金 持チデ 世間 ガ尊 敬シ テ居 ルカ ラシ テ、 理窟 モヮ カツ テ居ル ュ違ヒ ナイ。 カル チ ユア 1 モ 

ァ ル 二 極ッテ 居ル。 其實ハ カル チ ユア ー ガナ イカ ラシ テ金 ラ抱ィ テ居ル ノデァ ル。 自然 ハ 公平 ナ者デ I 人 

ノ男 -1 金 モ與へ 力 ルチ ユア- 1 モ與へ ル程^ 貭ニ ハ セン ノデァ ル。 此見 易キ 道理 も 辨ゼズ シテカ ノ金 持チ共 

一九 一 


.  一九二 

ハ己 惚レテ 自分 達ハ 社會ノ 上流-一位 シテ 一 般 カラ 尊敬 サ レ テ 居ル。 ダカ ラシ テ世ノ 中 -ー 自分 達 程 窟 二通 

ジタ者 ハ ナイ、 ダカ ラ擧者 ダラウ ガ何 ダラウ ガ己 -1 頭ヲ下 ゲネバ ナラ ン ト 思フノ ハ 憫然 ナ 次第 デ、 コンナ 

考 ヲ起ス ノモソ レ 自身 ユカ ルチュ ァ— ガ缺ケ テ居ル ト云フ 「ヲ 證明シ テ 居ル。 

譯ノ ワカ ラヌ 彼等 ガ己 惚レ ルノハ 到底 濟度 スべ カラ. サル r ト致 シテ 他人 カラ モ 其己惚 ヲ尤モ ダト認 メル 

ュ至 ッテハ 愛想 ノ盡ヰ ル程ナ 見識 デ アル。 ョ ク云フ 「ダ ガ、 ァノ男 モア ノ位ナ 社 會上ノ 地位 二 アツ テ相應 

ノ財產 モア ル カラ、 マン. サラ、 ソン ナ、 譯ノヮ カラ ナイ 「モ 無力 ラウト、 豈計ラ ンャァ ル 場合 ユハ、 ソ ン 

ナ社 會上ノ 地位 ヲ得テ 相 應ノ財 產ラ有 シテ居 レバ コ ソ譯 ガワ カラ ナイ ノデァ ル。 社 會上ノ 地^ ハ 何デキ マ 

ルト 云へ バ、 S カル チ ユア ー デ極 マ ル揚合 モ ァ ル S 門閥 デキ マ ル揚合 モ ァ ル W 藝デキ マ ル 場合 モ ァ ルめ金 

デキ マル 場 台モ アル 而シ テコレ ハ尤モ 多ィ。 コンナ -1 色々 ノ 標準 ガ アル ノヲ 混同 シテ 金デ相 揚ガキ マツ 

タ男ヲ 擧問デ 相場 ガキ マ ッタ 男ト 相互 -1 通川ス ル 樣二考 へ テ居ル o 殆ンド 盲者 モ同 馕デァ ル。 

金デ 相場 ノキ マッタ 男ハ金 以外 二 融通 ハキ カナ イノ デァ ル。 金ハァ ル 意味- 1 於テ 貴重 ナ 者デァ ル。 彼ハ 

此貴 重ナ者 ヲ擁シ テ居ル カラ 世人 カラ 尊敬 サ レ ル、 是 モ誰モ 異存 ハ ナイ。 然シ金 以外 ノ 領分 ュ於 テ彼ハ M 

ヲ利カ シ得ル 人間 デハ ナイ、 金 以外 ノ 標準 ヲ以テ 社 會上ノ 地位 ラ得 ル人ノ 仲間 入リ ハ出來 ナイ。 モシ ソレ 

ガ出 來ルト 云へ バ學者 モ金持 チノ 領分へ 乘リ込 ンデ、 金錢 本位 ノ 領分 S デ 威張 ッテ モイ 、譯 -1 ナル。 彼等 

ハサ ゥ ハサ セ ナイ。 然シ 自分 丈 ハ 自分 ノ 領分 内 二 大人 シ ク シ テ居 ル 「 ヲ忘 レ テ他ノ 領分^ ノサ バ リダ， -ゥ 

トス ル。 ソ レガ必 竟ズル ュ 物ノヮ カラ 〔ナ〕 ィ人々 ダ ト云フ 「ヲ 事實 上證據 t テ 、罟 ル。 

金ハ勞 カノ 報酬 デ アル。 ダカ ラ勞カ ヲ餘計  一丁 ンタ モノ ハ餘 計-一 金 ガト レル。 コ 、迄ハ 世間 モ 公平 デ アル。 

(否 是 スラモ 不公平 ナ r ガァ ル、 相場師 杯ハ勞 カヲセ ン デ金ヲ トツ テ居ル )Q 然シ 一 步進メ テ髙等 ナ勞カ 

等ナ 報酬 ガ俘フ カヨ ク考へ テ a ル ガイ、。 報酬 ト云フ 者ハ眼 #  ノ利害 -1 最モ 影響 ノ多ィ 事情 丈デキ マ 


ル ノデァ ル。 極 メテ^ 際的ノ モ ノデァ ル。 眼前 以上 ノ遠ィ 「、 高ィ 「 二 努力 ヲ費ャ ス者ハ イカ 二將 來ノ爲 

メ  -1 國家ノ 利益 -ー ナ ラウト モ 報酬 ハ減ズ ル ノデァ ル。 ダカ ラ今ノ 世 デモ 敎師ノ 報酬 ハ小 商人 ノ報ー 1 ヨリ モ 

少ナ ィ。 ダ 力 ラ シ テ努 カノ 高下 デ金ノ 分配 ハ 定 マラ ナイ。 從ッ テ金 ノア ル者ガ 高 尙ナ勞 カヲシ タト ハ 限ラ 

ナイ。 換言 ス レバ 金ガァ ルカ ラ 人間 ガ 高尙ダ トハ 云へ ナイ。 金ヲ 目安 一一 シ テ人ノ ェ ライ、 エラ ク ナイ ヲキ 

-メ ル譯 -ー ハ行 力 ナイ。 ソレ ラ 無茶苦茶 二 金 ガァ ルカ ラエ ライ/ \ト 騷グノ ハ何ノ まダ。 金 持モ 金ガァ ルカ 

ラ 自分 ガ ヱ ライ 何 デモ ヮ カッテ 居ル。 舉者ト 喧噪 ヲ ス ル 資格 ガァ ル。 擧問 ノア ル高尙 ナ考ヲ モッテ 居ル、 

氣品 ノア ル 人人 ノ頭ヲ 下ゲサ セ ル 「ガ 出來 ル ト 自信 シ テ居ル ノハ驚 口 イタ^: ダ。 一 寸考 へ テ見 口。  .EI 分ガ 

病氣ヲ ス レ バ 醫者 一一 頭 ヲ下ゲ ナクテ ハナ ル マイ。 イクラ 舍ガ アツ タツ テ 自分 デ藥 ハ盛レ マイ。 醫者 ハ 其 代 

リ -1 貴 樣ノ金 二 頭 ヲサゲ ル。 サゥシ テ 相應ノ 報酬 ヲ ト ル ノデァ ル。 病氣ヲ シタ 丼-一 ハ翳者 -ー 頭 ヲ下ゲ ル 「 

ヲ知 リナ ガラ、 趣咮ト 力、 嗜好 トカ、 氣品ト 力 人品 ト云フ 「 二 關シテ ハ學問 ノア ル 高尙ナ 理窟 ノ ワカ ッタ 

人 - 一頭 ヲ下ゲ ル 「 ヲ知ラ ン、 ノ ミナ ラズ却 ッテ 金ノ カデソ レ等 ノ頭ヲ 下ゲサ セ樣ト ス ル。 之 ヲ盲蛇 二 怖. デ 

ズと云 ふので ある。 擧問 ノア ル人、 ヮケ ノ分ッ タ人は 貴 樣等ガ I ノカデ 世ノ中 二 利益 ヲ與フ ル ト同 樣ノ意 

^二 於テ、 其舉問 ヲ以テ 其 ヮケノ 分 ッタ頭 ヲ以テ 世ノ中 二 利 盆 ヲ與フ ルノデ アル。 ダ カラ シ テ 立場 コ ソ違 

ェ 、 對等 一一 シ テ毫モ 、冒 ス ベ 力 ラザ ル 地位 二 立って るるので ある。 擧 者が もし 金ノ 「になったならば、 自己 

ノ 本領 ヲ棄て ， 、 貴樣 等の 領分に 入る の だから 贵樣 等-一 頭ヲ 下け るの が順當 だら う。 同時に 金 以上 § 趣味 

トカ文 擧トカ 人生 トカ 針會 とか 云 ふ 問題に 關 して は 貴 樣 等の 方が 學者 一一 頭ヲ 下け ねばなら ぬので ある。 今 

貴樣 等と 擧 者の 間 二 葛藤 ガ 起った とする。 其 問題が もし 單ニ 金の 問題な ら學者 は 初手 か ら 無能力 で ある。 

然し それが 人生 問題で ある 道德 問題で ある。 社會 問題で ある 以上 は責樣 等 は 最初から して 口 を 開く 權能は 

ない ものと 覺悟 をして 絕對 的-一 擧 者の 前 二 服從 せんければ ならん。 岩 崎 は 別莊を 立て 連ねる 事に 於て 天下 
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の舉 者を壓 倒して るる かも 知らん が 社會、 人生、 の 問題 ニ閼 して は 小 兒の樣 な ものである。 三 歳の 兒 童と 

一 般 である。 十 萬 坪の 別莊を 八ッ 山に 建てた から 天下の 舉者を 凹ました と 思 ふの は 凌雲 閣を 作った から 仙 

人 を 恐れ入ら したと 考へ る樣な もの だ。 

原  ^ 

商人 ガ金 ヲ儲ケ ル爲メ  -1 金ヲ 使フノ ハ， 專 問上ノ 1 デ誰モ 容喙ガ 出 來ヌ。 然シ商 買 上 - ー使ハ ズシテ 人事 上 

-1 使フ トキ ハ、 ヮケ ノ分ッ タ人 i! 聞 力 ヌ バナラス。 サゥシ ナケレ バ 社 會ノ惡 ヲ自ラ 釀造シ テ平 氣デ居 ル 1 

ガ アル。 今ノ金 持 チノ 金 ノア ル 部分 ハ常ニ 此惡ヲ 釀造ス ル爲ニ 用 ヰ ラレ テ居 ル。 夫ト云 フ者ハ 彼等 自身 ガ 

金 以外 二 ハ 取柄ノ ナイ 者 ダカ ラデァ ル。 擧者ヲ 尊敬 ス ル 「 ヲ知ラ ン 力 ラデァ ル。 敎へテ ゃッテ モ分ラ ン 力 

ラデァ ル。 災ハ 必 ズ己レ 二 歸ル。 彼等 ハ 是非共 擧者 文舉者 ノ云フ r  -1 耳ヲ傾 ケネパ ナラ ヌ 時期 ガク ル モシ 

耳 ラ傾ケ ネバ社 會上ノ 地位 ヲ保 テヌ 時期 ガ クル。  • 


厶 

s 舉問 ノア ル 高尙ナ ル擊者 

S 悲酸ナ ル 家庭 二 生 レ テ漸ク 卒業 シ タ ル人 

3 狡渭 一一 シ テ假面 テ被ル 男 

S 華族 ノ 馬鹿 ト驕 悍ナル 夫人 

S 只 美的 ナ 1 許リヲ 好ム人  . 

2. 淺 ハカ 二 シテ、 意士む モ 、 感情 モ、 足ラヌ ■ 君 


力 ラダの 局部 ガド n ダ惡 イト、 ソ コ ガ氣 ユカ、 ル。 何ヲ シテ モソレ ガ、 コダヮ ル 者デァ ル。 極メ テ 健全 


ナル狀 態 二 アル 人ハ自 己ノ 身體ヲ 忘レテ 居ル。 1 點ノ 局部 ダニ ヮガ 注意 ヲ集 注ス 〔ル〕 简所ガ ナイ カラ， 

樂々 ト豐 カナ ル ノデァ ル。 ァ ル人ガ 瘠せ テ荼 ィ顔ヲ シテ居 タ カラ、 君ハ BZ ガ惡 イダ ラウト 尋ネ テ見タ C ス 

ル ト其 人ガ答 へ テ胃 ハ少シ モ ヮルク ナイ、 其證據 二 ハ僕ハ 此年 二 ナツ テモ未 ダニ  EH ガド コ -1 アル 力 知 ラナ 

イト 云 ッタ。 其 時 ハ頗ル 可笑シ イト 思ッ タガ、 ョ ク考へ テ見ル ト大- 一悟 ッタ 言葉 デァ ル。 此人ハ 胃ガ 健康 

ダ 力 ラ ml:  二 拘泥 ス ル 必要 ガ ナイ、 ソ コ デド コ 二  E2 ガァ ッテ モ構ハ ナ イノ ダラウ。 自. E  二 飮食ヲ シ テ毫モ 苦 

痛ヲ感 ゼズ 二 安々 トシ テ 居ル。 是ハ胃 ニ於テ 悟ッタ 者デァ ル。 EZ ヲ擄 張シテ カラ ダ全體 一一 就テ モ 同樣ノ 1 

ガ云ハ レ ル。 カラ ダヲ擄 張シテ 精神 狀 態-一 於 テモ 同樣ノ  r ガ云ハ レ ル。 一 德- 一秀 デタ若 ハ鬼角 其 德-ー 拘泥 

シタ ガル。 ー藝 ニ秀デ タ者モ 亦稍ト モ ス ルト其 藝 二 束縛 セラ レ勝ナ 者デァ ル。 然シ 自己 ノョィ 所 ハ考へ 方 

デス グ忘レ ル 「 ガ出 來ル。 然シ 自己 ノ缺點 や、 過失 や、 惡事ニ 至ルト 中々 拘泥 シテ 容易-一 解脫ス ル 「ガ出 

來ヌ。 百 圓 モ 一 一 百 1^ モ スル帶 ヲシメ テ女ガ 音 樂會へ 行 クト此 帶ガ妙 ュ氣ニ ナツ テ音樂 * 力 耳 ュ 入ラヌ r ガァ 

ル。 是ハ帶 二 拘泥 ス ルカ ラデァ ル。 帶 ガ祟ッ テ居ル ノデ アル。 然シ人 二 自慢 ニナ ル方ハ 忘レル 「 モ容 易デ 

ァ ル。 立派 ナ 服装 ヲ つ テ冷钣 草屐ヲ ハイ テ、 ァ ル 席へ 臨ム ト此 草履 ガ氣 二 ナ ル。 昔シ去 ル所デ 一 人 ノ容ニ 

紹介 サ レタ丼 一一 御 辭義ヲ シ テ下ヲ 向 イタラ 其 男ノ靴 足袋の 片々 ガ 破レテ 親指 ガァラ ハ レ テ 居タ。 余 一力 下ヲ 

向クト 殆ンド 同時 位 一一 此男ハ 満足 ナ方 ノ足ラ 片方 ノ足ノ 上へ 乘セテ 靴 足袋 ノ穴ヲ 塞 イダ。 此おハ 靴 足袋 ノ 

穴 ュ 拘泥 シ テ居タ ノデァ ル。 

シテ見 ルトァ ル 局部 丈ガ見 立ッノ ハ (善 力 レ惡カ レ) ソ レガ 束縛-一 ナル 拘泥 ノ 種-一 ナル。 自分. 力 拘泥 ス 

ルト 云フノ ハ 他人 ガ其 注意 ヲ 集注 ス ル ト思 フカ ラデ、 ッ マリ ハ 他人 ガ 拘泥ス ル 力 ラデァ ル。 從ッテ 之ヲ解 

脫ス ル-ー ハー ーノ 方法 ガァ ル。 一 ハ 他人 ガイ クラ 拘泥 シテ モ 自分 ハ 拘泥 セ ヌ 「デァ ル。 人ガ目 ヲ峙テ 、 モ、 

耳ヲ鑌 ャカシ テモ、 冷評 シテモ 罵詈 シテ モ、 自分 丈ハ 拘泥 セズ 二 勝手 一一 振舞 フノ デァ ル。 大久保 彥左衞 門 

J 九 五 


一九 穴 

•  カ盥デ 登城 シタ 樣ナ モノ デァ ル。 或ハ 無頓^-一  立派 ナ 衣服 ヲッケ テ、 イクラ 人ガヂ 口く；！ テ モ平 氣デ居 

ル ノデァ ル。 (華族 サ ン杯ハ 習惯カ ラシ テ此解 脫ノ域 - 一達 シテ居 ルノガ 大分 ァ ル、 ト云フ #ハ イクラ、 人 

カラ 立派 ナ 着物-一：；^ ェテモ 自分 丈 二 ハ 當然デ アル、 人ノ 目ヲ惹 クー 一足 ル者デ ナイ、 ヨシ 人ノ 目ヲ惹 ィテモ 

自分 二 ハ 自然 デァ ル ト 思ッ テ居 ルカ ラデァ ル) 或 ハイク ラ冷餓 草^ ヲ ハ ィ テ モ、 ト. ン チン カン な 服装 ヲ シ 

テモ 毫モソ レニ 苦シ メラ レテ居 ラン ノデ アル、 何 ノ  (コダ ヮリ) モナ ク トン チン カン の 衣装 ヲ ッケテ 居 ル〔 

物質 界- 一重 キヲ 置カヌ 人、 耶蘇 トカ釋 迦トカ 云 フ人ハ コ レ デ濟ム ノデァ ル。. r 一 ノ辉脫 法 ハ少々 違ッ テ居ル n 

之 ハ 拘泥 ヲ脫ス ル ノデハ ナイ。 拘泥 ス ル 必要 ノ ナイ 樣 ニス ルノデ アル。 言 ヲ 換えて 云 へ ば妄リ 二人 ノ 注意 

ヲ惹 ィテ其 反射 デ 自分 迄 苦 二 ナ ル樣ナ 態度 ト 力 服装 トカ ヲ避ケ ル ノデァ ル。 タトへ バ s 服装 ノ  一  ^部ガ 外 

ト著ル シ ク 目立 ッ樣ナ 「ヲ 避ケ ル。  卽チ 全體ノ 調和 力 ラ シ テ人ノ 眼 -1 モッカ ズ、 自分 ガ見テ モ 目障リ 

ノ 筒所ガ ナイ 樣- ース， ル s 言語 動作 デモ 其 一部 ガ無喑 一一 高 ク飛ビ 出 ス樣ナ 突飛 ヲ避 ケル。 始終 同 ジ 樣 ナ 態度 

ヲ保ッ r ラ カメ ル^ 服装 全體 ニ就テ 云へ バ、 自己 ノ 服装 ガ他ノ 服装 トァ マリ 懸 ケ離レ テキ ラビ や カデァ ル 

ト 力 ^好ガ 違 フト カ云フ 懸隔 ヲサ ケル。 S 言語、 思想、 全體 カラ 云へ バ 自分 ト人ト ノ問ニ 無喑 ナ 調子 ハ ヅ 

レガ ナイ 樣 二 シテ 行ク。 —— カク ノ如 ク他ヲ 眼中 -1 於テ、 始終 氣ヲ クバ ル 結果， 他ヲ 眼中 -1 置ク 必要 ノナ 

ィ 程度 迄 ニ己レ ヲ 自由 二 スル。 然シド コ迄モ 差別 觀カ ラ 出立 ス ルノデ アルカラ シテ、 他ト .0 己トヲ 全然 同 

j 一一  ハセ ヌ、 同ジ樣 デドカ カ遠フ 然シド コ ガ 違フガ 一 寸^ テ ハ分 カラ ナイ 様 -1 スル。 然シ せ； (道 ノ黑 人ガ見 

ル トス グヮ カル 樣 ニス ル。 . —— 結 城紬ヲ キ テ手 蛾， 水 棉ト！ ^セテ 居 ル樣ナ 者 デァ ル。 

右 ノ鮮脫 方 ノウ チ 「ハ 自己 ガ 本位 デァ ル。 非常 二，：！ 己ガ ヱ ライ 人、 若ク ハ他ヲ 念頭 ニ置ク 必要 ノ ナイ 程 

ナ 權カァ ル 人 (舉 者デ モ , 宗 敎家デ モ、 或ハ 外部 ノ權威 者 ナ ポ レオン、 gs- 太閤 デ モヨ. 1) ガヤ ル觯 脫法デ 

アル。 ニイ チェ、 イブセン ノ 主唱 スル 想 ハ コ 、デ アル。 


二 ハ^ 通ノ 俗人 ノ 解 脫法デ ァ ル " 此 脫法 ヲ得 タル 人- 1- 列擧ス レバ 

s 昔 シ風ノ 江戸 ノ 町人 及ビ 其、 妻女 ノ 趣味 

s 藝妓、 粹人、 等 ノ豚脫 

s: 西洋 ノー 般ノ ジェントルマン 其 他 色 々ァリ 

一 一 ノ人ョ リ 一 ヲ見ル ト氣遠 二 チカイ： 决シテ ョ ク見ェ ル譯ガ ナイ。 又 决シテ "H 分ガゃ リク イト 思ハ ナイ 

I カラ ニヲ見 ルト、 依然 トシ テ 拘泥 シテ 居ル。 拘泥 ノウ チ 二 拘泥 ヲ脫 シテ專 意デァ ル。 ソ レデ世 ノ中ヲ 

知リ ヌ イタ， コレ ガ御 手本 ダト 高慢 ブ ッ テ »3 ル。 ソ コ ガ頗 ル 可笑シ ィ J ダ 力 ラ 西洋ノ ゼン トル マ ン+ 二方 

カラ 見ル ト悉ク 可笑シ イノ デァ ル。 然ル 一一 彼等 ハ他ヲ 笑ッテ 野暮 ダ 開化 ノ禮ヲ 知 ラヌト 云フ。 水 -1 住ンデ 

居 ル カラ、 陸ノ樣 子ガ不 案內ナ ノデァ ル。 

ほ カク ノ如ク 一一 シテ學 者 趣味、 精祌 趣味、 俳諧 趣味、 坊主 趣 〔味〕 ト 町人 趣味、 粹人 趣味、 藝者 趣味、 ゼ 

ル トル マ ン 趣味 ト ハ 根本-一 於テ 一 致 シ難キ モ ノデァ ル。 雙 方ヲ兑 ル^ ノア ル人ガ 雙方ト モヮ カル ノデァ ル。 

雙方 トモ 知ル 人力 ラー 方 二 カタ マツ テ是^ 其デ ナクテ ハイ カヌ ト云フ 連中 ヲ 見ルト 可 笑 シ イノ デァ ル。 貴 

樣 モ是 非力 ゥシロ トセ マル 時-一 ハ 馬鹿野郎 ト云 ハネ バナ ラン ノデ アル。 モ ー ス n シ 修業 シテ コ イト 云ヒタ 

クナル ノデァ ル •。 ダ 力 ラ廣 クヮ カリ、 大 キク 考へテ 居ル人 ハカ 、 ル 偏狭 一一 シ テ 固陋 ナ ルフヒ リスク イン 卽 

チ 英國ノ 紳士 流 ノヤ リロ ヲ 攻撃 シ テ モ ー 少シ 一 般ノ人 ノ眼ラ ァケテ ャ ラネ バナラ ン ノデァ ル。 東洋 ノ 一  部 

一一 ハ夫ョ リモ 偉大 ナ ル薛脫 法ガァ ル 「ヲ敎 へ ネバ ナラ ン ノデァ ル。 今ノ世 二 英國ノ 紳士 ヲ模セ ョ模 セョト 

云 フノハ 日本 橋逯ノ 町人 ノ樣 ナ氣風 -1 ナ レくト 云 フ樣ナ 者. ダ。 ダカ. ラ普逋 ノ英國 趣味 ヲ 鼓吹 ス ル 杯ト號 

スル者 ハ皆ー 知半脬 ノ 俗物 デ 、 我等 ガ大 二 是 カラ 攻擊セ ネ バ ナ ラ ン 禺$デ アル。 

文窣 -1 モ此 論法 ガァテ ハ マ ル。 拘泥 V ヌノハ 結構 デァ ル。 然シ 拘泥 中- 1 拘泥 セ ン ノト、 超然 トシ テ 拘泥 
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セン ノト ハ 丸 デ趣ガ 違フ。 

拘泥 ス ル種 二 ナ ル檨ナ 「 ハ 一 切 力 、 ン 力 ラ、 拘泥 シ テ居 ナイト 見 ヱル ノモ？ S ル。 拘泥 スべキ 1 ヲ イクラ 

デモ 書ィ テ然モ 拘泥 セ ン ノガァ ル。 是等ヲ 見分ケ ル ノヲ 趣味 ノ 修業 卜， 云フ。 趣味 ノ 修業 ハサ ゥ 一 朝 一一 出來 

ル モノ デ ハ ナイ。 三味線 ラ ヒ クノ デモ 五六 年ハ 力 、 ル。 三味線 ヲキ 、 分ケ ル ノデ モ 一年 ャニ年 ハ入ル 。趣 

味 (文 擧) ダ ッ テ 三味線 ヨリ ャサ シィ 「ハ ナイ。 現代 ノ弊ハ 書物 ヲ ヨン デ字ガ ワカ リサ ヘス レバ 文舉 趣味 

ハ出來 タ者ト 心得 ル「 一一 アル。 ソ レ デ何モ ヮ カラ ン人ガ 趣味 ノ 修養 ヲ積ン ダ人 ノ行爲 動作 ヲ 無趣味 ナ眼 識 

デ 批評 シ タ リ。 其 著作 ラ ワカ ラン 癖ニヅ ー くシ ク論 斷シ テ シ 力 モ 自分 ハ 立派 二 權能ガ アルト 心得 テ 居ル。 

茶 ノ湯ヲ 稽古 ス ル^ー 一  ハ萬事 茶 ノ湯ノ 先生 ノ云フ 「ヲ聞 カネバ ナル マイ。 文舉 書ラョ ムノ ダッテ 茶ノ湯 

ュ 於 テ我ヲ 折ル樣 二 同程度 ノ 謙讓ノ 態度 デ敎へ テ貰ハ ナク ッテハ ドコガ ドウ シテ居 ルノカ ワカ ル譯ガ ナイ。 

ソ レ ヲ 心得 ズ 二 其方 ノ敎 育ノカ ケ テ居ル 者ガ、 ダレ カレ ノ構 モナ ク文擧 書丈ハ 文 派 二  口 ガ出セ ルト 思フ。 

又 文 擧者ノ 言論 や 行爲ハ 自分 等ノ 尺度 デハ 力 ル 「ガ出 來ルト 思フ。 少シ モ考へ ノ ナイ 小 供 力 何 カデナ クテ 

ハコ ン ナ 無茶 ナ 「 ガ敢 テ出來 ル者デ ハ ナイ。 

德望 ノア ル坊サ ン 二 大臣 ャ ラ舍 持ャ ラ ガ法ヲ キク 如ク、 イクラ 門閥 家デ モ金持 デモ 趣味 ノ 「 ハ 文 擧者ノ 

所へ 來テ 頭ヲサ ゲネバ 悟 レ樣ガ ナイ。 

趣味 ハ 人間-一大事 ナ 者デァ ル。 樂器ラ 破 ル者ハ 人間 カラ 音樂ヲ 奪フ點 -1 於テ 罪人 デァ ル。 書物 ヲ燒ク 者 

ハ 人間 カラ 舉問ヲ 奪 フ點ー I 於テ 罪人 デ アル 如ク、 趣味 ヲ崩 ス人ハ 矢張リ 罪人 デ アル。 否 法律 ヲ犯ス 人 ヨリ 

モ 甚シキ 罪人 デ アル。 ト云フ 者 ハ音樂 や 美術 ハ 人間 ノ 交渉 二 ハ マ ヅ關係 ハナ ィガ、 趣味 ノ蔽 フ所ハ * 常-一 

大ナ ル者デ 人問ノ 交際 區別 ノ全體 -ー ヮ タ ル者 デァ ル カラ シテ、 モ シ之ヲ 破 ル者ァ ラバ 懲役 以上 ノ罪 ヲ犯シ 

タ者 デァ ル。 


コ 、 -ー 一人 ノ 男ガァ ル。 其 男ガ 自分 ノ云フ r ヲ聞 カナ イト 云フ ノデ、 朝 一一 晚 一一 其、 人ヲ ッ、 ツキ、 コヅキ 

シ テ 幾年 ノ間 一一 其男ノ 人格 ヲ墮 落セ シ メ テ、 實 一一 趣味 ノ低ィ 者 ニシ タラ、 力、 ル r ヲナシ タ考 ハ 人殺シ ョ 

リモ重 ィ罪ヲ 犯シテ 居ル。 人ヲ殺 セバ、 殺 サレタ 人 ハ世ノ 中 カラ シテ 消え テナ クナ ルカ ラシ テ、 世間 二 害 

ハ ナイ。 然シ 趣味 ノ 墮落シ タ人ヲ 一 人 デモ 世ノ 中二 製造 ス レバ、 其 ハ世ノ 中ノ空 氣ヲ夫 丈 不愉快 二 ス ル。 

世ノ中 < 其 丈 不幸 ヲ與へ ル。  ンカ モ 十中八九 ハ 當人ノ 罪デハ ナイ。 皆 積極的 二 働ラキ カケル 者ガァ ル 

カラ シモ、 コンナ 現象 ヲ生 ズル。 一人 ノ男ノ 趣味 ヲ打 チ壞 ハス ノハ其 WR ヲ 不具 ニス ル樣 ナ者デ 間接 一一 ハ世 

ノ中全 體ニ其 空氣ヲ ハ ビコ ラセ ル。 ソ ンナ 惡事ヲ 働ィテ 平氣デ 居ルノ ハ人殺 シヲシ テ罰セ ラレ ン ノト 同ジ 

「デ アル。 又コ ン ナ者 ハ多ク 身分 ノア ル者ニ 多ィ。 門閥 ノア ル者ニ 多ィ。 金ノ アル 者、 權威 ノア ル 者-一 多 

ィ。 是等ハ 皆 積極的 二 個人 二 働ラキ カケル 「 ノ 出來ル 能力 ヲ有 シテ 居ル。 而 シテ是 等ガ毫 モ人ニ 働 ラキカ 

ケ ル道 ヲヮキ マ へ ズ シテ 下劣 ナ 趣味 デ働ラ キカケ レバ、 働ラキ カケラ レ タ人モ 下劣 ナ 趣味 デ正當 防禦 ヲ講 

ジナケ レバ ナ ラナ クナル 。多少 考ノ アル 人、 ワカ ッタ 人ト雖 方便 ノ具 トシ テ反 省ヲ 促^ ス 爲メ、 モシ クハ 

罪人 ヲ罰ス ル ノ意 ヲ以テ 彼等 ニ應 ゼネバ ナ ラヌ。 カウ ナツ タ片 - 一世 ノ中ノ 趣味 ハ 毎日./ く 留メ度 モナ ク墮 

落 スル。 

金 ノア ル者、 身分 ノア ル者、 等ガ 「カル チ ユア ー」 〔ノ〕 ナイ ノハ前 二 述べ タ通 リデァ ッ テ、 其 金ヲ使 

ヒ 身分 ヲ 利 川 シテ人 ニ働キ カケル 丼 二 ハ、 働キ カケル 能力 ガ アツ テモ、 働ラキ カケル 權利 ハナ イト 云ハネ 

バ ナ ラヌ。 ダカ ラシ テ 彼等 ガ コ ンナ 「二 首 ヲ出ス 場合 二 ハ譯ノ ワカ ック 人- 1 平身低頭 シ テ聞カ ネバ -ナラ ヌ。 

文學者 ハカ ゥ云フ 「 ヲ 彼等-一 敎へ ル爲ソ 二世 ノ中 一一 生 レテ來 タノ デァ ル。 彼等 ニ敎へ ル箦ノ 文 學者ヲ 柿へ 

テ 、 彼等 ガ無喑 一一 働ラ キカケ ルノハ 顚^ シ タ者デ アル。 ソン ナ文 學者ガ ァ レバ ソレハ 自己 ノ 天職 ヲ 自覺 セ 

ザ ル文學 者デァ ル。 腰拔 ノ文學 者デァ ル。 ソ ン ナ金持 や 華族-一 敎へ ル 「ノ 出來ス 程ノ、 否ン ン ナ 馬鹿 二 頭 
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ラ 下ゲ ネ バ ナラヌ 文學者 ナ ラ バ 文舉者 ュナ ラヌガ ョィ。 


△  Life  is  literatureo 他 ノ學問 ハ學問 を 障害 ス ル者ガ 鈸デァ ル。 貧、 多忙。 壓迫。 不幸。 悲酸。 不和。 喧 

曄 等。 夫ダ カラ 他 ノ學問 ヲゃル モ ノ ハ 可成 之ヲ避 ケテ、 時ト 心ノ餘 裕ヲ^ ャゥト ス ル。 文 舉者モ 今迄 ハサ 

ゥ云フ 了見 デ 居タ。 サ ゥ云フ 了見 ド コ ロデハ ナイ。 凡テ ノ 擧問ヲ ャ ル ゥチデ 文 舉者ガ 一 番ノ ン キ ナ 關 日月 

ガ ナクテ ハ ナラ ン ト思 ハ レ テ 居タ。 當人 モ 其氣デ 居ルラ シ ィ。 —— 然 シ夫ハ 間違 デテ 文擧ハ life 其 デ 

ァ ル。 苦痛、 悲酸、 人生 ノ 行路 二 ァ タ ル 者ハ卽 チ文學 デァ ル。 他 ノ學問 ガ出來 得 ル限リ 之 ヲ避ケ ン トス ル 

一一 反 シテ文 擧ハ進 ン デ此中 一一 飛ビ 込 ムノデ アル 

△ 糸 ノキレ (參) 

厶若 ィ女ノ 想像、 空想" 山茶花、 ノ 落片。 布圑ノ 模樣。 芭蕉 未だ 破れす。 梧桐 未 一 

ダ 落ちす。 十月 一 一十 五六 日。 菊旣 一一 閲ク。  - 1 一人 

美ナル 者。 美ナル 人。 美ナル ……  一 

厶〇〇 ハ遂 -1 細君 ノ云 フ通リ -1 シタ。 然シ夫 カラ ハ 細君 ヲ愛セ ヌ樣ニ ナッタ。 女房 ト雖ャ ハ リ女デ アルト 

云 フ 「ヲ 自覺シ タ。 

△ 演奏會 

<3汽 車 留別、 送別、 女， 男、 女 云フ行 キク ク ナイ ガ行 ク。 男 云 フ行カ セ タ ク ナイ ガ行 力 セ ル 

厶 Tall-ball 

<- Sister  wittlot.lt  O0^C«.Q  Giny 


リズム 論 自然。 個性的 


△ 天長節、 


主客 論。 卞： 客 は 一 なり。 伹 便宜の 爲 めに 之 を 分つ。 物-一 於テ色 ト形ヲ 分ッガ 如ク。 文-一 於テ想 ト形ト 

ヲ 分ッガ 如ク。 物ト心 ヲ分ッ ガ如シ 0 

物 ト心ト ハ木來 分ッべ キ物ニ ァ ラズ。 何人 モ之ヲ 分チ得 ルナ シ。 天地 山川 日月 星辰 悉ク是 自己な り。 但 

コ ノ 自己 ノ^: 在ラ 明嘹ナ ラシ ム ル 爲メ、 又 自己 ノ 存在 ヲ 容易ナ ラシ メ ン爲メ  ニ之ヲ 主客 ノー  1 二分 ッ 二通 ギ 

ズ。 分力 チタ ル後ハ 自己 ヲ離レ テ萬物 存在 ス ル 二 至ル。 

天地 ノ事ハ 皆 夢幻 ノ如シ 只 一 事 ノ炳乎 トシ テ爭フ ベ カラ. サル者 ァリ、 自己 ノ 存在 是 ナリ。 萬 物 ハ影ノ 如 

シ、 影 ノ消ニ ル時、 影 ノ死ス ル丼猶 儼然ト シテ實 在ス ル者ハ 自己 ナリ。 自己 程糙 カナ ル^ナ シ。 故-一 自己 

程 貴キ者 ナシ。 


<- Dialectics 

人ヲ 取扱 ファ ル人ノ 方法 
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A 香ー炷 

厶 臨終 

^  K.indness  or  cruelty  ？  • 

Simplicity  —  Tlie  sble,  clrnucer,  Boccacio,  Maloty 


<j  K.ecldace  (diamond) 


厶 桐の 葉ヲ^ る。 風が 

厶 御寺の 赤門。 毎日 通 

由 丁み-着た ものが 秋 


I トゴ ey  cannot  be  elaborate.  T.heir  Simplicity  is  not  a  condensed  form  of  expression, 

in  tlie  way  of  Sltetlng  complex  thoughts.  Their づ ery  thoughts  were  simple. 

Simple  therefore  grasping  I  sometimes  vigorous  and  life-like,  wy  their  simplicitv, 

we  can  take  in  at  p  single  glance  tlae  whole  phases  of  

Analysis  I  JPater  I  James  T.he  Ambassador  I 

1  BI。 

(one  of  tlie  〇onqueror.  clla^  I-) 

T?heir  Value. 


1. ひ ymbolization   一  Starts  from  tlie  cmde  imitation 

〇f  nature 

2.  Aesthetic  enjoyment  for   1. objective  Imitation 

decorative げ eatitv  

conventional  nature  2.  sut-jrective  Imitation 

o  (Great  interest  ノ  critical  moment 一  面 

一平 穩 無事 ノ 一 面 

(兩 者ノ 接觸點 

o  -Jreat  stake  of  life  and  fortune 

〇 甲 鄉關を 去る。 こ 之 ヲ留む 及ばす 追って  -1 至ル。 

二  0 三 


1. .practical  p>urp>ose 

2.  aest:ii ひ tic  etijoymenl:  for 

3. 


(3)  conscious 
no  partial  realization  of  A's  object 


日  Si  — 明治 四十 年 三 ほ 二十 八日より 四 a 十日まで I 

三 3 一 一十 八日 八 時 東京 發" 

〇 丸い 山ガ 重ナリ 合フ。 色に 蒲 茶で 薄黃。 濃淡-一 角度 ナシ 

〇 角度 ァ ル 山-一雪 ガァ ル。 雪ノ 筋。 雪ノ 光リ。 

〇 梅ガ ヒ ラメ ク。 梅 ガ亂レ ル。 梅 ガ雲ラ 呼ブ。 梅ガ夢 ヲ破ラ ン トシ ッ 、アル 

〇 松林 ヲ遠ク - 一見 ル。 幹 ト幹ノ 間 ガ明カ - 一幹 ハ 黑ィ。 明 カナ 上 ハ葉デ 喑ィ。 明 力 -1 透いた 向ハ海 

〇 海道の 松。 廣重。 

〇 山ノ 上の 松 ぶ d  4、  n ン ナノ ガー 本立ッ テ居ル 

〇 夜 七條ニ ック車 デ下加 茂 I 一行 ク。 京都 ノ  urst  impression 寒ィ 

〇 湯 -1 飛ビ 込ム 

〇 亂ノ 森ノ中 - 一宿 ス。 

春寒く 社頭に 鶴ヲ夢 ミケリ 

〇 曉 ニ烏ガ 鳴ク。 への 字 二 鳴きく の 字 二 鳴く 

〇 夜中に 時計 ガチ  ンと 鳴る。 

二  § 
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三月 一 一十 九日 

〇 大學- 一行く。 桑 木、 狩 野 直 喜、 伊津野 氏に 逄ふ。 

〇 圆 書舘拜 見。 尊攘 堂の 遺物 ヲ見 ル。 象 出の 軸。 明 珍の 兜。 色々 あり。 記念の 扇ヲ a ル。 

〇 一 一條の 橋の たもと に 西洋 料现を ft ふ 

〇 娘 園に 行く。 公園 は 俗 地な り。 平野 屋、 中 村 樓杯云 ふ 料理屋 あり。 村 井 兄弟の 西洋 舘 建築中。 八 陀彌ホ 

テルの 燒殘 リ頗ル 見苦し。 

〇 大 谷の 納骨 所 を 通りから 見る。 石 道が くの 字に 爪 上りなる 左右から。 細かな 松の 葉が 生 ひかぶ さって 見 

事なる perspective を 作る。 上る と 左程 デ モナ シ 

〇 智 恩院。 鐘樓臺 より 下ヲ 見ル。 大ナ甍 の 銀鱗 ヲ 寂然と 曇れる 春のう ちに 据ゅ。 松に 包まれて 天下 穩 かな 

〇 本堂の 下より 梁 を 見 上け ルと數 百の 桷の 端の 四角なる が 縮まって 遠くに 見える 端に 青銅の 風鈴が 見える 

〇 齲 間の 上部 は の 如き か 〔た〕 ちの ものが &?々 と 連なって 小さく 見 ゆる。 衆 <k 堂へ 通す る 橋の T を 

通る。 春雨 蕭々 と 至る 

〇 經 堂の 柱 を 三十 六本。 廻る。 

〇 山門-一 下る 下より 仰ぎ見る。 (華 頂 山) 

〇淸 水へ 行く。 途中で 陶器 ヲ買 フ。 

俗 地ナリ 


〇 上 加 茂 舞 殿、 細 殿、 橋 殿、 神樂 殿、 御手洗 池、 釓淼、 松ガ畸 妙法 

三月 三十日 

布 晒す 磧 わた る や 春の 風 

丈 山の 閑居 

午前 一 乘寺村 詩； f 堂 

〇 瓦 硯裏銘 

寸餘小 池 夙起浪 

一 毫染來 字々 生 

參隙石 川 丈 山 銘幷書 

〇 六勿銘  K 

勿 妄丙王 忽 給棍賊 

勿 敎晨興 ， 勿 嫌糲食 

勿 變儉勤 勿 惰拂拭 

〇 生垣 四 尺。 左右： b 林 石階ヲ 登る 急-一翠 色の 濕ひを 浴す 

〇 突當 りの 石垣に ロナ シの 黃バ みたる 滴々 の苔ヲ 見る 

〇 松 一 樹。 苔む す。 白 川 砂 

〇 木犀-一 苔 蒸す。 一 根 ヨリ 五六 本 寄生木 

二  o セ 
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,o 玄關の 沓脫は 蓬 形の 黑瓦。 扉 

〇 額 「蜂 要」。 

〇 尼 

〇 佛壇。 玄關の 右。 一 X 下る。 瓦で 敷きつ める 圓座ラ 敷く。 

禪林 課誦。 卷 頭の 畫 

(中央 釋迦、 大衆 合掌) 

南無 楞厳 會上佛 菩薩 

〇 額 「摩 尼」 隱元。 六角 ノ ボン ボリ。 燭 ともす 

〇 木魚。 香爐。 角。 

〇 諷經 錦璲。 観音 普 門品經 

〇 戶帳。 額。 黑」 「紫 金聚」 

海 雲 七十 五 翁 百 拙 

〇 聯。 

靑山白 石 飛 鳴鶯鶴 鳳^ 1  - 

月忭風 松 諷直佛 法僧寶 

〇 六曲屛 應擧 

雪中 松、 竹、 鶴 

〇 大雅堂 一 一枚 折 屏風 

〇 兜。 (丈 山の) 


〇 探幽三 十六 詩仙。 丈山贊 

岑 參の顏 ノ 中ガ途 切レテ 居ル。 

柳宗元 の 額 ガ白ク ボケ テ居ル 

白 居 易の 鼻ガ 大デァ ル 

魔徹の 坊主頭 ガ 凹凸 デァ ル 

邵雍 ノ頓カ ラ顎ガ フク レ テ齒痛 

李高隱 ハ 後ろ向き 冠の 尾ガ黑 ク 耳の 下 を 筋 違 -1 撗切 つてる る 

〇 天井の 龍。 黑ク シミテ 何 ャラ分 ラズポ d く ナリ。 自筆の 由 

〇 持 佛堂ノ 本尊 バ 口 フ の 觀世音 

〇 伏 見の 桃 山 御殿の 攔 間の 木彫の 獅子 扇形の 透し ほり。 甚五郞 ^fe.o 

獅子の 子 落し。 牡丹  1 

〇 凹凸 窠 (額) 

〇 梅閱 (額)  . 

〇 小 有 洞 (額) 

〇 銀閣寺。 

蕪 村 襖。 

普 明 画師 九條 法衣 

籌顔 筆潇湘 八景  • 

0 東 山水 上 行 了 龍 林 州 

二  o 九 


二  I  o 


〇 義政 公法 體肯像 

〇 惠心佾 郡 作義政 公持佛 

〇 東 求 堂 文明 十二 年^ 建 

明治 四十 年に 四百 1 一十 八 年 

〇 相 阿彌筆 金屏風 蘆 

弄 晴亭。 泉 殿。 香 座敷 

〇 樓閣 潮音 閣 下層 (心筌 殴) 

四百 1 一十 八 年 

〇 運 慶作觀 音 (階上) 


〇 眞如堂 

塔。 本堂。 山門 ヨリ 石聱ヲ 望む に 斜めに 上る。 左右 楓樹 のみ。 石聱は 不規刖 なる 御影 を 豳れ がた に 力 

ためて 姿 致 多し 

〇 夕陽 は吉田 山の 上より 來る 


三十 一 日 

黑谷  .  ， 

HI  (運 慶作) 憂 塔 一 一 百 六十 三 

〇 扇の 如き 松 一 一本 

〇 木魚 〔の〕 音 ， 

O10O 庸軒 茶席 

x=« 王子 

山の 隈を 上る。 旗亭 あり。 松。 M0O 

X 永觀堂 

楓樹 池を遶 りて 多し。 


屋根の 感 


X 南禪 寺。 本堂 再建 中。 松 

疏水。 

X 大極殿 

X 櫻の 馬場 

X 武德會 


四月 一 日 

〇 相國寺 平地 

〇 同志 社  今， 手 川 通 

〇 御所 

〇 寺 町 通 

〇 京 極 I 見世物 

〇 四條 五條 

〇 建 仁 寺 

陰 暗 未定。 時雨の 如し。 歆 山の頂に 雪 を 見る C 

* 旅に 寒し 春 を 時雨れ の 京に して 

〇 五條に 扇 を 買 ふ。 景色 繪端書 を 買 ふ。 

〇 鍵 星に 西洋 菓子 を 買 ふ。 

〇 觀世 落雁。 月 餅 

四月 一 一日 

〇 夷川 通り 古道具屋 

永き 日 や 動き 已 みたる 整時扳 


〇 堀川 

天晴 始めて 春の 心地な り 

〇 加 茂に わたす 橋の 多 さよ 春の 風 

〇 北 野天 祌 

雀 巢くふ 石の 華表 や 春の 風 

〇 金閣寺 

高 臺寺描 金 花 筏 水 手桶 

金閣 四方の 風鈴 

〇 大德寺 

〇 上 加 茂 社 後 (水 潺湲) 

四月 三日 

〇 新 古 美術展 覽會 

〇 光琳 百 鹿 百 鶴 

盛 上け 菊 扇 面 

〇 能 阿彌肇 魔雁圖 

〇 乾 山 作 潇湘 八景 八 角 水 指  * 

〇 五一 ー會 

〇 歌の 中 山 淸閑寺 郭公 亭 

二  一  一二 


ニー 四 

〇 博物 舘 

饕餮紋 火鉢 

二十 八 部 衆 立像 蓮華 王院  < 

〇 豐 彥の屛 風。 波。 模樣 -1 ァラズ 。寫 生-一 ァラズ 。理想 ナリ 。濃キ 色が A\ 形に 落 チ來ル 

〇 光琳の 杜 若の 金屛。 杜 若の 紫 花累々 たり。 綠葉抻 々たり。 金色の うちこ S まる 

〇 興 福 寺。 本堂 ハ燒 失。 礎の 傍-一松 ヲ 生ズ。 山門 は 依然として 九： ！<- 一  アマ ル舉の 丸 注ヲ利 ヌ。 

通 天 橋の 橋 ハ星根 ァリテ 廻廊の 一部な り。  メ ー 歹ク 

〇 髙臺寺 

廻廊 ヲ 登ル。 堂に 秀吉ノ 木像 大政 所の 木像 ァリ。 山 松 赤く 幹 ヲ交フ 

〇 稻荷 俗 地ナリ 

〇 三十 三 間 堂。 桃 山 血 天井 Q 

四月 四日 

〇 東 本願 寺  . 

臺所 ， 

〇 枳穀邸 渉 成 園 

〇 嗽 枕 居  . 

〇雙 梅 居 


〇 印 月 池 

〇 傍花閣 

〇 丹楓溪 

〇 滴翠軒 

〇 臨 池亭 

〇 廻掉廊 

〇 紫 藤 岸 

〇 五松塢 

〇 縮遠亭 

〇 臥龍 堂 

〇 侵雾橋 

〇 東 寺 

〇 八 足 門 延 1  曰 十五 年桓武 天皇 御 創建 

〇 塔 本尊 W 佛八大 菩薩 

創建 天 長 三年 弘法 大師 

再建 寬永 十八 年 

〇 句佛 -1 逢フ。 今夜 東上す と 云 ふ 

歸途 カステラ を 包んで くれる。 カステラ ヲ 入れる 所な し 

〇 車を餍 ふて 東 寺 -1 行く 繪馬堂 -1 茶 見 世が 出て 居る。 


一二 穴 

〇 五重塔 を 春の 溫かき 空に 仰ぐ  . 

カス テ ラを懷 いて 徘徊す 

〇 菜の 花の 中 を 島 原に 行く。 

角 星と 云 ふが 尤も 古る き 家な り 

〇 西本願寺に 至る。  * 

本堂の 前に 大 なる 樹 あり。 

〇 七條の 停車場 一一 至る。 時 早し 

〇 大坂着 中の 島 散歩。 朝日 新聞へ 赴く。 社主 村 山 氏に 逢 ふ。 小山 氏に も 逢 ふ 

〇 ネテ ル晚 餐會に 臨む 會 する もの 十一 三 一名な り 

〇 夜 高麗 橋 際 星 野 方に 宿す 

四月 五日 

〇 宿の 祌 さんの 話 を 昨夜 鳥居 氏より きく  f 

朝 京都の 地面が 買へ るなら 敎へ て くれと 云 ふ。 勘定 は 御 序で V よいと いふ。 古雅な り。 桑 名の 人と いふ。 

盆に 蕪 をつ けたり。 

〇 大 坂は氣 象 雄大な り 

〇 車中 下等 藝妓 三人 を携 へたる 商人 あり 

〇 十 時半 京都 着。 直ちに 電車に て 伏 見に 至る。 桃 山に 登る 眺望の よき 所な り 

〇 車に て 宇治に 向 ふ。 黃檗山 


〇 赤門。 白地の 聯。 青の 字。 支那 風な り 

宗綱濟 道 重恢廓 

聖主賢 臣悉仲 ま 

門外 已 無差別 路  靑字 


邊又有 一 重關 


〇 齋堂 

宇治橋、 平等 院、 興聖 寺。 

四月 六日 


白壁 


七日 晴 

〇 三本 木 土星 員 安方に て 山陽 外史の 室 を 見る。 午 飯 

〇 嵐 山、 吐 月捣、 1, 釋迦 堂。 

K 量 匕す。 

き 4 


〇 〇 

保 嵐 八 


ニー 八 

山  . 

幸 川。  ft 

潭、 激流。 岩。 平ナル モノ  crystal ノ如 きもの , の 如き もの、 不規則に 凸凹 ある もの、 烏 

帱子 岩、 書物 岩、 屛風 岩。  P 

〇 山、 松 山、 石山、 雜木 山。  .  ， 

〇 杣、 木 樵、 猿の 如し。 

〇 筏、 一列 毎-一 楫 ラトル。 

〇 筏士 岩の 上に 数多 辨當 ヲ食フ 

〇 舟、 構造、 舟 子 四 人。 二人 は擢ヲ 右側に 結 ひつける (籐蔓 )。 一人 は 軸 一一 テ竹ノ 竿 デ岩ヲ ック。 一 

人 は 鱸デ揖 ラトル  •  - 

〇 仁 和 寺 

m 樂  ノ  . 

〇 妙 心 寺 

〇 等持院 

九日 

钗 山上り。 高 野より 登る。 轉法輪 堂。 釵山 墓。 草木 採 築。 八 瀕の女 


根本 中堂。 擧校 デ晝食 ラ乞ふ 案內 に應す る ものな し。 

〇 坂 本。 はしり 堂に て. so 石橋 ^上。 石橋 は 古雅。 數三 あり。 

〇 大津迄 汽船 を 待つ。 時間 か、 る。 車に て 大津迄 行く。 疎水の 隨道を 下る。 鞾火。 欵乃。 

〇 十 一 屋。 平 八 茶 星。 高 野 村へ 行く 途中 山 端に あり。 

御前 川上、 わしゃ 川下で …… 

十日 雨 

平 八 茶屋 (雨 を衝 いて 虛 子と 車 を かる。 溪流、 山、 鯉の 羹、 锓、) 


うた 〔以下 は 小さき 女の手 躋 なリ〕 

ふとんき てね たるす がた や ふるめかし おきて はるめ くち おんいんの そのろ ー もんの ゆ ー ぐれに すいた おかた にあい 

もせです かぬ きゃくし ゆ ー によび こまれ 山寺の いり やい つぐる かねの こへ しょ ー ぎよ ー むじよ ー はまつ のか はわし は 

むしよ I にの ぼリっ め 花の いた ビ きどれ いてみ よ ー 花 はう つ ろ を もの なれ ど さ こそお しけれお しけれ さ こそい ろ ふか 

みぐ さ。 

〇 一 カ亭。 藝 者が 無 喑に來 る。 舞子が 舞 ふ。 


ニー 九 


ニニ  o 

y  if  II 明治 四十 年顷 11  • 


一 

〇 蜘蛛 ノ圍ニ 秋の 日が あたって、 一本、 二 本が きらく 虹 ノ樣に 五色-一 ひかる 

〇 むらがる 雪が。 綠が 銀の 樣に ひかる 其な か V 薄黑 く。 むくく する。 …… 風が 出る ね 

〇 川へ 這 入って、 すん く 行く。 仕舞に 首が なくなつ たぎり 出て 來 ない 

〇 一 膳 钹を食 ふ。 男が 向 をむ いて 居る。 

〇 赤ん坊 を だく。 首が 下る 

〇 錢 化して 石と なる 

〇 已 みね。 人。 …… 已 みね 雪 …… 

〇 夫婦喧嘩 

〇 蜉蝣  • 

〇 吾ハ 詩人 ナリ。 食 逃 

〇 里の 灯 を 力に よれば 燈篛 かな 

〇 鼯鼠 亂菊 

〇 菊の 瓣。 不規則 中の 規則 

〇 骸骨の 躍 


( 


日 を 重ねて 月と なし、 月 を 重ねて 年と なし、 年 を かさねて 墓と なす- 

墓の なかに …… 

「吾 は 骨な り」 

「吾 も 骨な り」 

「吾 も 骨な り」 

「吾 は 肉な り」 

〇 新酒 を § 壷に 入れて 吾妹 子 待 て ば 

鳴く ゃ婢 ちんち ろり 


〇 わが 泣く 聲は 秋の 風 


山より 海より ， 

山と も 海と も 

知らぬ 栗より 

秋風が 吹いて くる 

ごうと 鳴って 吹いて くる 

山の 方へ 

ニニ 一 


一 I  ニニ 

海の 方へ 

山と も；！ とも  . 

知らぬ 果の 方に 

ごうと 鳴って 吹いて 行く 

蒼黑 く、 大 いなる、 

限りなく、 靜 なる、 

海の 底に 

赤い 日が 沈んだ。 

赤い 日の 玉が 

しゅつ と 云って 沈んだ。 


生れた、 生 

御月樣 より 先に 

生れた 生れた _ 

御 星 樣 より 先に 

御月樣 より、 御星樣 より 

御 「時」 さんより 御 「喑 I さんより 

とくの 先に 生れた 


木當 にさう ならよ. 

死んだ 死んだ 

死んでも 钣を食 ふ 

死んだ 死んだ 

死んでも 酒 は飮む 

飯 を 食って、 酒 を 飮んで 

話 をしながら 死んで 居る 

大方 さう だろ、 や あ， 


惚れて、 恨んで、 泣いて、 

それから 死んだ。 

死んで 見たら ば 惚れる 事，. i 


れて 


恨む 事 も 泣く 事 も 

る 事 も 入ら なくなった 


わ^ 呼ぶ 聲 は L わ が 呼ぶ 聲は 

あ ， わが 呼ぶ 聲は —— などて 


ニニ 四 

よみに  などて 

よみに 聞えざる 

一一 

• 1-he  --cabinet--  is  passionate  or  poetic  vision  la  spiritual  gift,  which  may  soon  and 

easilv  become  a  spiritual  t>ondawe;  wherein  a  man  is  locked  up,  witti  Iceys  01  golp  mdeea,  yet 

is  h.e  a  prisoner  all  ttie  same:  liis  prison げ uilt  by  Ws love  or  liis  art,  witn  a  view  op ひ n  beyond 

of  exauisite  limited  loveliness,  soft  cjuiet  aijd  light  of  dew  or  moon,  and  a  whole  iresh  world  fo- 

rest in  or  look  into,  Ibut  intangible  and  simply  reflective;  all  present  pleasure  or  Ipower  ^Hrerf-^^. 

in  it,  until vou  try  at  too  much  and  attempt  to  turn  spiritual  to  physical  reality—  to  seize 

the  inmost  form--  witli  "llanos  of  Same"  laid  u!5n  things  of  the  spirit  wmch  will  endure  no 

such  ardent  handling —  to  translate  eternal  existence  into  temporal,  essential  into  accidental, 

substantial  into  attritrntive ;  wlien  at  once  tlie  whole  frame  work,  which  was  meant  otilerwls ひ 

i:o lasi:  out:  your  present:  life,  t>realcs  up  and  leaves  you  stranded  or  cast  out,  feeole  and  sight- 

less --like  a  weeping  IDabe.--  So  that  whereas  at ゆ rst  you  were  full  of  light  natural  pleasure, 

--dancing  merrily こ in  r  tlie  wild こ of  animal  or  cliild  life,  you  are  now  a.cmld  agam,  hmt  un- 

tiap-py  instead  of  !la!5f}y  I less  tlian  a  child,  thrown  .hack  on  tlie  crying  first  stawe  of  t-a/byhoop 

I liaving  liad  the  larger  vision  and  lost  your  liold  of  it  by  too  great  pressure  01 impatience  or 


desire  —  uniJt  for  ttie  old  pleasure  and  deprived  of  tlie  new;  and  the  maiden-motJier  of  your 

spiritual  lire,  your  ait  or  your  love,  is  become:  wan  and  fearful  as  you,  -  *  p>ale  reclined  -  -  in  !;lle 

barren  .blowing  air  whicti  cannot  again  l>e  fined  witii  tlie  tire  and  tlie  luminous  life  of  vision. 


三 


X 京都へ 落ちる。 亂の 森の 夜。 烏。 時計。 雨。 正 岡 子規 

X 書法。 臺 山。 


大明 什。 箱 根忭。 寒 山 竹 

矢 竹。 女 竹。 唐 竹。 業 平 竹 

シボ 竹。 シ ハウ 竹。 蓬萊竹 

胡麻 竹。 黑竹。 眞怍。 雪 門忭。 ハ 竹。 稚子笹 ( 

鳳凰 竹。 夜叉 竹。 ス ワウ 竹 

タイ サン 竹。 ス，、 竹 

四 

s。 
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注眞舌 口 丸 猫 百 角 包 胴 
座 前 口 足 足 


ニニ 一へ 

風通大 島。 地紋 織。 刺子 蛾。 高貴 松！！。 御 召 刺子。 本絲 刺子。 平絲 織。 本 風 通。 一 樂。 


琴 (菖蒲 形) 

南部 產 無キズ 

象牙 

象牙 無垢 枕 繰 リ出シ 

象牙 無垢 

同樣銀 撞木 

象牙 繰 リ拔キ 

金消シ 金具 象牙 綠 

^l^vv 

# 牙 身ガ 芪軒 

頭金 消 シ太座 赤銅 

象牙 

〇 斿六梳 櫛。 於六梳 櫛。 

へ 外 鳥 毛筋 立。 峯張於 六 〇〇 

, 品 川 形) 

朱 月形 吹 寄。 於 初蒔繪 . 

贰拾金 蝶 形 ルビ ー 入 束髮ビ ン 


平 差 後 
打 込 差 


半 京形 


赤銅 夜光 貝 研 出し 

束髮潢 差 

圑 扇形 簪  ■ 

玉蟲貝 蕙形髢 どめ 

黑 小町 小形。 白 鹿 毛 小町 

牡丹 刷。 雲井 形 眉 刷毛 


珠形鐵 瓶 


紅 一一 一 朝鮮 形 會席膳 

七寶 

小豆 地 〇〇 模樣盛 上 

^^美人 草 

洗 朱 沈 黑會席 膳 

/  ノ  f 

宗利膳  I 一 — 


流釉 赤釉 

淡 路燒數 H で" 

證麥釉 花 生 


二三 0 


〇 春此頃 化石 せんとの 願 あり。 

エッツの 詩 metamorphosis ヲ シタ 後の 想像。 

〇 茫々 たる 平原。 川。 川 を 渡る。 馬の 群。 

o  If  you  will  wive  me  all  your  min ひ awhile  I 

All,  all,  the  very  luottoln  of  tlie  t>owl II 

ru  show  you  Uiat  I  ain  made  diAferently, . 

Tliat  nothing  can  amend  it  t>ut  tliese  waters, 

.vvllere  I  am  rid  of  life —— tlie  events  of  tlie  world. 

…… p-  21. 

〇 遠き 世の 怒り。 劍の 音、 矢叫び 

〇 率いて 死に 赴く-"  (XX の 死 )o 死に 赴く もの は 生 を 免 かる 。死 を 免 かれんと する もの は 死 を 見て 惡を 

免 かる。 

〇 世界 を 齧む。 齧んで 世界の 髓に 至る。 

〇 世界の 風。 ドコ へ 持って行かれ るか 分らない。 うっかりして 居る と 

〇 月よりも 長い 命 


〇 星 洗ふ大 なる 波 

〇. Jack  London の 犬の 話 あり。 舊 主人と 新 主人の 閒ニ 立ちて 犬が 去就-一 迷フ struggle ヲ寫ス 

o  T^llere  is  a  sound  or  daslilng  swords  from  time  to  time  during  wliat  follows.  I  f>. 123. 

〇 tife  drifts  between  a  Fool  and  a  wlind  man  to  t:lie  end,  and  nobody  can  know  liis  end. 

—  p.  123. 

o  〇 p-ure  glittering  ones, 

TTnat  should  t>e  more  ttian  wife  or  friend  or  mistress. 

Give  US  tlie  ensuring  will,  tlie  tmcjuenc ザ at>l ひ llolp ひ，  . 

The  Il.len<31iness  of  tlie  sword! II f>. 106. 


F-uivla  is  dead.  I  p.  792~. 


WW  cannot  call  lier  winds  and  waters  sighs  and  tears;  tliey  are  greater  storms  and  tempests 

than  alnianacs  can  report —— ^.  7^3. 


Let  ale な e  married  to  1:lare ひ Idnws  in  a  forenoon.  II  f-.  7S>2. 
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山れ 

c  Possibility —— —— ：paln 

Fact —— ：paln 

c  IPictorial  Elernent  in  ^^^E^s 

X  Motion  Uirough  things,  — tilings  through  Inotloa II  force  I  will 

I  and  their  idoals  V5  tlie  t>ractical  worlaj 

Electricity  "Ideals  realized,  { 口 tih〔p?:5 一 

St ひ am  lsns5e,ITh-eir  relation  witli  moral. 

Money  eliminate<3,  t.hey  are  purc;】v 

artistic  ideals. 

X  Stiliness  in  tilings  I  tilings  in  stillness 

*  II  and  their  Ideals  a.  Restorative な， Sycopation  c.  ！ sllrvana 

广 5  the  ideal  world) 

c  Universal  consciotlsni. 

cop  of  self-  o.ealitv、  only  reality)， 


—  subject  and  object  are  unified  in  the , con.  of  self.  . 

The  oneness  of  the  subject  I  object  -.. language  and  aclion  of  others,  are  as  part  of  ones 

consciousness,  realities  in  so  far  as  they  are  St  and  not  because  they  are  an  existence, 

in<ae«enden け of  us.  --- 

That  they  have  separate  existence  is  a  deduction  necessitated  by  our  natural  tendency  —  a 

tendency  to  II  I  Intain  this  state  of  consciousness, —a  tendency  wmcn  Is  ^ 

adequate  expression  in  the  phrase  :  blind  will  to  live:  to  borrow  t!  I 

words.  This  tendency  is  a  fact,  and  as  such  we  must  accept  it. 

As  the  natural  results  of  this  tendency,  our  consciousness  differentiates  itself  and  has  be 観 e 

its  present  complex  stage  of  IP  m  the  001  of  its  growth,  we  have  found  it  conv 霞 nt 

to  distinguish  self  and  others,  to  divide  the  oneness  into  the  subject  and  object.  Then  b〔.  ex- 

perience we  have  felt  entitled  to  give  powers  similar  to  us  (the  subject)  to  others,  the  oft. 

The  process  is  to  be  called  the  projection  of  I.  which  is  the  necessary  outcome  of  the  ^匿 q 

tendency  In  the  next  stage  of  differentiation,  we  have  divided  the  second  iop  the  ob- 

jective world  I  so  3any  parts-  likewise  necessitated  by  the  will  to  live.  Then  put  a  0.^ 

limitation  to  the  lection  of  self  which 靈 unbounded  at  I.  This  limitation  has  SIP 

us  to  eliminate  powers  I.  to  us  in  those  objects  where  it  is  not  necessary  to  assume  J 

existence  or,  in  of  words,  to  project  ourselves  into  those  things  which  have  been  t§d 

incompatible  with  those  powers  (thigh  the  daily  accumulation  of  experience).  The  gal  stag ぐ 

ニー  二三 


一 裏 

at  last  lias  .heen  reached  wlien  we  liave  extended  tliat  process  of  projection  no  ^H^.^  than  a 

certain  class  of  objects.  T?his  class  we  call  by  th ひ name  of  human  bemgs.  ...  tue  existence  of- 

other  liuman  t-eings  are  merely  tlie  assumption  and  simply  for  tlie  sake  of  convenience,  con- 

venient to  fulfil  the  primary  tendency.  Tlie  existence  of  consciousness  m  others,  essentially- 

same  as  ours,  is  an  assumption  all  the  more  arbitrary,  because  it  lhas  never  entered  and  can 

never  .enter  our  consciousness,  except げ y  ^3^^rio^  means  canwuage  ana  action  etc..;.  Tliat  Hie 

language,  and  action  of  so  called  others  are  undeniable  exponents  of  their げ emg  endowed  wltn 

consciousness  like  ours,  tiecause  we  and  otliers  find  ourselves  in  periect  liarmony  tiy  maklns- 

use  of  those  symt-olic  means  t-y  way  of  communication,  is  no  armament  in  fn-vemr  of  proving- 

the  existence  of  consciousness  in  others,  otlier  t>eings  ^^/^^  ^ individuality  per- 

sonality s.  It に a logic  taking  effect  for  cause,  topsy-turvy  way  of  proving  tilings.  We 

started  from  convenience,  ...  everything  1:hat  is  conveni ひ nl: け0  satisry  our  tendency  :has  .been 

assumed.  Those  assumptions  liave  1:*een  sifted  by  tlie  experience  of  ^tfs^Hro^M  of  tliousands  of 

centuries.  As  a  matter  of  fact,  therefore,  those  assumptions  whlcn  -we  .keep  now,  must げ e 

looked  upon  as  vitally  important  to  tlie  preservation  of  ourselves.  Tlie  existence  of  the  sam ひ 

consciousness  in  beings  we  call  men  is  just  one 〇f  pilose  assumptions,  recoenlzea  t!y  us  as 

absolutely  necessary,  tscause  .it  lias  t>e21  found  most:  laarmonious け0  tti ひ fulnlmenl:  of  our 

tendency  to  live  l"hen  the  reasoning  should げ e,  l.ttlis  assump-tion  lias な een  most:  convemenr 

therefore,  experience  has  not  sifted  it,  —  and  should  not げ e  —  we  can  csnmunlcate  our  state  01 


consciousness  in  huinly  perfect  fashion  with  each  other,  therefore  others  as  well  as  we 扁 t 

be  endows  with  similar  consciousness. (き is  not,  strictly  speaking,  p  proper  word;  it  o ま t 

to  tie  、；  、  m  every  stage  of  existence. ン  。 

Thus  the  existence  of  consciousness  in  3an;  the  like  lure  of  that  consciousness;  therefore 

§1 of  OOIOli  in  ni;  therefore  the  oneness  of  consciousness  in  the  hgan  world. 

and  tne  extlion  of  that  consciousness  through  the  i  and  vegetable  world  by  some  I 

I  ,2.  oi  i  31  asssnptil  caused  either  directly  by  convenience  2.  indirectly  by 

some  desire  or  unifying  things,  which  is  derived  from  that  convenience  , 

The  oneness  of  consciousness  thns  derived  frsn  assumption  ought  not  to  be  confused  with  the 

oneness  of  the き ft  I  oft  which  state  I 塵 in,  before  I  had  started  on  the  way  of 

alserentlatlon  propelled  by  the  tendency  to  live-  in  search  of  convenience  f 

The  assumption  of  the  oneness  is  the  result  of  outrunning  the  practical  interest 

^ne  j  oneness  is  the  state  I lived  through,  before  any  pi  interest  moved  me. 

He  two  ！ I  3ay look  alike-  but  they  are  totally  different  things,  like  the  beginning 

§p  tlie  enp  ひ 

X  Df  iation  in  the  course  of  experience,  necessarily  implies  unification.  One  without  the 

uer  一 s  useless  It  is  dilated  I  hearing;  at  the  si  tig  those  which  appeal  to 

sight  are  unified  and  grouped  together. 

X ぽ f  I  up  have  the  above  convenience  for  their  object.  Thus  when 
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once  I  start  from  the  onstcss,  w ひ liave  entered  tlie  practical  world;  i  can  never  get  nd  OM  tlie 

practical  interest,  cutting  aside,  I  must  to  tliat  primitive  state  of  the  oneness. 

x  As  every  diiferentiation  implies  unification,  so  every  complexity  goes  side  t>y  side  with 

simplicity.  And  every  differentiation  and  complexity,  together  wltl!  its  accompianiment  unifi- 

cation and  simplicity  lias  nothing  but  practical  interest  for  its  object;  t-ecause  differentiation  does 

not;  differentiate  for  its  own  sake;  it  is  propelled,  driven  forward  by  that  inexplicable  tendency 

け0 live. 

x  Living  in  other  terms  is,  as  I liave  stated  abov ひ, only  succession  or  consciousness.  If 

living  is  a  succession  of  consciousness,  then  arises  differentiated  way  or  living:  as  a  succession 

of  consciousness  is  subject  to  analysis,  first  as  regards  to  its  succession ,  secondly  as  regards け0 

consciousness.  T-lle  manner  of  succession  and  the  nature  of  consciousness  determines  the  quality 

of  life.  Hence け ti ひ choice  .between  different:  comt-lnatlons  or  sets  of  lives. 

X  ひ primary  object:  of  living  then  undergoes  a  modi ゆ cation..  HI ひ lining  was  t:5ie  ot>〕eci:; 

t-ut:  how  to  live  is  now  the  auestion.  Mere  succession  of  consciousness  is  not  so  much  the  matter 

ot interest  as  a  certain  succession  or  certain  consciousness. 

X  Psychological  distinction  of  ttie  intellect,  feeling,  and  will  come  in,  so  as  to  give  us  the 

of  life  in  ^ro^H  differentiated  forms  and  successions  and  iilie  course  or  our  consciousness 

is  d ひ 1: ひ rmined  t>y  choice  which  is  simply  1:lie  other  word  in  !:llls  case  of  <:ne  primary  tendency. 

X  Tliose  who  ohoose  a  course  of  consciousness  in  wtnch  t;lie  Intellectual  play  predominates 


f げ§  f  by  the  name  of  philosophers 

h^HH^O, , 。霧 扁 f 層 I  feel  i  il  r 

primary  tendency  to  live  or  its  devcloi  f  i 肩け ぼ ぎ oonfid  with  the 

whether  choice  is  i  by  nature  or  not.)  き ザ i  i  i  OI 

X  H  I  they  have  to  choose,  two  things  are  illied: 

2.  They  have  Mcals  irl^ ぺ e  ,  ,  g  I  ^  t  I ゆ ： ぎ to  live.: 

く  ^f  ^  ず r ひ- i  f 层 wered  the  problem  :  how  to  live  : 

p  i  Bo  I.  t  in  their  I  i  independent  I.  Thus- 
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J>T!ilosoJ511ers,  poefs  and  men  of  action,  tllough  tliey  take  on ひ of  tnose  activities  as  t:ne  essential 

factor  for  ^.^H  flow  of  consciousness,  are  nevel-  free  from  <:ne  other  two,  even  in  1:ne  free  ;play 

of  mental  endowment  in  its  powerful  and  strong  5>Iiase  and  in  their  chosen  an<a  special 

line.  Consecjti ひ nee  is,  ttlen,  a  philosopher  is  a  rset  It!  so  rar  as  lie  admits  a  certain  exercise  of 

emotion  in  course  of  Ins  intellectual  and  reflective  lite;  lilcewis ひ a  Jset:  is  a  Jyhliosof&er  in  .til ひ 

sense  t ザ at  lie  mor ひ tlian  often  liave  recourse  to  the  cold,  liard  and  well-cut  activity,  wlllcl!  is 

said  to  .he  indispensable  even  in  t-he  emotional  display  ^^.s  in  conception  or  written  lonru 

Tliirdly,  3en  or  action  however  stron^wllled  can  never  ^et  ria  or  ttie  two  of  th-e  trinity,  will 

in  its  tmresi:  form  is  a  composite  faculty,  containing  ln〇re  or  less  t:ne  oth ひ r  two  activities,  some- 

wllere  in  its  course  extending  from  its  Inception 1:0  its  execution. 

X IPliilosophers  TDeill^  chiefly  occupied  witli  tJie  intellectual  disp-lay  in  consciousness  laave,  for 

ideals,  if  tliey  liave  sticli,  in き. Tliey  seelc  ITUtll  and  wlien  1:iiey  nave  sought; 1け out,  <:iiey 

leel  liaj>py. 

Poets  and  artists  wliose  domain li ひ s in  emotion,  hiave  mostly  t;o  0.0  with  tlie  ideal  whicli  goes 

Dv  ttie  name  or  the げ eautirul. 

cn  men  of  action,  falls  tlie 卜 ot  of  realizing  tli ひ ideal oi  tlie  good. 

X  Those  ideals  are  iiot  tlie  cmly  ideals;  "hut  they  are  tlie  typical  ones,  representing  the  most 

!50mln ぽ lit  aim  and  2nd  or  those  tliree  s^ts  of  people. 

x  I? or  tlaey  are  most  llwppy  wtien  their  ideals  are  attained,  i.  e.  wiien  tlie  course  of  their 


stream  of  consciousness,  flow  m  the  chosen  direction  wittiout  any  obstacle,  fulfilling  ttie  ideal  in 

poet,  step  by  step  as  it  flows  on,  until  the  winning  point  is  reached  when  their  happiness  is 

complete,  because  their  ideals  are  focalized  in  their  consciousness  as  p  whole. . 

X  Thus  the  end  of  philosophers,  poets  and  men  of  action  are  alike  liedonistic. 

X  .rtle  conclusion  tlien,  we  derive  from  the  at>ove  argument,  is  I  tiie  primary  end  of  man  is 

i:o live; け ザ e  secondary  oa ひ is  ？ live  well.  BlintJ  will  to  live  lias  undergone  a  refined  process 

and  has  become  endowed  with  a  definite  purpose  by  which  he  has  to  choose  and  map  out  a 

certain  course  of  life  as  specially  his  own.  Life  mlconditioned,  life  in  its  bare  existence  was 

enough  for  him,  but  life  -with  pleasure  has  ？ 30^  out  to  be  what  he  really  requires.  Absolute 

lif ひ then  becomes  endowed  with  qualitative  meaning,  the  latter  of  which  is  often  seen  to  wlay 

a  more  vital  part  than  the  former,  when  evaluated  by  man.  .This  quality  is  pleasure  and 

pleasure  is  found  in  ideals,  and  ideals  are  again  found  in  choice  of  life;  Anally  this  choice  is  the 

modified  activity  of  the  primary  tendency  to  live.  Therefore  all  these,  I  the  primary  tendency 

the  choosing  activity,  the  ideals  and  the  ideals  realized  I  have  nothing  but  practical  interest. 

Utmty  —  utility  to  the  preservation  of  self  is  the  alpha  and, omega  of  what  we  think,  feel  and 

do  oi  every  state  of  consciousness  which  rolls  itself  within  us  like  a  grand  and  endless  panorama. 

(Altruistic  consideration  is  intentionally  left  out  in  order  to  avoid  confusion.) 

X  As  three  activities  of  the  intellect,  emotion  and  will,  are  merely  abstract  ideas  and  not  real 

facts,  it  stands  to  reason  not  to  suppose  that  there  are  pure  philosophers,  pure  poets  and  pure 
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men  of  action,  pililosopilers  are  pests  and  men  of  action  in  some  s ひ nse  and  to  a  certain 

extent:;  so  are  poel:s  se ひ K2.S  of  and  practical  men  of  the  world;  likewise  m ひ n  of  action  may 

occupy  1:1! ひ otlier  two  professions  at  t;tie  salts  time  tney  are  men  of  action. 

x  Hence  poetty  in  sjnte  of  its け ely^  composed げ y  Jsets  lias  nevelllleles"  for  its  contents  not; 

merely  tli ひ purely  .beautiful,  .htlt;  also  .tnltil  ana  good. 

o  Picture  in  (in  famous  passages し 


〇 羊毛 筆ノ 必要。 An  possible  phases  of  which  tlie  length  of  tlie げ 3S11  is  capable ヲ出ス r ガ出來 

ル。 尤モ多 稀 多 樣ナル 線ト其 combination ヲ作ル r ガ出 來ル。 


へ 〇 物、 我 (dual) 

通俗 一 〇 時間、 空間、 數 

一 〇 因果律 

し，」 fO 物 我 con に ness) 1 succession  or  consciousness 

1 興」 s 人 

J;_ lo  Life 

，〇why  the  difference? 

O  Anti^athv  .to  tlie  sto でづ a^e  of  tlie  succession  1 1:lie  primary  Irtnd ひ ncy  live  II  a  fact 

—— : p  t>iind  will  to  live  : 

,o 此 telKJellcJ- ハ develol〕21? 

c  Difje:  eutiation 

o  Succession  of  consciousness  I  t:wo  iact:ors  II  choice  II liow 1:o liv ひ —— Idetlls. 

o  Succession  —  tini ひ —  two  clear  consciousness  — intensity  —  melnory  I  tim ひ — 因果律 

OA —— ：》B  AA  w  independent;  of  time  —  space  (painting ト sculpture,  architecture) 

c  .Titne,  spac ひ —  assu3p>tl21 1  most  convenient  assllrn^tioll —  abstract  —  no  existence  bv  them- 

selves. 

c  2.^^^^waH 1 likewise  abstraction  —  Tllne ト Sp>ace  ノ意義 
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D  Division  of  tlie  sut>ject  and  object 

(Intellect 〗 

Emotion  j-  ideals  (scientists,  philosophers,  poets,  men  of  action.; 

Volition  J 

{Intrtlleci: 

Emotion 

Volition 


厂〇 object 

projec- 

tion 


Sensuous  ^  anlrnals 


plants 


\  Slip ひ rsetlststls  through  S21su〇us 


(deities.- 


Scott,  s. 


old  Testament  Conrad,  Icipling 


，wmotion  (  + Intellect  +  volition)  ノ  Ideal:  — 

せ i  ft  T  Intellect  ^3d^^  thte  Sensuous  I  Tlie  ^^^^^3^3^  for 

.thLe  true 

-II 1  メ tie  ,^2S^0S  as  tlic  JS21SUOUS  —  T"lie  sentinleni:  for 

1 i 1 Morals  through  tlic  XC2X§^.^  —  、rlle  Sentiment  for 

tli ひ good,  syinp>atiiy,  etc.  love  ^^^03^^ 

IV  VOJltion  tllroug-il  tlie  sensuous  I T^e  Sentiment  for 

.tile  sulDlim ひ, awful II  force —— ； P0W2*  ei:c. —— courage, 

lle:rolslTl  ra^ent;s :  —  Gocl,  natural p〇w ひ： r,  anilnals,  mech* 

amsrn, —— steam  ellgltle) 

c  Tlie  tendency  of  modern  art  ―  tli ひ true,  ugl く  ^'p^ 

llrdda  Gabler,  otliello,  Zola,  Maupassant:. 

c  Succession  of  consciousness  II  choice —— ^aop^ 

Ideals  in  art  and  differentiated  into  4.. 

^ ideals  to  t>e  differentiated  ad  inflHiiurn, 

cllooslng.  one  Ideal,  neglects  all  others. 

Dark,  gloomy  unpleasantness  arc  excusable  when  one  small  ideal  is  reached? 

二 四 三 


一一 四 四 

c  Different  ideals  cannot  tie  compared  on  different  planes. 

Mistakes  or  critics. 

〇 Still, 比較 ノ 出來 ヌ 程 其 作 ノ  ideal ガ prominent ナラ * サル可 カラ ズ 換言 ス レバ 他ノ  ideals ヲ破ル 

樣ナ 「ガ目 二 ックべ カラ ズ。 現代 ハ 奈何 

O 四 ノ ideals  ノウ チ Sensuous ヲ 目的 トス ルハ  一 ニ過ギ ズ他ハ Sensuous ヲ カリ テア ル モノ ヲ ァラハ 

ス。 故 ニ單ニ 表面 ノ  description ヲ 「トスべ 力 ラ ズ 。 Dessin  ノ  £ ラ 終局 ノ 目的 ト ス ベ カラ ズ。 Dessin ハ 

means ナル 場合 多シ。 文 學者モ 畫家モ 彫刻家 モ此 弊-一 陷ル トキ ハ單 ナル 藝人ト ナル。 Orchardson 仁王、 

. I 技巧 以外 ナリ。 Art  and  Ut. ハ此點 二 於テ同 ジ然シ 

C 綺 彫 i!Ss ：ト 文學。 Succession  of  consciousnesso  two  factors 

succession  —  literature. (重 二  J  — time.  Succession  ノ  ideal ハ movement.— 其 movement  ノ 

determined  manner.  力 ク move セザル 可 カラ ザ ル如ク 書ク。 迷ハ ズ亂 レズ 遲疑 セズ 拘泥 セズ。 讀 

者 之 二 從ッテ 矢 張 リ迷ハ ズ、 亂 レズ  —— 故 二 此 succession ハ 作家 ノ ミナ ラ ズ 讀者 -1 モ尤モ ideal 

チリ- 換言 スレ ハ尤モ pleasant ナリ。 故ニ此 succession ハ 寸毫ノ  disturbance ヲ受ケ ズ從ッ テ他ノ 

series  of  consciousness ヲ入 レズ。 從ッテ contents トー 致ス。 物 我 ノ境ヲ 免 カル。 Oneness  ノ還元 

的 傾向 ヲ有 ス。 Time  一一  govern セ ラル 、 二 モ關 セズ、 time  ノ自 覺ナシ (檢 畫ノ 筆、 書家 ノ甞 法、 彫 

刻 家ノ 刀-一 モ 多少 應川シ 得) 然レ 开繪、 彫刻 ハ重ニ  space  ノ 延長 ノ ミニ テナ ル。 比較的 time  ノ 必要 ナ 

シ 乃チ two  factors  ノ. M:  ノ  cousdossness  itself  ノ  .2!  .1. 谷ノミ 二 テナ ル而 シテ此 content; ガ space  ノ 

relation 卽 チ arrangement 一一  於テ 寸亳ノ 束縳 ナ ク 自由 -1 出來 テ居ル ト觀ル モノ ハ 矢 張 リ 此内容 以外 ノ 

cons. ラ 容ル、 r ガ 出 來ズ， シ 〔テ〕 物 我 ノー  致ラ 得ル。 スルト space  二 束溥セ ラレ タル^-! モカ、 ハラ 


ズ space ヲ 超噓シ テ洸唿 トナル (T,lt.  二 就テモ 多少 ノ 同シ)  - 

^  .1  , &. J、  o  4 'ノアレ t  ノト 一 文シ テ；！ ft モノ-一  ナ几 メデア ッ テ其 Sensuous  ノ奧 

カク ノ如ク 藝術ノ 極致 ハ sensuous ナル フフ モノ—  一  I  -  ^ 

-1 ァ ル モノ ガァ レ バ Sensuous ヲ通シ テ此ァ ルモ ノト S スル 故-一 此ァ ル物ガ 高尙 テア レ ノ 自分" あ 高 

.«=- ニナ レノデ アル。 是ハ consciousness  ノ  differentiate セザル 以前 ノ  oneness ト同ジ state テア ッテ 

^1  differentiation  ノ 後-一至 ッテ響 スルノ ダカ ラシ テ大 ニ趣ガ 違フ。 cons. デ 物我ノ  n 

然 一 ヌノデ ハ ナイ。 dear 観. デ物我 ヲ免カ レ テ悲壯 一一 モ 雄大 一一 モ 高遠 一一 モ慈仁  一一 s々 一一 ナ リ得ル ノ 

デ アルカラ シテ是 程 功德ノ アル モノ ハ ナイ。 雜我  >  -fa-^^, 

opllophers,  scientist ハ 吾人 ノ  i. ヲ i 一一  ス ル爲メ  一一  I ヲ分？  ,h  Hr 

Sensuous  ノウ チニ 綜合 シテ up  to  date  一一  clear ナ ル CP ヲ represent ス ル ノ カ藝 ^けァ フ ： 一け 

見^ ト ogosopher ャ scientist ガイ クラ 骨 ヲ折ッ テモ此 結果 ヲ人  一一 スル 者ハ熟 f テナ クテノ 

ナラヌ 。あ ざ g さ y  dKerentiated  knowledge ヲ Sensuous ナル モノ、 ゥチニ 收メテ 活動 セシム づ者ノ 

藝 術家デ アル。 活動 セシム ルスカ 出來 ナケ- ノバ inle スル ュ出 來ン。 眞ノ  real ハ 藝術家 ノ手 一： 

ッテ 仕上 ゲラ ル、 ノデ アル。 

〇 吾人 ハ live スべキ tendency  二 ョッテ subject ド object ヲ ワカ チ。 Succession  of 

一一 choice ヲ生ジ ideal ヲ 生ジ、 分岐 シテ philosopher トナリ sen  of  action トナリ 又 藝祁家 つ。. ， 

而シ テ其藝 t 家ガ又 色々 ナ ideal ヲ 作ッテ 色々 ナ 手段 デ 自己 ノ欲ス ル succession  of  ci. ヲ求メ ジ 要 

ス ル -ー皆 live ユキ tendency ヨリ 出デ how  to  live  ノ問， 考 へテノ 1 アニカラ シテ皆 pslca 

interest  I ス ル囊 デァ ル 其ゥチ デモ 藝 術家ハ 以上 ノ  S ガァ ルカ ラシ テ尤モ 世 道 人心 £ 係 ノ^ モ 

ノデ アル。 世間 デ 之等ヲ 閑人 ノ如ク 云 フノハ 大變ナ 誤鮮デ アル。 藝 術家モ 閑人 ト考 へテ ハナ ラス 出立 I ヲ 

二  a 五 


二  s ハ 

考へ ナクテ ハイ カヌ。 

〇 技巧 ノ ミヲ考 ヘル ト此弊 ニ陷ル (人格 デ アル) 人格 ヲ express スル 爲メノ 技巧 デ アル taste ヲ ァラハ 

ス爲 メノ  expression デァ ル。 然シ difHcult  to  separate 色 ト形ノ 如シ。 無 枝 巧 入內容 ハ キ カズ。 今ノ人 

ガ 文章 ヲ構ハ ヌト云 ファレ ハ 大ナル 間違 デ アル (繪カ キノ 方 デハ夫 レ許リ 構 ッテ居 ル樣ダ )。 例 

c  Uneasy  lies  tne  ti ひ ad  tliat  wears  a  crown. 

Km^s  frequently  lamented  the  miserable  consequence  of  t>eing.  t>orn  to  great  tilings,  and  wis ザ 

t;liey  llad  13e21  placed  in  tlie  iniddle  of け lie  l:wo  extremes,  t>etw ひ en  the  mean  and  1:iie  great. 

〇 故 -1 內容 ハ 技巧 二 ョッテ intensify セ ラレ visualize セラ レ且ッ 明嘹 ニナ ル。 而シテ 明嘹ナ ル ま 1^ ハ 吾 

人 ノ 生活 二 必要 デ ァ ル 實用的 ナ モノ デ アル (一 種ノ 意味 デ云 フ) カラ シ テ 之 ヲ neglect スル ノハ自 カラ 

ヮ、 ガ 持ッテ 生レタ tendency  二 遠 力 ル樣ナ モノ デァ ル。 之ヲ 無 川 ト 云フノ ハ S  ノ  n デァ ル。 

〇 夫デ 技巧 ハ 必要 デァ ル ガ其、 必要 ナ ル ハ contents ヲ 發揮ス ル爲 メデア ル ノデ (技巧 其モ ノ ガ必耍 ノ度ョ 

リモ、 今 ノ文擧 者 ノー  部 又 ハ赉家 ノ云フ 如クナ ラズ) アルカラ 吾人 ハ 第一 二 技巧 ノ內容 タルべ キ ideals 

卽 チア ル者ニ 向 ッテノ  sentiment ヲ 養成 セネ バナラス。 此 アル 物ハ 智力に カ^カん 二 ヨリ.^'、 場合 二 ョ 

ッ テ異ナ ルノハ 無！ fl デァ ル ガ要ス ル 二 藝術 ノ爲メ  ノ  ideal ト云 ハン ヨリ モ life 其 モノ-一  於ケル ideal 二 

シ テ 力 ネ テ 藝術 ノ  ideal ト 云フノ ガ 適當デ アル。 life 其 物 ノ  ideal デ ァ レ バ 人間 トシ テノ  ideal デ ァ ル 。 

Sentiment デ アル。 卽チ 人格 デ アル。 此 人格 ガ アツ テ始メ テ之ヲ 立派 ナ 技巧 デ express シタ時 二人 ヲ物 

我 一致 ノ 極-一 誘 ッテ遠 元 的 眞理ヲ 悟 ラシ ムルト 共 ュ複雜 ナル八 1 日ノ  develop シタ ideal ノ 領分-一人 リ込 

マ シ メ テ之 ヲ 感化 セシム ルノデ アル。 


c  But  when  they  had  opened  the  doors  they  found  Cleopatra  stark  dead,  laid  upl)n  a  bed  of 

gold,  attired-  and  arrayed  in  her  royal  robes,  and  one  of  her  two  women  which  I  called  Iras 

dead  at  her  feet :  and  her  other  woman  called  Charmian  half  dead  and  trembling,  trimming  <:he 

dladeln  whicli  cleolpptra  wore  upon  lier ザ ead. 

o  Two  men  neelng  from  the  world. 

1) for  ireeclmn 

2)  for  truth 


〇 香 一 炷。 

Q 驟髏， 紅 紐 萱の原 e 

〇 緋瞜、 渡シ。 

〇 介錯 

〇 マジ ヨリ 力 皿 

O 叙 山 

〇 松蟲 


^人 少女 

o 謠曲， 鼓。 

馬車、 追 人、 御者。 

〇 女 (上) 〜— 男 (下) 

- 1 ◦ -ヲナ ゲル 

o 人畫、 出晝 

〇 綠忭 

〇 喑中銘 を 給 はる 琵琶の 春寒 

o  p-inale 


一一 H 七 


二  EK 


C 物の essence ヲ represent ス ル ト云 フ 「ハ 此 人力 ある consciousness  (俗 一一 物ト名 ゾ クル) ノー  部分 

卽チ feeling ヲ カク ト云フ r デ アル。 而 シテ此 feeling- ハ此物 二 對スル cons.  ノ 主要 ナ 部分 デ アル 卽チ 

reality  ノ. K ナル 物デァ ル 文 鼓 H ハ之ヲ Idpres ひ nt ス ル 

c  Whole ナ consciousness ヲ ス 「ノ 旁# ハ  古人 ノカ イタ 物ガ simple デ whole ヲ gras づ ス ル 

モ ノ ヲ 直 B コブノ デモ ワカ ル o 

〇 Whole ナ consciousness ハ experience デキ マ ル。 故ニ此 還元 的 二 悟入 シタ人 ハ何ラ 見テ モ何 ヲ聞ィ 

テ モ 不思議 二 思ハ ヌ。 Causal  relation  二 反シタ consciousness デ モ平 氣デァ ル。 如何 ト ナ レ バ causal- 

relation  ノ  c〇ns. ヲ綜八 口-ヒア マト メタ abstraction デ consclc-usness  ！; 4、 物ノカ カ本デ ァ ル real デァ ル o 

此 real ナル者 二  causal  relation ヲ破ル モノ カァ レバ ソしカ real ナ ノ デ causality ガ fals ひ ナノデ ァ 

ル。 少シモ 不思議 ガルニ ハ當 ラヌ。 俗人 ハ causality ハ independent  二  exist シテ居 ルト思 フテ其 

conception ト.： IE 己ノ  cons. トー 致セ ヌト 却ッテ 自己 ノ  cons.  ノ方ヲ 疑フ。 之ハ 本末 ヲ誤 ッタ 議論 デァ ル n 

Causal  law ハ 矢張リ 便宜 ノ爲メ 一一  作ッタ abstraction デァ ル。 之ヲ assume シテ矢 隠 二 應用ス ルノモ 矢 

張 リー 時ノ 便宜 二 過 ギヌ。 自己 ノ  cons. ガ real デ アル 以上 ハ何 モ疑フ 必要 ハナ ィ。 


四月 一 一十 八日 

かやの 原。 野うる し。 馬の足 形 (金米糖)。 櫻 草 。擬 寶珠。 


躀の 遠景。 白帆。 遠くの 森の 若葉-一 微茫 たる 光線。 士女の 翳々 


荒 川 堤の 櫻 


鷺草。 白蓳。 嫁菜。 おんば こ。 

姬 百合に 筒の 古び やすんど 切 


いかり 草。 露草 (セ レリ ノ類) 

小町 菊 おいらん 草 ホト、 ギス草 夏 雪。 ギボシ 。紫苑 。檢扇 。魔 

苑 嫁菜。 


X  problematic  Interest. 

X  wternal  Interest:. 

雅 

肝膽相 照らす。 

血で 洗 ふ。 

死は眞 である Q 


四 
九 


宗 『p 
近 野 

T-  丁- 
八 七 


〇 夏の 眞 夜中の 東京 市 

X 電車の レ ー ル 

X 綠 日の 植木屋の 歸り。 無 提灯 

X 夜通しの、 御 でん、 かん 酒、 

X 電柱に しばりつけ た廣告 の 巡り 燈篛 

X 往 來に黑 ぃ帱 子が 落ち て ゐ る。 —— 車へ 乘っ て 居^ をして あ る く。 脩 子が 落ち て 知 ら すに る る 

X 電燈 の點々 


借家 探し 

〇 西 片町を 出る 理. C 


二  50 


動く 雪 

古 <?r を 貫 


〇 富士前 町ノ家 

〇 大久保 (五六 間、) 

〇 千 駄ケ谷 (成 I 趣味) 

〇 カラ 橋ノ家  I 

〇 ^町。 二十 圓 臺所ノ ツキ 合せ。 十五 11 デ暮シ テ居ル 人 モア ル。 卜圓 塚 本靖ノ 前。 飛 ビ上ル 

〇 曙 町。 香 村小錄 ノー 一階。 池 K 菊 苗の 舊宅。 池 田 菊 苗 S 隣。 倉 を 建て ゝ るる 家。 將軍 中將ノ 家。 松 ノア 

ル家。 裏 カラス ッ カリ 見える 家。 昨日の 晚筌 いた 家。 ハ ドレ ダ。 

〇 小 な 川。 閉門 ノ家 ヲ覜 イタラ 書生 ガ本 を讀 ンデゐ た。 —— 千駄ケ 谷へ 越した 家ヲ 聞いたら 叱られた。 新 

しい 家に 爺が 草 を 取って るた から 聞いたら もう。 ふさがつ てるた。 

〇^1 坂 G 別莊 當 分力 サ ナイ  — 

〇 上 富 坂 町 八ガ 四、 六 ガー、 三ガ 一 、 二 ガー デ 四十 圓 ト云フ 

〇 金 鷄 書院が 八十 五 n だと 云フ 

〇^ 村が 九十 圓 だと 云フ 

〇 大久保 戶川秋 骨。 雨。 

千田貞 幹のう ち 

〇 動 坂。 小銶。 松 源ノ家 

〇 千駄ケ 谷。 八圓ノ うちあり と 踏切番 人 云 ふ。 

德 大寺ノ 屋敷。 

.  二 五一 


.  二き 一 

〇 伊勢屋 ノ 親方  一！ キク。 八幡 神社 

九 

X  .Tile  Eaint-urgh  Review.  J.anuarv 1SS ひ 

1 rsovels  witli a  PJlilosophv 

に Visionary  Art  of  W ミ Blake 

3  Nathaniel  Hawtliorne,  IVTan  and  Author  . . 

4  Fanny  Burney,  her  Diary  and  lier  Days 

X  "Tile  p-ortnightly  Review.  .June  18^s~ 

Hie  New  Mysticism  t>y  Ernest  Rtws 

X  TTIie  Atlantic  Monthly.  September  19>0 ひ 

1 l.lle  Novels  of  Thomas  Hardy 

2  TThl.ee  American  Poets  of  To-day 

X  Tlie  Nineteenth  Century.  September  19>0 ひ 

George  o.issing  by  Austin  Harrison 

X  Tlie  Edlntmr^h  Review.  Tuly 1^0 ひ 

Alfred  de  Musset  . 

X  Tlie  Independent  Review.  1906  二 十. I お 


Tlie  Demand  for  Pain  by  Miss  Constance 匚 yde 

x  .The  Quarterly  review.  1006 ヤ. B3t じ  一 ipl 

wenrik  Ibsen  t_y  >r^^  Symons  . . 

X  The  Fortnightly  Review.  -I  .< -  i 

Are  we  better  than  our  Fathers?  by  Street  (Early  Victorian  s さ A  l- 

力 The  Mdint-urgh  Review.  1906 マお  ノ 

に terary  Criticism,  Aesthetic  and  Psychological 3^  )  0 

X  、rlie  Edinrfalrgli  H.eview.  1906  .TJ1 

Alfred  de  -Mussel: 

X l.he  Edinburgh  Review.  1907  -1/1 ？ 

Insular  Fiction  (お、 hfJi  、  口) 

X  、rhe  Quarterly  Review.  1907 1 お？  ，  n つ 3-  ； ノ 

prothes  The  Growth  of  the  Historical  Novel  (from  the  days  of  Queen  Elbeth) 

X  The  Edinburgli  Review.  1907  July 

Tiie  British  No づ el ys  an  Institution 

十 (『坑夫』 素材) 

二  li 


一 墨 

夜 九、 大宫 へ. 夜 二 時、 神樂殿 三時 問 寐タ。 

〇 松 並木 掛茶 星、 草鞋 バキの 筒袖 ガ呼 ブ。 働 力 ヌカト 云フ。 腰ヲ掛 ケル。 儲口 ァリ。 足 g ノ 銅山。 始 メカ 

ラエ 夫 二 ナレル。 —— 日光 ノ山 奧デ人 -ー顏 ヲ合ス 必要 ナシ ト思ヒ 行ク。 は 男 ト^ 撟 カラ 癍 車へ 乘ル。 宇郤 

宮 (暮方 )o ソコデ 通 リ掛ノ モノ ト小供 (.H  二 四：！  二人 ト共 ニ出發 (日光へ)。 雨ノ日 夜 ：n 光へ 着 ク< 

ダイヤ ガ ハヲ 溯ル。 草鞋 店へ 這 入る。 其 男 主人 ト話 ス。 此 カラ^-へ 力 カル ノ ハ難義 ダカ ラト テ 寐ル。 夜着 

モナ シ。 殆ンド 野宿。 翌日 足 尾 着。 草木 モア ルガ 段々 赤 クナル (馬 返シ前 カラ 左へ 折レ ル) 

〇 午後 一時 钹^ へ 着ク。 (足 尾 橋 ノ左ガ 「 シキ」 ニナ ル。 段々 右 ノ方ガ 役人 ノ 住居。 「シ キ」 カラ 出ル 

「レイ ル」 ニ&テ 行クト 工夫 の 長屋が 澤山ァ ル。 三、 六疊。 長屋 カラ 右 ヲ見テ 左 二 銀山 平ヲ 見テ 上ル。 石 

麾ノ 上 ュ 大キナ 長家。 顔色の ィャナ 男 ガ顏ヲ 出シテ 居ル。 

〇， ホン ビ キノ 林ガ钣 場頭ト 問答 ス。 飯場 掛ガ 云フ。 工夫 ハ六づ 力 シィ。 歸レト 云フ。 鬼 一一 角歸 レナ ィ何デ 

モ 使つ テ 吳レト 云フ？ ト使フ ニ忍ビ ヌト 云フ。 足 尾デ働 ク氣ダ カラ 是非 使つ テ ク レ ト 云フ。 一 一階へ 案内。 

-PI ル リガ ァ ル婆サ ン ガ 居ル。 火ガカ ン /^ァ ル。 休ミ ノエ 夫 ガ澤山 居ル。 皆 異樣ノ 顏ヲシ テ居ル 

御 前- ド コ 力 ラ来タ 

-. 僕 ハ 東京 

僕ナ ン テ云 フカ ラ 書生 ッ坊 ダラウ。 

女郎 K の 結 ST. 此頃 書生 S 風 俄 ガワ ルイ。 ソ ンナ 奴-一 辛抱 ハデ キヌ。 歸レ。 

中 ニー  一， r 七 八ノ美 目 正シキ 男。 人品 普通 ナラ ズ。 ナゼ來 タカ。 决シテ 儲 力 ル所 二 ァ ラズ。 食 詰者ノ ョ ル 

所 ナリ。 歸ッテ 新聞配達 ヲ シ p。 元 ハ 自分 も舉校 へ 行ッタ C 遊廓 ノ 結果。 書生 ハ皆 ゃメ ル。 君モ 歸レ。 

他 ノエ 夫云フ C —— 「此 社會 一一 ハ夫々 投 ァリ。 呑 込 ンデ置 カナ ク ツチ や 困ル」 


「親分 トハ -I ンナ者 力」 , 

「仕樣が ねえ 奴ダ —— o 兄弟分 モ 居ル。 ダ カラ。 金 ナン ザタ マラ ネぇ。 歸ル * カイ 、。 

^口々 ニ歸レ ト云フ 

所へ 婆サ ン ガ來テ 飯ヲ食 へ ト 云フ。 箸ヲ米 へ 掛 ケ樣ト ス ル ト钣ガ ス ベ ル。 儆 -ー ツヤ ガ ナイ。 南京米。 壁 

土ヲ カム 樣デ。 一 箸 デ驚ロ イタ。 工夫 ガ笑 フ。 銀米ハ 御 祭日。 我慢 シテ 一 杯。 

夕 暮近ク 工夫 ガ段々 歸ル 「カンテラ」 ヲ提 ゲテ泥 ダラ ケ。 又 色々 ナ事ヲ 聞ク。 嘲リ。 其 日 ハ夫デ 寐ル。 

晚 ハツ カレ テ足ハ 棒 ノ樣デ アル。 情 ナイト 思 ヒナ ガラ 寐ル。 スルト 身體 ガ針ヲ 刺ス樣 ニチク 〔チ ク〕 スルー 

眼ガ サ メル。 力 ラダへ 手 ヲゃル トザラ //^ スル。 ， 反膚病 カト 思フ。 光デ見 ル- ソロ  /\ シテ 居ル。 力 ラ ダ * 力 

カュク クナル o ッブ スト 主 円 臭 ィ o 

向ラ 見ル ト柱 へ 布ヲ ッ ッ テ人 ガ寐テ 居ル。 ソレカ ラ 起キタ ガ。 下 ハ 騷 イデ 居 ル。 ノ ディ や 二 ナ ル。 仕方 

ナシ 二着 物 ヲ着テ 起 ッテ柱 二 倚ル。 夫 デモ 足へ 這上ル 

夜ガ明 ケタ。 雨ガ 降ル。 四方 共赤ィ 山。 工夫 ガ出テ 行ク。 笠。 腰へ 藁ヲ ッケテ 三々 S 々行 ク。 自身 モア 

ンナ ニナ ルカ ト思フ トイ や-一 ナッタ。 

下 カラ 工夫 ガ上ッ テ來ル 親方 ガ 呼ンデ 居ルト 云フ。 親方 ノウ チ へ 行ク。 是非 居 タイト 云フ カラ。 穴ラ見 

テ カラ 二 シ ロト 云 フ。 「此 儘.. ティ、 デス 力」 r ィケ ナイ。 着物 ヲ持 ッテ 行ッテ ゃル」 

钣 場-一 歸ッテ 居ルト 親方 ノ小 供ガ 着物 ヲ持ッ テ 來タ。 ジ メくシ タ土ノ ッ イタ 着物 ヲ 力 シ テ吳レ ル。 

力 ン テ ラ 


|ー 五 五 


二 五 穴 


-、. ' クチ 

/[  1 1^ ミゲ ひもれ レ 

てん タブ  パ^ ケ 

案. s: ニッレ ラレ テ 行ク。 長屋の 窓 カラ 咋 日の ダ+ 云フ。 

シ キ へ 這 入 ル 。 癍 車の 隧道 二 電車 ガ通 フ。 高 五 X  . 

第一 見張 所へ 行ク。 「カンテラ」 の 光デ。 水 ガジィ くト落 チル。 耳ヲ澄 スト カンく ト 行ク。 r 茲ラ 

ハ 地獄 ム三 t 目 位ダ」 ト 工夫. ガ云フ C 少シ下 リテ左 〈周 ルト 巡奄の 交番へ 出ル 見張 所。 ェ夬ガ 待 ッテガ や 

く シテ！ ^ル。 見張 所 二 ハ 役人 ガ 三人 居ル。 六時ガ 來ル。 第一 坑へ 下ル。 

這 フ所。 腰 ノ方カ ラ這入 ル 所。 愛宕の 坂 ノ樣ナ モノ ガイ クッ モア ル。 

^度 ハ穴倉 。 ァ カリ ヲ 川意シ 口 C 先へ 下 リル。 猿 ノ樣ニ 下 リル。 

楷子 ハ眞直 幅八寸 位。 階ノ閒 ハ八寸 位。 障ルト ヌルく スル。 へ ナ 土が ック。 草鞋 ノ土 へ 淸水 •  カ落チ ル- 

工夫 ノ姿 ガ遙カ 二見え タノ ガ 仕舞 二 ハ見 ェナク ナッタ。 種油 ガジ イト 水デ 消え か、 る。 

ハ シ. ゴ ガト 五 程 ツナ ガル。 ト休ム 處ガァ ル C ソコニ 工夫が 待ッテ 居ル。 ソ コ ヲ 這フ樣 二 先 へ 這 入 ル ト又 

穴 ュナル 


「下リ ラレ ルカ」  . 

「下リ マ ス」 

「デ ハ 」 

ト又先 へ 行ク。 斯ノ如 キ者三 四 二 シテー 一番 坑ニ ック 。ソコ ハ 廣ィ。 材木 一一 腰ヲ カケタ 工夫が 五六 人 居た。 

By ハ シ チウ デ アツ タ 

「新米 力」 

「又 新規 ダ」   

腰ヲ 掛ケテ 見ルト r ァテ シコ」 ノ 便宜 ナ事ガ 見ヱル C  (ァ— テ シ コ 中デ腰 ヲック 時ノ川 意) 

「何 處ノ 達磨 …… 

「ァ スコ へ ハ新シ ィ玉 ガ來タ 

「ァ レラ賈 ッ タカ 

「御前 ハド コ 力 ラ來タ 

「何 シ -ー 來タ。 金ヲ儲 ケル氣 力」 

「ヨシ ンバ殘 シテモ 足 尾 ノ金ハ 足 尾へ 戾ル」  • 

「ナ ゼ」 

「足 尾-一 ハ神樣 ガ居ル J 

「III デ ス 」 

「足 尾の 紳樣ハ 達磨 ダ」 

I： ダカ ラ歸レ C 

二  a 七、 


,  .  二 五八 

夫 力 ラ 見廻 リガ 來ル。 皆 作業 ザ ス ル。 

r シチュ ノ說 明」 

二番 坑ヲ 下ル。 必死 ノ苦 シミデ 八 番坑へ 下ル。  - 

ホ リコ ガ銅 ヲ箕- 一積 ン デス ノコ へ ナゲ込 ム。 

八 番坑ハ 水 ガ腰キ リア ル。 r ナレ、 .パ 此所 へ ク几」 ト 云フ。 

上ル時 ノ方ガ 困ル。  . -  . 

下ル片 ハ身. ガ前 へ 出ル。 上 ル時ハ 身ガ後 へ 落チ ル樣 ニナ ル。  - 

七 番へ出 タラ 呼吸 ガ變ュ ナツ テ C ホノ ホノ樣 ナイ キガ 出ル。 「休 メ」 ト云フ 

「自分 ハナ ゼコ 、デ働 カナ ケ レバ ナラヌ 力」 ト思フ 「モシ 人間 ラシ クシ テ居 レバ コソ。 必然 ノ 結果 デ 

ル」。 淚 グム。  . 

「ドウ シタ。 苦シ イノ 力」 

「苦 シィ」 •  . 

「到底 ァ シタハ 作業 モ出來 マイ」 

「每 日 此所迄 下 ルノ デス 力」 

否 一 一番、 三番、 ！ 

デ ハ 大丈夫 デ ス マギ ラス 。足 ノ努レ デス 

♦ トコ 力 ラ來タ 

東京 カラ 前 橋 迄、 咋夜モ 南京 蟲 

夫 ハ氣の 毒ダ。 モット 休。 己ハ遊 ビー 一行 ッテ ぐる 


夫から 一 人で 稍 1 一十 分 許 居ル。 萬 感喟集 _ 

ャ ガ テ來テ 

「ドゥダ。 氣持 ハ直ッ タカ」 


„ 「ソゥ 力 。夫， チゃ ノロ ク上 ッテゃ ラウ」 

矢 張 リエ 夫 ノア カリ ガワ カラ ナク ナルコ 喑ク ティ や ニナ ル。 1 暦 手 ヲ放シ テ落チ テ死ン デ 仕舞 フカ ト思 

フ。 始メテ 浮世 ノ 苦痛 ラ感 ジタ。 又思ヒ 直シテ 上ル。 (曰 光 ガ出タ 。ドウ セ死ヌ ナラ。 日光 ガ アル。 コン 

ナ蓄生 ノ樣ナ 人間 ノ所デ ト思ヒ 直シテ 猛進 シタ • 

六 番坑へ 出ル。 工夫 ガ待 ッテ 居タ。 ァ マ リ邇ィ カラ 死ン ダ 力 ト 思ッテ モ， チ. シ 〔テ .〕 居タ 

「tr ゥ シ タ 

「メ マイ ガシ テ偕+ の 途中 デ休 ン デ居タ  - 

「おれ は 驚ろ いた。 さがしに 行く。 だれか 誘って 一 人で は氣味 ガ惡ィ カラ」 

自分 ハ 决心 ガァ ル カラ 

「スゲ 上 リマ セゥ」 と 云フ。 工夫 はケ 、、、 ンな顏 をす る。 

「デ ハ上 ラウ」 

自分 ハ 夢中 デ ァ ル 。 怖 ィ事モ 何 モナ カツ タ。 無喑 -1 上ル ， 

三番 坑へ. i ル。 廣ィ所 デ休ム .  - 

工夫 曰ク r ァ シ タカ ラ此 所デャ ラセ ラレ ルダ ラ ゥ」 成程 一 番 奇麗 だ 仕事 ハ シィ 、グラウト 思 ッタガ ドウ 

セ廣カ ラウ ガ狹カ ラウ ガ構ハ ナイ。 コ ン ナ 工夫 ノ樣ナ 奴-一 ト 

. 二 五 九 


二 穴 o 

「ス グ上ガ リマ セゥ」 

「馬鹿-二 兀氣 ダナ」 ト 妙な 顏を する 

無言 ノ 儘 手 ヲ カケル 

「ィ. ケネ え 」 

今度 ハ 無喑 二 早 い，" 此度 ハ 少し 廣ィ所 へ 出た が 工夫 ガ見ぇ ぬ 

工夫 ガ怒 タト 見える。 坑 のなか を まごついて 居たら。 坑夫の 仕事 をして 居る 所へ 出た。 五 ト許ノ ホリ子 

が 居た。 聞かう と 思ったら 妙な 顔 をして 居る。 蒼ぶ くれ。 きく 势氣が なくなった。 こっちの 坑夫の そばへ 

行って 腰 を 卸す (銅 をつ めた 藁 俵の 上) 

「何 をし やが るんだ」 

びっくりして 立ち上がる。 坑夫が 振り向いて 来た。 少し 怖くな つた。 

「ま 前 は 新規 だな」 


「ひで え 奴 だ。 よしく 己が 送って やる から 待って るろ」 

腰 を かけて 待って 居たら カン/^ 云 はして 烟草 をのむ から 待てと 云って、 自分の 前で アグラ を かく。 見 

ると 尋常の 顏 である。 ナツ 力 シィ氣 がする。 人間の 樣 である 

「御前 は どこ だ。 何し に 來た。 からだつき はすら りと して 居る。 どうして 來た」 

彼考へ て 云 ふ。 

「己 達の 云 ふ 事 だが 龜の 甲より 年の功 だ II 若い うち は 皆 失敗す る もんだ。 靑年は 情の 時代 だ。 情に 走 

る。 だから 察しる。 然し 敢て 咎めない。 己 は 盛 岡の もので 中 擧へ這 入った。 夫から 二十 三の 時 花柳の 


巷へ 入る。 容易な らん 犯罪 を 犯して るる。 社 會に容 れられ ない。 夫が 爲め擧 問 も 成功 も 抛った。 自覺 

した 時は遲 かった。 其時考 へた。 甘んじて 制裁の 手に 柿 へられ やう か。 然し 逃け 度から 逃た。 此足尾 

. へ來 たの は 六 年 前 だ。 もう 一 年で 消える。 社會の 制裁 は 消える が 罪 惡は涫 えぬ。 こ、 へ來 て目擊 する 

に 就て 人情 や 何 かもよ く考 へる。 然し 世の中 は猶 苦し 〔い〕 から 辛抱して ゐる うちつ いなれ て 仕舞つ 

た。 なれて 見る と 婆 婆へ 出る 氣 はない。 自分の 兄 は 〇〇 日報の 主筆 だ。 —— どんな ものが どんな 目的 ■ 

を 持って 來ても 目的が なくなって なれて 仕舞 ふ もの だ。 夫が 君の 爲に 悲しむ 所 だ。 だから 東京へ 出ろ。 

自分 は 社 會の爲 に 悲しむ の だ。 こ、 は 墓所 だ。 葬る 所 だ。 坑夫に なれば 埋 つたのと 同然 だ。 故に 君 を 

殺す に 忍びない から 親に あやまっても、 獨 立しても やれ、 旅費がなければ 出して やる。 己 は 中 村 組 二 

居る。 金さん と 云へば 分ル。 シキの 外に 送り出 してやる から、 あとで 一 返來 い」 

此 男に 說 かれて 落淚。 自分が かく 墮 落しても 人 を 救 ふと 云 ふの が ある。 かう 云 ふ 人 か あるのに 何が 故に 

自分が 死ぬ 事に なった のか 

此に 於て 翻然 志 を ひるが へす。 親 は 氣强ぃ 事 を 云 ふが 死んだら 裏面で は 嘸 悲しむ だら うで 

そこで 自分 は餓 場へ 歸 つた。 先の 案內 者が 長屋の 前に 立って ゐ^。 

「どうしたい o よく 上れた な」 

夫から 钣 場で ヰ ロリの 傍で 雜談の 中で 考へ た。 —— 坑夫 自身が わるい ので はない。 わるいならば あんな 

やさし 〔い〕 心 は あるまい。 吃 度 社會の 境遇の 爲 に犧牲 になった の だら う。 非常に 氣の毒 だ。 旅費 杯 を 借 

りる 譯に 行く もの か。 自覺 して かせいで るるの は實 につら いだら う。 其 金を使って 歸 るの は 面目ない。 斷 

まらう」  ,  . 

三時の 交代 を 待つ。 其內 親方から 呼びに くる。. 親方 云 ふ 

二 穴 一 


二 穴 二 

「出 來 るかい」 

「出來 ます」 —— 此 はさきの 决、； ら來 た。 

然 らば 醫師の 健康 診斷が 人る。 四哮 迄に。 札 を もらって くる。 

シ キノ 手前の 長屋の 二 町 程 前 二 青い 塗の 病院が ある。 行った。 受付へ 出す。 受付の 二十 三 四 位な 奴が 余 

の顏を 見る。 

「御前 かい」 


「此 所へ 廻れ」 


診察室へ 入る。 始めて 椅子へ 腰 を かける。 藥 品の 臭が する。 

「これ は藥だ 。 死に 關 係して ゐる。 自分 は 健康が わるくな つて ゐる。 屹度 此 病院 ディ ゃナ 臭の する 藥を 

飮 むだ^う。 此藥で 癒れ ぱい、 がどう も 癒り さう もない。 どうしても 死ぬ。 して 見れば 死に、 來 たの 

だ。 情ない。 然し 今更 …… 。 とうく 足 尾の 土になる のか。」 

戶が あく。 靴の 音が して 前へ 廻って 來た。 

「御前が 〇〇 か」 

「ドッ カラ 來た。 職業 はなに か 親の スネ を曬 つて ゴ ろくして —— 」 

「ゴ ロッキ 力」 

「まあ そんな ものです」 

「着物 を脫 ゆ」 


呼吸 を 見る。 鼻 を 抑へ て。 

今度 は 鼻から いきをさせる。  、 

自分の 手 を 鼻の 下へ あて、。 

嘲弄 的 「駄目 だ」 

「駄目で せう か」 

落膽 もない。 驚も悲 もなかった。 二 體 何です」 「今 かいて やる」 

「きかんし 炎 かたる」 -  . 

もう 駄目 だ 肺病の 下地 だ。 其 時の 心 は平氣 であった。 色々 の 事 は自覺 して ゐ るが 平 氣 である 

僳 場で 親方へ 出す と 

「夫 だから 東京へ 歸れ。 旅費 はやるから 

「自分 は决 して 歸ら ない。 何でもい、 から 使って くれ 

「夫 は 無理な 事 だ」 

自分 は 悲しく なって 淚が 出た。 

「小 使で も 掃除 夫で もい ， 」 

「では 考 へて やる から 待て」 ， 

飯場へ 歸る。 みんな 雜談に 耽る。 胡 坐 を かいて 考へ てるる。 坑の 中の 坑夫の 事を考 へる。 五 時 頃 雨 を 胃 

して 金さん の 所へ 行く"」 小 林 組へ 行く 

「近さん 誰か 來 たよ」 

逢 ふ。 

III 穴  一一 I 


*  二 穴 四 

朝の 事に 就て 考々 云 ふ。 「無 斷で金 を もら ふ 事 はい や。 ど、 フ しても 足 尾へ とまる 氣だ」 

穴の あく 程 見た 近さん は 

「では おれの 云 ふ 事 をき かないの か」 

自分 は醫師 から   • 

死 は 目前 だから、 歸る事 はしない 

近さん は淚を 流して 「では 仕方がない。 自分 は 何も 云 はない。 ：！： でも 働く がい、。 休みの 時 は 時々 遊び 

に來 い。」 

其 足で 笹又 組の 親方 を 尋ねたら  K 

「丁度い ゝ 所がない が、 氣の毒 だから 帳つ け」 に 傭 ふ。 

帳つ け は 向で 食って 湯に 這 入って 月に 四圓也 (钣 場の 帳つ け) 

「それでい、 から」 夫から 钣 場へ 坐った。 夫から 坑夫が 火に r 寧になる。 益默 的の 感を 起す。 默 類の 中 

で 死ぬ かと 思 ふ。  * 

毎日 帳つ け をして 醫 者へ 通 ふ。 ボ ン ビ キが 毎日 小 供なん ど を 連れて 來る。 

其 內病氣 が 直る。 钣揚 s 飯が 食へ る樣 になる。 直る 確信に つれて 東京へ 歸り 度なる。 (七月) 四 圓の金 

が 多少 あまった の を 小 供 杯に やった。 ^歸 らうと なると 小 供に 金 もやり 度 なくなった。 夫から 金 をた めて 

_|# っヒ, 5 

〇 長屋 八十 人 許 園 爐裏ー 一。 一 一階。  . 


蒲圑ー 一枚 (三錢 宛 一 枚) 

钣代 十四 錢五厘 (朝 御 汁 一 杯) . 

S 等 一 杯 (一 ー錢五 厘) 

日當 三十 五錢 (ホ リコ) 

坑夫 (請負) 五六 十錢 

ャマ イチ (坑夫 候補生) 

シ チウ (大工) 

五分 ハ 親方 ガト ル。 

長 星 持 ノ小供 ハ十 二三 カラ 「ャ マ イチ」 -1 ナ ル慾バ カリ デァ ル。 

o 妻 を抵當 に 人れ る。 默慾 ノミ。 

〇 病氣の 時ハ 半分 ノ日當 

〇ジ や ン ボ。 ハゃシ 立テ ル。 御經 ヲ歌ヒ ナガ ラ供 -ー 立ッ。 

〇 一日 一二 人位 死ヌ。 五六 人ノ事 モア ル 

〇 馳ケ 出し は 五六 日 這 人る もの も 五六 人 

〇 惣勢 一 萬 人 ， 

〇 歸る時 衆人 ハ 猜疑 ト侮リ の 眼 を 以て 送った。 草鞋 錢を くれる。 小 供 は 物 を やる となつ く。 慾で なつく 也。 

愛情に あらす ，o 

〇 歸る時 近さん の 云ふ决 して 手紙 を 送るな。 决 して 手紙 を 出さない。 

二 穴 五 


,  .  二 穴 穴 

斷  ^  . II 明治 四十 年、 四十 一年 頃 1 - 

〇 結構 

X 人間の activity の 普通の 活動 を陴 腐な りと して、 異常の 活動 を寫 さんと する ときには 此 異常の 活動 を 

possible にす る situation が 入用で ある。 此 situation を 作る のが 結構の 一 ノ 目的で ある。 だから 此 目的 

の爲 めの 結構 は 自然 を缺 いても 無理で も 仕方がない。 思 ひ 通りの situation  二 ナ レバ ョィ。 (Merchant 

of  Venice の Antonio が 一 度に 多 數の船 を 失 ふが 如き を 云 ふ)  . 

X 結構 其 ものが 目的の 場合が あな。 人間 はまと める 事が 好で ある。 生存 競存 上の 必要に せまられて、 まと 

めつ 、進んで 來た 習惯は 何事 を も (生存 競爭に 必要の なき 事 迄 も) まとめた くなる。 

自然 は 存外 まとまらぬ ものである。 だら しのない ものである。 之 を まとめたがる のが 人情で ある。 從っ 

て此 人情 を 満足させる 時には 不自然になる 事が ある。 それでも まとめる 方 を 好， む 場合が ある。 結構 を 目的 

にす る 場合に も (此 故に) 自然 を 1 準に する 事 は 出 免ん。 よく 纏った と 云 ふ 事 を 標準に する。 

X 此 場合に 於て は孔 明、 正 成の 軍略 を 賞す る 如く 結構 を ほめる-」 孔明ゃ 正 成の 軍略 は 自然で はない。 自然 

を 離る、 尤も 甚 しき 人工的の ものである。 あるに も拘 はらす 如何にもう まいと 云って ほめる。 結構 も此態 

度から 其 skill や ingenuity を ほめる。 自然と 隔たれば 隔たる 程 ほめる 場合が ある。 

X 從っ てまと める 爲 めに は 作 中の 人物の 自由 行動 を 東 縛す る 事が ある。 多人数 會 合の 相談の 際に 多 人數を 

自由に 働かして は决し てまと まらない。 まとめる 爲 めに は壓 制が 必要な 場合 が ある。 無理 でも まとめる 榻 

きがある。 小說も 其 通りで ある。  . 


X まとめる^ めに は 人事 上 一 人の 權 力に 自己の 自由 を 委任す る 事が 必要な 時が ある。 從 つて 個人主義の 

^こま B| まりが つかない 事が 多い。 個人主義に 渴仰 すると まとまらなくても 仕方がな いと あきらめる。 ま 

とまらないでも 自由 行動が い、 と 云ふ氣 になる。 從 つて、. まとまらな いもの 事み」 見聽 しても 左程 氣 にか ， 

ら ない o 

X 此 傾向が 自然と 小說 にも あら はれる。 乃ち 讀 者が 小 說に對 して 「まとまる」 事 を 要求し なくなる。 作 t% 

も 無 S に まとめる 事が 必要で ない と 思ふ樣 になる。 從 つて 結構 はまと まらないでも 作 中の 人物が 其 性格 に 

弯 じて 自由 自然に 働ら く樣 にす る。  * 

X 花 其 もの は小說 の內容 である。 活 花の 方法 は 結構で ある。 Arrangement が 面白 いのは 結構 其 ものが 面 

白い ので ある。 此 結構の 爲 めに 花が 引き立つ の は 結構 を 方便に した 場合で ある。 此 花と 他の 花 を 配す るの 

は 結構の 一 である。 その 爲 めに 甲の 花が この 花に 闕 係して 互に 美 を發揮 するとせば 結構 は 方便で ある。 甲 

よ 甲で 面白く、 こ はこで 面白ければ 結構 其 物が 面白い ので ある。 甲 はつ まらない が 乙 を 添へ て 始めて 面白 

くなる の は 結, ：：： 。 甲 も 面白い、 乙 も 面白い が竝 ベる と 御 互に 害 をす るの は 結構が まづぃ 

單 蜀の價 直，、 Relation  ノ慣 値。 照應、 contrast 云々 

proportion。 變化。 unityo 繁簡の 對. . 

〇 筋 


二 六 七 


Illusion  Disillusion 
女  男  ヌ 


女  >  男 k 一 ^男 


0  ^ 


nursing  two 
Silence  ―  bed  of  death 
blood  » 
Station 人物 
hypocritical  woman 


0- Great  literature ハ tragic ダト 云フ。 或 人 其 意味 を說 明して Rnal ダカ ラト 云フ。 是ハ eternal ナ 

落着 ト云フ 義カモ 知レヌ (Hale  ノ  Dramatists  of  To-day ヲ見ョ )。 余思フ -I  tragedy ハ 人ヲ眞 面目 

ニス ル。 (是 は誰モ 異議 ハ アル マイ) 然シ ソレガ 何故 great  ニナ ルカ C 眞 面目-一 ナッタ 時 始メテ 人間の 

moral  t-eing. ガ 活動 ス ルカ ラデ アル。 人 二 カラ カツ タリ、 人ヲ ィ」 チ メ タリ シテ 不^ ヲ ゃッテ 510 然 タ ル 動物 

モ其人 ガ慘死 ヲ遂ゲ ル 片 一一 始メテ 悚然ト シ テ本 來ノ我 二 歸 ルカ ラデァ ル。 

喜劇 ガ 忽然 ト 悲劇-一 變 ズルハ 此時デ アル。 life  ノ  positive  side ヲ無喑 二  stbtch シテ 行クト 急-一 

negative  side  二 歸ル。 其 時 彼等 は始 メ テ life  二 モ negative  side ガァ ルカ ト氣ガ ック。 life ハ 唯一 ノ目 

的デ ァ ル。 ■ 而シテ positive  ノ 方面 二 進 ン デ種々 ナ ル quality ヲ introduce ス ル ノ 結果 は 人々 皆 absurdity 

二 陷ル。 彼等 は life ハ 何-一 耽 ッテモ 、如何 ナル 「ラシ テモ absolutely  -1 secure デ アルト 自覺 スル。 

所が positive  ノ 方面 二 無嗜 二 進行 ス ル ト 彼等の 第 一 目的 タ ル life  ノ  bare  existence ト 矛盾 スル C 彼 

等 ハ 此 矛盾 ト當面 二相 見 エタ 片始 メテ 生活 ノ 第一 一 意義 ヨリ 第 一 意義-! 歸ル。 而シ テ 自己の 行動の 從來 ハ 輕 
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佻デァ ッ タト 云フ r ヲ切實 二 自覺ス ル。 如何 トナレ 、パ 彼等 ハ 今迄 生活の 第一 一 意義の 爲メ  二 第一 意義 ヲ忘レ 

テ居 タカ ラデァ ル。 因果 ト云ヒ 天罰 ト云 ヒ應報 ト云フ ハ皆此 根 本義 -ー 逢着 シタ 片ノ 語デァ ル。 

喜劇 ハ 道德ヲ 抽出 スル。 而 シ テ 道德 ハ life  ノ 根 本義 ヲ 維持 スル 上-一 於テ absolutely  二 必要 デ ァ ル 。 

故-一喜 劇ノ 多クハ life  ノ 第二義- 1 墮 ツル 者 デ アツ テ、 life  ノ 第一義 一一 觸レル 者ハ必 ズ道德 問題 ヲ 含 ンデ 

居ル C 而シ テ道德 問題の 尤 モ深キ モノ  、表現 ハ tragic デァ ル。 tragedy  -ー  於テ 始メテ 此道德 問題の 重要 

ナ ル 1 ガ明嘹 一一 分ッテ クル。 是 ダカ ラ古來 カラ 悲劇 ハ 喜劇 ョ リモ 重耍ま セラ ル、 ノ，； テ アル。 (コン ナ說ラ 

述べ タ 人ガァ ルカ ナイ 力 知 ラヌ。 然し 是ハ 眞理 デァ ル。 何人 モ打 チ壞ス r  ノ出 來ヌ眞 理デァ ル) 

人間 ガ尤 モ 痛切 一一 人生 ノ 根 本義 ヲ覺ル ノハ。 今迄 喜劇 ダ ト 心得 ァ 面白半分 一一 道德 ヲ重ン ゼ ズ無嗜 一一 進ラ 

シ テ來タ 事件 ガ 卒然 ト シテ tragic  end  二 終ル丼 デァ ル。 其 時人 間 は 始メテ 喜劇 ョ リ モ火 切ナモ ノガァ ル 

ト云フ II  - ー氣ガ ック。 道德ノ 大切 ナ「 ニ氣ガ ック。 面白半分 ニ騷 ギ立テ タノ ハ根 本義 ト遠ザ 力. ッ テ居タ r 

ニ氣ガ ック。 此根 本義 ノ念ラ ハ ット 思ヒ出 ス爲メ 一一  ハ 悲劇 デナ クテ ハ出來 ヌ。 
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〇 暴風のと き 漁船が 岸へ 這 入リソ コネ タ。 遙 かの 沖に 大きな 波 を 控へテ 見えた ゃ隱れ たりす る。 村の もの 

は 老若男女 をつ くして 磯へ 立って ゐる。 腰へ 綱 をつ けて 海へ 飛び込んで 舟 を 引いて くるので ある。 夜は篝 

をた き盡 して 翌日の 午後 三 四時 迄かゝ つた さう だ。 此間 老若と も 一 言 も 交へ なかった さう-である。 老若と 

•f 一 椀の 钣も 食はなかった さう である。 (高 須賀淳 平が 小 田 原から 歸 つての 話) 

o 四十 年ノ 五月 場所に 常 陸 山が 梅ケ 谷に 負けた。 勝負 後雙 方の 部屋の 樣 子が 新聞に あった。 梅ケ 谷の 部， 星 

は歡聲 湧く が 如くなる に 引き 易 へ て 常 陸 の 方 は竝ん でゐる 力士が み んな 無言で あ つ た さう だ。 其 中 に 小 常 

陸と 云 ふの が、 だまって ほろ くと 淚をこ ほした さう だ。 


叙 山。 死、 D,  F、 

保津川 童、 女 

E、  I 

F,  G,  H、 

ひ、 ⑧ 

F、  I、 

D、  E、 

⑧ ®  D、  F、 

D、  I、 
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Death 


o  Dialogue 八 cllaracts*  In)  The  Academy  Jt5 ひ 8, 1^07. 

Action ト situation  ノ爲 メノ會 話ト character ヲ ァラハ ス爲ノ 會話ト ハ^^フ G 

o  character ヲ aialogjue  ，テ ァ ラハシ 得 ル人ハ  

lbs ひ n,  t*ett  Ridge,  W.  W.  Jacobs. 

〇 ァラ ハセ ヌ人ハ  . 

J?in ひ ro,  Hardy,  etc.  stlaw 

o  Jarnes ハ dialogue ヲ用ヒ スシテ character ヲ ァラハ シ得ル 人ナリ 

0  Oscar  "Wild ひ モ character ヲ ァラハ ス 「ガ 出來 ル o 

The  Woman  or  no  imiwytance  wtien  Mrs.  Allon げ y  tells  LacJy  Hunstanton  that  sli ひ is  g;oing 

け0 look  a-t 1:me  S1;a-rs. 

You  will  find  a  ^reaii  many,  d ひ ar,  a  gr ひ at  many!: 

Tlial;  is  a  perfect  sp ひ C1H121  in  dialogue. 


i お， 

一 F、 

二  E 


O 修飾 ナ クシ テ effect ァ ル 句。 

ひ 句 自身 ガ或ル sense  ニ於テ bedeutungsvoll ナル 時、 卽チ 内容 ガ one  way  or  other  -ー  rich ナル 

卩 

修飾 ノ必 耍ナク シ テ 修飾 以上 ノ 効能 ァ リ 

はハ law  of  transference  一一  depend ス。 前後 ノ關係 カラ シテ眞 率ナル 一句 半句 モ 必然 ノ勢 大^ ナ效 B!i 

ヲ生ズ 。此 場合 二 於 テハ此 句ヲ切 リ離セ バー 文ノ攛 ナシ。 

(此 law ヲ 研究 ス ル ハ 文學ノ  dynamics  ノ 一  部分 ナリ) 

之ヲ extend スレ , 一句 ノ 場合 ノ ミナ ラズ one  scene,  one  action 皆 前後 ノ關係 ヨリ fe. 常ノ  im, 

portance ラ ナス。 然 シ切リ 放セバ 平凡 ト ナル。 

〇 以上 ノ 意味 ナ クシ テ effective ナ ラント スル 丼 普通 ノ修 辭ガ 必要 ト ナル。 

二  Art  ノ 三種 トナヌ (1) ornamentalisation  (2)  materialisation  (3)  juxtaposition 

〇 三 ノ關係 ヲ極ム レ バート ナル。 只. 眼ガ 逮フ。 第一義 トス ル所ガ 違フ。 

f〇 第 一 ラ formula  deduce ス レバ f  +  f  、叉ハ f  —  f  、ト ナレ 

〇 第一 ーヲ formula  二  deduce スレバ f トナル 

〇 第三 ヲ formula  二  deduce ス レバ f+f 又^;  flf、 ト ナス ヲ妨ゲ ズ 

〇 故 -1 artless ナ ル literature ヲ 主張 ス ル人ハ 第一 ノ 意味-一 art ヲ^:  メタル 人ノ 言 ナ リ 

C 第一 一一 Juxtaposition  ノ  ait ハ 

a  causal  Juxtaposition 
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associative  Juxtaposition 

proportional  Juxtaposition 

clllmlna-tln^  Juxtaposition 

circtnnscrrhln^  juxtaposition 

llarmonious  juxtaposition 

contrasting  Juxtaposition 

jlaxtarssitlon  satisfying  will ぐ，.； 


O 反 敷。 S 支那 詩。 旬 十九 世紀 ノ  natureo ば Naturalism  g 自分-一 ナイ 物 


c  Arrangement ヨリ 起ル interest.  La  Fcsstlu,  R-ndlu 


〇 分化 ferffl ILa  Faustin  Rudin 


X  B-omanticisln  —  observation,  e^o,  lyricism,  Irfallsatlon  or  beauty,  choice  of  sti げ ject, 

一 soul-si;at ひ •： 

X  Naturalism  I  representation  of  life,  no  choice,  sci ひ ntinc,  objectivity. 


〇 漱 石曰ク  . 

X 1® ト @ 此 ニ個ノ  separate  existence ヲ假 t ス。 

C ス" ト文 藝ハ (1) representation  of ⑨ (2)  representation  of ⑩ 

トリ" 然シ ひモ. 3 モ represent セ ラレ ルモ ノト represent スルモ ノト ガナケ レバ ナラヌ o  • 

從ッテ . 

. ひ ハ⑨對 *@ トナリ S ハ⑩對 ⑩トナ ル。 引 キク ルメテ 云 へ バ⑨對 ー© モ シク ハ物丁 ナル。 文 藝ノ流 

^  ノ 此對 ノー  字ヲ 研究 ス レバ 足ル r ト ナル。 詳言 ス レ バ representation  ノ  subject ガ represent: 

セ ラル 、 object  (吾 ト物 トラ 含ム) -1 向フ 態度 デ决 スル 「ガ出 來ル。 此 態度 ハ absolutely  -ー 一  ナ 

. レ バ 文藝 -ー 流派 ヲ生ズ ル 「ァ リ 得べ カラ ズ。 而シ テ此 態度 ハ ドノ 位 二 ワカ レ得 ルカ ラ斷 ジ得レ バ 文 

藝ノ 流派 ハ 最初 ヨリ 豫想出 來ル。 之ヲキ メル ノハ矢 張 隊腐ナ 方法-一 ョル。 人間 ノ  faculty  ノ 大別 力 

ラシ テ此大 サレタ faculty.  ノ  predominate シタ 態度 デ アル 

(1) intellectual  p^^^c^ro 

(2)  emotional  p^a^s&ra 

(3)  volitional  attitude 

卩ノ  attitude ハ representation  二 關係少 ナシ。 故 二 問題 ニナ ラズ 

殘ル モノ ハ s ト S ナリ 

ひノ  attitude デ represent ス レバ 自他 ノ  truth ヲ represent シ若ク ハ 發馎ス ル 從ッテ scien- 

tific ナ attitude ナ 文藝 トナル 

じノ  attitude デ represent シ 若クハ 發揮ス レバ poetical ナ attitude ヨリ 成ル 文藝ト ナル。 
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S ハ敎 ヘル。 life  ノ  I ハコ ンナ モノ デ アルト 云フ 「ヲ敎 ヘル 

從ッテ 謹 善 惡ノ區 別 ハナ^ ロハ 有ノ  力；：， ヲス レバ 不公平-一 ナル life  ノ眞 相ヲ敎 

從ッテ Naturalism 一一  ナル。 choice ヲ許サ ヌ clssr 

ヘラ レナ クチ ル。 ゝ き i  一一？ ョト敎 ヘル。 壯ヲ行 へ ト敎 へ ル。 作家 ノ  ii  (善 

②ハ敎 ヘル。 美ヲ 。^家 力 ％p テ其 受ケタ If  I 物 其物ヲ !, 

悪 美醜) ヲ寫ス 「力 主 トナク 作家 力.^ tM^M 從ッテ subjective デァ ル。 5e 其物ノ  repre- 

i; ル ヨリ モ物 カラ 生ズル IJ 寫 li。fr 作家 一 ョッテ elilise サレタ 世界 

sentat ヲ主 トス ル ヨリ モ so 力 ラ f 10,  il 

ヲ 寫ス。 故 二  pal.tial デァ ル。 之ヲ §S5 ま ト云フ  一 ノ 

(此ー 一 者 ハ ^lyMP^ タ 事物 カラ シ 暴 I ナ If 

X ダカ ラシ テ Naturalism  ノ只物 ラ冷靜 二  f ァき. .t  M ヲ耽 g シーア， 者-一 author 一流 ノ  emotion 

ヲ 得ル。 Rglcistn ハ auf  ノ 人格 一一 ヨリ テ II ヲ 。 力 ァ S 

ヲ强ヒ ル。  . 、|5 ば ァモ 、主 ノ眞ノ 一  部デ アルカラ シテ其 眞ヲ ...II スルト 

X 此點 カラ シテ NII3 ハ性？ モ 肉欲 い"" 生レ， f カー" テ其眞 デァ ルガ 爲メ 一一  成程 ト？  01 

云フ 了， カク。 ダカ ラ眞 ノ爲メ 一一 カク ノほ 〔""""""""斥 スル樣 ナ|昏 ヲ示シ 

1 5 者 一一 起サ . レ バ 3 ィ。 肉 籠 物  一一 モ リアな ラ 批評 的 , I デカ ク ベ キ 

テ カクべ キ箸ノ モ 么 ァ ハ ナイ。 靈 以外 二 超 し " "ス レ^ モナ t バ i ス ル -ー モ足ラ ン 

ザ モノ デハ ナイ。 サゥ デナ イト 矛盾 ニナ ル 。肉 f,l お 斥 フニ 要モ 


モノ デァ ルカ ラ シ テ今 B 事新ラ シク之 二  emotion ヲ以 テ讀者 ニ强 ヒル ノ ハ陣 腐デァ ルト 共- 1 餘計ナ 御世 

話デァ ル。 

(田 山 花 袋 氏 ノ蒲圑 ハ此點 一一 於テ 自然 派 ノ 態度-一 カナ ッテ 居ル)  ， 

ァ レ ヲ見ヲ 成程 コ ン ナ人 ガ居ル カナ ト事實 ヲ敎ハ ル 丈デァ ノ 主人公 ノ眞似 ヲシテ 布 蒲ヲカ イデ 見 樣ト云 

フ 心 持 一一 ナ ル人ハ 一人 モ ナイ 

X 自然 派 ハ 只 life ハコ ン ナ者デ ァ ル ト云フ 丈デ life ハカ ゥシ ナケ レバ ナ ラン カウ シ タノ ガイ 、ト 云フ 

批評 ハ 含 ン デ 居 ラン。 information ヲ 供給 ス ル 丈デァ ル。 從ッ テ 美醜 善惡 ハ 擇バナ ィ。 醫者ゃ 化 學者ガ 

(クソ ) ヲ取 リ扱フ 了見 デャル ノミデ アル。 夫ハ只 眞ヲ寫 スト 云フ emotion  二 支配 サ レルカラ デ アル。 

然シ 糞ヲ 奇麗 ダ ト emotionalise スレ バス グ過 ヲ犯ス 「ニナ ル。 

〇 自然 派 ハ life ハコ ンナ モノ ダト敎 ヘル。 コン ナモ ノト ハドン ナ # デ アル カト人 ニキ カレ タ 片又ハ 自分 

デ聞 イタ 片 作物 全 體ヲ 繰返サ 〔ナ〕 クテハ 返事 ガ出來 ヌノハ 不便 デ アル。 從 ツー ヴ 自然 ノ 傾向 トシ テ 彼等 も 

1 句 -ー reduce スル 「ノ 出來 ル樣ナ life ヲ represent ス ル。 

サ ウス ルト 作物 ノ 下 -1 意味 ガ出來 テ クル。 是 ガ寫生 文 ト 自然 派 トノ差 ニナ ル。 兩方共 objective デ アル。 

faithful  description  of  actual  life デ アル。 ケレ 斥寫生 文ハ 讀ンデ 一 個ノ  psposition ヲ得 ナイ r ガ多 

ィ。 life ラ represent シタ 二 モ拘ハ ラズ life  ノ 眞相ヲ 一 句 二 握ッタ 樣ナ心 持ガシ ナイ。 

to  life  ： 此點 二 於 テ兩者 間 二 何の 差異 ガァ ル モノ デハ ナイ。 

一句- 1 人生 ヲ示 サゥ トス ルカ ラシ テ life ヲ represent ス ル樣ナ construction ヲ 作ラヌ バナラス。 

ドコ 一一 アル life デモ 其儘チ 句-一 ナルト 云 フ譯ニ ハ行 カヌ。 從ッテ 自然 派ノ 作物 ハ life  ノ  tme  repre- 

二 七 七 


二 七 八 

sentation デナ クテ ハナ ラヌニ モ闊セ ズ斧鑿 ノ痕ヲ 免 力 レ ヌ。 之ハ 意味 ヲ深ク ス ル 爲メテ 趣向 ス ルカ ラデ 

アル。 富 生 文ハ ん生ノ 一句 二 マト マラ ヌ氏 リニ眞 ノ  representation デァ ル genuine デァ ル 

器械 的デァ ル ト云 へ バ雙方 共 器械 的 デナ ケレ バ ナラヌ 箐デァ ル。 只讀ン ダ 人ガ此 器械 的 ナ敍述 力 ラ眞デ 

ァ ル ト云フ emotion ヲ得 ル丈デ ァ ル。 ソコガ science ト違フ 丈 デァ ル C 作家 ハ讀者 二  emotion ヲ與へ 

ル ノデハ ナイ。 description ヲ與へ ルノデ アル。 Nature 其儘ヲ 器械 的 -1 與へ ルノデ アル。 emotion ハ讀 

者 ノ方 デ搽手 二 製 f ス ルノデ アル。 然モ其 emotion ハ眞- ー對ス ル emotion デナ クテ ハナ ラ ヌ。 

虛子 ハョク (ォ チン コ) トカ (屁) トカ 云フ。 丁度 自然 派ガ 性慾 トカ 何ト カ云フ ノト 同ジ 態度 デ アル。 

毫モ差 支 ナイ。 何モ 之ヲ獎 勤スル 意味 デハ ナイ  •  - 

ァ ル 意味 ノ ァ ル 作物 ラ& ラウト シ テ散漫 ニナ ッテ マト マラ ヌノガ アル。 マト マツ テ モ 怠味ガ 一 句ノ 言語 

デ現 ハセ ヌノガ アル。 之 ヲ紳祕 派 ト云フ  . 

〇 小說デ ハ characterisation ヲ 必要 ト スル。 アル 人ハ 之ガ essence ト迄思 フ。 之 二 成功 ス レ バ ド ン ナ 

r  ニナ ル。 —— life-lilce ダ ト云フ 活動 シテ 居ルト 云フ。 —— ^之ヲ 研究 スルト consistent ト云フ r  ニナ 

ル 矛盾 ガ ナイト 云フ 「ニナ ル言ハ  > 纏 マリ 易ィ character ト云フ r  ニナ ル。 A,  B,  C,  ノ  symbol デ代 

表 ノ出來 ル character ト云フ 「 -ー ナル。 丁度 一 篇 二 意味 ガ ァ ッ テ此 意味 ガ 一句-一 ッ >  メ得ル 「 ヲ喜ブ 如 

ク。 character  二 モ 特長 ガァ ッテ此 特長 ガ貫ヌ ク爲メ 最後 二 一句-一 ッ 、>  メ 得 ル樣ナ character ヲカ キ終セ 

タ者ガ 成功 シ タ ト云 ハ レ テ居ル 

然シ此 意味 デ 成功 シ タ者ハ 個人 ノ  whole  character ヲ锚 イタ 者デハ ナイ (少 ナク トモ 萬 ノウ チ九千 九 


剁 去 ナ 


百 九十 九 迄 ハ〕。 個人 ノ  wisle  character  ノウ チア ル traits  (作家 二 都合 ノ ョィ) ヲ 抽出 シテ、 此 抽出 

シ タ者バ カリ ヲ貫 ヌィテ 自分 二 都合 ノィ 、 characts- ヲ create スル。 ノダ カラ nature  ノ law  ニ從ッ 

テ create シタ モノ デナ クシ テ小 說ノ 世界一 一 便宜- ナ爲メ  二  nature  ノ law ヲ violate シテ create シタ 

者デァ ル  > 

普通 ノ 場合 ニ於テ 特待 ノ  traits ガ 個人 ノ 生涯 ヲ貫ヌ ィテ居 ルド 云フ i ハ 事實デ アル。 然シ此 traits 丈 

デ 人物 ハ出 來テ居 ラン 「 モ 事實デ アル。 ノ ミカ 多クノ 場合-一 於 テハ此 traits  ニ反對 矛盾 スル 樣ナ phases 

ヲ澤山 具へ テ居ル ノガ事 實デァ ル故ニ  Valet  has  no  hero ト云フ 語ガァ ル。 人事 二 ハ 極メテ 冷淡 デ貫ィ 

テ居ル ガ身體 ニ關 スルト 極メテ 神經質 ナ モノ ガ アル。 family  二 ハ 無愛想 デ 朋友 二 ハ 叮重 ナ人ガ アル。 ァ 

ル物ニ 對シテ ハ 吝啬デ アルガ、 アル 物 二 ハ 非常 二  デ アル。 コン ナ例ハ 澤山 ァ ルカ ラシ テ 矛盾 シ タ 

方ガ 自然 ノ  clmractcr デ、 セ ヌ方ガ 小說ノ 作ッタ character デ アル。  . 

ソコデ 小説家 デモ 此點- 一着 眼シタ モノ ハ 矛盾 ノ 性行 ヲカキ 出 シタ。 アル 場合-一 ハ善、 アル 場合 二 ハ善デ 

ィ人ト 云 フ樣ナ モノ ヲカ イタ。 サゥシ テ讀者 モ之ヲ 承知 ス ル樣ニ ナッタ。 —— 然シ之 ハ. 只 二 一  本調子 ヲ 

ル1啻-ー 一 步 ト云フ 程度 二 過 ギン。 —— 卽チ明 力 二 矛盾 セ ル 性行 ヲ 竝べテ コ トサラ 二人 ノ 注意 ラ 聚メテ 

然 トシ タ contrast デ讀者 一一 オヤ ト云ハ セル。 

然-ン 是ハ cliaracter  delineation  ノ  ot-servation カラ 云 ッテモ execution カラ 云 ッテモ 未ダ 幼稚 ナ者 

デァ ル。 自然 ノ  character ハ單ニ  一  ノ  contrast デ 全部ヲ 抽出 サ ル、 程 二 單調ナ モノ デハ ナイ 

ソ コ テ尤モ accurate ナ observer 若クハ raxrtcutor ガ尤モ truthfully  二  character ヲ つ vhole  sid ひ 

勿論) 力 、ゥ トス ルト 云フ迄 モナ ク 今迄 ヨリ モ遙カ 二  cliSerent  phases ガ出 テ來ル 二 違 ナイ。 サゥシ 

テ phases ガ different デ アルガ 故- 1 互々 ノ  phases  ノ 間-一 consistency ガ ナイ 樣 二見 ヱル。 一 ノ 矛盾 

二 七 九 


二  AO 

位デハ several  inconsistensies ガ出テ 來ル樣 ニナ ル。 從 ッテャ リロ ガ subtle デァ レバ アル 稃 wliole 

side ガ寫サ レ 、 バ 寫サ レ ル程 マト マリノ ッカヌ character  -ー  ナ リ 易ィ。 1 言 ュ シ テ蔽フ tl  ノ 出來 ナ ィ 

character  -ー  ナル。 記 B  二 不便 ナ character  ニナ ル。 A,  w,  C,  ノ  symbol デ現ハ シ難キ character  -ー 

ナル o  - . 

大變 F 手 一一 描 イタ 樣 ニ思ハ レ ル。 而シテ 其實 ハ尤モ true ナ character  -ー  ナル。 尤モ 發達 シ タ delinea- 

tion ニナ ル。 

例 へ バ 従 來ノ  character ハ ョ ク虱邪 ヲ引ク 人ガァ ル ト。 風邪 ヲ引 イタ 時丈ヲ ョ ッ テ 書ク。 ダ 力 ラ風^ ヲ 

ヒク人 トー 言 二 マト メラ レル。 其 次 ハ 風邪 ヲ ヒ イタ 時 ト直ッ タ時ヲ contrast  - 一  カク。 前 ヨリ ハ複 雜テ前 

ヨリ ハ true デァ ル。 然シ whole  side ハ 無論 遨ス 「 ハ出來 ぬ。 風邪 ヲ ヒ イタ 時ト、 丈夫 ナ時 ト、 中間 ト 

ヲ カイ テ始メ テ完ィ モ ノガ 出來ル 然シ。 サゥカ ク トマト マ リガ ナクナ ル。 散漫 ナ者ニ ナル 要領 ヲ得 ナ. クナ 

ル。 然シ true  二 ナ ル。 

Character ハ a 邪 ヨリ モ遙カ 二 複雜デ アル。 而シテ 物 ニ遇ヒ 「二 逢ッテ reveal セラ レル phases ハ 

决シ テ consist デハ ナイ。 例へ バ A ナル character  ノ 第一 ノ  action ヲ A- トス ルト A- カラ シテ A  ノ 

>»  ガ推 セル 樣ナ モノ デハ ナイ。 否 推セヌ 場合 ノ方ガ 多ィ。 此推 セル 場合 丈ヲ カケバ whole  side ハ 

=q テ來 ナイ。 repetition 一一  ナル rep-etition ヲ カイ テ whole  .character デァ ルカ ノ如ク 二 甲  =J ヒ又 思ノ セ 

テ居タ ノガ <fr 迄 ノ.^ ^デァ ル又 今後 ノ小 說デァ ル。 repetition デ ハナ ィガ A、，  A、、，  A ミ ト causal  relation 

ガ アツ テシ カモ此 causal  relation ガ 相互 ノ. 2： 容 一一 密接 ナ 類似 ヲ示 ス片ハ 大抵 ノ 場合 二  evolution  ニナ ル 

然シ evolution  ノ場 合デ 〔ハ〕 A、 ガ 本位 デ アツ テ他 〔ノ〕  M  ノ  A ミ ハ A、  一一  depend シ テ起ル 者デァ 

ルカ ラシ テ whole  character  ノウ チノ  A、 ナル traits  ノ  causal  reltUion  二 テ reveal ス ル different: 


phases  二 過 ギン c 從ッテ whole  side デハ ナイ。 モシ whole  side チカ 、ゥ トス ルト different  phases 

ガ支離 或 裂 -ー ナ ル (所謂) 又ハ 朦朧 ニナ ル又ハ 神祕 ニナ ル。 

寫 生文ハ (character デ ハナ ィガ) 事件 ノ さ hole  side ヲ 寫サゥ トス ル從 ッテ トリ トメ ガッカ ナイ 同 

ジ 事デ アル o 

-Hid  ノ  character ハ 面白 ィ氣狂 ダカ 正氣 ダカ 意志 ガ强 イノ ダカ 弱 イノ ダカ 分ラ ナイ 


△ 


(1) 

A  I  struggle  I 

between 

s 

B  I  struggle  I 

.between 


(2)  .  s 

sa.cl,mce  ン 

natural  satlstactlon 


ザ K  v.  w 


(2)  (3) 

厶人ハ f()rgive, 行爲 ハ借ス 所ナシ 

<-(a+ げ +c  +  ^ …… ) ヲ A ナル person  一一  act ス。 A ナル person ガ此 ac- 


< "人一 1 


series  ノ爲ニ 一 轉化テ 

二八 一 


.  二八 二 

來ス 時、 act セル 人ハ 始メテ 我意 ノ如ク ナルヲ 得。 一 轉化ヲ 來サ。 、ル時 act セル 人ノ  A 一一 對スル 責任 ハ益 

重ク ナル。 此 責任 ヲ逃ル 、爲メ  (換言 ス レバ A  ノ 一  轉化ヲ t>ring  about セ ン. * 力 爲メ)  B ハ (a+t-+c:- 

•:) ヲド コ 迄 モ ッ く ケテ 行ク。 ッ ：、 ケ テ行ク ガ爲メ  B  ノ  A  ニ對ス ル貴 任ハ益 重クナ ル。 自己 ノ 責任 ヲ重ク 

シ ッ 、 進れ シ テ 最後 二 無責任 ノ 境-. 一至 ラン トス。 B ガカ クシ テ 無贵任 二 萬 事 ヲ結 了シ得 ルカ 又ハ 大 責任 ノ 

爲メ 一一  困憊 ノ 死地 ニ陷 ルカ ハ A  ノ 性格-一 depend ス。 

此 series ト此 解决ノ 如何 ト此 evolution ハ 大小 說ヲ 構成 ス  • 

A  (S1i:pernatural +  natural)  joint  effect  =  a  sort  of  mysticism.  T-lle  JMOSter  Bulldelyp-  39,  Wlhen 

we  dead  awaken  p.  99,  workman  p.  49. 例此外 色々  ,p. 139.  Are. 

<J  ニ對ヲ カク ー對ニ ハ 以上 ノ  mystic  influence  ノ アル モノー  對ハ 丸デ ナイ モノ。 サ ゥシテ 兩方 ノ  con- 

trast. ヲ出ス o ィ ヅレガ truth ナ ルカ 义 ハイ ヅレガ truth  二 近 キカ。 poetry 力 P3se 力。 Actual 

world ヲ S3V ひ rn スル モノ ハ poets, 力 practical  men 力 o 

<- Tlie  Master  wsso^.  (solness) ハ old  generation  ノ  new  generation  二  © ッ テ代ラ ン 「ヲ 翌ル。 力 

カル 人 ハ常ニ アルべ シ。 力 、 ル人 チカ キコ ナ シ得ル 作家 ハ靑 年ナ ルヲ得 ズ。 

O  Characters  ノ  relation  二  start  ノ  relation ト evolution  ノ  relation ト ヲ 區 35- ス 。故 二  A,  13 ナル 

characters  ノ  relation ハ a、  cstart  ノ  rel.」+/i  (evolved  rel.) ノ  ニトラ ル。 

次 二  relation  ノ  corn で lexity ト ハ 

3：  a 、ノ數 ノ多キ r ヲ 意味 シ 

、2,  一 i  ノ  successive  phases  ノ數ノ 多キ 「ラ意 味シ 


S  A ナル single  character  -1 卽シテ ひト g ガ 出來 ル 場 八 n 

WA-1 モ W- 一  モ 卽セズ 漫然 ト S ト S ガ fusl セ ラル 、場合 

ソ コデ. ^；ノ  case  二 ハ complexity ガァ ルト 同時 二  unity ガァ ル。 常 二 ァ ル方向 二 向ッテ interest ガ 

accelerate スル。 3- ノ揚合 二 ハ complexity ヲ生ズ レ バ生ズ ル程 unity ヲ 失 フ。 

c  complexity ハ シ バ ラ ク！ ^1 ゼ スト シテ Hauptmann  ノ  Weavers ハ. S  ノ  cas ひ 二 ァテハ マル 故-一 unity 

ノ觀 念少ナ クシ テ物 足ラヌ 心地 ス。 Ibsen  ノ  Borkman モ亦 多少 S  ノ  s-se  二 ァテハ マル。 3： ユア テハ 

マル 丈ソ レ丈 物足ラ ヌ 心地 ス。 Tlie  Master  w^so^. ハ (今讀 ミカ ケテ居 ル所迄 p.  99) デハ S  二 ァテハ 

マル 故  一一 interest ガ accelerate シテ unity ヲ keep シテ居 ル。 然モ 同時 二  S ノ多 キ爲メ  二  complexity 

ノ感 ヲ失ナ ハ ナイ。 

Ibsen ハ a ラ用 ヰル 手際 ガ ゥ マイ。 Master  wuilder  二 就テ 云へ バ出ル 人モ出 ル人モ 皆 S- 取 初 力 ラ start  ノ 

relation ヲ (Master  Builder  ニ對 シテ) 有シテ 居ル。 然モ其 relation ガ中々 深ィ意 味 ノア ル好奇 心ヲ起 

ス、 運命 ラ 支配 シ サウナ 從ッ テ人ノ 注意 ヲ引ク relation デ アル。 サゥ シテ皆 夫々 チ ガッテ 居ル。  . 

sic 

isolness 對 Miss  Wagnal 

Solness 對 Mrs  Solness 

Solness 對 Miss  F 

solnpss 對 Bl.o づ ilc 

新樣 二  start  ノ  relation ヲ single ナ Solness  二 結ビ ッケ テサゥ シテ其 relation  二 變化ヲ ッ ケル此 

start  ノ  relation  ノ  variety ト meaning カウ マ ク出來 レバ drama デモ 小詢 デモ 過半 ハ 成立 シタ者 

デ アル。 アト ハ只 自然 二  follow ス レバ ョィ。 此 creation ガ眞ノ  crss-tion デァ ル。 

.  .  二八 三 


二八 四 

此 start  ノ  relation ヲニ樣 二分 ッ。 一 ハ過 去ノ  general  stat ひ 及ビ condition カラ follow スル漫 

忽 タパ relatlonn- 一  ハ particular  event 又 occasion ガ chief  cause  二 ナツ テ出 テ來タ relatione 此 

二者 ノウ チ general ノ方ヲ 用 ヰルト interest ハ少 ナク ナル。 particular  ノ方ヲ ffl ヰルト interest ガ大 

キク ナル Iceen  ニナ ル。 此 particular ナ ル cause  ノ 說明 ガ知 リタ イカ ラデ アル。 知 リタ イノ ガモ トニ 

き ナ ルノダ カラ general デ モ 說明 ガ求メ タイ loolc  back シテ 何カァ ルナ。 今-一分 ルダ ラウト 云 フ氣ラ 起 

ス樣ニ 書 キ出セ バ 其 功力 ハ particular  二 近ク ナル。 Ibsen ハ 此點 二 於 テ artist デァ ル。 

厶 A ガ B ヲ壓 服シテ 地位 ヲ得。 地位 ヲ得タ ル後 B  ノ子ガ 又 己ヲ壓 服シテ ヮガ 地位 ラ奪ハ ン 「ヲ 恐ル。 是封. 

. 建 時代 ノ復 饕ノ  condition ナリ。 之ヲー 一十 世紀 二 翻 譯セバ 如何 

<jA/B、  c、  D、  E、  F …… 二 對スル 行 爲働作 ハ normal ナ リ獨リ N  ニ對ス ル片 abnormal トナ ル。 

其 理由 及ビ 結果 如何。 

<"A  ノ他ニ 對スル 行爲ハ normal ナリ獨 アル" ナル subject 一一  關シテ abnormal ナリ 其理. E 及 結果 如何 

厶 B、  c、  D、  F …… (ノ 數多ノ 人) ノ他 ニ對ス ル 行爲ハ normal ナ リ獨リ A ナル 格段 ナ 人-一 對ス ル行爲 

ハ abnormal ナリ、 其 理由 及ビ 結果 如何。 

以上 三種 類ハ 氣狂ト モ氣狂 デナ イト モ云ヒ 得べ シ而シ テ小說 -I 仕組 ンデ 尤モ 興味 ァ ル モノ ナリ B、  c、 

D、  F  ノ  abnormal ナ行爲 ヨリ A  ノ  abnormal ナ行爲 ヲ生ジ タル 時 ノ結杲 如 s:。 

△ 旦萬ノ 財 ヲ擁シ テ 心配 シ テ居ル 人 

厶 絕世ノ 美人 ヲ^ ッテ 心配 シ テ居ル 人 


<3  L,ov ひ ノ  SDecitication  —  sensuous,  sensual,  artistic,  ^>Jlilosop}llcal,  matenal.  Interested  

厶 wored サレ タル 夫婦 

A  Love,  llaired,  indifference  ノ  mixUire.  Single  person  二 對スル 

八 A ナ ル男ト B ナル女 ノ  past  relation 

X  DegTadation ヲ寫ス 「o 

リ昔 ハ degradation ナカ リシ ト云フ susssltion 

Suifeting,  pain  etc. ガ 比較的 少ナ 力 リシ 「。 人々 アル level 以上 二 生活難 ヲ 越えた る 事。 

SOTDServation 微弱 ナ リシ 爲 メ昔ハ 之ヲ discriminate スル能 ハザル カノ  supp-osition 

gl3eauty,  su げ lime,  good  ニ飽 キテ、 食 慯ノ 結果、 新シ キ者ヲ discover セン トシ タレ バ 澤山キ タ ナ 

ィ者ガ アツ タ 「 

:w 今 ノ世ハ 昔 ヨリ degradation ガ殖ぇ タト 云フ r。 殖え タ結 conspicuous ナリ。 誰ノ 目-一 モッ 

ク 

W 之 二 伴ッテ degradation ヲ耻 ト思ハ ズ。 平氣 二 カク 二 至 ル 「。 天下 コ - ソッテ 有夫 姦？ ス レ バ此 

ハ open  secret 一一  テス コシ モ耻 ニナ ラズ。 一夫一婦 ノ制ハ 告朔ノ 籤羊ト ナル。 

モ 1 パサ ン 

へ Intellectual  (Internal) 

二八 五 


二八 穴 

resolution  (final  motive)  n  , 

decision  (selective 」 

ccnif.  211.  wun^t: 

Automatic 

Reflex 

〇 意識 界 一一 ァ ラハル、 Idea ト feeling  ノ邏速 p.  237 

c  active  apperception  wliy  orsresslon 

passive  apf}eldef>l:ioll  fj.  238. 
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Sensation  simple  feeling 

！ Intensive  - 

sp>acial  composii: ひ feeling 

t;elnjsral  Emotion 

Association 

Assimilation 


.volition 


complication 

wecognlticn 

Successive  association  oognition 

^1  relation  itself  ooii  i 

SI  apltive  if き I 1 き 

intensity 

clearness 

I Synthesis  I  aggregate  idea 

j. perceptive 

IIJII1! 

Analysis  I  Understanding  I  Judgment  ^ 

？  -fsgs  Vol  I.  243  I  Resting,  places-  transitive  Ists, 

Successive  Psychoses  ノ  change  ノ  rate.  James  Vol. 

返徊 趣味 トノ闢 係  ノ 

Ideal  ノ 意味  一 §1 ^  , .. 

M ひ ans  and  endlrr^o  7i。 お  -At 


二八 八 

ivatura-llsm 卜 Rornanticism  ノ同觀 Caroline  Ere ひ will 

^3?  ノ  injury 馬 琴  .  Determinism 

rmtjl ヲ neglect スル侨 Tales  oj.  Two  Cities .  unexpected  inlieritance,  llapp_y  marriaa.e,  off. 

!YU1:11 ト sentiment: ト coalescence  ノ 場合 1Tag.edv. 

G  COIaclusion  Jam ひ s  vol. 1. p.  2 ひ 0 

light  J- ヲ neglect ス ル 

, —profile ハ false 如何 ト ナ レバ 服ガ 一 ッシカ ナイ 

Sell ヲ objective  二 力 ク音 め 味 

.  一可 愛ィ 一 

もし objective 一一  云 ナラ. | 氣 ノ毒ナ I. 皆 眼中-一 ナイ 

(面白 ィ ) 

Personal ハ measul.elnent ヲ狂 ハス 

Jarnes  ； 328  0  consciousness  of  self. 


〇 屮、 去る 所より 手紙に てこ-一 送金 ヲ賴 ム。 屮 場所 ラ 移シ、 今度 ハ 電報 二 テ 送金 ヲ 賴ム。 手紙 ヨリ 電報 ガ 

先 ヘック。 電報-一 ハ 宿所 ナシ。 こ 金 ヲ送ル 能ハズ (爲 替ハ 留置 ナキ故 )o 卽チ局 待-一 テ 金送ル 宿所 シ ラセ 

ョト 窖ィテ ャル。 然ル所 其日ノ 午後 手紙 來リ (自分 ハ人 ヲ尋ネ ル 爲メ是 カラ ドコソ n へ 行ク。 金ハ ドコソ 

コ ノ 何某 宛 二 テ送ッ テク レ) ト アル。 こ 一 文 ナシ。 金策 二手 問 ドリ、 夜 二 ナツ テ 電報 ラ出サ ン トス ルニ^ 

報爲替 ハ四峙 迄 故 間 一一 合 ハ ズ。 卽チ 明朝：： 十ク セン トス。 其 夜 大雪。 電信 悉ク 不通 ト ナル。 

〇 信 W へ 行ク 旅費 ヲ クレト 云フ。 旅費 ラャ ル。 スル ト信洲 へ 行 カズ。 今 皮ハ柬 ^ヲ 出ルト 云フ。 デハ 出口 

ト 云フ。 出ズ -、- 次ニ舉 校へ 行 キタイ カラ 束修 月謝 ヲ出 シテ吳 レト 云フ。 束 修 月謝 ヲャル 。舉 校ノ入 擧試驗 

ナシト テ行カ ズ。 次 二 女 ノ决心 ガ聞ヰ タイ 力 ラ聞. 1 テ吳レ ト 云フ。 次-一 ハ 漁夫 |ー  ナ ラウト 云フ。  矛盾。 

矛盾 ノ薛釋 打， 算カ發 作 力。 解釋 ヨリ 生ズル 誤辉。 

C 闩 Is  Lady  from  tls  Sea. 約 東, notlllngo  ire ひ dom  ノ  cnoice ナラ， ザルべ カラ ズト。 之 ヲ trans- 

late ス レ バ duty ハ 重ンズ ベ シ nature  ノ  desire ハ 満足 ス べシト 云フ意 味トナ ル。 

〇 Rosmersholm. 夫婦 ァリ。 アル 女 此男ノ  emancipation  ノ爲ニ ハ此 女^ デハ駄 目 トリ〕 フ。 .H! 分 ガ適常 

ナ 細君 ト 思フ。 夫デ アル 意思 ラ决行 シテ其 結果 女房 ハ人水 スル。 アト カラ 男ト女 ハ添ハ レズ シテ 情死 ス： ム。 

〇 萬 事ラ 勝負 ト見ル 人。 勝負 ヲ忘ル 、人 e 

〇 LoveL  二 抵抗 スル 人。 despise ス ル 人- stamp  out スル 人。 

c  Unconscious  llyp-ocrite 

二八 九 


二 九 0 

ol-ove  of  the  and  Deaf 

！ Literature  of  idea 

—  It-Sen  . 

I  Thais 

Necessitv  or  uselessness  of  isms  * 

Politician  —  Tlieory  of  opposite  P51es 

Theotv  of  taking  one  aback 

Tli ひ ory  of  giving  one  unexpected  surprise 

Ttieorv  of  reversed  encoun<:eT- 

Theory  of  parallelism 

TTheoly  of  divergency  and  converwency 

, positive 

Theory  of  acceleration.! 

,  (negative 

、r ザ ひ ory  of  rhetorical  explosion 

Theory  of  p>sycliic  nullification 


〇 Dream 投 ゲル 物。 moss  covered  stone. 鰻 トリ、 繞、 蛙、 桓 入水 (釗那 ，/  excavation. 鯉、 

^ 祌殿 ぼ tsegwar.  0  After  you: の two  extreme  case?. 

おさら はの 月 

" の 物 

" と 吹く 風に 

^が 動ク oblonoff 釣鐘 ト掎木 

ヽ 〇 某氏 葬式 ハ 立派 ナ モノ デシ タ ラウナ ァ 

〇 Lrovef  ノ left; シ タ gloves  ^  fumtjle ス ル 

c  Slie  OJ-ened  lier  long  cloak  a little,  wit ザ white  lining-  and  sliowed  lier  well  !>rolport:ion«d 

figure. (此 英語 自分 ノ ナリ) 

o  Dearest,  sliall  we  rorgiv ひ ひ acli  other ひ very  tiling., ひ V2,ytlling-,  everytllinp- ?  wven  what  you 

do  not に now  p^uo^^  me,  and  what  I  do  not  know  atsut  you.: 

I.in  creating  artificial  situations  of  tier  own. 

(in  creating,  slnatrtral  situations  of  lier lov ひ r. 


'c  woman  ノ  art 


二 九 一 


二 九 二 

x  Iler  motive;  ww^^o^  eg2stlc  love,  no  sense  of  31tstice.  professes  lierselt  a 

devout;  Claristian.  says  everytliing  is  Goers  will,  and  lialf  bdiev ひ s  it.  mixes 

ujd  iier  will  and  GC&-S  will. 

X  H に r  success. 

X  Her  exposure. 

X  Her  downfall.  • 

c  、rlle  lover;  first  simple;  gradual  development  towards  complexity;  gratification,  dissatisfaction, 

secret  ^p^o^.  I  ？ 

TJiinks  in  ttie  end  love  is  nol:  ireedom.  mere  freedom  is  not  wortj!  llavin^.  tns  superman 

o  T. メ .he  wife,  Js-le  sickly,  still  gentle  and  lovable 

o  T^lle  lonely  mrnl.  T?J1 ひ lover  suspects  ttie  woman*s  art.  Comes  to  tlie  inan,  asiK  tiis  advice 

wlio  t:elis  1113  stlspuclon  is  tlie  end  of  love.  Tlie  3an  returns  iio 1:1! ひ woman  wlio  tells  liim け tie 

same  tiling. 

(simplicity  I  wisdom 

(lion ひ sty  I  degradation 

」 iiltrulsm 


X 夫婦、 夫ノ ハ乂ノ 死、 妻 respond セ ズ 一 ぎ 0.  si 

妻 ノ母ノ 死、 夫 respond セズ j  . 1 ) 


Infinite  >  Symlx>l < ！  —6nlte 


o  <  llorlllalll  — >  decadent: 


Naturalism  No.  2.  Naturalism  No. 1. 

X 外出。 靑 二心 ラ奪ハ レテ 歸ル。 家人 突然 赤ラ 說ク。 

1、 靑 木位ノ 世界-一 立ッテ 赤本 位ノ者 ヲ憐ム 

2  >  ひ  ヨリ  〃 -ー 移ル struggle 

. 3、 "  "  " " 時ノ 不安 ト regret  etc 

X  wlood  i.s  ^^^0^^^..  tlian  watei ベ 

a  = げ lood 一 

ク MM  wpterj 

a  ノ 災難 ヲ 心痛 スル 際、 b 來ッテ 其 利益 ヲ 澈 ク。 

1、 a  ニ對ス ル affection  =5f  o  l-a 本 立 ノ^ 决 

2  、  a  二  スル conscience  =  b  ニ從 ノス o  j 


我 二 對スル affection  n  b ヲ愛ス C 

我 一一 對スル conscience  =  b 一一  從フ。 

b  二 對スル affection  =  ,c ラ愛ス 

b  二 對スル conscience  MM  b  ニ從フ 


一 我 本位 ノ薛 决 

一- b 本位 ノ鮮决 


X  Peter  ノ 父ァリ Alexis  ノ子 ァリ、 辟 决ハ幾 通 リアル 力？ 答 ( 

X  Peter ハ 勝利者 タルべ キカ？  Is^  ノ 意議 如何。 

X  Alexis ハ 必ズ 敗者 タ ル ベ キカ？ 敗者 ト ハ 何 * ソ。 


XA 甥ノ 財產ヲ 管理 ス。 ^業 一一 失敗 ス。 財產ヲ 流用 ス。 之 ヲ辨^ セ ン トシ テ成ラ ズ。 甥 成 畏シテ 財 產ノ讅 

渡シヲ 請求 ス。 A 言葉 ヲ 左右-一 シテな 苒日ヲ 送ル。 甥 A ヲ以 テ惡漢 トス。 冷 刻 トス。 A  ノ 煩悶。 

OAlexis,  Peter  ノ嚴刻 ヲ厭ヒ テ以太 利 ニ逃レ ほ mperor 一一  依ル。 i"eter  spy ヲ放 ッテ其 居所 ヲ突 ヰ留ム n 

Interview  o  Tolstoi  Alexis  -1 示 ス -ー Peter  ノ手 窨ヲ以 テス。 曰ク 歸 ラ バ 凡テヲ 許ス ベ シ 。歸ラ ザレ バ 

遇 スルー 一 traitor ヲ 以 テ シ 共力 一一 テ連 レ歸ル ベ シ 。 Alexis 書 チ 信 セ ス o 歸ル 「ヲ諧 セズ。 Tolstoi 曰 ク 

臣君ノ 命 ヲ果ス 迄ハ何 處迄モ 殿下 ヲ離レ ゲルべ シ。 何時 迄 モ以太 利ニ留 マリ。 何處 迄モ 殿下 ヲ き& スべ 

シ。 Tolstoi ハ politician ナリ。 功鎮ヲ 擧ゲテ 自己 ノ器 量ヲ示 ス爲メ  二 ハ 何事 ヲ モ敢テ ス。 Alexis  ノ 愛妾 

Afrossinia ヲ 離間 シテ Alexis ヲ 孤立 セ ントハ カル。 又 Hmperor ハ と ex.is ヲ protect スル意 ナキ風 

評ヲ 流布 ス。 Alexis ト Afrossinia  ！ 5  326  . 


Creation  formal  and  internal  trystmg  pslnti 

Its  recurring  .tendency- 

US  動；  (state)；  copy  (real  or  imaginary.;. 

Action;  (cliange)；  cop>y  (real  or  imaginary V 1 plot  II  unity 

一  creation 

Expsectation  sur!n.is ひ 

(M 腐) (stlocldiag) 

Art  for  art?  or  is  art  subservient  to  something  deeper  than  artr 

enjoyment  reaclun^  x  t:111.0.uth  enjoynient  - 

一一 九 W 


二 九 穴 

一味  I.  What  will  come  after  a.  reaching  t-  thro.  a.  c 屮 usal  unKS. 

趣味 (partial) 

because  end  in  itself  2. ー篇ヲ 讀ミテ 後 ニ起ル H. 一  篇ハ means,  x ハ 21d. 

3. 1. 2 モ抵徊 趣味 ト .blend ス ル现 山。 

〇 病院 〇 engagement 〇 memento 

O 女ノ 先生、 ！！er  ring -engagement  female  view  of  tlie  other  sex 

〇i! 房サ ン ト 東洋 城 ト虛子 

〇. 高 須賀淳 平 女子大 擧 へ 忍び込む 術。 

〇 汽車 輟死 以前 

〇 線香 畠ノ事 

o 陸軍 大學 デ試驗 梯子段 ハ何段 アル 力、 御前 ハ 御前 ノ妻ノ お 通 シテ居 ルノヲ 知 ッテ居 ルカ . 

〇 夢 比 -ー立 ッテ色 ヲ白ク シ ナケレ バ 不可 ト云 フカ ラ、 クラブ 白 籾 ヲ使フ 

〇 己 ハ 婿 一一 行く から 入夫 をし ろ 

〇 大人 ト 支那 留舉生 -ー 呼ばれた。 


〇羽 織ノ 目方 ラ ハ カリ 競ス ル。 目ヲ 眠ッテ ハ カル、 ドウ シテ モ. E 分 ノ方ガ S ィ 

〇氽满 家。 器量 好ミ。 嫁 ラ探ス P 芝居へ 行ク。 肺病。 病中 毎日 手ヅ カラ 髮ヲヮ ケル。 香水-" 秀 水ヲ跗 ルモ 

ノア リ。 死ヌ迄 枕元 ニ置ク 

〇 七 時半 起床。 五 時半 晚食。 八 時半 就眠。 八 時半より 三時 半 迄 起床。 

o  ひ sight  of  llusan  misery 

〇 柔術 ノ カタ ヲ敎ハ ル 

〇5t 鹿嗨ノ 稽古 

〇：： ノ キ 、樣 

〇 Turbine  engine  necktie 

o  wraml5ton  Urn. 

c  Law  of  remuneration 

〇 ハ ッ 力 鼠 ノ神經 


一 J 九 V 


二 九 八 


片 


明^ I： 十一 年初 裒 以降 


茄子 苗。 月見草。 大 

トマト 松葉 牡丹。 芋。 


コスモス a 


お  一 り ^JT-S 


ゃ\\ ゆ, 


甘 酒屋。 苗寶。 

天狗 草 屐發賓 所 

中島 善 太 郞廣告 


6 
o 


¥1。 喉頭 結核。 淼田 川 崎の ビ ス トル。 ^。 姙娠 細君 嘔吐。 小兒 百日咳。 夜 眠 レズ 

so 不眠  . 

ソジ 

so 一 一  卜 五 圓。 下駄 ノ鼻緖 

S 免職 


出 齒餱。 E 子 浦 入水 親子 三人 苻髓 病。 木 所 小 女 二人 同時 入水。 

中尉。 副官 を靳ル (戀ノ 恨) 

建 部 博 十： 離綠。 

大 久保臂 肉 斬 取 事件 e  . 

i 


一！ 一 0 一一 

良 一 寸八分 幅 一 寸ー 一三 分厚 五分 位ノ  | 包降ル (六月 八日) 

姙婦震 死。 (眞 鍮ノ カン ザシ) 

士 ート 三十 九ノ 夫婦 情死。 美顔 ノ赛 强姦セ ラル。 其 事 評判 トナ ル。 夫ノ 嫌疑。 妻ノ 慰撫。 情死。 


六月 十日 

五日 某 家ノ 下女 チン を 連れて 芝 公 阖辨天 ノ所ヲ 散歩 ス。 午後 七 時 頃。 暴漢 之ヲ 壟フ。 チン 暴漢 ノ頭. -1 力 

ミック 。事 ナキヲ 得 タリ。 


禿ヲ 自慢 ス ル者ハ 老人 一 一 限ル 
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花 
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ヲ テ 
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馓 
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ク 

須 

ズ 二 

ノ 

賀 
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• 損 

<D 

馬 

露 作 

ト 

P 

車 

U 戰 

ナ 

人 

約 計 

クレ 
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テ 
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三 0 三 


ァ ル ヲ名ト シ 、 ® 

相談 ヲ持 チ出シ テ 

ス C 長男 次男 共-一 

停車場 着。 新 M 着 Q 

テ兩國 船舶 衝突 笾 

Caveat  EJmptor 


o 


甲 

乙 甲 

職 

子 

ェ 

の 

國 

う 支 

の 

が ん 郯 

海 

大 

人 

月 

含 

ノ 

を 

い 

顔 

iin. 

力、 

ノ、 

む 

ら 

平 

た 

な 

ど 

い 

•) 

だ 

の 

し 

b 

で 

て 

フ 

あ 

る 

め 

盜 

な 

ま 

る 

れ 

ん 

也 

だ 

せ 

す 

ん 

だ 

處 

1 九日 靜岡縣 ノ田舍 親子 三人 古池に 飛込 溺死。 妻ト 養父 ト折合 はぬ S め 離綠を 還られた ろ 結果と いふ。 

一 一十 日 腰 越デ巖 頭より 入水 シ タ ル 佝僂 ァ リ。 

〇 一 阼 年より 个年 四月に 至る 迄嬰兒 十五 人 を 貰 ひ (育 料 十五 圓 乃至 一 一十 圓附) 悉く 之 を 遣棄 せる もの あり。 

Fresh  university  graduates  looking  for  positions. 

}  (unruly  wife 

〇 Advice  of  a  flisd 

〇 JL>he  husband  follows  the  advice 

O  tigtits  upon  a  new  way  of  treating  lais  wif ひ 

o  Final  devrtlo づ meni: 


で 和 盆に もなら な い 


三 0 五 


三 0 穴 

m. 婆、 もう 梅雨 は 明けたん だら うか  . 

こ 婆 まだ だら う  . 

si 昔 は 神 鳴が なると 梅雨 は あけた もんだ が、 近頃 ぢ やどう して/ \ 

こ— どうしてく 神 鳴 位な こっち や 明ける こっち や あり やしない 

諸君、 第 九 條を見 給へ 小指で 米俵 を 一 俵 振 ふ 法と 云 ふの が ある。 ——— 學理で 行けば 譯 はない。 


六月 一 一十 -1 一日 

秀 英舍ノ 職工 鑿 を 揮って 女 一 一人 二重 傷 ヲ負ハ ス。 一 一人 ハ母ト 子 ナリ。 職工 此子ヲ 嫁 二 ス ル ノ約ァ リ。 性 

不良 ノ爲メ 破談 トナ リ， 愛想 づ かし を 云 はれた る を 憤りて なり。 

向島 寺 島 村 第 六 天 境内に 女ノ 裸體ノ 死體ァ リ。 

自然 ハ竇石 を作ル 一一 幾年 ノ  M 霜 ヲ費ャ シ タルカ。 カク ノ如ク 二 シ テ作ラ レ タ ル寶石 は 幾年 ノ星霜 ノ間カ 

ク ノ 如ク靜 力に 輝く ベ キカ 


銷子 ガ破レ ル ダラウ 力。 破 レヌダ ラウカ。  遣ッテ 見ナケ レ バ中々 分 ラ ナイ。 や ッテ兒 タラ。 砲 

-  三 0 七 


六月 一 一十 四日 

妻と 計って 病 氣の姊 に 毒 饅頭 を 食 はす。 江 州の もの 

千駄 木の もの 離別 を 悲しんで 長崎諫 早の 夫の 庭前に 忍び入り 毒 を 仰いで 死す。 

一 一十 六日 

沭 和中學 校長 陰莖を 切り 自殺 ス 。 

一 一十 七日 

夫 肺結核、 貧、 妻子 一 一人 を 連れて 自殺 セ ントテ 諸 所 を 漂^ ス 


,  1 二  0 八 

RJ^  ま. ゝぉ， ノ  .，テ アブ ナク 陸 我 ラス ル 所 „ テ アツ タ  , 

業シタ 人ガ嫁 ヲ貰フ 時-一富 豪 カラ 貰ヒタ ガル ダラウ 力。 又は 同程度 ノ家 カラ 貫ヒタ ガル タ 

ラ ゥ カー!^々 

&JSI,9H 匿ノ 驿 ，ハ 硝子 ヲヮル 砲 九 ヨリ 餘程 複雜デ アル。  ，， 

M.^^-o^^  solution  、ガー ッシ キヤ ナイト 思 フテ平 氣ナ； 云 ヒ又平 氣ナ； ャ ルー 

人事 問題 ノ  solution ハ 何レノ 場合 一一 テモ兩 極端 ノー ー樣ヲ 含ム。 其 中 閒ヲ合 シーア 三 トナル 。之ヲ 細 力-一 

分類 ス レ バ 限 リナ シ。 


wily  do  we  read  .hooks? 

Flaubert 

Daudel: 

Bubt-ling  of  tlie  green  field 

Is  this  th ひ fac ひ tliat  

p-orm  f>lot  g:l.ound-plan  sectional  View- 

Mattel ノ  Form  given  waiting  to  be  filled  in  with  matter 

Mauey  given  stretcliing  itself  wittiout  any  fonn. 

unity  ()f  ^orm  and  matter  . 

Causal  unity 


Atmospheric  unity 

EJmotional  unity 

〔『n! 四 郞』 〕 

〇 汽車、 1 女ノ 話。 同ジ 停車場 デ下 リル。 同ジ 宿屋 ノト マリ 

2 髯 ノア ル人 二 逢フ、 其話シ 

2、 〇 汽車、 第 2  ノ女ノ 話、 (歸ル 時、 母 カラ ノ 手紙) 

大 舉構內 ノ 話 

Horrol-  of  stlAP-lditv 

festival 

JPirst  visit  on  C.  (tllinks  C  is  no け so  well  ^^Mw^o^.  as  liseratreur^ 

c-s  experience 广 as  of  love  etc」  t-ooklslh  therefore  second  liand;  must  not  know,  t>ut  feel- 

re  ひ  1  love  directly. 

Buying  a  pllstol 

C  一 s  want  of  a ガ p-r ひ ciation  of  his  new  piece 

D-s  great  ap*p-reclatlon  or   

i 九 


三- o 

{§}  (A  ノ 友達)  ， 一。 

〇 Mis  criticism  on  (c)  as  man  of  biforcateci  nature 

〇 國府津 宿 

〇 

〇 大舉構 S ノ話 

(p ひ clllation) 

〇 女子大 學へ 人ル事 

〇 見ャけ 

Festival 

unscrulnllous  way  of  reporting 

.transcrlDmg 

ひ tic 

A  verv  poor  opinion  atsut  C  as  art  critic 

Theatre 

Pawning  a  pistol 

I 如何 ナ事 タツ テ 

ノ ツビ キ ナラネ 1 

0f0 へ テ まフ 

手 ヲ拍ッ テ笑フ 


& レ ナ， カラ 

豈計ラ ン マ 

原  . 

其義ナ ラバ 

n  口 ゲ返ッ テ笑フ 

割 レツ 返ル程 

神 變不思 % 


ャ ミッタ ラシ 


e<;c 


©  (A  ノ 先輩) 

A ニ逢フ 汽車 


位置 ノ話 


Qs  ignorance 


fHip>rsdl-om ひ at:  Rome 

-p. み 

一 Thesis 

-Anti  tli ひ sis 


POInllarity  and  machination 

Personal  appearance  and  latlgllter 

Miracle  occult  an  and  occult  tialuve 

swedelvborg 
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Cone ひ^ tion  ot love 

Use  of  money  and  its  power 

； Festival 

(Frock  coax 〕 

Sliaip  and  Macleotl 

Plagiarism 

Baclc-biting 

Tlirou^tl び ooJcs  on  fainting  Inal.glns 

on  P^M.G —— Greelc  Hi ひ 

！ fountain  tiead 

sp-eaking 

Festival  . 

5 

o  suddenly  put  on  an<J  comes  out:  to  verandlia lx>  see 

o  See  two  pictures 

fversus  mothef 


Al-tist  TTyre  of  the  eastern な eauty. 

Tyi〕es  of  beauties  I  convex  and  concave 

White  cloud  , 

Exhibition. 銅像  Form  and  fit-  speech. 

.  -  expression- 


©  D-s  father 

三  一 s 


CI  A 

(versus  A 

o  Tears 

OAttlletic  sport3 

〇 Teeth 


D-s  friend 

D-s  mother 


三 I 四 

Evolution  is  ^^osy^  from  stating  plain  ^3^^.  p-or  contains  t>oth  praise  and  t>lame  at 

the  same  time, 

藤 村 評 薄 野呂、 馬鹿 殿樣、 御平ノ 長芋、 蓴菜 

JJa-w  of  a-ccelero-tioll 

rotation  croj> 

^Empirical  realism  and  a l:ransc ひ r^ent;al  Idealism  (Kanto 

ITYanscendelltal  realism,  i サ so  facto  empirical  idealism  (Berk ひ ley) 

IIS  s!5ace  ^^^^y  or  ^<^?oc^  us?  V, 1). 37<5 

o  ^o^o^w 广 end  in  itsek 」  trivial  (means) 

？  to  let  one  know  tliere  are  tl^ly  ^^^^^  ! 1 intention  I  end  in  itself 

.h.  to  let  one  ^^s^pff  u^lv  tilings —— 2 Intention  I-  end  tllrou^h-  tlie  1<=^ 

o  Athletic  sports  . 

O White  cloud. 

c  Romantic  Irony —— Ineetin^  II  out:  of  p>rint  II 

七顚八 倒  White  cloud  i  meeting  I 銅像 


jMisanthrope  FJatmng 

Ipliilanthrope 

ロヲ 極メテ  Musilage 

j 言 半句 モ出 ナイ 

口供 

妥協 策 ヲ講ジ ル 

短兵急 

mewing 

Theatrical  p<erformanc ひ 

^a^o^x  and  trivial r、. (1) 

festival. sne  tree.  JHne  tree  dying  llow? 

Jewelry  after  a  fire 

•wai  struggle  for  existence  and  literature 


a  offends  ^ 

y  offends  fi 

s  seeks  reconciliation  in  a  friendly  way,  but  without  any  explanation  or  apology. 

ceived  by  §  in  the  politest  possible  way. 

三 i 五 


And  is 


三 一 六 

(3  advises  5  to  take  the  same  step.  But  Y  declines  on  the  pretext  that  it  is  no  use- 

strongly  insists  on  the  measure  to  oSend  。  more  and  more-  and  to  wait  till p  collapse. 

Tlie  reason  

mewing 

、law  of  acceleration 

o( . 

\rotatlon  crop* 

〇 Empirical  realism  and  a  transcendental  idealism 

Theatrical  performance 

〇 Serious,  and  trivial  v. (1) 

◦  white  clbud 

i  meeting  I  nomantic  Irony  I  out  of  print  I 銅像 

げ atliing. 

Exhibition 

Form  csd  spirit  Is  spirit  discernible  ^^.otfw^  form  ？ 

(direct;  falseliood 

(indirect  falsehood 

uncoasclous  — 


> 


slightly  cons.  I" 

3 

on  errand. 

detailed  by  D 

4 

5  I, 

6 

pressure  of  liglit  proportional  to  tlie  w^^ps  of  tlie  radius  (area) 

Gravity  proportional  to  tlie  Cn13e  of  tlie  radius  (mass ン 

物小ナ L バ小 ナル程 light  ノ  pressure ガ强ク ナル、 引力 ガ負 ケル、 カラ light  二. 吹. キ 飛バサ レル。 

comet  ノ  tail,  sun  ノ  opposite  ^^Hoo^^oy  二 アル 譯 

三 一七 


永晶ノ 粉ヲ酸 水素 吹管 ノ燄デ トカシ テ吹ク 其 カタ マリ ヲニッ 合セテ 置ィテ 左. ！n 

弧光 燈ノ光 


I 二  I 


. 絲ガ 出來ル 


Race  coul.se 

100  3. 

100〇 

Hammer 

Criclcei; 

Ball 

Pole 

障害物 

圑 隊競爭 


-fnamplon  fla^ 


500  s. 

.1;3  second 

2.30 

12  3. 

本元 

9  3. 

4  3. 

垣、 棚、 

resultant: 


0 I 中津 の殿樣 ！ 朝 吹 下宿 ヲ 調べる。 酒の む 謝 Sao 


三 二  o 

中 村 不折。 

髮結 床。 此 形式 デ刈リ マスカ。 

コック リサ ンノ話  . 

旣婚 者、 未婚者、 子供 ノア ルナ シニ 就テ ノ觀想 

一 

競馬 デ損ヲ ス ル 

御 かみさん はあります か。 

濱町 醫學生 小供ノ 診察。 仙臺 出張。 林檎。 呼 出。 反物屋の 嫁。 金 を かりて は 前囘ノ 借， ヲ返ス 

燒 火箸。 

1 Meeting  or  lovers 

2  Bouqvtel: 

し AVood  (a  seen ひ in 」 

Egoism 

Altruism 

wilious  man  I  cynic 


Wlien  weds  are  reduced  to  one,  many  denominations  are  begd け 

Artist  tat-le-SDeecll 

Current  of  criticism  ？ by  ths  oijillicll  of  tli ひ dtite 

X  Awe  or  expansion  II 

X  Age  of  un げ ounded  joy  and  llop-e 

X  When  pessimism  comes  in 

X  ； petrification,  CKSintegTation 

X  Perfection,  degeneration 

X  New  Vista 

Two  young  people 

 alrtatlon 

 vanity  wounded 

X  (stop  and  reflect) ス ル al.t。 是 ハ ァ ル宫能 的ノモ ノヲ 見テ、 何 ダカ 通過 ス ル事ガ 出來ズ -1 , 佇立 

ス。 ケレド モ其 官能的 ノ モ ノ ハ 何時 迄經ッ テ モ宫能 的 -1 appeal スル 丈ナリ C ソ ！, デ此 sensuous ナ モノ 

i 一 


三 ニニ 

ヲ reflect シテ 奥へ 人 リ底ニ  meaning ヲ 見出 ス。 或ハ analysis-  . 

X 芝居 ハ聲ヲ 普通 ノ 談話 以上-一 擧 ゲネバ ナラズ 。^作 ニ於テ モ是ト 同樣ノ きゅ き f ァリ。 チノ  gi- 

sity 力、 jE 數&ノ 厭味 力、 Symons ハ Ddeincey  ニ此 靡ァリ ト云フ 

X 眞 面目 ナ モノ ガ考 ヘル 時ハ 凡テノ  pleasure ハ 皆 illusion デ凡テ ノ  sin ハ reality ナル如 クニ 見ェゾ 

何故 二 我等 ハ雙 方ヲ illusion ト見, シ 若く ハ 雙方ヲ reality ト見得 ザ ルカ 

さ ey  are,  however,  the  same  thing;  only  the  difference  of  looking  at  judgments.  But ：… 

leant  、s  Categories  . 

Categories  a  pylori. 

Query 

a  priori  categories  entrel.  3to  〕udgm ひ tits 

い every  judgment  can  and  must  be  to  those  categories,  for  no  Judgment  is  possl- 

げ 1 ひ outside  tliem. 

Isn-t.  topsy-turvy  way  of  making  use  01  catcgoriesl 

Whether  empty  categories  are  filled  in  with  the  contents  of  judgments  or  trom  mled.ln 

judgments,  we  abstract  categories  is  tlie  ground  question. 


H  «  記  11 明治 四十 二 年 一一 一月 二日より 八 w  二十 八日まで —— 


一一 一月  一 IB 

雛 を賫る 店。 櫻の 作り 花。 鯛と 榮螺と 蛤 を籃に 盛りて 靑き笹 を 敷きた るが 魚屋の 店に あり。 赤く 塗った 

蒲 鋅も澤 山拉ん でる る。 花屋が 赤い 桃の 花 を 竹の 筒に 插 してる た。 室 唉と思 ふ。 梅し きりに 唉く。 

明日 小 松原 隆ー 一英 國へ 行く。 

朝、 皆 川正禧 より ザボンの 皮の 砂糖 漬來 る。  - 

凡て 春めきた so 雨に 香 あり。 

今日 も敦賀 より 繪端書 来る。 無盡藏 也。 

二月より 菜の 花 を 瓶 裏に さす。 是も室 咲か 

冬 去って 漸く 生き返る。 何處 かへ 行って 一 日 遊び暮ら したし 

量 一一 B 

朝 新橋 停車場へ 行く。 小 松原 隆ー 一洋 行。 風烈。 丸 善 二 テブ ルジ ヱの 小說 とバ. サ ンの小 說を買 ふ。 

田 中 君子さん が 蟹 を吳れ る。 藁 を ほどいたら 中に 赤い の 一 一疋 向 ひ 合せに 這 入って るた。 籃の綠 が 木で 出 

來てゐ た。 好い 感じであった。 

〔來 信〕 田 中 君子  ， 

|ニニ三 


一二 一一 四 

ミ月 四日 

慶應義塾 講演 依賴の 返事  • 

〔来信〕 橋 口 貢歸京 森 細君 病氣 

一一！ 月 SB 

「ク レイ グ 先生」 以外に 永日 小品の 最後の 一 篇を 書いて くれと 素 川より 申し 來る。 rt 一 化」 の I 篇を送 

ろ o 

濤 蔭が 書 齋で何 かして ゐ ると 思ったら、 知らぬ うちに 水 彩晝の 船と 海 を 額へ 入れて 行った。 是は 模寫で 

あ おが、 色が 面白く 出来て ゐる。 氣持 のい、 畫 である。 

擾本吉 それがしなる もの 來る。 懸合事 也 

〔發 信〕 鳥居 素 川。 

一一 一月 穴 B 

要 吉朋子 九 段の 上での 會 合の 場 

煤烟は 劇烈な り。 然し 尤もと 思 ふ 所な し。 この 男と この 女の パッシ ョ ンは 普通の 人間の 胸のう ちに 呼應 

する 聲を 見出しが たし。 た  >  此 男と 此 女が 丸で 普通の 人 を 遠 ざ かる 故に 吾々 は 好奇心 を以 て讀む な りパ し 

かも 其 好奇心のう ちに は 一 種の 氣の 毒な 感 あり。 彼等が 人らざる パ ッショ ンを 燃やして、 本氣 で狂氣 じみ 

た 芝居 をして るるの を氣の 毒に 思 ふなり。 行雲流水、 自然 本能の 發動 はこん な もので はない。 此 男と 此女 

は 世紀末の 人工的 パ ッショ ンの 爲に囚 はれて、 しかも、 それに 得意な り。 それが 自然の 極端と 思へ り。 だ 


から 氣の 毒で ある。 神聖の 愛 は 文字 を 離れ 言說を 離ろ。 ハイカラ にして 能く 味 は ひ 得ん や。 

〔發 信〕 森卷吉 橋 口 貢 慶應毅 塾長 澤壽 一 へ 斷狀 

〔來 信〕 坂 元三 郞 田 中 君子 紫芳社 (元 図 町 二、 四) 中 村 武羅夫 广神樂 町 ニノ 二三 大島 方) 

モヅメ カヅ子 

一一！ 月セ B 

Die  Gescliiclate  von  den  sie.hen  Gelieructen. 

〔来信〕 副 島 松 一 野 間眞綱 

一-月 八 B 

a 本 某又懸 合ノ爲 -1 來ル。 

〔來 信〕 皆 川正禧 (鹿 兒島春 日 町 三七濱 婊 方) 

一一 一月 十 B 

終日 雨。 春寒。 

春陽 堂 「文 擧 評論」 の 奧附千 枚 を 取りに 来る e 

大阪 朝日 満 三十 年の 記念 號を 出す。 紙數百 頁。 

Hi 月 十  一 B 

き5 


ノ  至 穴 

快晴。 麗日甚 快。 禽鳥 和 鳴。 

夜、 虛 子と 土 車を謠 ふ。 東洋 城 西洋の 蠟卽立 ヲ吳レ ル。 

ヘラ— の 「現今 獨乙 文擧」 ヲ讀ミ 了ル。 

三月 十一 一 B 

曇。. 新来ら す、 午後 淸嘯會 へ 出向く  - 歸途 雨。 

r ャ ン グ」 なる もの 手紙 をよ こす。 r ャ ン グ」 と は 何者なる や 知らす。 亞米利 加の ひま 人なる べし。 

「花 月」 の戀は 寐られ ぬと 云 ふ 所を謠 ふ： 中 々出来す。 あれ は 昔の 俗謠 なるべし リ 

アンドレ ー フの 獨譯ジ ー ベ ン • ゲ へ ンク テンの 一 章 を豐隆 に讀ん でもら ふ。 

三月 十一 |¥ 

曇 風 烈し。 物皆濕 ふ。 春雨の 感 なし。 され ども 鶯 鳴く  C 

淳 平の 細君 今曉 死去。 寅彥土 佐の 國 元より 端 * をよ こす。 菜の 花 盛なる 由。 柳 は 芽 を 吹け る 由。 博文舘 

小說 辭典 編纂 S 爲 なりと て 雪月花の うち 何 を 好む か をき ゝに來 る。 愚なる 事な り。 加 計 正文 山羊 を 飼って- 

山羊と 相撲 をと る。 森 卷吉來 る。 開化 丼 を 食って 歸 る。 讀賣 新聞 新築 記念 號を 出す。 余の 手紙 を 載す。 

〔来信〕 加 計 正文 (アキ 山 縣郡加 計 村 ：>  寺 田 资彥 (國 元) 博 文 館 高 須賀淳 平 

三月 十四 B 

咋 夜風 を 冒して 赤^に 東洋 城を訪 ふ。 野 上臼 川、 山崎樂 堂、 束洋城 及び 余 四 人に て 櫻 川、 舟 辨慶、 淸經 


を謠 ふ。 東洋 城は觀 世， 樂堂は 喜 多、 臼 川と 余 は ヮキ寶 生 也" 從 つて 滅茶苦茶 也。 臼 川. 五位 鷥の 如き 聲を 

出す。 樂 堂の 聲 はふる へたり。 風熄 ます、 十二時 近く、 電車 を 下りて 祌樂坂 を 上る。 左右の 家の 戸障子 一 

度に 鳴動す。 風の 爲 かと 思 ふ 所に、 ある 一 軒から 子供 を 抱いた 男が 飛び出して、 大きな 地震 だと 叫ぶ。 坂 

上で は 壽司屋 丈が 起きて るた。 

今日 も 曇。 きの ふ 鏗節屋 の 御上さん が 新ら しい 半襟と 新ら しい 羽織 を 着て ゐた。 ^ に兒 えた.」 歌 麿の 

かいた 女 はく すんだ 色 をして 居る 方が 感じが 好い C 

〔來信 〕 東洋 印刷 株式 會社 タイ ムス 社 ^川柳 次郞 小 宮豐隆 

一一 一月 十 SB 

咋 夕大久 保から 戸山 を 散歩す。 土 乾かす、 護謨の 上を步 るく 樣な所 あり。 森の 杉 赤 黑く兒 ゆ。 

今日 曇 晝頃晴 三時 頃 又 曇。 散步 途中で 鈴 木 春 吉に逢 ふ。 一 所に 招魂の 栴を 見る。 英語の 先生と 博 文舘の 

外交 記者 菊池曉 汀なる もの を 夜 料理屋に 置いて き ほりに した 話 をき く。 殘 された 兩人 は初對 面の 男で 一 文 

も 持たないで、 あくる 日迄飮 みつ、  けた 末、 とうく 巡査 を 呼んで こられた とい ふ。 

留守に 本 多 嘯月來 る。 逢 はす。 

ッ ルゲネ ー フの 手紙 ヲ讀 む。 トルストイと フロ ー ベ ルに 敬服して ゐる。 

ョ： リマ S 

寅彥來 る。 昨日 國 元より 籁 りし 由。 乘合 船の うちにて、 「英國 では 何と 云 ふか 知らないが、 此方で 云へ 

ば ダイナマイト だな。 あれ を 舐めて 見たら 一 日 頭が 痛かった」 と 話して 居た ものが ある 山。 スルメ 鰹節の 

三 二 七 


-----A 

西 村 濤蔭來 る。 朝 若 杉 三郞來 る。 

三重 吉の 手紙に 「きたない 袢天 をき て、 繩 をお にして 千^へ 行って 酒 を 呑んだら 刑事に つけられた。 當 

時稻妻 小僧が 逃亡した a 中でした」 と ある。 

〔來 信〕 鈴 木 三重 吉 

=ーほ 十 七3 

朝起きる と眞 白に 雪が 積って るる。 厚さ 三ォ ばかり、 午 少し 前 やむ。 寶牛新 例によって 来らす。 

朝^ 川玄 耳綱曳 にて 来る。 二十日 出帆 世界一 週の 途に 上る とい ふ。 暇 S かたぐ 次^ 小說の 相談 也。 

「煤 烟」 の あと を與 謝野鐵 幹が かいて、 其 次 を 自分が 書く 害に 取り 極む。 多分 揭哉に 七月 位な らんと いふ。 

招魂 社 九 段に 行って 雪の下 町 を 望む。 

「ダ ヌン チォ」 は 美く しい 事 を かさねて かく 人 也。 しかも 煖室 内に 入りて 上氣 したる 氣味 也。 

S 月 十八 B  . 

春寒。 來客 飯 m 靑凉、 野村傳 四、 靑凉 短篇 二つ を 持ち 來る。 傳 四 茶の 問に て 鳗钣を 食 ふ。 心理 舉專攻 

の营原 敎造來 る。 プ 口 ソ. チ，" の心现 研究 二 ツキ^; 問、 答 要領 ヲ得 ズ。 傳 四と 入浴、 散歩 歸 る。 夜 西 村？ お蔭、 

小宮 豐隆、 高濱虛 子、 松 根 柬洋城 来る。 寺 田の 送別 會 -1 ツキ 相談 ァリ。 謠會を 催す との 由。 

覺 隆 アンドレ， I フ論ヲ カク。 

〔来信〕 龍 口 了 信の 皋校 卒業式 招待 野上豐 一 郞 (平信) 


賢 + 九 B 

朝 小宫豐 隆とァ ン ドレ ー フ の獨譯 一 窣を讀 む。 獨こ 語が 少々 面白くなる。 新 今日 も來ら す、 錦 町の 淸嗡 

會迄 出掛けて 行く。 すると 新が 大きな 聲 をして 怒鳴って ゐた。 やがて 生 玉子 を 三つ 食 ふ。 午 钣の 代り だと 

いふ。 花 月 を 習 ふ。 こし 方より …… の 所 を やったら、 まあ そんな もの だと 評した。 自分で は 立 K に S つた 

積り であった。 歸 らうと してる ると 虛 子が 來た。 虛子は 雨 月 をなら ふの ださう だ。 向 ふの 辯 護士高 野さん 

が 私 は 高濱と 同郷の ものです といって 挨拶 をした。 

〔来信〕 小島 武雄 (轉 居) 

一一 一月 一一 十 B 

九 時 玄耳を 新橋に 送る。 久 振で 朝日の 豪傑に 會す。 土星 大 夢が 是 から 塔の 澤迄 行く から 序に 潢濱迄 や ：！ る 

んで すと いふ。 弓 削 田が 夏 目さん 所から 新橋 迄 は大變 です ねとい ふ。 池邊吉 太郞が 越しました。 苦」 公 町 百 

一 一番 地と いふ。 大阪の 鳥居 素 川が 來 てるる。 いつ 來 たんです と 聞く と 一 一日 前 だとい ふ。 歸り 銀座 迄 素 P と 

話して 來る。 明後日 午钣を 一 所に 食 ふ 事 を 約す。 

二葉 亭露 西亞で 結核になる。 歸國の 承諾 を 得た 所經過 宜しから す 入院の 由 を 聞く。 氣の毒 千 萬 也。 

大阪 朝日 十 萬 圓で社 を 新築す と 素 川より きく。 

妻が 寅彥の 所へ 餞別 を もって 行く。 シャツ、 ヅボン 下、 鰻の 鑲詰、 茶、 海苔、 等な り 

午後より 雨、 寒き 方、 鶯啼 く。 

電話に て 春陽 堂へ 「文舉 評論」 の 送付 (例に より 三十 部) を 促が す。 賫 切の 由 答 あり。 二十 五六 日頃 再 

ー|1| 一九 


-Ho 

版出來 のよ し 

八重 子 「鳩 公の 話」 とい ふ小說 をよ こす。 出來 よろし。 虛 子に 送附 

〔發 信〕 虛子、 八重 子  ， 

〔来信〕 峯間鹿 水 (牛 込 若 is 町 二 七、 敎育 公論 編輯 局) 會津八 一 (越後. 針 村) 短册 所望 野 上 

ノ重子 

三月 二十 一 一 

1 1, 十 一 日 快晴、 甚快、 十 一 時 頃より 曇る。 

午後 小 i 呂が 來てァ ン ドレ— フ を讀ん で吳れ る。 散歩 髙 田の 方。 濱武が 金 を 返しに くる。 三十 圓 0 濤著來 

る。 桑原 喜 市ォ— パ ル數顆 を 送って g 只へ とい ふ。 一 個 一 圓 五十 錢也。 五 圓で三 個 をと る。 

寺 田の 奥さん 暇 乞に くる。 忙 がしい とてす ぐ歸る C 紅 屋の唐 饅頭 を くれる。  ， 

〔來 信〕 野 上 豐ー郞 本 多 直次郞 森卷吉 

三月 一一 十二  B 

快晴 風强 し。 十 一時 過 連 雀 町に 鳥居 素 川を訪 ふ。 弓 削 ra が 來てゐ る。 三人で 神 田 川へ 鰻 を 食 ひに 行く。 

不折. h 人 來り會 す。 不 折の 顏少々 蒼 膨れの 氣味 也。 四時 歸る。 五 時 過 着寅彥 暇 乞に きて 待って るる。 本 多 

嘯 月 來訪。  • 

〔來信 〕 東洋 城 (水戶 より) 島 村 抱 月 (演說 の 侬賴) 桑原 喜 市 


ー3ー月 二 ま|¥ 

暴 其う ち 降り出す。 舉 校の 卒業式。 筆と 恒が 上級。 箪子は 諸 課目 大方 甲 也 o 之に 反して 恒は 乙と 丙 也, 

咋日寺 田から 留守中 預 つた ォ ルガ ンを 子供が しきりに 鳴らす。 筆 は少々 出 來る樣 也。 

朝 眼が 醒める と 豐田 翳 學士が 來る。 顔 を 洗って るる 5 ちに 診察 を 了へ て歸 る。 仲 六の 睪 丸に 水の たまる 

の は 針で 穴 を あけて 管で とるべし となり。 之 は 精液の 管から 洩れる 由。 但し 大事に はなる 氣逮 少なき 由。 

外科の 渡邊 さん を賴む 事に する。 伸 六 は満三 ヶ月 也。 大きな 睪丸を 有して、 重さ を 感ぜざる が 如し。 

御 彼岸の 御 萩 を 作る。 筆 子が 雨中、 車に 乘 つて 中島さん へ 御 萩 を やりに 行；。 

小 宮とァ ン に レ ー フを讀 む。 一 一人で 望月 を 謠ふ。 

〔發信 〕 島 村 抱 月 (謝絶) 

〔来信〕. 春陽 堂 本 多 直次郞 高濱淸 (寺 田の 送別 會) 

ni 月 i 一十 SB 

曇。 九 時 頃 虛子來 る。 十 一 時 頃 星が 岡 茶寮に 行く。 寅彥 送別 會。 雨 氣歇ん で風甚 し。 寶 生新 來る。 大厫 

御幸。 雪 雀 山。 を謠 ふ。 

虛子、 碧 梧桐と 千壽、 俊 寬を謠 ふ。 夜 腹中 違和。 苦しき 爲め屢 ば 眼を醒 す。 半夜 妻に 懐爐を 作って もら 

ふ。 その 爲め寐 る 事 を 得たり。 

夜 西 村 濤蔭チ ュ. I リツ ヅー 朶を 送り 來 る。  . 

〔來 信〕 米 山 熊 一 一郎 (天然 居士 寫眞の 件). 浦瀨白 % 杉 s 某 田 中 君子 

=1 ミ 一 
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三月 一一 十五 B- 

晴。 心地 あしき 爲め寺 田の 出立 を 送らす。 妻が 代りに 行く。 神樂 坂へ 行って 散髮。 松の 盆栽と 君子 藺を 

買 ふ。 氣分 あし。 食慾 皆無。 

明日 神 田に て謠會 あり。 淸經の シ テを仰 付けら る。 

〇〇〇〇 來訪。 四月 下旬から 宅へ 置いて くれと いふ。 色々 譯を 話して 歸す。 東京へ 來 たの は 元の 夫の 所 

へ 行って、 あなたが 惡 いと 仰 やい と 云ふ爲 也と 語る。 

三 B; 一一 十六 B 

晴、 午^ ァ ン ドレ— フ 習讀。 午後より 神 田の 俱樂 部へ 謠の會 に 出席。 舟 辨慶、 望 3、 淸經、 七騎 落、 三 

山、 紅葉 狩な り。 皆々 初心。 髙 野さん は 御 經を上 ゆる 樣な聲 を 出す。 营 能さん は應接 をす る 樣な言 葉 を 使 

ふ。 天下 斯の 如く 幼稚なる 謠會 なし。 其 代り 誰も 通 をい ふ ものな く 至極 上品 也。 あとで 新、 碧 梧桐、 虛子、 . 

かやの、 S 四人蟬 丸を謠 ふ。 碧 梧桐う まし。 みぞれ 降り出す。 車 を 傭って もらって 歸る。 五十 錢 取られる a 

夜 BE 又 不安、 灰爐を 抱いて 眠る a 

〔来信〕 本間久 杉 原糜  . 

一一 一月 一一 十七 B 

快晴、 十一 時に 起きる。 パン を 食って、 た  >  ぶらくす。 閑 適。 髭の 白髮 を拔 く。 細君の 顔 少しく 美し 

く 見 ゆ。 座敷に 生けた 丁字 少しも 香 を 放た す。 

田 中 君子 今日 敦賀 へ 歸る 由故咋 3 細君に 糗んで 半襟 を謄 る。 


-I 本間久 杉原瞜 

一一 I 月 一一 十八 B 

曇、 朝 小宮が 來テ、 ァ ン ドレ— フを讀 む。 是 から 鈴 木 三重 吉の 所へ 行く とい ふ。 多分 廣 島の 家 を 赍る相 

談の爲 め 呼 ぶんだら うとい ふ。 五圓 取って 行く。 十二時 過ぎ 田 中 君子 暇 乞に 來る。 半襟の 鱧 をい ふ。 越 山 

賴治萬 朝に 取消 を 出して 吳れ たといって 禮に來 る o- つと 入りの 玉子 を吳れ る。 兒掛稚 也。 月末に て 禱蔭困 

る だら うと 思 ひ 「三 四郞」 の 校正 料と して 又 十圓を 贈る。 手紙の なかへ 封 じて やる。 

〔發 信〕 犬 丸貞吉 

〔來 信〕 犬 丸貞吉 高 田 知 一 郞 (西 村濤 蔭の 件) 

一一 一月 一一 十九 B 

曇。 昨夜え い 子 咽喉 痛み 咳嗽 頻也。 あい 子と 一 所に 寐る。 夜中に わが 腹 を 蹴る 事 幾度なる を 知らす。 降 

參 C 

十 一 時 頃より 降雨。 

〔發 信〕 野 閒眞綱 副 島 松 一 春陽 堂 (文舉 評論の 催促) 土 井林 吉 (かした 本の 催促) 

〔來 信〕 橋 口 貢 (轉 居)  ， 

=1 月 三十 B 

曇。. 午、 本 間久來 る。 日本 外 外の 通俗 譯を やる と 云 ふ。 余の 俳句 を 表紙の ちらしに するとい ふ。 胃よ か 


一-一三 s 

ら す。. 終日 蟄居。 夕 暮豐隆 千 葉より 歸る。 三重 吉が 醉拂 ひに なぐられて 怪我 をして、 病院に 在る とい ふ。 

始めは 眼に 故障が あると かにて 心配した る 由。 今の 處 では 大した 事 もな さ ， うなり 

〔来信〕 高 田 知 一 郞 岩 畸太郞 明治 大攀 

一一 一月 ミ十 1 B 

蘧日。 妻 伸 六 を 連れて 大舉 病院に 行く。 咋夜 本間久 より 貰 ひたる 秋 田 藤の 砂糖 漬を食 ふ。 胃痛 安眠 を 害 

養生。 鷄卵、 牛乳、 パ ン 少々。 夜 騫麥を 三 口 程 食 ふ。 

午後 新來 る。 綾 鼓 を 少し 習 ふ。 夜 安倍 能 !R 來 る。 草紙 洗と 三 山を謠 ふ。 

00 鈴 木 三重 吉 副 島 松 一 

〔來 信〕 浦瀨 七太郞 副 島 松 一 石 田 源 一 

四月  一 8 

晴、 日 少し 弱し。 伸 六の 療治 は 四 五 歳に ならな ベて は 出来ぬ. so 仲 六 は それ迄 大きな 睪丸を ぶら 下け て 

ゐ なければ ならぬ。 咋 ぼ 鈴木禎 次の 御母さん 死ぬ 腦 溢血 也。 座敷の 丁字の 花香 ふ。 

米 山 熊 次郞氏 天然 居士の 引のば し寫眞 を携へ て來 る。 何 か 題せ よと いふ。 

夜 臼 川、 束洋 城、 濤蔭、 豐隆來 る。 豐隆、 東洋 城 一 泊 

植木屋が 土管 を 掃除したら、 裏の ra 中 彥兵衞 君の 庭へ 水が 落ちて 來る といって、 彥兵衞 君が 來ろ。 

〔来信〕 田 中 君 


四月 一一 B 

快晴、 朝 浦瀨七 太郞來 る。 越後より 熱 田へ 轉任 也。 越後の 飴 を 御見舞に 貰 ふ。 

細君が 白木屋の 見切 賣 出しに 買物に 行く。 今日は 松 根が 妻と 豐隆を 食傷 新道の 初音へ 連れて行 くの だと 

いふ。 白木屋で 襦袢の 袖 を 見て 來 いといって やる。 

春陽 堂へ 文學 評論の 獻 本の 催促 を豐隆 にたの む。  . 

散步、 東洋 城又來 る。 細君 鈴 木へ 通夜に 行く。 城 一泊。 

襦 禅の 袖 は 羽 一 一重し かない 由。 羽二重の 袖 はい や だ。 細君 葬式の 黑帶を 買 ふ。 九圓。 豐隆の アンドレ ー 

フ 論を讀 む。 

散歩の 時 鏗節屋 の 御 神さん の 後ろ姿 を久 振に 見る。 

植木屋が 芭蕉 をす からり 切ったら、 軸の 中が 青くな つてる 44。 今日は 共 靑ぃ所 丈が 一 寸許 延びて ゐた。 

〔發 信〕 岩 崎太郞 (露 月の 宿所)  ， 

四月 三 B 

■ 雨。 朝起きたら 昨日 萎れて 倒れ か、 つた チュ ー リツ ブが眞 直に 立って ゐた。 快。 妻歸 る。 眠い といって 

寐る。 

大谷繞 石より 來信。 文^-評論 を よんで 教訓 を 得た と ある e 誤植 を 表に して 送って くれる" 甚だ 恐縮。 春 

陽 堂 獻本を 怠る 爲に繞 石の 買 ふ 前に 寄贈す る 能 はす。 

岡 田 耕 三 小 田 原の 鹽辛を 送る。 明日 東京へ 歸る 由。 r 煤烟」 に 厭きた と ある。 

-  三 三 五 
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鈴 木禎次 曰く。 夏 目 は 鏗節屋 に 惚れる 位 だから 屹度 畏生 をす ると。 長生 をし なくっても 惚れた もの は惚 

れ たので ある。 

文學 評論 1 一十 八部來 る，。 寄贈 人の 宛名 を かく 三部 殘る。 

草が 芽 を 出す。 いかり 草、 かすみ 草、 鋸 草、 

〔来信〕 久內淸 孝 大谷正 信 II 田 耕 三 

四月 四 DS 

陰、 咋夜小 林さん が來 て、 左の 手頸の 脈 をと る 所に 出來た 瘤の 樣な もの を 見て くれる。 大して 障りの あ 

る もの ぢ やない とい ふ。 序に 胃 を 見ても らふ。 SI も 腸 も 無 ii わるい。 肝藏も わるい らしい。 右の 肺の 下部 

が 薄弱 ださう だ。 からだの うちで 何處も 健全な 部分 はない 樣 だ。 

濤蔭來 る。 二人で 文舉 評論 を 郵便局へ 持って行く。 

寺 町へ 下駄 を 買 ひに 行く。 胃が 痛い から 腰 を 掛けて、 向 ふ を 見る と 毘 沙門の 境内に 高い 柳が 芽 含んで 風 

に徭ら れてゐ る。 併んで 半鍾が 立って るる。 門の 傍の 櫻が ふくりと して ゐる。 前の 肴屋で 小僧 大 僧が 景氣 

よく 怒鳴って るる。 演藝 館で^ 國留學 生謹演 とい ふ 慈善 芝居が あった。  . 

晴陰 常な し。 細君 鈴 木の 葬式に 行く。 白 襟黑紋 つき。 夜盧 子の 所へ 文擧 評論 を 持って行く。 〇〇 と小濱 

を 相手に して 田樂で 酒 を 呑んで るる。 櫻が 咬き かけた からだと いふ。 〇〇 は藝 者になる 女と 好い仲に なつ 

て柬 京へ 來 たの ださう だ。 虛子 酒が うまい といって しきりに 呑む。 九 時 過 東洋 城來 る。 虛 子ます く 酒 を 


、フ まがる。 茶 だ 太平 樂也。 自分 も 常に 似す 吞ん で駄 辯を撣 ふ。 十 一 時より 謠 一 番を謠 つて 東洋 城を拉 して 

歸る。 明月。 不寒不 暖。. 夜行 可 人。 御堀の 松。 遠くの 安藤 坂の 點々 たる 燈火。 

細君 鈴 木の 穆 さんより 二十 五本 入の マ -1 ラ價卜 五 n 程の もの を もらって 歸る。 穆 さんが 朝鮮から 持って 

来た もの ださう だ。 

〔來 信〕 田 中 君子 靑楊會 通知 £ 田 貢 岩 崎太郞 若 杉三郞 田 島 道 治 本間久 

四月 六 B 

陰、 朝、 小宮の 稽古。 午から 天然 居士の 寫眞を 持って、 ^の處 へ 行く。 不在。 歸 りに 狩 野へ 寄る。 イン 

フル ヱ ン. サ也。 部屋の なかの 洋書 を 見る。 背の 細君が 十日 程 ぼに 御產 をした 話 をき く。 狩 野 を 出て 九 段の 御 

能に 立ち寄る。 國民 新聞の 席で 六郞、 新の 鉢の 木 を 見る。 四方 太、 臼 川、 安倍 能 勢 あり。 八 時頃辭 して 歸 

ろ。 細君に 俊 寬を謠 つてき かす。 謠 つてから 難 有う と 云へ と 請求したら、 あなた こそ 難 有 5 と 仰 やい と 云 

つた。 

留守に^ がくる。  - 

二日 上海 出の 端 書寅彥 より 來る。 麥 綠菜黃 のよ し。 

〔來 信〕 中村蓊 田 中 勝 助 (久留 米 聯隊) 

四月. pE 

晴、 無事。 新來 る。 綾 鼓 を 習 ふ。 仕舞の 所で 降參 す。 新 自分の 癖 一 一三 を 指摘す。 新蕩ロ を 忘る。 車代 を 

借りて 行く。 散步。 君子 蘭と 石 楠 木 を 壹圓貳 十 錢で買 ふ。 植木屋に 松の 培養 法 を 聞く。 日に 曝して 水 を や 

三 三 七 


れ とい ふ。 自分の 考とは 正反對 也。 早速 表へ 出す。 

米 山 熊次郞 氏に 天然 居士の 寫眞を 持た してやる。 

空間 を 研究せ る 天然 居士の 

背 像に 題す  . 

空に 消 ゆる 鐸の響 や 春の 塔 

と 書いた。  - 

風 烈し。 午後 やむ。 

〔發 信〕 靑楊會 (缺席 通知) 田 中 君子 ( -1 シ ン の 御 fj) 

〔来信〕 大塚、 保 治 (文擧 評論の 禮) 

四 月 八 B 

快晴 麗日。 鶯啼 く。 ウド、 简、 八百屋に 見 ゆ。 

朝野 村 傳四來 る。 大島絨 を來て 居る。 大 島の 學 生から 搫資 補助の 爲に 買った もの/' 由。 粟田 燒の皿 をく 

れる。 煢圓 五十 錢 かと 聞いたら 鱟圆 四十 錢 だとい ふ。 

戶川秋 骨來。 明治 大擧の 藤 澤が田 岡の 雜誌黑 白 を 持って 來る。 

夜 東洋 城、 闩 川、 豐隆來 る。 十 一 時 熊 野 を 謠^。 

〔來 信〕 坂 本 四方 太。 米 山 熊次郞 留守 

四 九 S 


三 三 八 


漱 石 


晴。 ァ ン ドレ ー フを讀 む。 小宮歸 る。 西 村 濤蔭來 る。 エイ子と アイ子 を 連れて 江戶 川へ 御 花見に 行く。 

歸 りに 御腹が 痛む。 

大阪へ 小說を 書く 約束 あり。 もう 書き 始めねば ならぬ と 思 ふ。 一向 始める 氣色 なし。 自分で も 分らす。 

船 田 一 雄來 o 向 ふに 住んで るる 友人の 檢 事の 處へ來 たとい ふ。 玄 關で歸 る。 

四月 十 B 

暗、 朝 下痢 腹 工合よ くなる。 南風 甚し C 机の 上に 砂が たまる。 胴着 を脫 ぐ。 食後 花 月を謠 ふ。 强吟の 曲 

の 所へ 行って 閉口 途中で やめる。 ほかの 所 は 中々 上手になる。  . 

えい子 二三 日 前より 幼稚園に 行く。 今日 自分の 製作 品 を 見せる。 色紙で 制札の 樣な もの を 白地に 張り付 

けたろ ものな り。 筆 子 鈴 木へ とまりに 行って 歸ら す。 御母さんが 死んで 淋しい から 小 供 を 治める の ださう 

である。 

秋 m 蔣の 砂糖 漬を 食って 細君に 叱られる 

空際の 桓遝 茶の 芽 を 吹いて 風に 徭ぐ。 喑 灰色の 空に 雨 宿る が 如し。 

〔來 信〕 中 川 芳太郞 

四月 ナ  一 B 

晴、 咋夕散 步矢來 で 支那 燒の 一 輪 插と蠟 石の 肉 入 (刻 入) を « 圓 一 一十 錢で 買って くる。 堀 出し物と 號し 

て大 得意な り。 肉 入 を 胡麻油 を 着けて 西洋 楊枝で 洗 ふ。 小宫 が阼晚 エリセ フに誘 はれて ュ コ ライの ィ ー ス 

タ I 祭 を 見に 行く。 夜の 十一 一時から 始まる 由" 風 烈し。 

三 三 九 


三 四 o 

生 田 長江 来。 鋰 原が 訴へ ると か 騒いで 居る といって 萵 田と 兄が 來る。 何の 意味 か 分らす。 沒常 識の强 

慾 ものな り。 情義 1? 題と して 呈出せ る 出金 を 拒絶す。 權利 問題 なれば 一 厘 も 出す 氣 にならぬ 故 也。 自分 は 

自分の 權利を 保持す る 爲に產 を 傾く るも辭 せす。 威嚇に 逢 ふて は 一 厘 も 出す の は 御免 なれば なり。 

〔来信〕 ナ シ  ， 

四月 十二  B 

陰、 暧、 三重 吉 病院より 芋 紙 をよ こす。 a 十圓 貸して くれと いふ。 

ス 4 ンバ ー ン 死す。 虛子 使を馳 せて 批評 を 托す。 返事 を やる。 午後 江戸川の 櫻 を 見る。 群集。 櫻 は 一 酸 

を 近く 見る と 寧ろき たなき ものな り。 花片 靜 かに 散る。 豐隆咋 日 紙 入 を 奪 ひ 去る 中に 三圓の 銀貨 あり。 一 

文な しにて 步く。 

加 計 正文 文擧 評論の 禮を よこす。 自分の 本を讀 むと 自分に 逢 ひたいと 書いて ある。 正文、 加 計 町の 町& 

となる。 年俸 百 一 一十 I! 外に 交際費 一 一十 圓。 

〔来信〕 加 計 正文 

四月 十 1! 一日 

暗。 臼川ス ヰンバ ー、. 一の 評 を 書いて 來 る。 間違 其 他 二三 を 指摘す。 昨夜 エイ子 から 咳 をせ いて 泣く 辠 

頻 りなり。 濕布 をして 頭を冷やす。 今日、 朝は氣 嫌よ し。 午後 又 泣き出す。 小 林さん に來て もら ふ。 コ C 

ップ とかい ふジフ テリ ャは奧 の 方に 出來 るから、 もし 聲が 涸れたら 呼びに 來 いといって 歸る。 劍呑故 小 i» 

|  >.53 つ て もら ふ。 


〔来信〕 戶川明 三  - 

四月. 

晴、 風 砂 を 捲く。 遠くの 若芽、 杉の 古葉、 黑き幹 相 交る 上 を濛々 と烟 る。 暖かし。 庭砌の 齒朶の 若葉 目 

. の 醒る樣 な 軟綠を 吹く。 細君 植木屋から ァネ モネ 其 他 一 一三の 西洋 草花 を 買って 来る。 

小宮に 銀行から 金 を 取って 三重 吉に 送っても らふ J 

虛 子の 來翰。 田 樂を食 はす 招待 也。 同席 は 東洋 城、 豐隆、 臼 川 丈. の 由。 

明日から 小宮に ハウ ブト マ ンのバ ー ン ヱ ルタ ー を讀ん でもら ふ。 今日は 新に 猫 をなら はう と 思 ふ。 

夕刻 虛子 庵に 行く 田槃の 馳走。 東洋 城 狐^ を もたらし 來る。 酒 一 一 合 あまり を飮 む。 雨になる。 トー 一時 頃 

傘と 足馱を 借りて 歸る。 

〔来信〕 虛子 

0 月 十 SB 

雨。 朝甚 しく 降る。 雪 照 死す。 南 摩羽峯 死す。 咋夜は 羽織 を 疊んで 懐に 入れて 角帶を 締めて、 山 高 を 被 

つて、 番傘 を 差して、 人の ゐ ない 町 を步 いて 歸 つた。 甚だ 妙な 晩であった。 

エイ子 未だよ ろしから す。 輕き 肺炎の 如し。 

大橋 新太郞 招待。 龜 淸樓、 舟 を 墨 江に 艤す 催し あり。 斷り狀 を 出す。 

咋日新 不參。 寅 彥の端 書 香港より 着。 六日 出な り。 

昨日 鈴； 14 穆來。 色々 朝鮮の 話 を 聞く。 物騒な 頃 謁見の 爲 め參內 した 模様 は 面白かった。 

三 四 一 


三 四 二 

〔來 信〕 大橋 新太郞 寺 田寅彥 寶 生新 

.g 月 十- Ke 

快晴， 稍 寒。 新 又 不來。 尾 上に 張 良の カタ を敎 へ-る 爲の. 5。 淸嘯會 へ 行く。 「铋」 を 出す。 これ を やる 

んで すかと いって 笑って ゐた。 えい子の 病氣 まだよ からす。 小 供の 肺炎の 由。 柘榴 深紅の 芽 を 吹く。 山吹 

とこ V め 櫻 を 瓶に 插む。 

晩に 小說を 少し 考へ る。 別段 まとまらぬ うちに 寐て 仕舞 ふ。 

Bahnwa-rter  Thiel を 小 宮 に詨ん でもら ふ。 

日 糖會社 破綻。 重役 拘引、 代議士 拘引。 天下に 拘引になる 資格の ない もの は 人間になる 資格の ない 樣な 

もの ぢ やない かしらん o  . 

〔來 信〕 野 間眞綱 野上豐 一 郞 

B5 月 十. PB  , 

曇晴。 春色 擔蕩。 

虚子 「續 俳諧師」 を窨 くと き 豫告を 出して 期日が せまっても 何も 書く 事がない。 とも 角 も 向島 を 散歩し 

やうと いふので 散歩に 出て、 それ を蒈 いた。 明日に なっても 明後日に なっても まだ 書く 事がない ので 好 加 

诚に 向島 を 引き延ば したの ださう である。 呑氣な 事な り。 宜 なり 鑌 俳諧師の 冒頭 十数^の 振 はざる や) 夫 

を蘇峯 が、 今度の は大變 面白い：^ 度 評判になる でせ うと 云った さう だ。 ^子 も 能く 出來 てるる が、 蘇樂も 

能く 出來 てるる o 


圈月 十八 B 

晴。 坂!. 三 郞來。 朝日の 新聞の 用。 溜池の 白馬 會を 見に 行く.. ェ ラス ケス の模寫 あり。 歸途 仲の 町に 橋 口 

の 新居 を 訪ふ。 長 畸鹿兒 島より 買ひ來 りたる 書 畫數幅 を 見る。 

咋日は 本鄉の 通りで 西洋人が パ ン くと 云って 箱 を ひいて 歩いて るた。 

〔来信〕 皆 川正禧 高 田 知 一 郞 岡 田 耕 三 

ま 

四月 十九 B 

陰。 夜に 入って 雨。 西 村濤蔭 文事 評論 を再讀 して 誤植 表 を 作って くれる。 總 じて 百餘。 尤も 正さなくて 

.6 よき もの あり 

〔來 信〕 坂 本三郞 宇高 忠高 

四月 二十 B 

晴。 蒼筌片 雪な し。 北 窓の 遲櫻軟 葉と ともに 開かん とす。 四條 派の 畫に 似たり。 信 州 柏 原の 人自 から 一 

茶の 鄉 人と 號 して 來訪、 一 茶の 遺稿 出版の 發起 人に 加入せ よと 乞 ふ。 諸君 子の 後に 署名す。 甞畫帖 へ 1 0 

俳句 を 書きし るして 返す。 

袷 を 着く。 夜、 蛙の 鳴く 聲す。 細君に ヱイ 子の 感冒 傳染。 臥蓐。 . 

萬 物皆靑 くな らんと しつ ， 日出で 日 沒す。 これ を 何度 繰り返したら 墓に 入る だら うと 考へ る。 

祌田を 散歩。 余の 著作が 到る 所の 古本 星に ある。 然し 大抵 奇麗な のば かりなり。 

三 四 三 


三 四 四 

四月 二十  一 B  . 

快晴、 曉ニ時 頃 妻が 自分の 寐 床の 傍へ 來て 胸が苦しいと いふ。 起きて 介抱す る 3 細君 吐く。 海苔と 玉子 

が少々 出る。 便通 あり。 四時 過 注射で もしたい とい ふ。 自分で 小 林さん を迎に 行く。 留守中 又 吐く。 小 林 

さんが 來て 曰く 大した 事ではありません と。 漸く 安心。 細 妻の 御蔭で 曉 起の 味 を 知る。 六 時 過 露 多き 庭 を 

あろく。 桓の 若葉 天に 聳えて 甚だ 美く し。 

かう 家族が 多くなる と少々 醫術を 心得て 置く 方便 利な りと 思 ふ。 醫術、 法律、 文藝， 是は 昔の 武藝 十八 

般と 同じく 普通教育 として かぢ るべ きものな り。 其 外に 柔術 を覺 えて、 それ， ずら 度胸 を 落ち 付ける 修業 を 

すると 好い。 た  > し 何れも 時日が か、 るから 甚だ 不便で ある。 氽持は 夫々 專問家 を 雇って 家内に 飼って 置 

いても 濟 むが 貧乏人 は 困ろ。  - 

〔來 信〕 野 上 八重 子 (閑 文字) 松 根 東洋 城 (佛 文) 矢畸 千代 一 一 (漫遊 畫集展 覽會の 案内) 發 

起 人、 黑田、 和 田、 岡 田、  . 

四月 一一 十 IIS 

陰暖。 昨日 細君 病氣 よから す。 晚に小 林さん を又迎 へに 行く。 今逗 子から 歸 つた 所 だとい つて 來て 吳れ 

た。 病症 は 子宮 内膜 炎 だと 决定 する。 氷で 冷やす。 看護婦 を 呼び寄せる。 安靜を 可とす。 エイ子 を 抱いて 

寐る。 裏の 六疊へ 行く と アイ子 も 純一 もみん な 頭に 手拭 を乘 せて ゐる。 さう して 時々 聲を 出して 泣く。 下 

女が 抱いたり さすった りする Q 伸 六が 又 泣き出す。 非常な 混亂 なり。 ヱイ 子と 余と 同衾 安眠。 

小 林さん いふ。 私 は 年に 二 千 五 百 人の 患者 を 見る。 もし 嚴重 に藥 fj 其 他 を 取り立てたら 今 は 巨 萬の 富 を 


得た 喾 である。 所が 借金で 困って 犬 養さん に 相談した 事 さへ ある。 云々。 小 林さん が 年に 二 千 五 百 人位の 

^者 を 見る やうに なった の も 厳重に 藥禮杯 を 取り立て ないから 〔の〕 事と 思へば あきらめられる だら う。 

其 損耗 は 今日の 流行の 資本と 心得べ しで ある。 

〔来信〕 濱武元 次 

四月 一一 十 HB 

曇 o 咋 日の 來客、 物 集の 御孃 さん。 飯田靑 涼。 西村濤 蔭。， 小宫 豐隆。 高濱虛 子。 純一 、 アイ子 發熱 0 

ヱイ 子 夜に 入って 泣く。 細君よ からす。 北 庭の 八重 櫻 を 瓶に 插む。 枝から こ ほれる 程に 唉 いてる る。 机^ 

の 君子 蘭 盛 也。 

C 來信〕 岡 田 耕 三 小 松原 隆ニ  (コロン ボ) 鈴 木 三重 吉 三 沛文江 坂. 元三 郞 松 根 東洋 城 

(佛 文) 帝室 林野 管理局 豐住 出張所 

四月 二十 四 B 

無上の 好天 氣。 朝 起少々 小 說を考 へ る。 何だか 書け さうな 氣 がした 所で あまり 天氣が 好い ので 散歩に 出 

たくなる。 大 島の 袷 を 着て 紳田を ぶらつく。 可成 通った 事の ない 所 を あるく。 通りから 裏へ 拔け ると 小 供 

の 時と は 丸で 樣 子が 變 つてる る。 

森 田 草 平 煤烟の 原稿料 一 囘四圓 五十 錢の 積で 執筆した。 是は大 塚楠緖 子さん と 同等と いふので 多分 四 . 

五 〇 だら うと 冉 分が 敎 へたから である。 それで 肝 違 をして 原稿料 を 取りに 行. つて ffi 絡され て 大いに 弱って 

るる。 手紙 を か 出して 大いに 謝罪す。 それから 春陽 堂へ 手紙 を 出して 前借の 周旋 をす る。 

»  三 四 五 


三 四 六 

臼 川 大いに 氣燄を かいてく る。 臼 川 は逯ふ 時と 丸で 違った 感じ を與 へる 文 を 作る。 

〔來 信〕 野 上臼 川  . 

四月 二十 SB 

II  原 

又晴。 どうも 外へ 出たい。 早稻田 田圃から 鷂卷町 を 通る。 田圃 を 堀り返して ゐ. る。 遠くの 染物屋に 紅白 

の 布が 長く 干して あった。 大きな 切り 山椒の 樣 であった。 

商科 大學を 大擧に 置く とい^ので 高 商の 生徒が 同盟 罷校ー 同 母校 を 去る 决 心の 由 諸 新 周に 見 ゆ： 由来 ioe 

商の 生徒 は 生徒のう ちょり 商 買 上の かけ 引 をな す。 千餘 名の 生徒が 母校 を 去る の决 心が 洞喝 なら すん ば 幸 

也。 况んゃ 手 を 廻して 大袈裟な 記事 を 諸 新聞に 傳播 せし むる を や C  ^澤 何者 ぞ。 それ 程^ 澤 に侬. 糢 するな 

ら 大人しく 自己の 不能 を 告白して 澤に すがる のが 正直 也。 高 商の 敎授 校長 一 ニニ 辭職を 申し出 づ。 尤也。 

早く 去る ベ し 3 

〔發 信〕 春陽 堂 本 多 直次郞 

〔来信〕 森 田 草 平 

四月 二十 六 B 

晷 r 韓國觀 光圑百 餘名來 る。 諸 新聞の 記事 皆輕 侮の 色 あり。 自分 等が 外國 人に 輕侮 せらる/' 事 は 棚へ 上 

ゆると 見えたり o 

芭蕉 伸びる 事 三尺。 生垣の I- 目 芽 を 吹く。 赤し。 

もし 外國 (西洋) 人の 觀光 圑百餘 名に 對 して 同一 の 筆致 を 舞 はし る 新聞記者 あらば 感心 也。 


午後 小石 川臺 町、 茗荷 谷、 竹 早 町、 同心 町 を 散步。 竹 早 町の 通りに 謠敎授 尾 上と いふ 札が あった。 尾 上 

始太郞 の 事 だら う。 家 はわから なかった。 

鬼 灯 所々 に 芽 を 出す。 植木屋が 來て 庭が 奇麗になる。 

晴。 咋 二十 六日 觀櫻 御宴。 小町 菊 將に唉 かんとす。 錨 草 散る。 細君の 病氣輕 快。 ヱイ 子咋 日から 起きる 0 

「y 俳諧師」 稍 冗長に 陷る。 二三 十 萬 圓の金 を 欲する 事頻 なり。 小說を 書かう 書かう と 思って 未だ © かす。 

大 坂より 原稿 送れと い ふ 電報で も 掛か れば好 いと 思 ふ。 

〔来信〕 鳥居 赫雄 

四月 一一 + 八 B 

快晴。 素川來 信に 曰く 自分の 小說を 四月 下旬より 載せる 笞の處 如 H5 疋 閑の 作 中々 盡 きさう になし。 よって 

五月 下句より 載せる 事に すると。 結構 也。 序でに 東京の 大 塚楠緖 女子の 終結 を 待って 東 京大 阪へ雙 方 一 時 

に 出して 吳れ ないかと 由して やる。 さう でない と、 つ V けて 兩 方へ 窨く爲 め。 力 を 分って 充分に 兩方を 纏 

める 事が 出來 ないから なり。 尤も 兩 方へ 輕 いもの を 一 一つ 霄く 方が 樂な心 持 もす る。 

四 《"ニ 十 丸 B 

曇。 風。 起きる と 三つ半が 鳴る。 但し 何處 だか 分らす。 此 頃の 火事 は 大抵 半鐘が 代理 をつ とめる 丈で ある。 

. 岡 田 耕 三、 吉松武 通、 水上 齊、 東洋 城、 濤蔭。 豐隆 来訪。 

三 四 七 
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玄耳 朝日に 世界 漫遊 通信 を 載せ 始む。 文 達者に して ブル 「多し。 强 いて 才を舞 はして 田奐を 放つ。 彼 は 

文に 於て 遂に 悟る 能 はざる ものな り。 

四月 三十 D- 

〔來 信〕 寅 彥の端 書 一 一通 

五月  一 B 

晴、 午後 急に 思 ひ 立って！？ 尾行の 電車に 乘 つて 一 の 橋 迄 行って 不知 案. 2ZS 麻布 を 六 七 町 見物して 歸る。 

林 董の家 渡邊千 冬の 家 其 他 名 を 知らぬ 大きな 邸宅 を 見る。 此^ 樹木 多し。 宅地 も餘裕 あり。 こんな 所の 大 

きな やしき 一 つ 買って 住みたい と 思^ながら 歸る。 晚に紅 綠が來 る。 縮緬の 格子縞の 袷せ に 同じ 茶の 羽織 

を 着て 其 上に 矢 張 縮緬ら しい 道行 を來 たのみなら す 羽 一 一重の 長 襦件を 着けたり。 中々 凝った ものである。 

さう して 車夫 を 待た して 置いて 之に 乘 じて 歸る。 紅 綠は是 が 道 幾と a える。 自分 もやって 見たい 氣も ある。 

午、 森卷吉 来。 高等 學校 職員 親睦 會の 幹事に 選ばれた。 場所 は 富 士見樓 だとい ふ。 

五月 二  B 

晴。 豐隆が 默語圖 案 集 を くれる コ 太陽 雜誌を 送って 來る。 名家の 投票 常 選と 云 ふの が ある。 政治家、 宗 

敎家、 杯 色々 あるう ちに 文藝 家と して 自分が 常 選して るる。 常 選^に 金盃を 進呈す ると 書いて ある。 金盃 

を斷 わらう と 思 ふ。 投票 に 就て S 自分 の考を 公け にす る 必要が あると 思 ふ o 


^月 一一 一 B 

暗 o 市ケ谷 大久保 散步。 「太陽 雜 誌の 名家 投票に 就て」 を 草し 「朝日」 に 送る。 

S 月 四日 

曇。 神 田へ 行って、、 ヮ テック と 東京の 地 圖を買 ふ。 神樂 坂で 禪關策 進 を 買 はう としたら もう 賣れ てる.；.：。 

小宫 明日 歸國。 裏庭の 櫻 ほけつく して 猶 あり。 瓶 裏 花な し。 聊か 寂 k。 

夕 募より 降る。 二 時 頃 中 村蓊來 る。 满韓を 旅行す と 云 ふ。 中村是 公、 小 城齊、 佐 藤 友 熊へ 紹介 狀を かく。 

胥六 B 

雨。 坪 谷 善 四郞來 る。 太陽 所 贈の 盒盃を 受けろ と 云 ふ。 段々 相談の 末、 自分の 投票に 對 する 考を 太^の 

次號に 載せる 事 を 約して 訣る。 其 代り 金盃は 御免 蒙る 事に する。 

午後。 基督 敎 世界 記者 來る。 铋田靑 凉謠を 半分 聞いて 歸る。 散歩 雨甚し 藤の 盆栽 を 兌る。 

濤蔭又 金に 困る といって 借 力に 來る。 十圓 貸す。 本を賣 つて 十 a になった とい ふ。 質 を 入れろ かと 聞い 

たら もラ 五十 圓程 人って ゐ ると いふ。 

五月 七 B 

雨。 林久 男鹿兒 島の ザボンの 砂糖 漬を くれる。 加賀 美^ 郞 七より 來翰。 高 千 穗小擧 校長 川 田 鐵彌へ 紹介 

三 四 九 


三 五 0 

狀を 依賴。 

〔發 信〕 ぉ久男 加賀美 五郎 七 (川 田 鐵彌へ 紹介) 

晴寒。 高須賀 淳平來 る。 バザン の， 小 說を讀 む。 下らぬ ものな り。 大久保 散歩 躑躅 赤し。 留守中に 佐治秀 

養來 る-" 仙臺へ 行く 暇 乞の 爲 なりと。 仙 臺へ轉 任と 見 ゆ。 

〔来信〕 野上豐 一 郞 坪 谷 善 四郞 

胥& 

喑。 無事。 日暮 散歩から 歸 ると 中島さん が 來てゐ た。 中島さん は音樂 家で 筆 子の 先生で ある。 髮を 長く 

も ザ しかして 丸で 西洋の 音樂 者の 樣 である。 大きな 聲で 快談を やる 男であった。 金が なくって 困って ゐる 

さう だ。 是は藝 術 を 神聖 視し 過ぎる から 起る 貧 病ら しい。 別に 營業 部の 事業と して 音樂を やって 金 を 取つ 

たら 善から うけれ ども、 人間 はさう 旨く行かぬ ものである。 

I： 來信〕 小 宫豐隆 

五月 十 S 

晴。 細君 小 林さん の 注射 を 受ける とい ふ。 神經 座骨： g: とかい ふので 尻に 注射す るの だとい ふ。 注射み-す 

ろと き 傍に ゐて 吳れ とい ふ 「 尻 だ か ら 傍に る る 必 要が あるの ださう だ。 書齋 にゐて 注射の 時咳拂 でもした 

ら澤山 だら うと 返事 をした。 醫者 もこん な 事 を 云 はれて は 迷惑 だら う。 


野 上が 來る。 漢時代の 石摺だ ^いふ もの を 見せる。 何だか 一向 不明。 夜 野 上 再来。 钾能 見物 を勸 む。 今 

からで も 張 良 丈 は 見られる とい ふ。 尾 上の 張 良 を 見る 事 を 御免 蒙る。 野 上 筆 子 を 連れて行く。 細君 旣 にあ 

り o  • 

虛 子の 家で 女の子 生る。 

〔來 信〕 坪 谷 善四郞 

S 月 十 i  B 

陰。 大掃除。 濤蔭手 傳に來 て くれる。 

虛子來 o あした 明治座 を 見に 行かない かとい ふ。 芝居 はついに 見た 事がない。 どんな 連中が 行く のかと 

聞く と 中村不 折、 坂 本 四方 太、 鼓 打の 川畸、 それに 國民 社の 凡 鳥、 溫亭 なりと、 まあ 行って 見やう と 約荥 

す。 

夜濤 蔭の 生 立ちから 今日 迄の 經歷を 聞く。 

豐隆の 母 八 里程 汽車に 乘っ て 御 嫁さん を 見に 行く。 

〔來 信〕 小 宮豐隆 

雨。 蔭 また 窓 硝子 を 拭に 來て くれる。 雨 を 冒して 虛 子の 宅から 明治座に 行く。 丸 橋 忠彌。 御 俊傳共 衞、 

油 星 御 こん、 祐天 和尙生 立、 何とか 云 ふ 外題の 踴り。 一 時から 午後の 十 一 時 迄 か ゝ る。 非常に 安き ものな 

り。 然ら すん ば 見物が 非常に 慾 張りた る ものな り。 御 俊 傳兵衞 と 仕舞の を どり は 面白かった： あと は 愚に 

量 一 


三 五 二 

もっかぬ ものな り。 あんな もの を 演じて ゐては 日本の 名譽に 關 係す ると 思 ふ. 程^き 過去の 幼稚な 心 持が す 

も。 ま づ野蠻 人の 藝術 なり。 あるひ は 世間 見す の 坊っちゃんの い たづら から 成立す る 世界 觀を發 揮した も 

のな り。 德 川の 天下 は あれ だから 泰平に、 幼稚に、 馬鹿に、 い たづら に、 なぐさ^ 半分に、 御 一 新 迄つ ザ 

いたので ある。 一 時 頃歸宅 

〔來 信〕 小 宫豐隆 電報 (徵兵 無事に 濟む) . 

五月 十三 B 

雨。 高 商 生徒 一 同 退校す とか 何とかい ふ。 退學を 命じたら よいのに、 保 證人を 呼び出して 勸 誘す とか 何 

とか 云って るる。 

臼 川、 濤 蔭來。 

純一 戶 棚から 落ちて 頭 を 切る。 醫 者へ 行って 縫っても らふ。 

S 月 十四 B 

雨。 眠くて いけない。 晝寐 一 度、 夜 九 時 頃 一 度寐 る。 

松 根の 親類 伊達男^の 子ビ ス ト ルで 同年輩の ゴ D ツキ 書生 を 打つ。 

余ば 肝嶺持 だから ビス トルと 刀 は 可成 買 はぬ 樣 にして るる。 夫で 泥棒 杯の 時 はいつ でも、 どつ も か あれ 

ば 良い と 思 ふ。 

〔来信〕 松 根 東洋 城。 


S 月 十五 B 

陰。 池松稚 常來。 宫本武 藏の木 妙 刀 を 持って るた。 赤樫の びかく した 丸太の 樣な ものである。 先を蟲 

が 食って ゐる。 , 

一 一葉 亭 印度洋 上 一一 テ 死去。 氣の 毒な り。 遺族 はどうす る 事 だら うと 思 ふ。 春陽 堂から 一 一葉 亭の 事に 就て 

き  >  にくる。 何の 知る 所な し。 

夜 森 ffl 草 平來。 煤烟が 出さ さう もない と 云って 憤って るた。 彼 は 他の 書物が 發寶 禁止に なっても 平氣な 

男 也。 そこで 余 かれに 告 けて 曰く。 煤烟 どころ か 如何なる 傑作が 發寶禁 示に ならう と 世 問 は 平然たる 時代 

なり。 煤烟 なんか どうな つたって 構 ふ もの か。 

c 發信〕 長 谷川 柳 子 

〔來 信〕 小 宮豐隆 

W 月 十六 B 

雨。 〇〇〇〇 の 細君が 金 を 借りに 来る。 同宿の 人の 歸國 旅費 を かりて 仕舞った 所が 其 人は徵 兵撿 杏で 今 

日立たなければ 間に合 はない とい ふ。 溢 谷の 兄弟の 所で 半分 こしら へたから 十五 圓丈 貸して くれと いふ。 

細君に 聞く と 月末 迄の 小 遣が 十圓 あると いふ。 それに 自分の 紙 人に i 圓 あつたの を 加へ て 渡す。 

此 正月から 今日 迄 臨時に 人に 借りられたり、 やったり したの を 勘定して 見たら 二百 圓 になって るた。 是 

では 收支償 はぬ 害で ある。 

そのうちで 尤も 質の わるい、 又 尤も 大 びら なの は淳 平で ある。 谆平 はにくい 奴 だ。 もう 一 文 も 貸さない。 

東洋 城が 來 てと まる。 

三 五三 


三 五 四 

葛寬藏 死す。 いつの 間に やら 從四 位勳四 等に なって るた。 殿上人で ある。 

2 月 十 4IB 

晴、 風。 「三 四郞」 出づ。 檢印ー 一千 部、 書肆 卽日寶 切の 廣告を 出す。 濤 蔭が 来て 表紙が よく 出来て るな 

かった 由 を 話す。 濤蔭は 町で 見た 來 たのな り。 (以上 咋 夜の 話) 

細君 鈴 木の 法事に 行く。 咋夜 東洋 城來。 一 泊。 今朝 歸る。 

S 月 十八 B 

晴〕 細君 鈴 木の 寺参りに 行く。 森 田 草 平^る。 書物 を かへ す。 レギ ー ナは 凡て チビ カル だから 不可ない 

とい ふ。 夫から 大いに タ イブと ィ v チ^， チ ュ ァ ルの說 明 をして やった。 

胥 十九 B 

晴。 メ レ. チス 死す。 臼川來 つて メ レ. デスに 就て 何 か國民 文學へ 載せる から 話せと いふ。 臼 川 午 頃から 晚 

迄 居って 原稿 を かいて 歸る。 

坪 内 雄藏、 内 田 貢 一 一人 連名に て 一 一葉 亭に閼 する 感想 を 認めん 事 を 依 賴し來 る。 靈 前に 供し、 又 之 を 出版 

して 其 所得 を 遣 族に 送る 爲 なりと いふ。 

先達て 明治座 見物 料 は 七 人で 三十 圓の 由。 西洋の スト ー ルと 同じ 位な り。 

〔來 信〕 鳥居 赫雄 田 中 勝 助 坪. 2： 雄藏、 S 中 勝 助  . 


S 月 二十 曰  ， 

雨。 日 暮森田 草 平來。 春陽 堂 「三 四郞」 再版の 檢印を とりにくる。 獻本を 持って 來な いうちに 初版 を菅 

り盡 して、 催促 をす るに も關 はらす、 本 を持參 せす、 印 丈 を とりにくる" 手前勝手 も甚 しき 奴な り。 小僧 

を 叱り付ける。 草平默 然として 歸る C 濤 蔭文學 上の 談話 をな す。 濤蔭擧 力 未 熱に て 人の いふ 事 も 自分の 云 

ふ 事 もよ く 分らす。 段々 悟るべき なり。 濤蔭 衣食の 途に窮 して 愈沒 落せば 書生に 置いて くれと いふ。 妹 は 

淺 草へ あ づける とい ふ。 其淺 草の 事情 をき くと 妹 は 到底 辛抱が 出來る 所に あらす。 困った 事な り。 

十一 一時 過 厠に 上る。 窓の 隙間より 星影 を 見る。 雨 何時か 晴れたり。 

2 月 一一 十  一 B 

暗。 非常に 心 持の い、 午睡 をした。 〇〇 で 金 を Is せとい ふ。 金ば かり 借りられる。 借りる 方 も 心細から 

うが 貸す 方 も 心丈夫 ぢ やない。  、 

五月 11 十二  B 

晴。 豐隆歸 京。 三重 吉歸 京。 草 平 来。 三人と 晚 ft を 食 ふ。 

高 商 問題 方 付かす、 中 野武營 仲裁に 人る。  ， 

S 月 二十 三 B 

暗。 細 ま 子供 四 人 を つれて 野 上臼 川の 巢 鴨の 宅へ 行く。 臼 川が 子供 を 迎に來 たからな り。 夜に 人って 細 

君子 供， 臼 川 夫婦 来る。 田 端から 道灌 山へ 出て 巌 車へ 乘 つて、 上野へ 出て だるま 汁粉へ 這 入って 晚食 をし 

三 五 五 
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たとい ふ。 いくらかと 聞いたら 鱟圓 三十 錢 だとい ふ C 安くて 甚だ 頂上で ある。 

sa:  二十 ilB 

暗。 髙商 生徒 無條 件に て 復校と きまる。 仲裁者 は 實業家 也。 高 商 生徒 は 自分 等の 未 來の蓮 命 を 司 どる 寳. 

業 家の いふ 事 はきく が、 現在の 管理者た る 文部省の 言 ふ 事 は 聞かないでも 構 にないと いふ 料簡と 見 ゆ。 

要するに 彼等 は 主義で やる ので も 何でもない。 あれが 世間へ 出て、 あの 調子で 浮薄な 亂暴を 働く の だか 

ら、 實業家 はい、 子分 を 持った ものである。 明治の 日本人 は 深く 現今の 寶業 家に 謝する 所な かるべ からす。 

新 不規刖 故 手紙で 稽古 を斷 る。 

〔發 信〕 寶 生新 

〔來 信〕 寺 田寅彥 ミラノ  (五月 四日) 同 ベルリン (五月 六日) 

S3:  二十 SB  . 

晴。 新来。 色々 忙 がしかった 事情 を 話す。 其 上 借金に 連 印 をした 爲め 執達吏に 强制 執行 を やられた とい 

ふ。 以來 可成 ズ ボラ はやらぬ とい ふ 約 東で 又敎 はる 事に する。 

木間久 自著 を 持參。 子供のお もちやに 獨樂を くれる。 

夜半 强雨 

あい 子 腹が 痛い とて 泣く。 小 林さん が 朝と 晚ニ遍 来て くれる。 野 川のう ちへ 行って 食 ひ 過ぎた 所爲 なら 

ん o 

〔来信」 若 杉三郞 


sa:!! 十 穴 B 

雨。 未だ 晴れす。 

馬榻 孤蝶 來 る。 「慶 應」 を 巳 めら れてニ 時間に なるとい ふ。 日々 新 問に 入る とい ふ。 午 飯 を 食 ふ。 晚に 

濤蔭來 る。 

池邊吉 太郞來 翰。 タイ ムス 社員 を 星が 岡 茶寮に 招く。 社員 勢 揃の 必要 あり。 來會を 望む と。 返事に 曰く 

願く は 御免 蒙りた し。 是非 出な 〔け〕 れ ばなら ぬなら ば、 再度 使 を 寄 〔こ〕 せと。 再度の 使 來らす 

丸 善へ 注文書 を 出す 

〔來 信〕 戸川 秋 骨 

M 月 一一 十七 B  ♦ 

晴。 物集芳 子來訪 美く しき 薔薇の 花束 を くれる。 よき 香な り。 川浪道 三來。 夕暮臼 川來。 勉強の 都合 あ 

りて すぐ 歸る。 

夜虛 子、 豐隆、 濤 蔭來。 虛 子と 黑 塚を謠 ふ。 

〔來 信〕 久內淸 孝、 栗 原元吉 中村蓊 (旅 順) 

EGq 一一 十八 B 

陰。 風。 地久 節な り。 一 時 頃西紳 田俱樂 部へ 謠を謠 に 行く。 櫻 川の 仕手 也。 其 他 紅葉 狩 * 關原與 市、 

猩々、 融、 也。 諸君 皆 上手になる。 高 野さん 丈が 相 變らす 念 佛の樣 な 節 を 出す。 將棋を さす。 豐隆に 一 度 

=1 五 七 


三 五八 

負ける。 二度目に は虛 子の 肋 首で 勝つ。 新と やる、 うまく 負ける。 新と 虛子 とやる。 勝負の つかぬ うちに 

歸る。 

大谷繞 石 「三 四郎」 の 切拔を 送って くる。 是は 旅行 中 も. K 阪 朝日 を 逃さぬ 樣に賈 つて 集めた る もの、 由。 

〔來 信〕 田 中 君子 大谷正 信 • 

贊 一一 十九 B 

晴。 •  內丸最 一 郞來。 寧 習 院の歸 りに 早稻 田から 車に 乘 つて 南 町 迄 十一 ー錢 取られた とい ふ。 保儉 社員 來。 

玄 關で歸 す。 細君 子供 音 樂會へ 行く。 

米. E 熊次郞 天然 居士の 寫眞を 送り 來る。 

今度の 木曜に 臼 川と 安倍 能 勢が 謠 にくる といった。 . 

チロル、 モリ ソ ン兩人 は タイム ス、 社員 也。 大隈に 逢 ひ 誰 を訪ひ 首相と 晚餐を 共に し 頗る 景氣 よし。 貧弱 

國の諸 公 彼等 を 以て 儕輩と なす。 而 して 內 地の 社員 連 を 目して 新聞 屋々々 々とい ふ。 新聞 屋 のうちに 漱石 

先生 ある を 知らざる もの 、如し。 好 笑。 

〔來 信〕 物 集 和 子  • 

五月 三十 B 

晴。 International  Press  Associationo 伊藤、 桂、 大隈、 其 他 新聞記者 等。 乾盃の 辭、 数 種 いづれ も 

空言な り。 これ を 以て 世 を 波る もの は 世 を 知らす に暮す 仙人と 同一な り。 仙人より，.，. 嘘 を 交へ たる 丈惡 し。 

二葉 亭の 遺骨 着。 午後 二葉 亭 の 遺族 を訪 ふ。 細君と 御母さんに 逢って 弔詞 を 述べる。 靈 前に 香奠 を 供へ 


1 拜 して 歸る。 葬儀 は 一 一日 染井 墓地で 執行の 由。 

濤 蔭來。 愈沒落 一 日から 家に 置いて くれと いふ。  . 

S 月 三十  一 B 

晴。 小說 「それから」 を甞き 出す。 

穴 月  一 B 

喑。 奧田 悌來。 一 一宮 行 雄來。 小說約 一 囘分 しか 書け す。 久 R 淸孝ビ ッ クル ズを 送り 來る。 

〔來 信〕 久 C 淸孝 

穴 月 二  B 

晴。 午後 一 時 長 谷川 1 一葉 亭の 葬式に 染 井の 墓地に 赴く。 

國技舘 の 開 會式擧 行。 

夜 一 一葉 亭の 追想 を 書いて 西 本 波 太に 送る。 葬儀のと き池邊 がしき りに 何 か 書け くと いふから 魯 庵に 相 

談 したら 一 寸し たもので も 可い とい ふから 書いた ので ある。 

穴 月 三 B 

馨。 立 石駒吉 とい ふ 人 小說家 志望の 由に て來 る。 急に 齒痛 起る。 齒醫 者へ 行く。 歸 りに 床屋へ 入る。 

前 田 夕 閱來。 

三 五 九 
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穴 月 四 B 

晴。 齒醫 者へ 行く。 太平洋 遨會に 行く。 满谷國 四 郞に逢 ふ。 新 海： b 太 郞大塚 保 治 兩人來 る。 

〔来信〕 野 間眞綱 林久男 寺 田寅彥 (ス H ズ より) 

晴 齒醫 者へ 行く。 眠くて 晝寐 をす る。 甚だ 好い 心 持であった。 夜 小 說ニ囘 を 書く。 考 へて るた 趣向 少 

少 不都合 を 生す。 

夜半 何者か 門の 名札 を 引つ ぺ がし、 牛乳 函を壞 し、 石を投 け怒號 して 去る。 家人み な 眠って 知らす。 朝 

になって 庭 5： の 酒 井さん から 聞く。 名札 は 酒 井さん の 庭に 放り込ん であった. E。 

穴 月 六 B 

雨。 貧醫 者へ 行く 神， 經を とる。 寺 町 を 散歩して 歸る。 筆と ヱイ 子 御伽 芝居へ 行く。 森 田 草 平 金 を 借りに 

來る。 酒 井さん の 御纏さん オルガン を壞 す。 

〔來 信〕 鹿 兒島市 春 日 町 三 九、 濱崎方 皆 川正禧 

穴 月 八 B 

晴。 朝齒醫 者へ 行く。 細君 神經 痛に て寐 る。 午後 豐隆來 る。 晩方、 東洋 城 來る。 松の 盆栽に 蟻が 巢を^ 

ふ。 常 陸 山 太刀 山に 負ける。 


穴 月 九 H" 

雨。 新來。 花筐 をなら ふ。 盆栽の 松に 油 を 注いで 蟻の 巢を亡 ほす。 

〔來 信〕 鈴 木 三重 吉 野 上臼 川 

陰晴 不定。 風。 夜 阿倍、 野 上 謠に來 る。 

〔來 信〕 内 田魯庵 

穴 月 十 j  B 

陰。 後に 雨。 虛 子 〔と〕 歌舞伎へ 行く。 太 功記、 きられ 與 三郞。 鷺娘 

〔來 信〕 島 文次郎 朝日 社會部 香 川 縣の人 

穴 月 十一 一 B 

暗。 歌舞伎 座 を 見て 手紙 を虛 子に かく。 午前中 をつ ぶす。 午後 はぐ やく 休む。 晚 食後 畔柳芥 舟來。 〇 

〇〇〇 の 内部 不平の 噂 をき く。 十時歸 る。 櫻の 寶を くれる。 例年の 慣例な り。 「三 四郞」 三 版の 奧附 をと 

りに くる o 

〔来信〕 朝日 社會部 

三 穴 一 


三 穴 二 

穴 月 十三 日 

陰。 來客。 靑 木昌士 口。 • 野村傳 四。 兒島献 吉郞。 傳 四が 竹の 椅子 を くれる。 

草平國 民に 「三 四郞」 評 を かく。 豐隆來 つてぶ つく 不平 を 云 ふ。 草 平の 態度よ ろしから ざる 故 國民紙 

上で 之を駁 すと いふ。 どうで もやって 見る がよ し。 

草 平の 議論 を こまかに 論じて 行けば 瓦解 土 崩すべき 所 至る所に あり。 

東北 &車 逆行して 貨車 折り重なる。 東， 輕 慯十數 名。  . 

〔來 信〕 朝 曰社會 部。 高濱 淸。， 

穴 月 十四 B 

陰。， 烈風。 朝虛 子と 國技舘 に 行く。 九 時から 六 時 迄 居る。 色々 な 相撲と 色々 な 取 込 を 見る。 然し 花相撲 

に 於け る 若い 力士が 無嗜に 取る 樣な 際どい もの 一 つもな し。 

相撲の 筋肉の 光澤が 力瘤の 入れ 具合で 光線 を 受ける 模 樣が變 つて ぴカく する。 甚だ 美く しきもの なり。 

中 村 不折は 到底 斯うい ふ 色が 出せない。 だから 不可ない とい ふので ある。 

六 時から 九 段の 能へ 行く。 金剛 謹 之 助の かんたん を 見る。 十 時半 歸る。 遊びく たびれ る。 

爵 守 中 藤 代 禎輔來 e 森卷 吉來。  . 

六月 十五 B 

陰。 疲勞 朝 十 時迄寐 る。 午後 又寐 る。 三時 入浴。 散歩。 晚食。 

咋日 森-か 呉れた リ  オフ- ゼ. ヅレ I を大 丼に 浸し 紫檀の 机の 上に 置く。 其 下に 晝寐 す。 異香 あり 0 


穴 a: 十 穴 B 

陰。 木 間久。 ダッ タン 人の 囘々 敎の 管長と 事 を 友に する 天下の 志士 を 連れてく ると 云って くる。 此人余 

が 著述 を 好んで 讀む よし。 奇人 だから 材科 にした らど うだ と 書いて ある。 

, 〔來 信〕 本 間久。 寺 田 寅彥。 

六月 十. PB 

陰。 時に 雨。 細君 松屋へ 行って 夏 羽！ | を 買って くる。 縞紹 なり。 擧 校を已 めてから 町人 じみた^^ をす 

ろ樣 になった。 インキ を 買 ひに 早稻 田へ 行く。 風 葉の 耽溺した 所を濤 蔭に 敎， へても らふ。 

夜。 草 平 * 東洋 城、 豐 隆來。 

伊藤せ、 他の 元老 は無喑 に宫內 省から I をと る 由。 十 萬圓、 五 萬圓。 なくなる と 寄こせと 云って くる 由 

人 を 馬鹿にし てるる。 

〔來 信〕 本間久 

穴 月 十八 B 

暗。 碧巖會 より 案内 あり。 宗演 和尙の 碧巌の 提唱 ある 由。 所 は 內幸町 三 井集會 なり。 多分 森大 狂^ 發逸 

する 所な らん。 發起 人-一 曰く 大石 正已、 朝吹英 二、 早 川 千 吉郞、 野 田 卯 太郞、 火 岡 育造、 德富猪 一 郞。 御 

顏拗 なり。 

目下 禪佾の 講話 をき ， たき 了簡な し。 ひまで も出來 たら 行って 見る も妨 けす。 
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三 穴 四 

百合の 花の香 ひよ し。 瓶 中に 二輪 唉く。 

中 村蓊平 城に て 小 城を訪 ふ。 小 城 は 骨董 を 集める る 由。 小 城と 骨董と は 岩 崎と 武士道の 樣な感 が ある レ 

〔來 信〕 中村蓊 (平壌) 碧巖會 

六月 十 丸 B 

雨。 朝日へ 「それから」 二十 囘を 送る 

〔來 信〕 瀧 田 哲太郞 中 村六郞 ( 一 茶 同好 會) 安井 藤太郞 (片岡 機 死去) 

六月 二十 B 

陰。 草 平 長い 手紙 をよ こす。 一 日で 喾ぃ たものに あらす。 言譯 やら 自分の 事情 やら を こまぐ と 認めて 

ある。 

夜 パウル ハイゼの ワイン ヒ ユタ I とい ふ 奴を讀 み 出す。 散歩に 出た 後へ 小宮. か來て 待って ゐて、 先生 は 

不熱心 だとい ふ。 

〔來 信〕 淼田草 平。 

穴 月 一一 十  一 B 

雨。 とうく ビ マノ を 買 ふ 事 を 承諾せ ざる を 得ん 事に なった。 代價 四百 圓 C 「三 四郞」 初版 一 一千 部の 印 

稅を 以て 之に 充 つる 計畫を 細君より. E. し 出づ。 いやくながら 宜しい と 云 ふ。 

子供が ビ ャ ノを彈 いたって 面白味 もな にも 分り やしないが、 何しろ 中島 先生が 無 喑に買 はせ たが るんだ 


から 仕方がない。 

〔來 信〕 召 波瓊音 坂 上 忠之介 

§11 十一 IB 

曇。 

〔來 信〕 佐 藤緣郞 

穴 月 二十 1  一一 B 

雨と 曇。 高等 師範 生徒 一 一名 來る。 逢 はすして 返す。 

新に 三 井寺 を 習 ふ。 

穴 月 二十 四 B 

雨。 猪 股勳來 る。 仙臺の 人、 新聞 屋に なりたき 希望 あり。 高等 師範 事 校 生徒 • 一名 又 至る。 菜して 演說の 

依賴 なり。 一人 は 普通の 依賴 者の 如く 此方の 云 ふ 事に 耳 を 借 さすた > いつ 迄 も 賴む男 也。 一人 は 分った 分 

つたと 云って、 無 喑に人 を 擔ぐ男 也。 二ん と 猪 股と を 比較して 其 間に. K なる 差違 を 認めたり。 猎股 は自か 

ら 品格 あり。 生 田 長江 來る。 

夜。 ヱ リセ フ、 東、 小宫、 安倍 能 勢、 來る。 ヱ リセ フは 露ん なり。 日本語の 研究の 爲に 大學の 講義 をき 

く 由。 「三 四郞」 を 持って 來て何 か 書いて 吳れた 云 ふ。 

十 時 過 安倍、 小 宮と淸 經を謠 ふ。 安倍 敎師の 口 をた のむ" 此人も 品格 あり。 

三 穴 五 
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穴 月 二十 SB 

雨。 

穴 月 一一 十六 B 

陰 

六月 二十 七 B 

雨。 西 村に ヱ キザ ー サイ サ— を 買って 來て貰 ふ。 之を椽 側の 注へ ぶら 下け ろ。 

伸 六よ く 引きつけ る。 日に 一 返 位 顔へ 水 を 吹き かける。 

「それから」 朝日に 載る。  ， 

穴 月 一一 十 <B 

雨。 中村蓊 満洲より 歸 りて 來る。 ハ ルビ ン迄 行った 由-」 露語 不通 色々 失敗。 朝鮮 圑扇を くれる。 

ェキ ザ— サイ サ ー を やる。 四 五遍。 夜から た 痛し。 

六 《n 一  マ 九 B 

陰。 

〔來 信〕 早稻 田大學 卒業式 案內 


六月 三十 B 

晴。 夜に 人って 雨。 中島さん 來る。 ビヤ ノ來 る。 中 鳥さん の 指揮の 下に 座敷へ 嫿ぎ 込む 大騒ぎな り。 中 

島さん 六 時 頃 迄る る。 夜獨乙 語。 小說を 一 囘もか 、す。 

渡 邊和太 郞橫濱 の 開港 五十年祭 を 見に 來 いといって くる。 

十 時 過早稻 田鶴卷 町に 火事 あり。 

■ 〔來 信〕 伊， 榮三 郞、 寺 田 寅彥、 大河 内 (獨 こより) 渡逯 和太郞 (開港 五十年祭 招待) ^川 

4! 月  一 B 

陰。 寶 生新。 釋義 堂。 本 多 直 次郞。 田 中 龍 勝。 镦田政 良。 今古 堂。 來訪 

〔發 信〕 渡邊 和太郞  . 

〔來 信〕 本間久 

M  二  B 

陰。 三重 吉 卒然として 至る。 ッメ 襟の 夏服 を 着て るる。 大擧の 制服 を釦丈 かへ たもの、 由。 午钣を 免つ 

て、 小宮 としきり に 何 か 論じて るた。 三時 頃とう く 成 田へ 歸 つた。 今日 も 妨害に て小說 をかゝ す。 夜に 

入りて 漸く 一  囘 書く。 

攀 

.  三 穴 七 
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4! 月 三 B  • 

朝 六 時 頃 地震 あり。 夜 支那 人 来る。 格子の 前に 立って 此所を ^ けろ とい ふ。 どこの 誰で 何し に來 たかと 

問へば、 私 あなたの うちの 事 みんな 聞いた。 御孃 さん八 人 下女 三人、 三圓 とい ふ。 まるで 氣狂 なり。 返れ 

とい ふ に歸ら す、 ぐづ くす ると 巡査に 引渡す ぞと い つ たら 私欽 差あります と 云 つて 出て 行った C 怪し か 

らぬ奴 也。 

〔来信〕 國民 文擧 

4> 月 四 B 

陰。 西 村 を 警察へ やる。 夕べの 支那 人 は 四 人に て 下女 を 前後より 掩し 自分 等の 聞く 事 を 答へ ない とひ ど 

い 目に 逢 はす 杯と 威嚇した る 由。 且つ 其 前に 下宿 を させて 吳れと 云って 来て" 待って ゐる 時に 蝠ー組 傘で 御 

房さん の臀 をつ 、 きたる 由。 首 語同斷 なり。  ■ 

. 昨夜 子供が 活動 寫眞を 見に 行ったら、 廒 花の 不如歸 を やった さう-た。 さう したら 常 子が 泣いた さうた。 

常 子 は 九つで ある。 どうして 泣ける か 不思義 でなら ない。 

東洋 城阼 夜より 泊り に來 る。 

船 田 一 雄 白石勉 を つれてく る。 

〔来信〕 水上 齊 福 原 镣次郞 方 愛媛 新報 物 集芳子 

七月 五 B 

雨。 昨 夢に 中 村 是公佐 藤 友 熊に 逢 ふ。 又 靑樓に 上りた る 夢を見る。 


茨木 縣の もの だと 云って 玄 關に來 た。 咋日國 を 立って 來た。 其 目的 は 書生に 置いて 貰 ふつ もり だと 云つ 

て 動かない。 西 村に 應對 さしたら、 何でも 一 時間 以上 もる たらしい。 闲 つたと 云って 缵 息をついて 1E の 中 

を歸 つて 行った さう である。 

〔來 信〕 野 上臼 川 坪 谷 善四郞 

モ月穴 B 

iso 雨- 一 近し o  * 

臼 川の 臺 所の 揚 板が 一 寸 許り 持ち上がって ゐ たから、 明けて 見たら 筍が 一 面に 生えて ゐ たさう だ- 

角 田 武夫。 三 四 郎の繪 端 書 二 枚 を かいて、 題辭を 求めて くる。 此人は 草枕、 虞美人草の 繪端窨 杯 も かい 

た^が ある。 

〔來信 〕 角 田 武夫 

七 月 七 B 

雨。 大塚保 治文攀 評論 を 讀んで 其 印象 を かき 送る。 國民 文事に 送る。 

「朝日」 へ 「それから」 のつ、 =T きを 五十 囘迄 送る。 棕十 明朝 八 時 新橋 着の^ あり C 

〔發信 〕 角 田 武夫 

〔來信 〕 大塚保 治 棕十 (羅 馬より) 

七 月 八 B 

I こバ九 


三 七 0 

雨 o 

よめ 

〇〇〇〇 の 〇〇 へ 〇〇〇 のむ すめさん が 嫁に 行かれて、 其 〇〇〇 の 〇 の 妹さんが 〇〇 子爵 へ 行かれて、 

其 〇〇 子 锊の姊 さんが 〇〇 男爵 へ 行かれた。 、 ^  > に 於て 〇〇 男爵 は 〇〇〇 を 叔父さんに 持った 譯 になる。 

七 月 九 B 

雨。 朝 钣田靑 涼來。 午後 高濱虛 子來。 三 井寺と 雨 月を謠 ふ。 晚 * 德田秋 江、 眞山靑 果來。 小官。 松 根。 

臼 川の 書翰に 曰く。 昨夜 夢の 中で 大いに 切齒扼 腕して、 今日は 唇が 少し 破れて 痛く 候。 …… 咋日 は藥^ 

堀まで K 物に 行った 序に ョ へ ィすし を 食って 兩國で 土 左 〔衞〕 門 を 見て かへ り 候。 

畔柳芥 舟の 來 翰に 曰く 先生の 御作 只今 落掌 致レ ました、 難 有 御 禮申上 ゆます、 斯う 云 ふ 風に 先. 生 先生と 

崇め 奉る の は 無價で 書物 を 頂戴す る 時 だからです。  . 

4- 月 十 B 

雨。 皆 川正禧 が鹿兒 島から 來る。 錫の 茶托。 薩 摩 燒の湯 呑。 夫から 野 間から 言づ かった 竹の 硯箱を くれ 

る a  . 

縑田も 一 所に くる。 鎌 田ば 逗 子の 中學 校へ 行く とい ふ。  . • 

皆 川と 櫻 川み- 謠ふ。 此ー 一月 頃から 謠を習 ひ 始めた とい ふ。 驚ろ くべき 上達な り。 

七月 十 S  B 

陰。 寐坊十 時に 朝食 をく ふ。 森 田 草 平來。 議論。 


晚、 生 田 長江 來。 ザ ラッス トラの 翻譯の 件に つき。 不明な 所 を 相談。 

セ月 十一 IB 

陰。 暑し。 

日 糖 社長 酒 勾 常明ビ ス トール ラ以テ 自殺 ス。 會 社の 不都合 ヲ 自己 ノ 責任 ト脬 したる なり？ 新聞紙 同情 スー 

七月 十三 CO 

陰。 ^川玄 耳來。 「世界 一 週」 して 歸 りたての 面會 なり。 

〔來 信〕 高 濱虛子 (修善 寺より) 21 田榮造 

、 

七月 十四日  -  . 

陰。 夜蟬 一 羽 机の 上に 飛び 來る。 今年 蟬を 見る 始せ。 

午後 新に 實盛を 歌 ふ。 スホ の謠に 不純な 音が 交る 由 注意 あり。 

4- 月 十 SB 

稍晴。 始めて かすかなる 蟬の聲 を 軒端に きく。 タ暮蜩 始めて 鳴く。  二. 三日 俄然と して 劇暑と なる。 

夜、 東洋 城、 臼 川、 豐隆、 柬來 る。 

午、 中 村， 武羅 夫來。 早稻 田の 卒業生 某氏 俳句 帖を 持參。 禪毫を 乞 ふ。 飄亭、 鳴 雪、 東洋 城 等の 句 あり _ 

〔來 信〕 +  .2: 田榮造 高 濱虛子 (： 修^ 寺) 山 木 松 之 助 

三 七 一 


三 七 二  • 

お 月 十 穴 日 

晴。 暑 盆 劇。 豐隆、 東洋 城と まる。 朝 三人で 嬋丸を 隐- ふ。 ひるから 草紙 洗を謠 ふ。 晩に は 一 人で 花 月 を 

省 ふ o 

小說 中々 進ます。 しかし 是が 本職と 思 ふと、 いつ 迄 か、 つても 構 はない 氣 がする。 暑くても 何でも 自分 

は 本職に 力めて ゐ るの だから 不愉快の 事な し。 「それから」 は 五月 末日に 起稿 今 六. H ニ四囘 目な り。 其閬 

事故に て 書か ざり し 事 もり。 又近來 隔日に 獨こ語 を やる のと、 木曜 を 丸 潰しに する のとで 涉 取らぬな り。 

亡 月 十七 日  , - 

〔祭 信〕 廣 田 道太郞 野 上臼 川 钣田靑 涼 

亡 月 十八 B 

. 大暑。 晴。 娘共眞 裸に て 家中 を 馳け囘 る。 暑い 故に 裸になる 程 自然なる はなし。 先生、 野蠻 人に 圜繞せ 

られて 小說を かく。  . 

松 浦 一 、 舍子健 一 ー來。 金 午が 一 咋日亞 米 利 加から つたと いふ。 金子 はバ —クレ —大擧 にて 白人の 事 生 

に 殴打せられ たと 云 ふ 評判で 一 時 は 大變八 釜し かりし 男 也。 よく 聞いて 見る と 子供が い たづら を やりた る 

由の 誤傳 也。  .  • 

c 來信〕 內田榮 造 


晴 暑甚。 強行軍の 結果 兵士の 死 偽者 を 出す。 高 崎と 火阪 なり e 

〔來信 〕 第一 銀行 水 野 鍊太郞 戶川明 三 

一一 十 曰 

陰。 大いに 凉 しくなる。 臺 所へ 瓦斯 を 引く。  口 三つ 

午後 狩 野、 营 來訪。 夕景歸 る。 

45; 一一  +  一  B 

晴。 凉風。 午後 神 樂 坂へ 繪の展 覽會を 見に 行く。 西洋人の 晝と、 西洋人の 袷の 模寫 也。 大 變丽 白い もの 

があった" . 

〔來 信〕 寺 田寅彥 (伯林) 

セ月 二十 一一 q 

宮垣 四海 來。 短册の 揮毫 ヲ 依糢。 一 一枚 かく。 

西 村の 買って 來た螢 を 軒端に かけて、 眺める。 

〔來 信〕 皆 川正禧 (國 元より) 

セ月 一一 十  ーー¥ 

三 七三 
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森 田 草 平來。 野 村傳 i! 來。 傳四此 夏歸國 する. E にて 暇 乞に くる。 晚に雨 ふる。 

細お 具合 わるし。 小 林さん に來て 貰. r 矢張り 妊娠な りと いふ。 無喑に 子供が 出来る ものな り。 m 來た 

子 を 可う する 氣に はなら ね ど、 願く は 好加减 に出來 ない 方に 致した きものな り。 もし 銪莴の 富 を 積まば 子 

供 は 1 一十 人で も 三十 人で も 多々 盆 可な り。 尤も 細君の 產を する 時 は 甚だい やな ものな り。 

秋 骨、 余の 文擧 評論 を 一 一 六に 評す。 臼 川 其 切拔を 送る。  ， 

〔來 信.」 廣田 道太郞 田 中 君子 鳥居 素 川， 如是 閑 野 上臼 川 時事 新報 

一一 十四 B  k 

晴。 松 根來。 逗留  ， ■ 

〔來 信〕 大谷正 信 

t 月 二十 SB  . 

晴。 齋藤 阿具、 靑木昌 吉來。 夕刻 迄 居て 歸る。 

七月 二十 六 B  ！ 

晴。 實業家 米國の 招待に 應 じて 渡航う ちに 神 田 乃武、 佐藤昌 助、 巖谷 小波 あり。 何の 爲 なるや を 知らす ~ 

• 莨 業 家 は 日本に るると 下を鈸 呑に した 樣な へらす 口 を 叩け ども、 . 一 足で も 外國へ 出る と 全くの 啞 となる 

爲 ならん。 

文科 大事に て 神話 を 課目に 入れん とする の議を 起す。 總長濱 尾 新 「紳 話」 の 神の 字が 國體 に關係 ある 由 


にて 抗議 を 申し込む； 明治 四十 1 一年の 東京 大學總 長の 頭腦の 程度 は此 位に て 勤まる ものと 知るべし。 

〔来信〕 森卷吉 (沼津 より) 

七月 二十 七日 

忘  ， 

七月！ 一十 八 B 

朝日 艦 十一 一 斤 砲尾栓 演習 中破 裂" 死傷者 數名 (時日 忘)  • 

七月 一一 十九 B 

晴。 午 東洋 城來。 夜、 安倍 能 勢、 野 上臼 川來。 通 盛と 調伏 曾我ヲ 謠フ。 遲く鈴 木 三重 吉來。 三重 吉豐隆 

七月 一一 一十 CO 

晴。 少雨。 稍 涼。 午後 三重 吉、 豐隆歸 る。 . 

三重 吉 弟と 喧嘩 をして 絕交を 申し渡す。  • 

〔崁 信〕 畔柳芥 舟 

三 七 五 


f.p 月 三十 一 一 

稍 涼。 早 戶川秋 骨來。 午後中 村是 公來。 是公 にダホ ー ムを 療治して 餘病 を發し 一 眼を眇 す。 左の 黑眼鼠 

色に なれり つ 

満洲に 新聞 を 起す から 來 ないかと 云 ふ。 不得要領 にて 歸る。 近々 御馳走 をして やる と 云った。 

〔來信 1 奧太 一 郎 (照 40) 

八月  一 B 

稍凉 J 驟雨 時々 至る。 大阪 大火。 三ト 1 日 午前 四時 頃 始まって 三十 一 日の 日中 續 いて 八月 一 日の 六 痒 半 

に 終る。 ニト 六^ 間 燃えて ゐた。 戶數ー 一 萬 3 ほとんど 北 區の全 體ん， -燒 き拂. ふ。 水道の 供給 不充分、 蒸 ii" 

筒 少なく、 烈風、 炎熱、 皆 K 原因 也。 兵隊 を 繰り出す。 川に 荷物 を 運ぶ。 荷物が 川の 中で 燒 ける。 

八月 § 

陰稍凉 Q 

慮 子修善 寺より 歸京。 春陽 堂 本 多 嘯 月 來訪。 此春國 光 社が 燒 けて 廣 美人 草の 紙型が なくなって、 組 かへ 

をし なければ ならない。 それ を 半分 負擔 して くれと いふ。 金 は百圓 位の 負擔 だから どうで も 好い が、 ど、 > 

云 ふ 筋で 僕が 出す のか 分らな いと 云 つ た。 

〔來 信〕 厳 子 . 

八月 一一 IB 


稍凉。 

素 川、 如是 閑の？ 額の 男 を 送る 批評し ろと いふ 意味 也 C 

おしろい 草唉 く。 此 間から、 所々 を點 綴す- 

八月 四 B 

^、 大いに 凉" 

1 間 置いて 次の 部屋で 按摩が 妻の 腰 を 揉んで ゐる。 其潢 顔が 羅漢に よく 似て るる。 不 折に a せて やりた 

い。 此 按摩 は 酒で 生きて ゐる。 た V の 酒で は 利かない と 云って 燒酎ゃ ドブロタみ」 飮む。 

中 村是公 六日 晚 くる 事出來 るかと 電報 ヲカ ケル。 是 公の 使 露 西 亞烟草 を 二 箱 持って 來る。 二百 五十 本人 

虛 子來。 實盛ヲ 謠フ。 髪 刈。  ■ 

丸善ド ゥ デ の 全集 十六 卷を かつ ぎ 込む。 大 い に 辟易 ス 。 

八月 

九 時半 驟雨 一 過。 小說 それから 漸く 結末に 近づく。 

辻 村^ 來る。 鳥 取の 話 をす る。 束 京へ 移りた き 希望 を述 ぶ。 

八月 六 B 

陰晴 不定。 三時 半 頃から 飯 倉の 満鐵 支社に 赴く。 是 公に 逢 ふ。 建物 立派な り。 夫から 公 阖の是 公の 邸に 

三 七 七 
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行って 湯に 入る。 茶が、 つたよ き 家 也。 夫から 木 挽 町の 大和と かいふ 待合に 行く。 久保田 勝 美、 淸野長 太 

郞、、 田 島 錦 治と 是 公と 余な り。 貞 水が 講談 を 二 席 やる。 料理 は濱 町の 常 磐。 傍に 坐って ゐた藝 者の 扇子に 

春 葉の 句が かいてあった。 それ はきたない 扇子であった。 どこかで 拾った 樣に思 はれた。 十 時半 歸 る。 

十四の 少年 號を つけて くれと 云って くる。 

八月. PB 

. 七。 一昨日 岡 田 耕 三が 來て 第一 高の 佛文學 志望の 試 驗を擧 科の 方で 及第した が、 體 格が あやしい と 云つ 

て落膽 してる たが、 新聞 を 見る と 首席で 及第して ゐた。 定めて 嬉しから う" 

.是 公の 宅から 満洲 一 S 拂子 一 本と、 烟草 一 箱 を もらって 歸る。 其烟 草に は 藁の 管が 1 一寸 程 着いて ゐる。 特 

許な り。  . 

兩國の 花火。 大賑 ひ。 晴夜。 

八月 八 B 

それから を 一 囘 しか 書かす。 

八月 九 B 

晴。 それから s 第 百囘を 半分 程 書いて から 又 書き直す。 「それから」 を 書き直し たの は 是でニ 返 目 也。 

夜 天の川 を 見る ◦ 


八月 十 B 

おしいつ くくの 聲を 聞く。 

八月 十  一 B 

陰 大いに 凉。 毛織の シャツ を 着る。 箱 根へ 避暑に 行った 樣也。 

夕方 中島 襄吉 さんに 來て もら ふ。 細君 ッ ヮリで 腹の 具合が 妙 だとい ふから 也。 診察の 上 腸の 加減 だら う 

とい ふ。 

髙等擧 校の 粟津 淸秀 さんの 養老 金 を 募集に くる。 

新 不來。 

〔來 信〕 畔柳 郤太郞 寺 田寅彥 (ドレスデン) 野々 口 勝太郞 

八月 十一 ー& 

. 晴。 佐治秀 壽仙臺 より 來る。 晚に虛 子來。 草紙 洗を謠 ふ。  , 

〔斑 信〕 濱武元 治 大坂在 河内の 人 

八月 十！  一一  B 

陰。 蒸 あっし。 

伊藤 幸 次郞來 書。 満 鐵に久 つて 新聞の 方を擔 任す。 中 村からの 話 ありて、 一 應 挨拶 だか 相談 だか 分らぬ 

手紙 也。 中 村 は どの位な 話 をし、 伊藤 は どの位な 考で 手紙 を 寄こした もの やら 分らす。 返事に 闲る。 

三 七 九 
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〔來 僭〕 小島 武雄 (豆 州 伊柬) 

八 F 十 , 

「それから」 を 書き終る。 

^虎雄の 細君 死す。 產後經 過 不良 

大倉 甞店燒 く。 

八 巧 十 I ハ B 

陰。 朝^の 所、 へ 行く。 

田 中 君子より うにと 菓子 到 來。 

中村是 公より 「不可 不證」 を 寄せ 來る 

「一 一葉 亭四 迷」 を 送り 來る o 

八月 十. PB 

晴。 伊藤 幸次郞 來訪。 満^日々 新聞の 事に 就て 一 時間 半ば かり 談話。 

, ワイン ヒュ 1 タ 1 設了 J 

〔來 信〕 中 村是公  ゝ 


八月 十八 B 

午後 一時 菅の 細君の 葬式に 行く。 大 塚が 二十 年 前の フロック コ ー トを 着て 來た。 車に 乘 るの は 失 鱧 だと 

云って 麟祥院 迄 あるく と 云 ふ。 富 坂 迄 一 所に つき 合って 兒た がた まら なくなって 御免 蒙った。 

小さな 子が 燒香を やる の は 實に氣 の 毒な もの だ。 會葬者 は大體 知った 顔であった。 

中 村より 愈 満洲 へ 行く や 否や を 問合せ 來る。 行く 旨 を 郵便で 答 へ る。 

満洲 行の 爲め 洋服屋 を 呼んで 脊廣を 作る。 

八月 十九 B 

朝林久 男來。 鹿兒 島から 仙臺へ 移る とい ふ。 長 野の 山奥の 熊^りの 話。 i? を 生で 食 ふ 話。 山で 霧に 取り 

卷 かれた 話。 戶隱 の裹山 をめ くらが 熊 柿り の 腰に つけた 鈴の 音 を 便りに 上る 話 杯 をす る。 信洲の 山奥で 越 

後の 糸魚 川に 通す る 所 は大變 淋しく つて そこの 敎 師が擲 里へ 歸 つて 歸任 する のが 厭 だとい つて 自殺した 話 

_を す る o 

八月！！ 十 B 

劇烈な 胃 力 タ ー ル を 起す。 

嘔氣。 汗、 膨満、 ^降、 酸敗、 ォ クビ、 

而倒デ 死 二 タクナ ル。 

一 一 一八 I 
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氷を嚙 む。 味の ある もの を 食 ふ 人 を 卑しむ。 

本棚の 書物の 陈ぶ樣 を 見 て 甚だ 錯雜堪 え が た き感を 起す。 

昏 々  . 

八月 二十  一 B 

昏々 

八月 一一 十一 一一 B 

東洋 城來 

八月 一一 十四 B 

虛チ來 

紅 綠春葉 を 伴 ふて 至る。 臥 導 中に つき 斷る。 春 葉と は 初對面 なれば なり 

八月 二十 SB 

東洋 城來。 - 

八月 二十 穴 B 

森 田、 豐 隆來。 森 田の 離合、 水死 を 評れ。 


新 春夏秋冬の 秋の 部に 

初秋の 芭蕉 動きぬ 枕元 と 云 ふ 句 を 題す  . 

印度 タン ッ ラ 佾伽ィ マジ 子 ー ショ ン 研究 會長木 村 秀雄來 る。 

八月 一一 十. PB 

朝。 池邊 吉太郞 へ. 暇 乞に 行く。 不在。 

醫者 満洲 行に 反對。 午後 自分で も 無理 だと 自覺 す。 中 村に 電話で 其 旨 を 云って やる。 

夜 池 邊來。 談話。 午 中 村 蓊來。 夕 野 上臼 川來。 朝 岡 m 耕 三來。 

朝 泉 鏡 花來。 月.^ で脫 稿せ る 六十 囘 もの を 朝日へ 周旋して くれと いふ。 池迻 不在 故玄 耳へ 手紙 をつ けて 

やる。 

八月 一一 十八 B 

泉镜 花來訪 咋。. 昨日の 禮を云 ふ。 

淼 田來。 豐 隆來。 森卷士 0. 來。 


三 八-一 


木：^ 死文 霧 泥 蛇 
賊^  '士、 、 , 


m 幽 寐 梧 火 ち 
衣 靈起桐 事 さ 


〇 〇 〇 〇 
猫 五 山 書 
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叨治 四十 二 年 一 月 ほよ リ六七 MC 頃まで —— . 


X  A  conversation 

X  SCJlllnw  a  heirloom 

X  、rhe  Red  Lily 

x  Droc ひ ssion  . 

X 根津 

X 泳 

X 三 公 X 母病氣 

I  am  a  man  ！ 

X 子規 

X  snow 

浪士 


「貧 II 痛切 I 生活難 

： 富 I 贅澤 I- 美 


〇 もう 一 時 閗 早 ク來レ 、ハ よかった。 

く 事 はいくら でも ある o 

位 


tsldon  Theatre 

ブ.  s 

Dixon  stror 

、 新體 詩、 藝者、 

ti- ぼ 一  一 

w-有  . 

X 天動說 II 自己中心 地動說 I) 他 中心 

X 金の 說、 金ノ變 形、 變形ノ 德ト變 形ノ弊 


隱郞」 繊」」 絕句 (鬼 は ：：： ) シカケ テ本ュ リノ： g デ渐ク きま 

o 寶 生ぎ 觀世ノ 舞臺、 撗濱 ト掛持 チノ 爲メ早 クャレ 、 ま勿 リニ  パ I 

句。  f  , ズノ 导 クャリ 見物 二三 組。 それ を兒タ 弁氣ガ 散 ッタ、 それ デ雜 

〇 鼓ノ 拍子 ガ豫 期ノ如 クウ マ ク行 カナ イト 絕 a 

〇 凡ての coordination ガ崩 レルト 同ジ. H 然ノ 推移 ガ出 來ナク ナ^、 

C タ カラ 33 クヤラ ゥト 甲い フテ モコ 、チーク， ト 

O 必 S  、お^. d.-:r>  - に ト o ソ トウ シャゥ ト^フ テモ 其思ヒ -ー烦 ハサ レルカラ 駄目 

c  ノ 夢？ 1\シ タ 二 何 二 モナ クナレ O 

.〇 會寶。 一  0. 東京 デ ハ 一 升啬五十錢。 支那 人ノ 注文 賺 頃 (2  ys  ) 支， へ ノ I？  一  ^ 

4.50  yen. 支那 人ノ 所へ 持 ッテ！ t  くト. K キナ i  、  反 ノン 支 弗ノへ ノ寶, 1 依 

戶,. J  、フ t ネ キナ^へ 力 ヲ汲ミ 込マセ ノメ。 一日 モカ カツ タ 。夫 ひ- フ 
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栗 ヲ水ノ 中 へ 人レタ 。蟲 ノア ル 奴ガミ ン ナ浮 イタ。 七 分 許 浮ィテ 仕舞 ッ タ。 浮 イタ 奴ハ ぺ ケダ 

ト 云フ。 九百圓 許の 損  .，. 

〇 畸玉ノ 竽。 208 俊。 一俵 4yen  ニ賣リ 込ム。 十四日 ノ  込 デニ 十五 迄ノ 約束。 到底 閒ニ 合ハ ナイ。 番 

頤云フ 契約 ハ殿行 セズ。 ョッテ 竽ヲ買 ヒア ッメ ル。 ニト 八日 過ギニ 至ル。 番頭 (商 舘ノ) 甚シ 

キ 日限 ノ逮 約ト云 フ條欽 二 損害 賠愤 8000 圓ト アル ノ ヲ柅 -_ シ テ金 ヲ渡サ ズ。 

コ ツチ ハ 1000  ノ保 證金ヲ 收メテ 現物 取 押へ ヲ. E. 請シテ 船-一積 ミ込 ンダ芋 ヲサシ 押へ タ。 向 

フハ 80s  ノ保證 金 ラ出シ テ船ヲ 出シテ 仕舞 ッタ。 裁判 ニナ ル。 約定書 ガ アル モノ ダカ ラマ ケ。 

2000 俵 ノ芋ヲ アツ メル ノハ 容易 ナ 「 デハ ナイ。 芋ハ ト ラレ ル。 裁判 二 ハマ ケル。 コン ナ詰ラ ヌ 

「 ハ ナイ 

ソ ー ブ 石。 ぉ豆 ノ 下田。 採 堀 代。 三 斗 五 升 入ノ机 代、 繩代、 水 扱 代、 運賃 靈岸島 迄 三 斗 五 升-一 ツキ 五 

十錢。 是デ六 百 袋 出 來ル。 16 贯 (百 斤 ：}  ニッ ヰ砂ヲ フル ッテ 12 貫ハ 糙 カデ アル。 一 袋 3 錢ト 見テ 18 

圓-! ナル。 

千 二百 萬 坪ノ鑛 山借區 料。 三千 六 百圓ノ 年税。 借區料 百葆 坪デ 50 圓。 溶 鑛爐。 フキ分 ケル。 精鍊。 

X 零度 以下 38.6、 旭川、 三十 年 來ノ寒 

〇 夜具 へ 呼 息ガ ァ タル ト 襟へ 霜 ガ出來 ル C 

〇 藥錯ノ 湯氣ガ 壁へ 凍 リツ ィテ. デャリ く スル。  - 

〇 醤油 ガ 氷ル。 味噌 ヲ切 ル。 砂糖 ガ氷 ル。 

〇 鷄ヲ持 ッテ來 タラ ー晚 ノウ チニ死 ンデ 仕舞 ッ タ。 食ッ タラ 不味 力 ッ タ。 


〇ラ ンブが 下から ガッテ 來ル。 暖爐ノ 上 二 置 カナ イト 消える。 

〇 汽車 ガ 途中 デ 動力 ナク ナッタ。 救助-一行 ッ タ汽鐯 車が 又 一 一 臺も 三臺も 途中で 動け なくなった o 

汽車 ノ ト マツ タ 村から 焚 出 をした。 

〇A  century  of  conila.gration 

(Truth  I  established  facit 

〇 ？  j  Mystery —  not  established  region 

(Falsehood  I  establistied 

o  Is  freedom  possible 

ILOVe  —  freedom  I  nature  I  Dositive 

(Morality  I  restriction  I  unnatural I  negative 

{criticism  I  freedom 

Preventing  I  restriction 

Girctlmstallc ひ 

I  Literature  of  Relief  I  Literature  of  surplus  energy 

II  I-。rc。* 

j  )  f— presuming  force  in  opposition  as  existing. 

つ Necessary  outcome  is  to  use  force  as  against  force:  result.  —  consumption  of 
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energy,  I  kindness  I  pity  etc. 

2  o  I—  assuming  force  not  in  opposition 

O  Analysis  of  wonder 

(wonder  m  common  life  I  Realism  or  Naturalism 

Wonder  in  uncommon  life  I  Romanticism 

Wonder  in  tlie  sup-ernaturalism  I  Mvsticism 

Wonder  as  essential  element  in  Romanticism. 

Wonder!  Cry  for  wonder.  N.ature?  When?  And  wllere? 


(Hedda  Gabler) 

-Love  affairs  in  ( 1.) I  Love  intrigues  (congreve  and  so  forth) 

(or  others)  Love  af.  which  has  for  its  object  the  mastering  of  the. other  (煤 烟) 

L~ove  affairs  in  (  2  )  .: 

兩者ノ 特牲ト 其感ジ 


〇 訪問 記者 ト被 訪問 文士 

植本某 ト 漱 石. 


o  liaison 

O love.  I  afterwards  finds  it;  is  an  Interest.  —  disillusion 

1. Vanity 

2.  stru^g:le  for  conquest  , 

3.  Practical  TDeann^s 

etc.  etc. 

o  p-alttl  in  a  wonio.n.  T3he  woman 一 s  secret  aUacliment: け0  another  person  . 

X  cncls.  Al〕：peal  to  tlie  woman-s  moral  Jua^ment: 

X  TTlle  woman 一 s  struggle  and  tier  final  expression  0  favour  of  Jier  inner  truth  at  t:lie  expense 

of  tlie  conjugal  duty. 

X  T^lle  effect  on  th ひ J!u8ban<l.  Reversionary  effect  on  30 lover. 

ODistance  Distance ハ 彼我 ノ  distinction ヲ 打破す。 physically  二 然リ。 interest  二於テ 然リ。 

morally  二 然リ。 故 二 局-一 アル 人ノ 甲乙 相 爭ノ狀 ヲ見テ 笑ハザ ルヲ得 ズ。 distance ヨリ 眺ム 

レ バ 甲乙 共 二  distinction ナケ レバ ナリ。 

Distinction ナ シトハ 或ル 意味 カラ シ テ 甲乙 ヲ小 サク見 ル ノ義 ナリ。 小サ クシ テ區 別ナシ ト^ 

ルナ リ。 之ヲ 同一 -1 見 ルガ 故 -1 甲 ヲ以 テ乙ヲ 代表 セ シ メ又ハ 乙ヲ以 テ甲ヲ 代表 セ シ メ テ 適常ナ 

リ トス。 何ダ ハカ ラン。 甲と乙 ト ハ當時 二 アツ テ 氷炭 相容レ ズト罵 リ騷ダ ル モノ ナリ。 

4. 歲の 子供 トー 一十 歳ノ靑 年トハ 大蠻ナ 相 道 ァリ。 七十 ノ 老人 ト 六十 ノ 老人 トハ左 シテ異 ナル所 
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ナシ。 然レ 茂 兩者 ノ差ハ 均シク 10 ナリ。 換首ス レバ 廿ノ人 ガ卜ノ 人-一 イツ ノ 間-一力 追 ヒ付カ 

レタ ルナ リ。 世 二 追 ヒッカ レザル 者 ナシ。 追 ヒ付カ レ ル ハ 自分 ノ發達 ガト マ ルノ意 ナリ。 發達 

ノト マ ル人 閒ハ生 一一 於テ 希望 ナシ。 生 ノ感ジ 藩 キガ故 ナリ。 生ノ感 ジ遝キ モノ ハ 死-一 近 クノ證 

據 ナリ。  . 

o  experience. . 生ノ 内容 ハ experience ナリ。 故 二人 ノ  experience ヲ S 単調 二 スルハ 人 ノ生ヲ 奪 フナ リー 

自ラ experience  ノ 範園ヲ 狹クス ルハ自 カラ 命 ヲ縮ム ルナ リ。 

愛 ノ  experience ナ キ者ヲ 想像 セョ。 非常 二 短命 ナ ル感ァ ラン 

音 樂ヲ味 ヒ得ザ ル者ヲ 想像 セ ョ。 非常 -1 短命 ナル 感ァ ラ ン 

力 、 ル意味 一一 テ 短命 ナ ル者ハ 數フべ 力 ラ ズ。 彼等 一 且コ、 二 氣ガ ッ イタ 丼 急 一一 淋味 ヲ感ジ テ、 

自己 ノ  experience ヲ アル 方面 (趣味 ノ 養成、 愛 愦ノ满 足 其 他) - ー充實 セント 試ムル 「 ァリ。 

シカ モ時旣 ニ遲ク 如何 トモ スべ カラ ズ、 筌シク 貧弱 ナル 短命 ヲ以テ 死-一 赴ク。 死-一 赴 キッ、 非 

常の 不安 ト 悔恨と 淋味ヲ 感ズ。 

I 生 嫁 ガズシ テ死ス ル 婦人 ヲ見ル 度 ニ尤モ 强ク此 感ジヲ 起ス。 子 ナキ人 ラ見ル 度 ニ此感 ジラ起 

ス 。 suffer セル r ナキ 馬鹿 ヲ 見.. ル丼此 感ジラ 起ス。 道義 ノ念ナ キ奴ラ 見 ル片此 感ジラ 起ス。  

人情 ハ 一 刻 二 シ テ生ノ E 容ヲ 急-一 豐富ナ ラシ ム。 此 一刻 ヲ味ッ テ死ス ル 者ハ眞 ノ長壽 ナリ。 

〇 Uncertainty —— 人事 不安 ナリ。 今日 ノ 親友 モ 明日 ハ敲ト ナルヲ 思へ バ 不安 ナリ。 今日 ノ 愛人 モ 明日 ハ 

心 變ルト 思へ バ 不安 ナリ。 名譽財 產悉ク 不安 ナリ。 老ノ 人に 逼ル 「愈 不安 ナリ。 此 不安 ノ念ヲ 

切 實ニ感 ジタ ル者 ハ道ヲ 求ム。 (〇 ノ兄ガ 急 二 卒倒 シテ 馬鹿 二 ナツ テ 仕舞 ッ タト 云 フ。 〇 ノ兄 

ハ 〇〇 醫科大 擧ノ敎 授デァ ル。 一刻 二 シ テ敎授 所デハ ナイ 白癡ト 化シテ 仕舞 ッタ) 


osecret. 靈ノ 活動 スル 時、 われ 我 ラ知ル 能 ハズ。 之ヲ secret ト 云フ。 此 secret ヲ 柿へ テ 人-一 示ス r 

ハ 十 年 二 一  度 ノ機會 ァリト モ 百年 -1 一 度 ノ機會 ァリト モ云ヒ 難シ。 之 ヲ柿 へ 得 ル人ハ 萬 人 二 一 

人 ナリ。 

文學者 ノ アル モノ、 書キ タル アル モノ  ノ 惯値 アル ハ之 ガ爲ナ リ。 

〇 最後 ノ權 威ハ 自己 -ー ァ リ 

〇 都會的 生活 (文舉 評論 ァ.、 チソ ン ノ部 參考) と love  affair.  . 

prennanency  ノ 缺乏、  其 理由、  D-Annmlzio,  The  Qlild  of  Pleasure. 

Fickleness ト endurance  ノ Inclc  ノ  periectly  na.ts.al ナル 「 

〇 自己 ノ作ヲ 尤モ佳 ト考へ 51! べキ 至當ノ 理由。 —— . Individuality  ノ  choice ト 其實行 o  (not  in  ot-liga- 

tion  t_ut  in  free さ ill) 此大 いなる 範疇 内 二 テ 說明シ 得べ キ モノ ナリ。 

此意味 -! 於テ 自已ノ 作物 ハ necessarily  二 他ノ モノ ヨリ モ t-etter ナ リ。 

然 シ freedom ナ キ 場合 卽 チ他ニ 移 ラント シテ individuality  ノ 束縛 ラ受 ケテ 如何 トモ スル 能ハ ザル搨 

<P ハ 霞 ト 反對 ノ  conclusion トナル 

OTest  ノ不德 義ナル 所以。 自己 ノ不眞 面 〔目〕 なる 態度 を以テ 他ノ眞 面目 ナ ル 態度 ノ 對象ト ナシテ 

耻.. チザ レバ ナリ。 

故 一一 此 態度 ヲ assume ス ル 以上 ハ他 モ不眞 面目なる 態度 ヲ以テ 我-一 對ス ルゃ モ知レ ヌ ト云フ 「 ヲ覺 悟セ 

ザル 可ラズ (德義 上、 公平 ノ立 場より して) 

ミ 九 一 


換言 ス レバ 自己 ガ不眞 面目 ナル丈 ソレ丈 自己 ハ他 ヨリ 砍 カル 、 ノ權利 ヲ^, ー與 へ々 レモ ノト >o 

〇 家ヲ出 テ氣が 散る 人、 家ヲ 出テ氣 -111^ ル& 

〇 アンドレ— フ—  oberst  , 

〇 I*aul  Bourget  I  T.heft  of  the  letter  . 

〇 contrast  of  two  people  put  face  to  face  —  one  in  trouble,  the  other  in  leisure 

〇 私の 不德の 致す 所です 

〇 Dmxer  given げ y  an  unknown  person 

西村濤 蔭の 話 

〇 美顔術の 女 I ^洋城 の ^ 

〇 雜誌 記者 lintere.st,  prudence  on  one  hand  —  impudence  and  cirrontery  on  tlie  other  Com 

panson  of  self  with  his  betters.  Bitterness,  corroding  rancour.  I  sensitiveness.  The  ends  of  all 

the  nei  atrembl.  Monl  printed  tras に n  cheap  literary  glne  is  all  the  nutri 層 t 

and  Jslson  wliicla  sustains  as  well  as  undermine  him. 

〇 まあ そんな ものです な 

〇 世界が 黃 色く 見える 

c  future  or  presenl:? 

c  .Panama  lial; 

〇 閼ロ 舊、 新、 


〇 雨 夜、 廐 子より 歸る 車夫 眠る。 書生  . 

.  原 

〇 貸、 借、 借りる 方ノ箕 格 下ル。 借りる 方の fK 松 上る。 

〇 情载 問題。 權利 問題。 一 一 者 ノ 混同。 

損德 問題  • 

〇 新ノ缺 席、 夫 ュ對ス ル感 

〇 祖父、 腹切、 夏 目 金十郞 

〇 人-一 調子 ラ合 セル 「。 不 矛盾 

暴 

c  Morality.  3?ro ね l!Jitlve  against  one-s  inclination 

sympjptlletlc  for  one-s  inclination 

c  ^p^^^p^w^w  justify  themselves  and  at  tne  same  time  others.  Morals  proliit>itive  are  eliminated 

as  alien  to  tn ひ activity  of  ntiman  inclination.  It  is  tlie  naked  tldttu  wut  ttie  naked 

^^?0^  tlie  aid  of  .  destroys  tlie  solidarity  of  society.  Naturalisln  is、  therefore,  egoistic  and 

individualistic,  ana  resembles  in  .tnls  respect; け11 ひ ascrv  of  *  freedom に 

L11〕erty,  equality  and  iralernity  :  are  three  disjunctive  t:erms  whicli  can  never  wfel;  on  <:? 

ge1;hci\  If  we  are  ecjuals  and  ^3?03.  t:hat;  v,ery  fact:  denies  title  existence  of  freedom.  Natural- 

ism admits  .tile  Jswel-  of  tyrants. 

c  L/etounlcau  Idea  of  J5rot>erty 

三 九 一一 一 


Ill 九 四 

--Dorian  okay:  Iferd  Henry  —  Faithfulness  and  Idea  of  property. 

OD-Annunzio  *-TYiump>.h  of  Deatli : 

S^S^OH —— wl.atuitous  —  intellectual II  ^^s^o^w.  reflective. 

Not  tliat  of  relief  I  moral  impulse,  instinctive  passion,  elementary  snotion  gov- 

erning life  and  ^op?  I  ordinarily  unjustiRa ゲ le  and  highly  lmt>ro.bat-ie. 

原  > 

〇鬼 車 s 行と 潮流。 psycliology  of  precipitation. 

Yankeeism 

〇 Commission  a  crime.  Why  ？  Wlien  ？  Kow  ? 

〇 洋傘 星の 看板。 . ネスト、 烟 草屋 ノ 暖簾、 勉强 堂の 看板。 小包 郵便車。 電柱。 風船 玉。 あか 暖簾 半襟。 

電車 —— 靑ぃ 火。 馬 肉屋。 幅 肋 堂。 ハカ マ イン 圓。 寶出シ 

OA ヲ挑ス o  B ヲ欲ス o 然ル 二  A ハ B  ノ  necessary  condition ナ リ o 

ugliness  —  grotesque 


〇• ネ— トセ イド、 シン ガ ぶ ァ 

〇 地震の 時 寶玉珍 器、 一 椀の 粥 comparative  worth 


〇 始メ ハ criticism 其 物-! 心 ふ 動かして ゐた。 後に は criticism の 影響に 就て 心 を 動かした。 . 

始メハ criticism 其 物 を 目的と して criticism ヲ 書いた。 後に は criticism  ノ及 ほす 影響 を 目的に して 

criticism ヲ書 いた。 

(1)  (2) 

〇 Literature  of  surplus  energy.  ^L^0^H^  of  relief. 

man  of  surplus  energy.  man  tliat  wants  relief. 

IPlav  Gnln  Earnest; 

:?leastir ひ in  Lif ひ  Struggle  for  JLife 

一 ー者ノ 交渉 ト接 觸。 (Love  a  pleasure?  a  struggle?) 

Does  (2)  want  tlie  first?  Of  course.  Only  wlien  ttie  wap  is  too  wide,  .before  apF-reciation 

sense  of  jealousy,  llatre&  creeps  in. 

貧乏人 ガ 且那ノ 御馳走 二 ナ リタ ル時ノ 如シ。 

是ハ 

〇 何を爲 やうと 思つ て も 結果 を 想像す ると 厭になる。 さう して 何に 當 つても 爲な いうちに 結果の 方 を考 ゝ 

る。  - 

戀。 美人。 花。 邸宅。 金 儲。 貯蓄。 、 
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三 九 穴 

Q 鉢の 木の 主人公 は 幸福なる 程 自意識に 乏しき 男 也。 今の 人が あれ を 見て だまって ゐる のが 不思議で ある 0 

〇 アルゼンへ ラト ー 'ゼ 250  gram  1.30  . 

スペル リン 豚の 睪丸？ 羊の 畢丸？ 

〇 交番の 血 を 見る  . 

〇 君子 蘭の 葉 を 切る  . 

〇 袂 時計の 鈴蟲 植 込玄關 

〇 下女の 胃ケィ レン。 其 全：^ 

1 に、  2  I 

〇 始めて 女に 接した る 時 女に 接した る あとの 

に、  2  I 

感  感 

〇 子供 六 人 細君 子宮 炎。 子供 肺炎。 齒痛、 下痢、 風邪 

o 御醫 者さん の 頭の 中 多忙 

o アン、 ドレ— フ siet-en  Gellenkten 

o  Mrlebell ト wrkennen 

o 高 商 生徒  . 

〇 裏 店星賃 


〇 榇 

〇 亂 世の 泥棒、 治世 ノ 泥棒、 positive 

Crime  —  pleasure  I  nec-atlve 

.〇 田舍 者の 愚直 生活 問題 

〇 苦舉生 

JA.esl:h^te,  Decadent; 

〇 亡國の luxury. 富國の luxury 

Moral  一 

Intellectual  I-  Decrepitude 

physical  J 

,〇 性格 ハ 相手次第 なり。 

OS- 州の 反物屋 

c  only  t:lie  ideal  man  is  1:Iie  tyrant. 

f 贈答 ノ禮。 Gratitude.  Prospective. 

Ipunishment  hatred  preventive 

〇 人ノ爲 一一 泣く 「ラ 好ム。 人-一 泣ィ テモラ フ r ヲ好ム 


〇 生活の 爲の 生活。 善ナク 美ナク 眞ナク 壯ナシ 

〇 Fight 

〇 處サ、 長江、 漱石 

〇 樗陰、 漱石 

o  Paul  wourget  Incidents  of  War 1 ほ 011。 

〇 I、eldenscllaft  product  of  folly 

o  Exr-ectation  told  t>y  p  V0.133- げ oy 

.Ikawn  tennis 

c  romedy  and  stmo.p.1c 

〇 贈&  corn-stealinp- 

OD、s  Theory  of  Marriage 

I Imagination  creates  facts 

Vesication 

stigmata 

persistent  representation  二 テ heart  ノ  beat ヲ Chans スル人 

Balzyc  ノ  character ガ fact  ニナ^  CI  . 


；  Sainte-Beuvc  ノ評傳 中二 ァリ、 

！ -Imagination  ノ社會 二 及 ボス inSucnce. 

二  〔『それから』〕 

L 代 肋 ノ家、 門 野と 婆さん。 寫眞 

^平 岡の 來訪。 談話。 

& 代助ト 家族。 親爺 

3： 親爺 ト ノ會話 

g 嫂との 對話 

S 嫁の 候補者 

d; 其 因緣 ばな 乙 

13 ァ ン ドレ 1 フ。 激セ. サル 人。 死ヲ怖 レル人 

S アマ ランス、 平 岡 ノ 移轉 二 就テ 

^平 岡ノ 細君 來訪。 平 岡ノセ 力く シィ容 子。 獨 リノ 旅宿ノ 細君 ヲ訪ハ ン トシ テ^サ ズ o 

S 來訪 ノッ、 マキ。 細君 ノ 容貌、 ^、 指輪 血色 ノ わるい 事 

^金 ラ惜リ ル件 

5U^@0  d 一 A.t5unzio  ノ^ m ノ色 

S 時計 ノ音 蟲ノ 音-一 變ル 夢、 夢ノ 試驗、 Jpmes 氣 狂-一 ナレ ル徵候 

ー-1九九 


:s 圓遊 會。 英國ノ 御世 辭。 兄 トノ會 見 

ひ 兄ノ  cllaractenzatlon 

W 鳗星 ノ會話 

兄 ハ金ヲ 貸 サゥト 云 ハヌ。 平 岡ハ 連判 ラ セ マ リサ ウダ。 

「煤 烟」 -1 對スル 門 野 

代 的 不安-一就。 口 シャ、 フランス、 イク リ， I、 大隈伯 ノ雜報 

S 誠 太郎來 ル 

S 平 岡ノ 家、 中流 社會ノ 家。 平 岡 手紙 ヲ カイテル、 細君 ト 行李 

,  desperate ナ 調，. T  小 供 着物 

W 金 ノ事ヲ 平 岡 -1 云 ハズ。 冷淡 ヲ以テ 任ズ。 眞籙 ヲ以テ 甘ンズ 

S 平 岡 ノ醉。 議論。 自我 發展。 

^代 助ノ働 ラカヌ 理由。 日 木ノ衰 亡。 

S 神聖 ノ勞 カハ パ ン ヲ離ル 

ム 5： 代 肋 風呂-一入 ル。 足、 髮剃、 心臘ノ 鼓動、 ゥヱ ー バ ー。 旅行、 三千 代ガ氣 ユカ 、 

S 三千 代 ト知リ 合- 一 ナッタ 顚末。 菅沼ノ 死。 淸 水町ノ 家。 母ノ 死。 結婚。 媒酌。 

3： 嫂ヲ 訪ね テ金ノ 相談の 目的。 電苹デ 兄ハ乂 ト摺レ 逯フ。 へ クタ ー。 ピアノ。 縫 子 

W ゲル キ ー ル。 晚 食。 父 ト兄ノ 多忙。 金ヲ 借りる 件 何時 返ス ノ。 

^梅 子ト代 助ノ會 話。 — ァ ナク は人ヲ 馬鹿 二 シ テゐる 

^結婚 問題。 結婚-一 興味 ナシ。  . 


flis 靑山ノ 夜 電車、 神 樂坂ノ 地震、 日 糖 事件、 東洋 嶽船會 社。 父ト 兄ノ會 社。 天 ノ與へ ク 偶然。 人造 偶 

然  . 

S 寺 尾。 恐 露 病。 眞面 〔目〕 ナ商 買ぢャ ない。 ennui 

S 栴子ノ 手紙、 200  yen. 平 岡 へ 持參  . 

S 平 岡 訪問。 不在。 小切手 ヲ ャル。 放蕩 ノ源因 

^君子 蘭。 平岡來 新聞 入社の 意 

g 現代人の 孤獨。 平 岡と 代助ノ 隔離。 三千 代ガ源 因。 

父 ヲ避ケ ル。 互ヲ 侮辱 ス ル 現代" 生活 慾ト 道義 欲 r 其 矛盾。 事實 カラ 出立 セ ヌ敎 育。 

S 葡萄酒。. I- 兄ト 一所 一一 飮ム。 —— W!  ノ 休養。 日糖ノ 重役 ト：！ 樣。 —— 低氣壓 (父 ノ) 

^父ト 面談。 一 體 何 ウス ル 積ダ， - 獨立ノ 財 產ハ欲 イカ。 洋行 ハ ドゥダ。 

W 代 助 ノ 罪 惡觀。 怒 ラセ ル事 ガ嫌 ャル込 メル 「モ嫌 G 

f 少 シ ハ 此方 ノ 都合 モ考へ ル ガイ 、 o 

(御前 ノ 名譽 二 關スル 「 ガ出來 テ クル 

アナ タハ (ヮ タシ) ヲ 御父サ ン 二 驚訴シ タ 子 

3 リリ， • ォ. -.. ゼ しヮレ ー、 ； t 經 過敏。 曰 木^ 弋 ノ 不安 ニ權 ハレル。 

S 蟻 を 殺ス。 睡眠 中 二三 千代 ガ來ル C. 三千 代 ヲ訪フ ノヲ避 ケタ。 散歩。 平 岡 ノ影ヲ 見ル。 追 懸け ズ 引返 

ス o 

3： 寐テ ゐル片 一一 人ガ來 タ樣ナ 心持ガ シタ。 不落 付。 ブラン ギン。 

矛盾、 沒 論理、 沒論理 ハ單- 一形 式-一過 ギズ、 論理 强、 心臓^、 
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四 0  二 

S 三千 代來。 銀杏 返。 白百合。 息ヲ喘 マ シテ るる。 水り リリ！ オフ. ど. ヅレ —の 鉢ノ水 ヲ吞ム 

5： 百合 ノ花。 昔 C シ ノ 連想 

⑥ 一 ー百圓 ノ言譯 

散歩、 誠太郞 ノス キナ 所、 人 閒-ー 嫌 ハレル ノ ハ 人間 トシ テ 生存 ス ル モノ  、運命 也。 番町、 堀端。 賤民。 

身體、 頭. ガー 一重 三重-一 ナル、 

g  ennui. 何故-一生 キル 力。 其 不理。 生 キル 故-一 何故 ァ リ。 

ひ nnui ヲ免 カレ-一 ハ三 千代-一 逢 フニ ァリ。 ， 

^寺 尾來 る。 外出 ノ 妨害。 翻譯ノ 相談 o 

S 夜 平 岡ヲ. 訪ヌ。 不在。 紳田 デビル ヲ飮ム C 此前平 岡 夫婦 - 一二三 度 逢フ。 

5； 二重 ナ頭。 酒ノ咎 -ーア ラズ。 physical  sense. 宅 力 ラ迎ガ ウル" 護謨 輪 ノ車。 

g 歌舞伎 座へ 行ッテ 頂戴。 

^佐 川 ノ 令孃 一一 紹介、 (高木 携帶) 

g 姊ノ 策略 批評。 芝居 ノ 印象。 其 反照 トシ テノ 三千 代。 

g 伹馬ノ 友人 ノ 手紙。 都會 人種 ハ infidelity  -ー  陷ラ， サルべ カラ ズ。 

彼ノ 三千 代 二 對スル 情 合。 現在 的？  heart ト head  ノ それに 對 する 態度 

^3 旅行 一一 决心。 銀座 へ 買物。 誠 太郞使 一一 クル。  • 

S 旅行 ノ  ffl 意。 もう 一 返 三千 代-一 逢フ。 平 岡 留守、 指輪 ナシ、 

旅行 費ヲャ ル。 歸宅。 香水 ヲ部星 二 フ ル。 翌日 兄 來ル。  . *. 

W 兄 曰ク、 父 怒ル、 嫂氣ヲ 揉ムダ カラ 來ル。 代 助、 午餐 一一 赴ク旨 ヲ答フ 


は 食 JUT 前  ， 

⑥食卓 ノ 談話  .  ， 

力 食 As 

は s 新橋 ノ見 送リ カラ 歸リ。 書齋 の考、 

^弋叻 ノ 夢。 弋叻 ノ 讀書 礎。 代 助 ノ  restlessnesso 赤 坂 ノ 待合 

又 三千 代ヲ 訪フ。 退屈 ノ張 物。 指環 受昃。 金 ノ事ヲ マダ平 M. 一一  話サ ナイ 

め 平岡ト 三千 代ハ 結婚 ヲ誤マ ッタ。 代 助ノ罪 一一 ァラ ズト辯 解ス。 

三千 代 ノ父ノ 手紙。 

W 三千 代ト 對座ス ル 「 ノ 危險。 平岡ヲ 新聞 -ー 訪問 

S 平岡ト 代助ト 一所-一 飮む。 幸德 秋水 ノ話。 大 倉 組牛ノ 話。 眞 面目 ナ 話ヲシ ダス。 平岡ハ 借余ノ 催促 ト 

ES フ 

代 助、 平 岡 二 放蕩 ヲャ メ テ三 千代 ヲ愛セ ョト 云フ。 

ソレデ 代助ハ 三千 代 トノ閼 係ヲ絕 タウト 思フ  * 

り 平岡ノ  ambition ヲ instigate シャゥ トシ テ 失敗。 廣灝 中佐 ノ例。 

g 會見 ハグ ヅくニ 終 ッタ。 彼ノ 熱誠 ナリ 得 -サ リ シ 譯。 motive  ノ 噓 。 dilemma  ニー 千代 ト 密闊 係。 一 一 一 

千代 ト絕 緣。 

^3 賽 ラ投ゲ べキ 時機。 蹰躇 C 緣談 謝絶-一 决ス。 

g 今日 カラ 積極的、 靑山 行。 姊 さん は琳シ クハ アリマ セン 力。 

S 嫂ョ、 あなた ハ 今日 ハ餘程 何う かしてる る。 代 曰 もし 貴女 二 好きな 人が あったら 何ゥ デス： 代 曰ク此 

四 0 三 


結婚 ハ御 斷チ ス ル積 デス 

S 會話ッ 、、キ 。私 ハ好 イタ 女ガァ ル 

^ッ、 -、 キ。 運命 ノ半 ヲ破壞 シ了ル ト思じ タカ ッタ。 三千 代 ノ事ハ ！！：  二 モ話サ ナカ ッタ 

^歸リ 一一 平 岡へ 囘る 立聽。 

5： 翌日 雨。 計畫 易。 三千 代ヲ 呼ブ。 來 ル前ノ 感想 

g 三千 代來ル 

g 三千 代、 三千 代ノ 兄、 代助ノ 過去 ノ闢 係) 會話  一- 

W 僕 ノ^ 在 一一 あなた は 必耍だ 

；:" 仕樣 ガナ イ^ 悟ヲ 極め ませう 

12 S 絶望 ノ 途中、 父 面 會セズ 

,2 自 fu  ノ  surrotuldlngs  ノ  review. 

車 ニ乘ッ テグ ルく あるく。. 三千 代ヲ 訪フ。 

S 運命 ノ 潮流。 —— 一、 三千 代ト 自分 二、 平 岡 ト 自分、 ニー、 社會ト 自分、 家ノモ ノト c: 分 

S 父と 會見、 (そんな 親類が 一 軒 あるの は 必耍ぢ やない か) 
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代 助  寺 尾 文擧者 

門 野  菅沼 三千 代の 兄 


平 岡 常 次 郞\ 裏 祌保町 

\ 三 千代 

長 井 得 一  誠太郞 §.、 機 § 

長 井 誠 吾 Li 梅 子 

長 井 …… 死亡 

姊 (外交官) 

長 井 〜… 死亡  • 

代 助 

高木 (神 戶實業 家、 得 ヲ助ケ タ人ノ 孫)^ 

佐 川 (高木 ノ  sister  ノ嫁 イダ ゥチ、 多額納税者) 

等 覺寺楚 水 

一一 一 〔四十 二 年？〕 

c  Is  spirit  discernible  tlll-ough  forin? 

o  Is  ttie  spinl:  and  tiie  form  identical ^  . 

rnanner,  speech,  expression —— ju.st  indices  tx>  denote  <;h ひ concsltlon  on  tlic  spirit  ？ 

四 o 五 


四0 穴 

〇why  is  it  good  form  sometimes  cause  ill  fedins:  and  t>ad  form  do  not.  ...  <^HOS  con- 

duct: does  not:  always ザ ave け11 ひ g^ood  effect  ulsn  t;tie  man  toward  wliorn  il: is  ^^co^_  as  is  expect- 

ed. 

c  Is  n  fn.ejudlc ひ of  wani:  or  t;tie  sense  of  justice  or  is  it: 1j ひ cause  of け oo  delicate  sense 

Justice  ？ 

〇 Is  liis  virtue  an  end  in  itself  ？  —  ttie  vital  question 

or  is  it:  serious —— 

lvhl.ect  falsehood 

conscious  ^  . , 

(Indirect  falsellosj 

lialf  cons,  falsetiood 

ullcons.  ralsehoodl 

indefinable  influence  of で o ひ ttv 

T^lle  significance  or  common  conventional で erases. 


(大 *5*) 
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